
効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「床レベルを高くする建物配置」種[A-1-007]

-

-

-

/ 半島先端であるがゆえに周囲を遮るものもなく、しばしば強風や大波に曝される荒々しい
土地柄は脅威でもあり、ここではフレームは心もとない。求めるべきは、この土地の魅力は拡張し、
その脅威は低減する建築的地形の創出であると考えた。

/高潮から逃れ、同時に、冬には居住域を北西からの季節風から守り、夏は南東からの海風を
受け止める
北~西に広がる工業地帯の風景もこれによってトリミングされる
そのウィングに内包される空間は遠く東に広がる水平線と対時し、南からの陽光を受け取ること
にもなるだろう。

/RC造の大ボリュームを高い位置に配置する

2019.01_[ 半島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「セットバックして下屋空間を持つ建物配置」種[A-1-003]

個室
収納・倉庫
玄関
広間・ホール
水回り
など

-

-

/ 計画地はベッドタウンとして近年開発が進むエリアにあり、
設計着手時はまだ 1軒も住宅が建っていない更地の状態だったため、全体区画計画図、そして近隣で先行する
同様の住宅地での建設状況からここに住宅が建ち並んだ姿を想像しながら設計を進めた。
1階では南側に接近する ( だろう ) 隣家の
同様に接近する ( だろう ) 東側隣家に

/裏側感を調停
郊外住宅地ではあまり見られない半屋外空間により外部空間利用の多種性を提示して、セットバックを能動的に
扱うことで敷地を超えて寛容さを供出したい
風景が一変してしまう宅地開発に対するわれわれの希望の態度

/主屋内部の 2室に安定した採光条件を整えた。
ポリカーボネート波板越しの光がツインカーボを通して拡散光となる。

/ セットバックして下屋を設け、エントランス・ユーティリティを配する
/セットバックして下屋を設け、透光性のある屋根として
サンルーム兼ウォークイン・クローゼットとする

2018.01_[house T]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「セットバックして外部空間を持つ建物配置」種[A-1-001]

アプローチ
庭
車庫
など

-

-

/100 坪あった方形の宅地が二分された細長い土地である。
東隣の半分には、いずれ建主の親族が移り住んでくる予定である。
将来東側に家がつくられたとき、

/計画地はベッドタウンとして近年開発が進むエリアにあり、設計着手時はまだ 1軒も住宅が
建っていない更地の状態だったため、全体区画計画図、そして近隣で先行する同様の住宅地での
建設状況からここに住宅が建ち並んだ姿を想像しながら設計を進めた。
西側は隣地で想定される庭

/隣接する建物に目一杯囲まれた、間口が狭く奥行きが深く細長い谷間のような敷地
この家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/将来たくさんのものが増えていく
近い将来もうひとり新しい家族が加わる予定である。

/将来東側に家がつくられたとき、庭を介しての関係ができるよう /隣地の空地に空地を添わせた両者の最大化
隣地で想定された庭に対し、アプローチと庭でセットバックすることで敷地境界線越しに空地を
隣り合わせ、住宅地に広がりを与える。
郊外住宅地ではあまり見られない半屋外空間により外部空間利用の多種性を提示して、
セットバックを能動的に扱うことで敷地を超えて寛容さを供出したい
風景が一変してしまう宅地開発に対するわれわれの希望の態度

/奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの家を通して、
周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/車庫や芝生の生えた庭は、置けるものや、やれることを考えてみると、
家の中と同じくらいたくさんあることに気付く。車庫と家と芝生の生えた
起伏のある庭は、住まい手がいろいろなことができて、それに使われる
たくさんのものを包み込むことができるように、それぞれが同じくらいの
強さをもっている。

/ 建物の配置を寄せ、庭を作る余裕を設ける
/建物を小さくし、大きな車庫と芝生の広い庭を設ける
/セットバックしてアプローチ・庭を設ける
/セットバックして駐車スペース、庭、軒下空間を設ける
/隣地からセットバックし、光を通して玄関を設ける

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2009.08_[ 車庫と家と芝生 ]

2018.01_[house T]
2018.10_[ 街の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある建物配置」種[A-1-005]

車庫
庭

/増築の準備
/改修の準備

/増築 ( 子供室や仕事場、
　　　  離れ、東屋など )
/ 改修 ( 外構計画 )

/これから更新されていく住まい
/現在は圏央道などの整備や住宅地開発が進み、変化の只中にある。
家族は将来、子供部屋や仕事場を森に増築する予定で、
本来固定しない、変化する生活のダイナミズムを召喚する。

/近隣では高い塀をめぐらし、庭には法律を満たす程度の植栽が
少しばかりの住宅が建ち並ぶ現状では、歳月を経ても豊かな景観に
なることは考え難い。
/前面道路の幅員拡幅工事計画を考慮した 4台分の駐車スペースが
求められた。
住み手や都市のニーズに応じて
将来的には

/これから更新されていく住まいの指標として、原風景が壊されることなく未来へと継承される原動力になればと願った。
/将来、子供部屋や仕事場を森に増築する
森の緩やかな形成史を継いでいくように、新しい家族の暮らしを重ねていく作業である。
今日、自然災害や気候変動により大地の自明性が失われる中、住居を土地の大きな物語と結び、一方本来固定しない、
変化する生活のダイナミズムを召喚する。
/庭に施した植栽が成長し、目隠しとなると共に地域の景色に貢献することが意図される。
住宅はいうまでもなく建主のための私的なものだが、外部に面する庭は地域との共有資産でもある。
/住み手や都市のニーズに応じて編集可能な領域と位置付け、外構計画や多目的な離れ・東屋の増築
集会室の機能が拡張したり、住居の離れの増築など
この建物の誕生をきっかけにコミュニティにポジティブな影響が生まれていくことを期待したい。

/ 大きな余白を設ける
/将来の周辺への増築を考慮した配置計画とする
/建築面積を必要最低限に抑え、ゆったりと庭を設ける
/建物と前面道路の間に余白を設ける

2018.03_[ 大屋根の棲家 ]
2018.10_[Eagle Woods House]
2018.10_[ 平和の家 ]
2019.03_[ 日光の家 ] 効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「プライベート性に応じた分棟の建物配置」種[A-1-008]

-

-

-

/ この住まい手は、ひとりでゆっくり過ごすこともあれば、人を招くことも少なくない。
招く人の多少に応じて、

/招く人の多少に応じて、空間を柔軟に使い分けられるようになっている。

/ プライベート性に応じてグラデーショナルな分棟配置とする

2019.02_[ 頭町の長屋群 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中庭をもつ建物配置」種[A-1-004]

庭

-

-

/ もし将来的に祖母の外出が困難になっても、
/日々の変化を感じながら、それぞれが悪い思いの快適な場所を探し過ごす自由で自然な生活スタイルながらも、
家族の繋がりをもてる家を目指した。
日々表情を変える自然

/家族がこの家で豊かに暮らしていくためには、祖母には少しでも長生きしてほしい。中庭をもつ分棟型の配置としたことで、もし将来的に祖母の外出が困難になっても、
たくさんのシーンをもつこの家を散歩して、日々いろいろな発見をしてほしい。円を中心に広がる平面は、多様な意味を内包するものとなった。
プランを中庭型にしたことで、近隣の目線を気にすることなく、どこからでも庭を介した季節の移り変わりを感じることができる。
また、躯体自体が塀の代わりとなり、敷地周辺には地域に対して閉じない環境をつくり出した。

/高さと方位を変えながら空間が展開し、抱え込まれた庭が室内と繋がる。玄関を入ると地面の石や微細な苔が出迎え、キッチン横では低木の葉や高木の幹の樹度に触れ、
葉の隙間から空を見上げる。階段を上がると見上げていた葉と同じ高さに並び、テラスから葉を見下ろす。芝生で緑化された屋上からは庭の樹々が周辺の緑と一体となる。
螺旋状の空間により、家族間の適度な距離感をつくりだしながら、日々表情を変える自然とともに過ごす生活を実現できると考えた。
高さが加わることで、普段見上げている木々の葉に触れることができ、見下ろすこともできる。方位の変化により、日光に照らされる。
葉や光に透ける葉裏の様子、落ちてくる葉影などに気付かされる。緑の見え方や色、揺らぐ枝葉の陰影や葉擦れの音など、五感をより刺激する。
さらに建築のつくる影が湿気を好む苔などの育成を可能にし、木々の影が日陰をつくり室内環境を整えるなど、お互いが補い合う。
庭と建築が共存することで、自然と人との繋がりも育まれると考えている。

/ 居住スペースを円環状に分散させ、それらを渡り廊下で繋ぐ中庭型のプランとする
/庭を囲むように二重螺旋状に建物を配置する

2018.03_[ 渡りの家 ]
2018.07_[ 箕郷町の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「2棟から成る建物配置」種[A-1-002]

-

-

-

/ 子供が小さいこと、来客が多いことから、夜に映画を見たり来客を泊めたりする家が、離れたところに
もうひとつあれば、気兼ねすることもなく楽だと考えた。近い将来、祖父母と同居予定であることや、
思春期を迎える子供の部屋のことを考えても、離れているぐらいがちょうどよい。大学が近いので、遠い将来は
ひとつの家を学生に貸すことも想定した。
/世代を超えて使われる際には
いずれ孫世代も使える

/夜に映画を見たり来客を泊めたりする
離れたところにもうひとつあれば、気兼ねすることもなく楽
近い将来、祖父母と同居
思春期を迎える子供の部屋
離れているぐらいがちょうどよい。
遠い将来はひとつの家を学生に貸すことも想定

/世代を超えて使われる
いずれ孫世代も使える

/ 大きなひとつのヴォリュームを仮定して、
中央をくり貫いて残った部分を 2棟の家とする

/世代が移り変わる・増えることを想定した分棟構成とする

2010.05_[A House Made of Two]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「前面道路側に間口の広い建物配置」種[A-1-006]

-

-

-

/ 前面道路を挟んで北側には川が流れる。
川と水路に挟まれた周辺区画より少し広い敷地に対し、
今後新たに建ち並んでいくであろう町並みを形成するように

/今後新たに建ち並んでいくであろう町並みを形成する

/ 今後の町並みを形成すべく前面道路側に間口の広い配置とする

2018.12_[ヴィラ・ポタジェ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「クリープ変形を考慮したキャンチレバーのムクリ調整」種[A-2-002]

-

-

-

/ 工期内および将来のクリープ変形 /工期内および将来のクリープ変形へと備えている。

/ キャンチレバーのヴォリューム先端にムクリをつけておく

2019.01_[ 半島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「平屋規模」種[A-2-001]

-

-

-

/ 将来を考え車椅子でも生活できるようにとの要望から、
/周囲は今後 3階建ての家がますます増えていくことが予想される中、

/車椅子でも生活できる
/近隣に対する日照と通風に配慮している。

/ 建物を平屋とする
/平屋とし建物を低く抑える

2010.02_[ 夜ノ森の家 ]
2018.03_[ 長谷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の住居とS造の庭」種[A-3-012]

-

/ 改修の準備

/改修 ( 増改築、メンテナンス )

/コストやメンテナンス性、将来の増改築の可能性から、 /メンテナンス
将来の増改築

/W造の住居とS造の庭とする

2019.08_[daita2019]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「キットハウス」種[A-3-004]

-

/ 改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/合理的に考えられたキットを使うことで何が実現できるかを考え、環境や建主の条件によって
改良していくことにより、〈もの〉のもつ最終型としての面白味や美しさを追求している。
キットを考案するにあたり、簡単に理解できること、ふたりで組み立てられることのふたつを
念頭においた。

/このキットのシステムを使えば、長いものや L字型、H型、U型の平面型を考えることもできる。
規模と敷地の形状に応じて、プランを選択すればよいだろう。そして、外壁・屋根室内の合板の
種類、色などは周辺環境とつくり手兼住み手の趣向に応じて変化するものと考えている。
キットハウスとはいえ、でき上がったこの住宅が工業製品のようなものかというとそうではなく、
合理的に考えられたキットを使うことで何が実現できるかを考え、環境や建主の条件によって改良
していくことにより、〈もの〉のもつ最終型としての面白味や美しさを追求している。そして最終的
には、住宅という ( もの ) を ( つくる〉ことの幅を、少しでも広げられたのではないかと思っている。

/ キットを元にセルフビルドできるモデルとする

2001.11_[ プライウッド・キット・ハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「構造的に自律したユニット構法」種[A-3-008]

-

/増築の準備
/改修の準備

/ 増築 ( プラン変更 )
/ 解体

/改修 ( 増改築、プラン変更 )
/ リユース ( 部材再利用 )

/敷地条件やさまざまな住まい方へのアダプタビリティ
住まい方や敷地状況に合わせて
増改築
解体
リユース

/敷地条件やさまざまな住まい方へのアダプタビリティを高めている。
プランバリエーションは自由に展開可能となっている。
長さ方向への延長、棟の並列など、住まい方や敷地状況に合わせて変化する。
増改築は当然、解体も容易であり、かつての木造民家や社寺と同様に材の「お下がり ( リユース )」
が可能になる。つまり、資産としての価値とともにCO2固定量も長期に渡って保持されることが
可能になるだろう。

/ ユニット単位で構造的に自律させる

2018.06_[ 木楽の家 ]
/ 解体の準備
/リユースの準備

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「屋根部分、軸組部分、床版とそれぞれ独立した全体構法」種[A-3-014]

柱
梁・桁
屋根
床

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/「官舎」であるために、住まい手の要望に合わせてプランを考えると同時に、それに止まらず、
今後、生活や用途の変更にも対応できる必要があった。そのため、将来的に仕上げを変えたり
家具を増やしたりできる装置のような骨格としてとらえ、

/住まい手の要望に合わせてプランを考える
今後、生活や用途の変更にも対応できる
将来的に仕上げを変えたり家具を増やしたりできる

/ 骨組は、上部の屋根部分と長押下の軸組部分、床版とを
それぞれ切り離す

2019.07_[ 物質試行 59 官舎プロジェクト ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「自立する増築棟と依存する既存棟の全体構法」種[A-3-006]

-

/ 減築の準備

/減築

/構造計画は、今後の既存建物の減築にも対応できるように、 /今後の既存建物の減築にも対応できる

/ 増築棟は構造的に自立させ、既存棟は増築棟に依存させる

2018.02_[ 越前の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「S造」種[A-3-001]

-

-

-

/ 住まい方の変化
/さらに将来、各世帯のエリアを広げたり組み替えたりする際、

/中庭に対して大きな開口を設けることができ、建物全体に開放感と一体感が生まれると同時に、
住まい方の変化にも自在に対応できるだろう。
/フォームの自由度を高める

/ 居住部分の構造は鉄骨造にする
/鉄骨純ラーメン構造にする

2000.10_[ 矢野の家 ]
2001.06_[ 沼袋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「Sや RCの主構造と独立したW造の全体構法」種[A-3-010]

-

/ 改修の準備

/増床
/減床

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無碍な生活は、
/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定している。
生活が多様化し、暮らしの定義が変化する中で、庭をつくるように複雑さに向き合う建築をつくることができないか。
将来的にさまざまな使い方ができるよう可変性のある

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無得な生活は、地下室と 1階の間で自由に行える。
/木架構は、テラスや水回り、吹抜けなど、各場所の機能に応じた空間をつくることを可能にし、建物と街との接点をつくり出している。
駆体、開口、仕上げ、家具、金物、テキスタイル、植物など建築を取り巻く事物を変遷させていくことができる。木架構に沿って壁を
立てることで書斎が生まれ、カーテンを付け替えることで寝室ができ、テラスが小さな温室へと変化する。そうして現れる建築は、住宅で
ありながらオフィスにもなり、図書館、ヨガスタジオ、ギャラリーにもなる。植物が庭の中で移動し庭自体が遷ろうように、建築も街と
共に変遷する。竣工時に目的や使い方が固定されるのではなく、その街の風景に包まれながら、住まい手の要望の変化に応じて変遷する
寛容さを纏った住宅。その可能性を示したいと考えている。
木造部は耐震要素ではないため、今後使用状況に応じ増床や減床することも可能で、耐震壁もないので開口部も自由に増やすこともできる
構造とした。
木部架構には棚を自由に取り付け、植物を並べることができる。

/ 地中の巨大なRC構造、そこから伸びる鉄骨に主構造を限定し、
改修が容易なようにする
/1.8×2.6mスパンの鉄骨フレームと周囲に木架構が取り付く構成とする

2018.10_[ 酒井邸 ]
2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「壁式RC造」種[A-3-013]

-

-

-

/ 将来の家族構成の変化 /耐震 · 防火性
将来の家族構成の変化に備えようという姿勢

/ 壁式 RC造とする

2019.08_[ 小石川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「耐用年数の長いものから施工する全体構法」種[A-3-005]

設備

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/将来的な改修工事 /将来的な改修工事に対応した。

/ 構造体・仕上げ・設備の順に、耐用年数の長いものから施工する

2010.06_[GPL の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内外現しの木造部」種[A-3-009]

-

/ 改修の準備

改修 ( 外壁メンテナンス、プラン変更 )

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更
木に大切なのは手入れができること。

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更への対応を容易にする
耐火、断熱、調湿などの性能
木室空間の新しい表現
間伐材の有効利用から日本の森を育て守ることに繋がる

/ 集成材パネルを内外現しとして立ち上げる

2018.06_[ 堂前の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「軸組現しとする木造在来工法」種[A-3-007]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
方だったこともあり、住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの
身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境をつくれるように、
改装を繰り返すため

/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる
改装を繰り返す

/ 木造在来工法を採用し、軸組を現しとする

2018.04_[ARI]

種[A-3-007]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「「木箱 212」構法の建物」種[A-3-003]

-

/ 改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/都市部の宅地は狭いものが多い。狭小敷地に建つ住宅は奥行に対して間口が狭い傾向がある。このような住宅では、間口に出入口と採光・通風の窓を設けると、同じ面に
耐震壁を設けることは難しい。現在の住宅はフレキシビリティを考えて、内部の壁を少なくする傾向がある。また開放感や透明感を求める近年のデザイン嗜好は、住宅の
外壁面の開口を広くしている。このような傾向は現在の住宅を取り巻く環境や現代人の感覚によるものだが、そのような住宅を在来木造で実現することは難しくなっている。
住宅は、住まい手がつくり上げていくものである。設計者は生活の専門家ではない。設計者は、生活の可能性をできるだけ多く残し、それを広げられる空間を提供すべき
である。間取りが現在の要求に適合していることよりも、間取りが変えられることのほうが重要だ、現代社会の変化は速く、当然われわれの生活をも変えていく。未完成の
単純な箱は、住まいに対する要求の変化に対応できる。
生活の変化を受容する現代の住宅として、木箱 212 を提案したい。
弱電技術の発達や住まい方の変化により、配線の追加ややり直しが予測される。

/「木箱 212」構法は、特殊な金物を使用しないので施工は簡単である。特殊な工具は必要なく、ドリル、電動ドライバー、金槌、があれば十分である。少し工具に慣れた人
なら誰でも施工可能だと思う。現在設計中の木箱は、素人である建主が構造から自分で行おうとしている。住宅を建主が自らつくることになると、住宅はより身近なものに
なり、その社会的意味も変わっていくだろう。木造住宅のコストはつくり手の手間によって左右する。この構法の大工の人口数は在来工法の 3分の 1から 2分の 1である。
ローコスト住宅にあう構法である。
柱と梁の樹種 (SPF、ベイマツ ) や構造用合板の種類 (OSB、針葉樹合板 ) の選択により、室内の印象は変わる。構成部材を現すことは、「もの」としての住宅を強く感じさせ
ることも意図している。木に仕上材を張らないことは、木を直接空気に触れさせることができ、木の耐久性を上げる本来の使い方である。天井裏や壁の内部がないため、電気
設備の配線は露出している。しかし柱や梁の構成部材が多く、しかも凹凸が多いので、室内ではそれらはあまり目立たない。見苦しくない露出配線が現実的であると思う。
門型フレームの柱には外側片面しか構造用合板を張らず、室内側は仕上げをしないので、柱が室内側にそのまま現れている。断熱性は合板の外側に断熱材を張ることで確保
している。室内に現れた柱の間に棚板を渡すことで柱の奥行 (212 は 286mm) の棚ができ、床から天井までの収納壁のようになる。奥行方向の両側の壁は、柱の見付 (38mm)
が小さいので、本棚でできているように見える。現代の住宅内ではたくさんの物があふれており、建主の要望の中でも収納は重要項目である。
家全体が収納に見えるこの構法は、建主にも好評である。建主が工夫を加えて、壁を本棚・飾り棚・洋服入れ・食器棚などにして使用している。

/「木箱 212」構法を採用する

2001.07_[ 木箱・八千代 ]
2001.07_[ 木箱・秋津 ]
2001.07_[ 木箱・西町 ]
2001.07_[ 木箱・戸倉 ]効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「RC・W混構造」種[A-3-002]

-

/ 室変遷の構想
/改修の準備

/将来さまざまな状況の変化に対応して増改築
/プランニング上の自由度を高めること、将来の変化に対して可変性を
もたせること、メンテナンスが容易であることを考慮
/子供室など将来的に変化し得る
/住み方も使われ方もこれからどんどん変わっていくだろう。どのよう
に使われようと、どのように暮らそうと、それは住み手の自由である。

/[CASE1( 現況 )] ロフト風の寝室
[CASE2] 寝室は 1階和室に、
　　　　ロフト主寝室をテラスに改築
[CASE3]3 階テラスを子供部屋に改築
[CASE4]3 階テラスを子供部屋に改築
　　　　2階テラスをリビングに改築、
　　　　さらに広いリビングに
/プランニング上の自由度を高める
将来の変化に対して可変性をもたせる
メンテナンスが容易である
/木造 BOXは将来的変化にも対応が
可能である。
現状の木造BOXはプランに合わせて
耐力壁が各所に配置され、単体として
の耐震性も高い。

/ 硬い ( コア ) 部分は RC、柔らかな ( 増改築 ) 部分はWとする
/RC壁式ラーメン構造の空洞の箱に木造軸組を入れ子状に組み込む
/不変性の棟はRC壁式構造、可変性の棟は木造とし、水平力を負担するRC造 BOXの間に木造BOXを
挿入する
/建物全体をRCの壁で囲み、内側を木造とする
/1 階を RC造、2階を木造とした混構造とする
/下階を RC造、上階を木造とした混構造とする

2001.01_[ 世田谷上町の家 ]
2001.03_[ 千早の家 ]
2010.08_[Sg]
2018.01_[ 住居 No.40]

2018.11_[ 望月商店 ]
2019.06_[ 井の頭の家 ]
2019.07_[HINO1]

その自由さを喚起するような、引き出すような建物にしたいと思った。
/将来増改築が容易となるよう
経年変化していく木部
/将来の増改築
/この敷地は土砂崩れの危険性のあるレッドゾーンに指定されており、
土砂崩れの土圧に耐えるために、

/ 改修 ( 室変遷 )
/ 改修 ( 増改築、プラン変更 )

矩形の敷地形状に対し、大きさの異なる箱体を
ずらしながら配置することでさまざまな余白が
生まれ、それらを内部とつながる庭や
駐輪スペースとして利用している。
内部では、12の箱体をぐるりと回遊できるように
計画し、空間ごとに変化をつけるため、150mm
ずつ床レベルに変化を与えた。それに加えて
コンクリートと杉の箱体の表面に、保護材も兼ねて、
内外仕上げ色を統一した 12色の異なる色彩の
自然塗料で染め、各空間の印象を変えている。
/抜けが多くて自由で、将来どのようにも改変が可能
/将来増改築が容易となる
1階を RC造とすることで住居部に対する音の問題に
配慮すると共に、RC壁面の R部間を構造上有効な
傾斜状柱型とし、室内側の垂直面との間に断熱材を

充填することで、温度変化は小さいが気積の大きい空間とした。
人と街に愛され築いてきた 100 年という歴史に支えられ、
これからも朴納と時を刻んでいける建築を目指した。
/半地下を可能にし、上下階の騒音を低減させ、
将来の増改築に対応している。
/土砂崩れの土圧に耐える

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「蝶番のような木造架構接合部をもつ全体構法」種[A-3-011]

-

-

-

/ 木造在来工法は、卓越した大工技術と安定した品質の木材供給を前提として発展し、現在は
プレカットの加工精度と既製品金物の性能やバリエーションに支えられた合理的な工法である。
現状ではそれでも十分に機能しているが前提となる木材供給や大工の技量が現状の水準を確保
できるとは限らず、将来的には新たなニーズが生じて要求に応えられなくなる可能性もある。

/スペースの都合上棟部分のみの可動に留まったが屋根を架けるのには 2時間ほどしか要さず、施工上の合理性を
示すことができた。
棟の後に登り梁を架ける通常の手順では、登り梁にスラスト ( 横方向の力 ) がかかり、特にスパンが大きく梁が太く
重い場合、下の方が外に開いてしまい、施工が大変という問題がある。今回の蝶番で繋いで吊る構法はこの問題が
解決され、建て方も短く簡易化された。
棟や重い登り梁の施工性、吹抜けの足場を減らす目的に加え、木とスチールの表現を家具のようにもう少し自由に
考えたいという気持ちがあった。迫カとどこか遊びのある建て方がそのまま空間に現れ、ものづくりの楽しさが定着
したような、空間の質を獲得する試みである。家を建てることは、建主にとって、建築や地域社会について学び考える
ことができる機会でもある。家がどのようにつくられたのかを建主が住まいの中で感じ、自ら楽しい暮らしを
生み出していけるように支えていきたい。

/ 在来工法を見直し、蝶番のような木造架構の接合部とする

2018.10_[ 蝶番の家 ]

種[A-3-011]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多様な場をもつ平面的ワンルーム」種[B-1-004]

不特定諸室

-

-

/ 生活や心境の変化、あるいは家族の変化に応じて、 /生活や心境の変化、あるいは家族の変化に応じて、それらの場所を引き戸によって臨機応変に
つないだり閉じたりできるようにした。
すなわち舞台やスタジオのように、自分たちの場所を自由に創造して楽しめる空間にしたかった
のである。

/ ワンルームに様々な個性的な場所をちりばめる

2000.09_[ 小平の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造フレームによる平面的ワンルーム」種[B-1-013]

LK
柱
梁・桁

-

-

/ 耐震性 /耐震性も向上した。
急峻な地勢の住宅に挿入されたフレームは佐世保特有の緑豊かな光景を内部に取込むとともに、
海から吹く風の道としての役割を果たす。地に着いた平屋ではあるが、斜面下からは内部の
プライバシーは守られ、トンネルの真ん中に置かれたキッチンは洞窟の中で暮らすよう看感覚を
呼び起こす。フレームで切り取られた周辺の風景と半屋外のデッキの開放感により、とこまでもが
境界なく敷地と感じられる。住宅の中での暮らしもより外と近づけることで、敷地を超えて海や
急峻な地形など大きな環境と関わりをもつことを考えた。

/ ワンルームに断熱材を充填した木構造フレームを挿入する

2018.04_[ 佐世保のリノベーション ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「職住領域の混在する平面的ワンルーム」種[B-1-008]

-

-

-

/ 将来食堂 ( カフェ ) を開ける /お店を開いている時には家族が少し気を遣いながら生活をする。しかし、お店が休みの時には、
大きなテーブル席で家族が食事をしたり、土間は遊べるスペースとなる。そこには、お店を営む
という生活の中での「しばり」が出てくるが、「しばり」によって生活の中にモラルが生まれ、
その家族だけの規則ができてくる。
「しばり」がその家族らしい楽しさを引き出してくれるのではないか

/ お店と住まいのスペースを分けず混在させる

2010.03_[ ぷーさん食堂 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ボリュームを繋ぐ土間空間による平面的ワンルーム」種[B-1-017]

土間
不特定諸室

-

-

/ ものづくりが好きな奥さんが近隣の子供達のためにお絵かき教室を開いたり、妻面の軒下に
伸びた外土間でも食事をふるまったり、家族だけではなく地域の方が出入りする懐の深い使い方
近隣の子供やその家族と日常的な交流が継続して行われる

/拡散光が滲んでふわっと明るい。
農作業のまま上がって野菜を干したり、道具を置いたりもできて、ポタジェと暮らしが繋がる
中間領域となる。
建物を雁行させて川と水路が運ぶ風を迎え入れ、差し掛け屋根部に溜めた熱を北側の高窓から抜く。
また、ものづくりが好きな奥さんが近隣の子供達のためにお絵かき教室を開いたり、妻面の軒下に
伸びた外土間でも食事をふるまったり、家族だけではなく地域の方が出入りする懐の深い使い方も
できるようになっている。想定を上回り、庭や上土間では近隣の子供やその家族と日常的な交流が
継続して行われるようになった。隣家の家族も上土間や庭で遊び、庭から帰る光景に幾度と遭遇した。
建主の子はマンション暮らしの頃より快活になったという。

/ 小屋のようなボリュームを土間空間で繋ぐ構成とする

2018.12_[ヴィラ・ポタジェ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ロールブラインドのある平面的ワンルーム」種[B-1-006]

-

-

-

/ 日頃、住宅では、恣意的に細分化された構成は好ましくないと考えている。生活や人間の気持ちは絶えず微妙に変化し、移り変わるから
である。そうした変化を許容可能な空間が不可欠だと思っている。それはたとえば、広い公園とか、何もない倉庫のような空間にゆったり
と好みの家具 ( いつでも場所を変えられるもの ) に包まれている姿が原型としてある。そして広い緑の公園の中では、当然多くの他人の
視線を浴びることを前提としても、自らが広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や仲間
が一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場であることが、可変的に自在にコントロール可能な
空間装置によって、私自身のライフスタイルが投影されることである。都市の中で活動する自由度をもった空間を建築としてとらえる
ことが、この住宅のテーマである。

/ 広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や
仲間が一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場である
ことが、可変的に自在にコントロール可能な空間装置によって、私自身のライフスタイルが
投影される

/ ロールブラインドで 3つのスペースに区切る

2001.07_[ ホワイトボックス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具と床高低差のある平面的ワンルーム」種[B-1-015]

不特定諸室
建具
床

-

-

/ 住居 ( ルームA、B) と和楽器とクラシックのコンサートおよびレクチャーホール ( ホールA)、
通りに開放されたギャラリー兼不定期の生け花教室 ( ドマA) の 3つのプログラムを想定している。
居住空間も含め用途は固定せず、使いながらプログラムを常に更新していく建築を目指している。
どのようなプログラムが複数同時に入ってきても受け入れることができる柔軟で強固な
ジオメトリーが求められた。

/古い民家や町家が所有者や用途を変えながらも時代を超えて残り、その地域の風景をつくるよう
に、この新しい町家も西寺林のさまざまな人やもの、活動が混作する風景の一部となり、
長く地域の人びとに愛され続ける建築になることを目指した。

/ ワンルームに床高さの変化と可動間仕切りで境界性を持たせる

2018.11_[ 西寺林の微地形 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸と平面的ワンルーム」種[B-1-002]

開口部
建具

-

-

/家族構成の変化を考え、
ライフスタイルの変化に対応できるように
/生活や心境の変化、あるいは家族の変化に応じて、
/使用方法に合わせて
/設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも
住まいとして成立できるような家を実現して欲しい」
という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変
わらないものを整理したうえで、それらと空間との
関係をデザインしていこうと思った。

/ フレキシブルな一空間としている。
/生活や心境の変化、あるいは家族の
変化に応じて、それらの場所を引き戸
によって臨機応変につないだり閉じたり
できるようにした。すなわち舞台や
スタジオのように、自分たちの場所を
自由に創造して楽しめる空間に
したかったのである。
/大勢の人々が集まるときは建具を開け
放ち、100 インチのスクリーンが天井から
下りてきて、さながら映画館のように使う
ことができる。このように生活上の細部を

/家族の共生、つまり「死」と「生」のサイクルの
中で、各人が使える領域が伸縮するような仕組み
可変的な生活に応答
/部屋同士の関係や庭との関係を自由に変化させたり、
子供の成長に応じて部屋の大きさや使い方を変える
ことができる。
/木製建具で仕切ることができる。
/建具でスペースを区切ることができる。
/住宅部分のプライバシー確保や職住の領域の拡張性
を図った。時にはイベントや展示会などで住宅を開放
し、さまざまな人やものとの関わり合いができる
可能性を持たせた。
開閉によって領域の拡張やプライバシー確保の役割を
担う。

定義させずに、集まりに合わせた広さを
建具でつくれるようになっている。
/将来の変更に備えた。
/間取りを建具によって 3段階くらいに
変化させられる 8畳の比較的閉じたアト
リエ、客間でもある場所は、続きの居間
部分まで使えば親子向けに 10名程度の
ワークショップができる。親しい友人
一家はダイニングまで通してのびのびと。
/暖炉のあるリビングまで開くか、
寝室までも一室空間にするかを選択できる。
将来の生活の変化も考慮している。
/畳間、居間、土間が一体的に
利用される。

/可動間仕切り+収納によって室を分割
/ワンルームを引き戸で切り替えられるようにする
/大空間を可動間仕切りで仕切る
/高い天井の不定型なワンルームを建具や家具で間仕切る
/間取りを建具によって 3段階くらいに変化させられるようにする
/建具で仕切ることのできるワンルームとする

2000.06_[ 西田邸 ]
2000.09_[ 小平の家 ]
2001.10_[ 小豆島の住宅 ]
2010.09_[ スキマのある家 ]
2018.06_[ 前後の家 ]

2019.11_[H/R/B]
2019.12_[ カモシヤ ]

2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2018.11_[HKR]
2019.02_[ 住居 No.1 共生住居 ]
2019.10_[ 加藤邸 ]
2019.11_[ 西七区の家 ]

/ 襖で室を間仕切る
/２世帯を区切りつつ、2階を可動間仕切り
のあるワンルームにして繋げる
/ワンルームに可動間仕切り戸を設ける
/ワンルームに可動間仕切り戸を設ける
/ワンルームに可動間仕切り戸を設ける
/間仕切りはすべて引き戸とする

将来の変更に備え
/この家は、時に建主が主宰するアート
プログラム「ARTIMEET( アーティミート )」
のスタジオへと変化する。
イベントはその時々で内容や規模が変わり、
家族との距離も都度変化する。
/将来の生活の変化
ゲストの有無や関係性によって
/イベント時には

/家族の共生、つまり「死」と「生」のサイクルの中で、各人が
使える領域が伸縮するような仕組み
可変的な生活に応答
/子供の成長に応じて
/場面によって
/使い勝手に応じて
/発酵料理教室を備える
時にはイベントや展示会など
さまざまな人やものとの関わり合い

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「十字梁のある平面的ワンルーム」種[B-1-010]

梁・桁
開口部

-

-

/ ここで生活を繰り広げていく家族が、成長と共に、あるいは生活のさまざまなシーンに応じて /この 4つの領域は、場所を穏やかに規定する小さな屋根が寄り集まったようでもあり、その起伏に富んだ天井が、
平らな床に小さな場所性を生み出している。さらにその屋根裏同士が開口でつながれることで、ワンルームの空間
には、さまざまな奥行をもった視線が発生することにもなる。
屋根裏から屋根裏へ、さらには外へと、深くなったり浅くなったり、時に内外が反転しながら生まれる視線は、
その小さな場所性を、さらに増幅する。
こうした空間に仕組まれたさまざまな距離や奥行は、ここで生活を繰り広げていく家族が、成長と共に、あるいは
生活のさまざまなシーンに応じてその都度その都度しっくりとくる場所や関係を見つけていくことを楽しく
引き出してくれるに違いない。それは、いつまでも色想せることなく、家族の生活を支えていく空間になるのでは
ないかと思う。

/ 十字形に架け渡した梁によってワンルームの領域を分節し、
垂れ壁の開口やテラスといった工夫によって多様性を生む

2010.06_[ 茅ヶ崎の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある平面的ワンルーム」種[B-1-005]

不特定諸室

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/単身者がきたるべき配偶者とともに生活を送るための、必要最小限の壁があるシェルターの
ようなもので、時間の経過に伴い必要となったときに新たな要素を加えることが可能な設えが
要求された。
両親との同居が新たな条件として加わり、

/時間の経過に伴い必要となったときに新たな要素を加えることが可能

/ できる限りの大空間を確保する

2001.01_[ かむかふ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「田の字型プランの平面的ワンルーム」種[B-1-014]

建具

-

-

/ 家族のかたちは年々変化するし、人間のふるまいは季節や天気、体調や気分によって変わる。
そういった素朴な人間観に立ち戻り、丁寧に空間を構成することから、「家」について再考する
ことが必要なのではないかと考えている。
将来的に家族構成などが変化しても

/建具により小さな 4つの室にも分割でき、将来的に家族構成などが変化してもさまざまな
使われ方が可能。

/ 田の字型プランとし、建具で 4つの室に分割できる一室空間とする

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「カーテンレールを設けた平面的ワンルーム」種[B-1-001]

個室
廊下
天井

改修の準備
( 間仕切り追加・撤去 )

/ 改修の準備 ( 間仕切り追加・撤去 )

/将来的には仕切る
ワンルームとする

/将来的には仕切ることも可能であるし、和室も含めて全ての間仕切りを撤去し、
ワンルームとすることも容易にできる。

/ 完全に室を閉じず、カーテンレールを設ける

2000.02_[ 野火止の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「くびれた平面的ワンルーム」種[B-1-009]

-

-

-

/ ここには、若い夫婦と生まれたばかりの赤ちゃんが住むことになる。
/計画にあたり建主からは、庭弄りに没頭できるまとまりのある庭と「変化のある空間」が求められた。今後、家で
過ごす時間が増えるふたりとって、「変化のある空間」とは、長時間過ごしても飽きることがない多様さと、気分に
応じてふたりの距離感を変えられる柔軟さを備えた空間であると考えた。
ひとりの時間がほしいけれどお互いの存在を感じられないと不安になる。そんなふたりのつかず離れずの距離感を
保つため、

/予備室
このくびれたワンルームは、まるでかくれんぼでもするかのような、お互いの気配を感じながらも見えない関係や、
あるいは遠いようで近い、近いようで遠い、微妙な距離感で関係付けられた、いくつかの居場所を生み出している。
そして同時に、周囲に広がる住宅地の、建物と隙間を巡るのにも近い体験をもたらすことにもなる。1階は、家族
ひとりひとりの場所であると同時に、街が忍び込んだ空間でもあるのである。
/長時間過ごしても飽きることがない多様さと、気分に応じてふたりの距離感を変えられる柔軟さを備えた空間で
ある

/ 収納や水回り空間を間仕切りのように配置することでできた、
くびれながらもつながっているワンルームとする
/蛇行したワンルームとする

2010.06_[ 茅ヶ崎の家 ]
2010.09_[ ツイノスミカ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「L字型の壁による平面的ワンルーム」種[B-1-007]

外壁
内壁

2.7mモジュール

-

/周辺には畑が広がり、敷地南の道路に沿って川と線路の土手に面している、明るく開けた更地で
あった。
将来、周囲の畑が住宅地に変化した後も、

/将来、周囲の畑が住宅地に変化した後も、隣家とは、奥行のあるヒダ状の緑の風景を介してゆる
やかにつながる関係となるだろう。
それは、外界から場所を切り取ることなく、室内外、敷地内外にわたって、視界の中に多様な
パースペクティブをつくり出し、ゆるゆると、つながり、へだてられる、奥行のある風景を重層的
に連続させる。歩く度に残像が集積され、さまざまな関係が更新されるそれは、窓を介して外界と
つながることとは、まったく異なる感覚を両者に提供する。そこでは、広がりのある風景の中で、
他者や外界との距離を計り、自分を世界の中で位置付け、定位していくことが可能である。

/ コンクリートの L字型の壁で構成する

2009.08_[house I]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「建具のない放射状の下屋からなる平面的ワンルーム」種[B-1-016]

不特定諸室
建具

-

-

/ 家族がコンパクトに集まり、孤立しすぎることなく、時には距離を取って過ごせる柔軟性 /環境を取り込み、小庭との関係をもちつつ近隣とのプライバシーを調整する。
下屋は家族がコンパクトに集まり、孤立しすぎることなく、時には距離を取って過ごせる柔軟性を
有する。

/ 建具のない下屋からなるひだ状の放射プランとする

2018.12_[ コート・ハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「連続性のある平面的ワンルーム」種[B-1-003]

開口部
建具

/改修の準備 ( 用途変更 )

/ 改修 ( 増改築、プラン変更 )

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に
対応づけられるはずもない。
/ただし、子供たちの成長や本の増加、私や妻の仕事の展開等に従って、さまざまな変化があるだろうと
予想している。
/法規上許容される限度いっぱいのヴォリュームをまずつくって、これから生活が変化したときに
徐々に部屋に分かれていけばよい、というのが要望であった。

/空間が持つ喚起力のようなものに期待したいと思ったのだ。
/南側に張り出すように配された書斎。
将来はその一部を子供部屋とすることも想定されている。
子供部屋が必要になれば、一時書斎を明け渡し、多目的スペースを私の仕事場にすればよい。本の増加は、多目的
スペースを図書室化して対応したい。その一部に妻の居場所を組み込むことも考えている。書斎から多目的スペース
全部が私の仕事場になる時期だってあるかもしれない。そんなふうに、いろいろな風景が現れては消えていくに
違いないが、その内部の空間は、いつもゆるやかにつながっているのだ。
/これから生活が変化したときに徐々に部屋に分かれて

/ 連続したワンルームとする
/書斎と他の空間 ( 多目的スペースなど ) を緩やかにつなぎ、開口部を
通して連続性を持たせる
/どのスペースも基本的に区切らず、ワンルームで構成する

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2001.07_[ チュウクウ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「間仕切りのない平面的ワンルーム」種[B-1-012]

内壁
家具
その他造作

/間仕切り追加の準備

/間仕切り追加

/間仕切りを将来対応とした
/とにかく余計な壁のない広々とした家が欲しい、将来必要があればその時仕切ればよいと、
ふたり共ある意味合理的な意見の持ち主である。

/間仕切りを将来対応とした
/将来必要があればその時仕切ればよい

/ 間仕切りや仕上げ、家具といった装飾的な要素を一切排除した
ワンルームとする
/最大限のワンルームとする

2010.12_[ 栗木の家Ⅰ]
2010.12_[ 栗木の家Ⅱ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「機能充実のワンルーム」種[B-1-011]

-

/ 室・空間追加の準備

/室・空間追加

/将来的には /寝るスペースを確保すれば、1階だけで生活できる

/ 機能が充実したワンルームとする

2010.10_[3POKO]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹き抜けをもつ立体的ワンルーム」種[B-2-003]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化 /フレキシブルに使用でき増床も可能である。

/ 吹き抜けをもつ仕切りのないワンルームとする

2001.02_[ 白のアポロン ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「十字の壁柱による田の字型プランの立体的ワンルーム」種[B-2-011]

内壁
柱

/3.6mモジュール

-

/家にいてもネットや携帯で常に外部と接続している現代では、完全に閉じるのではなく、
ただオープンでもなく、なんとなく気配を感じながらも好きなことをしているような、
現代人に合った距離感を考えることが重要だと思う。

/個室とオープンな LDKという発想を捨て、家全体を閉じた系と開いた系が連続したひとつの環境として再定義する
ことで、「夏は涼しい下階で寝よう」とか「しばらく囲われた場所を子供部屋にしよう」といったように、住まい手が
暮らし方を選択しながら生活できる場に変換できるのではないかと思っている。
十字の壁の周りにはさまざまな高さで床が張りつき、室内にさまざまな関係をつくると共に、それぞれの場所から
建物周囲に配された緑やそれぞれの方位の景色を楽しむことができる。また、この立体的な田の字型プランから
つくられた居室は、ひとつの場所から同時に四つの他の居室を見通すことができ、家族がどこにいても、常に何を
やっているのか気配を感じられる。家族それぞれが、好きな場所で好きなことをして生活しながらも、お互いを
感じながら暮らす、一本の樹の下にいるような、安心感のある生活の場の提案である。

/ 十字の壁柱による田の字型プランとし、上階になるほど柱が大きくなる
ようにする

2009.07_[ オオキナキ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「緩衝空間に挟まれた立体的ワンルーム」種[B-2-007]

LDK
不特定諸室
家具

-

-

/ 周辺には、東側に隣家、北側には隣家の車庫が迫っている。南側には鉄工所の作業場があり
好ましい眺望は望めない。西側には隣家の庭があるが、今後どのような変化が起こるか予測不可能
である。
周辺の風景に頼れず、距離感が必要な場所

/居場所同士に身体的な距離感を発生させている。
日射の調整もする。
LDKには優しい光が零れ落ちる。
どこか屋外の広場にいるよう
断熱性能のあるカーテンを設置し、温度分布をつくり出している。

/ 南北に緩衝空間を取り、カーテンを介して LDKを挟む

2009.01_[ 相間の谷 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内なる和室と立体的ワンルーム」種[B-2-005]

個室

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/若い家族ゆえに将来への変容の可能性を与える /将来への変容の可能性

/ 最大限のヴォリュームを確保し、畳室を内なる空間、その他すべてを
ワンルームとする

2001.07_[ 海の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立可能な室をもつ立体的ワンルーム」種[B-2-009]

個室

/改修の準備

/改修 ( プラン変更 )

/子供
将来的に

/将来的に完全な個室とすることもできる。

/ 子供が大きくなったときに独立可能な子供室として想定する

2018.01_[ 上用賀の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸と立体的ワンルーム」種[B-2-001]

開口部
建具

-

-

/ 単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/生活の多様性を生み出す
子供の成長
/家族の必要に応じて

/場の伸縮性を期待するものである。またその重なりの多様性から伸縮に強弱をつけ、個々の場の
繋がり方やパブリックとプライベートの分節などワンルームでの小さな生活変化へと対応させている。
/家全体が一室空間であるが個室的にもなる
子供の成長にしたがって使われ方は変わっていくであろう。
/家族の必要に応じて個室化できるようにした。

/ ワンルームに収納可能なポリカーボネイト製建具を設置する
/機能を限定せず連続したワンルームとしつつ、個室的に分割できる
引き戸を設ける
/建具で仕切ることのできるワンルームとする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2001.07_[ 木箱・八千代 ]
2019.06_[ 耕の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「連続性のある立体的ワンルーム」種[B-2-004]

-

-

-

/ 日頃、住宅では、恣意的に細分化された構成は好ましくないと考えている。生活や人間の気持ちは絶えず微妙に変化し、移り変わるから
である。そうした変化を許容可能な空間が不可欠だと思っている。それはたとえば、広い公園とか、何もない倉庫のような空間にゆったり
と好みの家具 ( いつでも場所を変えられるもの ) に包まれている姿が原型としてある。そして広い緑の公園の中では、当然多くの他人の視
線を浴びることを前提としても、自らが広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や仲間が
一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場であることが、可変的に自在にコントロール可能な空間
装置によって、私自身のライフスタイルが投影されることである。都市の中で活動する自由度をもった空間を建築としてとらえることが、
この住宅のテーマである。

/ 広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や
仲間が一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場である
ことが、可変的に自在にコントロール可能な空間装置によって、私自身のライフスタイルが投影
される

/ 連続性のあるワンルーム

2001.07_[ ホワイトボックス ]

種種[B-2-004][B-2-004]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「廊下のない立体的ワンルーム」種[B-2-008]

廊下

-

-

/ 今後の多様な生活スタイルに対応可能とするため /現在は一部賃貸スペースであるが、そのどの部分を隔てるかによって、今後の多様な生活スタイル
に対応可能とするためである。

/ 廊下を設けず、各室を直接繋げる

2010.11_[ スイミーハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「間仕切りのない立体的ワンルーム」種[B-2-006]

開口部
建具

/室分割の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )

/将来の暮らし方の変化 ( 一時期の個室化 ) に対しては、
/生活の場面ごとに変化する住人との関係によって、

/必要な期間のみ補助的に柔らかな仕切りを加えられる計画とした。領域の拡縮の目安は平面図上の 2,3,B,C の
通り芯を目安に行われる。
/生活の場面ごとに変化する住人との関係によって、広場を取り巻く領域性も変わっていく。ある時ふたつの領域を
隔てる外部として感じられた広場が、別の瞬間にはすべてを包み込む内部として感じられるように、この広場は
内と外が同時に存在し、意識の中でその属性が切り替わっていく両義的な場となっている。このことが、現実の
生活の中にいながら、劇場で演劇を見ているような不思議な感覚をこの家にまとわせている。

/ ワンルームとしつつ、必要な時に仕切りを加えられる計画としておく
/間仕切り建具を省略したワンルームとする

2001.10_[BARN-5]
2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「螺旋状に繋がる子供室の立体的ワンルーム」種[B-2-010]

個室
廊下
階段室
吹き抜け
ロフト

/用途追加の準備

/用途追加 ( 子供室 )

/ 若い世帯では子供が生まれたばかりで、今後何人の兄弟 · 姉妹が生まれるのか定かではないので、 /将来子供室となる
まざまな要因をフレキシブルに変化させることのできるプログラム、環具による生活変化をつくる
ライブラリーキューブというわけである。ここではセミパブリックとしての、普通の住宅レベルに
ない「空間」が新たに生まれた。

/ 住み分けの接点にある棟で螺旋状に繋がる子供室を想定する

2018.07_[ クワトロ・キューブ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多様な場をもつ立体的ワンルーム」種[B-2-002]

不特定諸室
開口部
床

-

-

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に対応づけられるはずもない。
/それは、海辺に積み上げられたテトラポットにさまざまな生物が住み着くように、この空間の住まい手が、もともとそこにあった
構造物を勝手にカスタマイズし、空間の機能をどんどん更新しながら住み着いていくような、自由で非完結的な建築のイメージである。
/この建築は、家族だけの使用から、多くの人が集うなど、さまざまな使われ方が想定される。
時として住居であり、時としてサロンとなる区分のない建築を提案した。
時間経過に伴う状況変化に対応する建築 (lots Fiction) を目指した。

/ 空間が持つ喚起力のようなものに期待したいと思ったのだ。
/これから月日を重ねていくことによって、この建築がどんどん解きほぐされ、より自由な雰囲気をもった空間に
なっていってほしいと考えている。
/200mm以下の高低差は、大人には蹴上げでしかないが、子供には這い這いで乗り越える障害物であり、椅子であり、
ステージであり、遊び場など行為をアフォードする仕掛けとなる。さらに間仕切りのないひとつ箱の白空間が、高低差
をつけた青空間によって切り取られることで連続したシークエンスが生まれる。子供と親との関係だけでなく、劇場の
客席と舞台のように訪れる人たちとのシーンを創出する。
建主の子供にとっては、父・母・兄弟・祖父母・従兄弟・友人・隣人からサロンの来訪者まで強弱ある関係とのつなが
り (fiction) を許容する建築となる。一方、この建築を訪れる子供にとっては、何度来訪しても騙し絵のような驚きと発
見 (fiction) がある建築である。社会に開放されたサロンと家族に集約される住居が、一日の中で多様 (lots) に交差し、
時間経過に伴う状況変化に対応する建築 (lots Fiction) を目指した。

/ 可能な限りワンルームとし、様々な場を内包した「不均質なワンルーム」
とする
/ヒダやスキマの多い迷路状の断面をした空間とする
/高低差や開口部に子供の行為を誘発する仕掛けを用意しながら、チューブ
状の空間と、それによって分配された空間によって構成する

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2009.07_[Ravel]
2009.08_[lots Fiction]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「駐車場を兼ねたオープンな前庭を持つ平面的構成」種[B-3-041]

庭
車庫

/開発の準備

/開発

/今後 /小さな公園のような場所にしていくことを考えている。

/ 駐車場を兼ねたオープンな前庭を設け、今後少しずつ植栽を増やして
いくことを想定する

2019.03_[ 松山の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「外部との接点に石張りテラスを設ける平面的構成」種[B-3-016]

テラスなど

-

-

/ ここではまず激しい雨や風、そして強烈な湿気から生活を守るシェルターとしての建築の
あり方を優先
また夏から秋にかけて頻繁にやってくる台風時などの強風に備えて、

/島での気さくな生活におおらかに対応できるようにした。

/ 外部空間との接点に石張りのテラスを設ける

2001.12_[ 屋久島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「近隣建物からセットバックした２階の平面的構成」種[B-3-024]

-

-

-

/ 計画地はベッドタウンとして近年開発が進むエリアにあり、
設計着手時はまだ 1軒も住宅が建っていない更地の状態だったため、全体区画計画図、そして
近隣で先行する同様の住宅地での建設状況からここに住宅が建ち並んだ姿を想像しながら設計を
進めた

/全方位の近隣建物に対してセットバックされた状態
セットバックを能動的に扱うことで敷地を超えて寛容さを供出したい
風景が一変してしまう宅地開発に対するわれわれの希望の態度

/２階をズラすことで全方位の近隣建物に対してセットバックする

2018.01_[house T]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「小さな寝室を設けて布で仕切る平面的構成」種[B-3-008]

個室

/建具追加の準備

/建具追加

/築 90 年になるという長屋形式の連戸をカステラのように切り取った空地
ほとんど「隙間」のようだったこの敷地の狭さ
将来建具をつければ極小の個室にできる

/家族室との境は当面布で仕切る程度、将来建具をつければ極小の個室にできるという含みを
もたせてある。

/ 収納のように小さなスペースに寝室を設えて、布で仕切る

2001.03_[ 紫野の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隣地樹木と共に緑に覆われた小径を目指した植栽計画の平面的構成」種[B-3-033]

アプローチ
庭

-

-

/ 約 24mの路地をもつ旗竿敷地に建つ。路地はすでに隣家の植栽によって緑のアーチが
かたちづくられつつあり、
この住宅が建つことで生じる隣家との関係

/さらに緑に覆われた小径となる
この住宅が建つことで生じる隣家との関係も上手く馴染むだろう。

/ 隣地の樹木を考慮し緑に覆われた小径となるように植栽を計画する

2018.07_[ 本鵠沼の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立した離れをもつ平面的構成」種[B-3-045]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/将来の在宅勤務の希望
/使用頻度が少なかった茶室を将来的な家族の変化に応じて活用したい
50~60 年先もコンパクトで快適に住まえるように、
今後の家族の成長に伴い、

/母屋から独立した営みを可能にし、将来の在宅勤務の希望にも対応させている。
/今後の家族の成長に伴い、それぞれの特徴を生かした柔軟な使われ方が期待できる。
可変な空間

/ 階段室に隣接して独立した離れを設ける
/離れは最低限の居室としての機能をもった可変な空間とする

2009.09_[ 小平の家 ]
2018.04_[ ハマグリさん家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭に面して開口を設ける平面的構成」種[B-3-020]

広間・ホール
吹き抜け
庭
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ モミジの樹形を、成長に合わせて
/設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、
それらと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/2 階からはモミジの樹形を、成長に合わせて眺められる。
/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 植栽のある中庭に面して開口を設ける
/主要な開口は道路からは独立した三つの庭に対して開ける

2010.09_[ 黒蓮 ]
2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「安全性を考慮した玄関アプローチの平面的構成」種[B-3-003]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的に子供など弱者たちの危険回避のための配慮として、 /道路騒音を緩和
将来的に子供など弱者たちの危険回避

/ 道路騒音を緩和でき、少しでも交通量の少ない側に玄関アプローチを
配置する

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「建具の開閉で屋外にも屋内にもなる踊り場テラスの平面的構成」種[B-3-028]

テラスなど
開口部
建具
家具
階段

-

-

/ あるいは、人を招いて食事会をする時には、
使い方や住まい方で変化する

/普段使う 1階の入り口ではなく 2階の踊り場テラスを大きな玄関として開放して、2階全体を
待ち合いのラウンジのように使うこともできる。
室内と一体的に内部として使うこともできる。
ある時は都市の道が家の奥深くまで入り込んで来る家になり、別の時には道自体がもう少し家に
属したプライベートなものになる、まちと家との距離が、使い方や住まい方で変化する家である。

/ 建具の開閉で屋外にも屋内にもなる踊り場テラスを設ける

2018.05_[house h]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「新しいアプローチを想定した平面的構成」種[B-3-012]

個室

/出入口増加の準備

/出入口増加

/今、この住宅は次なるライフサイクルへの対応に備えて改装の構想が進みつつある。 /外部から直接アプローチできる

/ 外部から直接アプローチできる出入口を設けることを想定する

2001.09_[HOUSE TM]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「小空間と小庭が全体を囲む平面的構成」種[B-3-037]

庭
その他外部
不特定諸室

-

-

/ 庭いじりを楽しむことのできる住人にとっては、庭はイニシャル・コストの小さな、コストパフォーマンスの高い
買い物である。豊かな庭は画一的な敷地と家の強い幾何学の中に変化をもたらすことができる。しかし分譲後 50年
を経て、庭がお荷物になりつつある。体力が低下した高齢者や、庭に手をかける時間のない若い世代にとっては、
庭を維持するランニング · コストは負担である。分譲住宅地では、草むしりの頻度や庭木の手入れ、駐車マナーが
家の格、住人の人格を示し始める。こうして庭は手入れを要する義務的なコストに変わっていく。
住人の細分化された要望に応える、日常使いできて管理負担の少ない

/それは隣家との境界線際の狭い隙間で、プラバシーを調整し、多様に機能化された小庭群である。
その小庭とは、勝手口回りのゴミ置きや物置、風呂から見える坪庭や布団を干す場所、雨の当たら
ない駐輪スペースなど、住人の細分化された要望に応える、日常使いできて管理負担の少ないもう
ひとつの外部空間である。そこに日当たりや通風、近隣とのプライバシーが複雑に絡み合っている。
1mほどの隙間の中で調整されてきた、外構の行儀のよさという家の顔の役割を担う、現在の分譲
住宅地ならではの庭の豊かさと合一する外構のあり方がここにある。
普通、コートハウスは中庭に開いて外周に閉じる。しかしこの家は犬走りに慎重に開くことで近隣に
対して閉鎖的にならず、かつ家族が安心して過ごせる家となる。

/ 大きな庭ではなく、小空間と小庭を関連づけて敷地境界周辺に配置する

2018.12_[ コート・ハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「平面を複数分割し可動間仕切り戸を用いて直接繋ぐ平面的構成」種[B-3-043]

廊下
フロア全体
開口部
建具

-

-

/ 建主である料理付きの夫婦からは、将来自宅でカフェを開きたいということと、食事を色々な
場所で楽しめる家にしたいということが求められた。
今は住まいとしてのみ機能している住宅も、近い将来カフェと住宅というふたつの役割が求められ、
長い人生の中では家族の人数も変わる。

/ひとつひとつの部屋がそれぞれの機能を果たしながらも、隣り合う領域を拡張させ合うことで
相互作用を生み、予期していなかった居場所が複数現れる。
それぞれのボリュームに架けられた切妻屋根が空間を緩やかに分節しつつ、建具を開けば外部を
含めてひと繋がりの空間となる。多方向に開けられた窓から中庭やデッキ、中庭越しに見える勉強
スペースなど、内外へと視線が抜ける。
大きな平面を持ちながらも、9つに分けることで周辺のスケール感に調和させている。

/ 平面を分割し、廊下を介さず可動間仕切り戸を用いて直接繋ぐ構成と
する

2019.06_[ 安中の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「軒裏空間と繋がる広いリビングをもつ平面的構成」種[B-3-018]

L
テラスなど
その他

-

-

/ 大勢の来客時には、 /大屋根の陰影に守られたこの場は、プライバシーを確保しながらも、外部の気候の変化を体感
させてくれる。同時にここは家の中心でありながらも、大勢の来客時には、現象として「玄関」が
立ち現れる場でもある。
来客時には玄関となるスペースだが、いわゆる「玄関室」として計画していないため、内外が
曖昧で、テラスにもなる、自由な空間になっている。

/ 内部と軒裏空間が一体となった広々としたリビングとする

2010.01_[ 深い軒裏をもつ家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「曲面壁を持つ小空間とそれらを繋げるワンルームの平面的構成」種[B-3-001]

-

-

-

/ 周辺環境の変化
時間の移ろい

/雑木林が見え隠れするような奥行きが生まれる。
四方さまざまな角度から光や風が流れ込み、周辺環境の変化を感じ、時間の移ろいを楽しむことが
できる。

/1 枚の大屋根の下に緩やかにカーブした壁を持つ空間とそれらを繋げる
ワンルームの構成とする

2019.03_[ シラス洞窟の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間で繋ぐ平面的構成」種[B-3-026]

離れ
土間
不特定諸室

-

-

/50~60 年先もコンパクトで快適に住まえるように、
今後の家族の成長に伴い、

/今後の家族の成長に伴い、それぞれの特徴を生かした柔軟な使われ方が期待できる。
半屋外的に利用できる
インナーテラスは風除室や物干し場、子供たちの遊び場としても使われる多目的な空間で、
生活の幅を広げる。

/ 主屋と離れを土間のインナーテラスで繋ぐ

2018.04_[ ハマグリさん家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内外が段階的に繋がる平面的構成」種[B-3-010]

広間・ホール
土間
庭
テラスなど

-

-

/ 前面道路は 3つの学校の通学路、散歩道としても利用され、歩行者も意外に多い。街並みとして
の今ある環境を少しでも残しながら、新しい環境と関係を提供したいと考えた。
住人相互、住人と環境、住人と地域、それぞれが日常の中でかかわりあうほんの少しのきっかけが
できればと願いつつ、ふたりの子供の成長を楽しみにしている。
/使い方に応じて

/将来的には子供たちを中心に地域の中で新たな状況が生まれることを期待している。
/使い方に応じて障子で仕切る
木製建具と障子で仕切る

/ 庭、デッキ、広間を連続させる
/庭・土間・広間を木製建具・障子で仕切る構成とする

2001.06_[W/Nハウス ]
2019.04_[ きの家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな主室と複数の個室による平面的構成」種[B-3-035]

個室

/改修の準備 ( 用途変更 )

/ 改修 ( プラン変更 )

/高齢化の晋住宅地に建つ住宅で、家を塀で囲み閉じるのではなく、隣人と気配を感じ合うおおらかな空間が
望まれた。
他者を排除した住宅によって、ささやかな暮らしの支えが奪われているのではないか。多様な人や行為、
モノを受容し、地域社会に自分たちで手を加えられる余剰や、おおらかさがある場をつくりたいと考えた。
小商いや 3つの室を民泊などで活用する
万一体が不自由になったとしても

/音楽を演奏し、聴き、歌うことを楽しみ仕事をする。友人、音楽仲間、親戚が訪れたり、
小商いや 3つの室を民泊などで活用することもできる
万一体が不自由になったとしても助けを得ながら住み続けられる

/ 大きな主室に 3つの室が面するように構成する

2018.10_[ 蝶番の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「テーマのある多様な庭をもつ平面的構成」種[B-3-047]

庭

-

-

/ 敷地は駅前といってよいくらいのエリアだが、敷地を含めて周辺全体が住宅地として造成されている。いかにも
これからという感じで、辺りはまだほとんどが空き地である。そこに建物を計画するうえでは、敷地周辺の将来の
あり様を強く意識せざるを得ない。つまり今後を想像しながら計画することになる。それはいうなれば現実味のある
フィクションを想定するようなものである。
今後おそらくは郊外の住宅地として見慣れた風景が広がることになる。そう考えれば、外部環境の魅力はあまり多く
は望めないかもしれず、積極的な外部空間との関係には慎重になるべきである。

/住宅・カフェいずれも、室内に入るとそれぞれの庭に挟まれたり、庭と向き合ったりして、庭の
見え方でその場所の雰囲気が決まる。そして室内のどの場所においても、そこから見える庭がどの
ような様子なのかが、いちばんの関心事となる。結果的に、庭に対する視線や視界をコントロール
している壁の配置や開口部の位置といった空間構成の存在感は希薄に感じられる。

/ それぞれテーマのある 6つの庭を設ける

2010.12_[ 秋山のカフェ /住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「直接アプローチ可能な和室の平面的構成」種[B-3-022]

個室
アプローチ

-

-

/ 来客時には /来客時にはこの場所が玄関代りとなる時もある。

/ 来客時に玄関代りとなるよう、直接アプローチできる和室を設ける

2010.10_[ 豊田の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隣家の庭と一体化する庭の平面的構成」種[B-3-005]

庭

-

-

/ 将来も残される予定の東側隣地の庭 /この庭が将来も残される予定の東側隣地の庭と一体化し、ふたつの家がひとつの大きな庭を囲む
それぞれの独立性を保ちながらひとつの場を共有するものとして結び付けられる。
町のたたずまいが宅地の細分化の過程に委ねられるという流れに、少しでも抗うことにもなる。

/ 隣地の庭と一体化することを想定した庭とする

2000.07_[ 厚木の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「周辺開発に影響のない方向に開口をとる平面的構成」種[B-3-030]

開口部
建具

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方を囲まれることも考えられる敷地において、光や風、視線の
抜けをどのように取り入れるかを考えた住宅。
/将来敷地の北側に大規模な幹線道路の建設が予定されていることから、現在の農地と将来の住宅地
という、ふたつの異なる敷地環境を想定して計画する必要があった。
周囲に建物が建っても

/周囲の状況によらず、終日にわたって広間に陽差しを届ける。
/周囲に建物が建っても眺望やプライバシーを確保できる

/ 周辺の開発に影響のない方向に開口をとる
/周辺の開発に影響のない方向に大きく開口をとる

2018.05_[ いなみ野の高床 ]
2019.06_[ 上原の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「交差点に向かってアプローチを大きく開く平面的構成」種[B-3-014]

アプローチ

-

-

/ クライアントから示された 3つの条件は、平屋、ゲストでなく家族の満足のための家、そして
車の利便性。これらを融合するために渡辺さんが用いたのは、クライアントと地域住民に対して
時間を経てその意味が増幅する外部空間だ。

/公開空地の要素は勿論、事故率が高い交差点の視界を広げ、街区に目に見えない安全性を
与えている

/ 交差点に向かってアプローチを大きく開く

2001.11_[ 成城の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「複数のアプローチをもつ平面的構成」種[B-3-039]

アプローチ

-

-

/ この住まい手は、ひとりでゆっくり過ごすこともあれば、人を招くことも少なくない。
居住者が留守中であっても京都を訪れた知人

/例えば北端の長屋は、居住者が留守中であっても京都を訪れた知人のゲストルームとして
利用できる。

/ 分棟のそれぞれに直接アプローチできるようにする

2019.02_[ 頭町の長屋群 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「門の先に深く軒の出た縁側をもつ庭のある平面的構成」種[B-3-042]

縁側
庭
屋根
その他

-

-

/ 北に防府天満宮を望む
祭事には
神輿と地域住民を招くため

/祭事には南側の門を開け放ち、神輿と地域住民を招くための玄関となる。

/ 門の先に深く軒の出た縁側のある庭を設けた構成とする

2019.03_[ 防府の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「廊下を設けず居室を繋げる平面的構成」種[B-3-017]

廊下

/室分割の準備

/室分割 ( プラン変更 )

/子供が健康に育つ家を求める建主
精神的な意味の健康に対しても配慮した住まい

/それにより建主のイメージする当面の子供とのかかわり方が実現できないかと考えた。
もちろん将来はっきりとしたプライベートスペースが望まれれば間仕切ることは可能である

/ 廊下を設けず、居室内を通る形式とする

2001.12_[ よろい格子の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「軸組に挟まれた配線ダクトレールの平面的構成」種[B-3-025]

設備

-

-

/ 建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
方だったこともあり、住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの
身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境をつくれるように、
改装を繰り返すため

/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる
改装を繰り返す

/ 配線ダクトレールを軸組と軸組の間に配置する

2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「対角に 2つの大きな玄関を持つ平面的構成」種[B-3-009]

玄関

-

-

/ 工事期間中に生まれた女の子が大きくなったとき、 /これはサブ玄関としても機能し、工事期間中に生まれた女の子が大きくなったとき、
友達とここから入って走り回る姿を想像している。

/ 南北に 2つ、広い玄関を設ける

2001.04_[ 二俣川 S邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具により内外空間の繋がりが変化する平面的構成」種[B-3-034]

個室
階段室
車庫
開口部
建具

-

-

/ 建主夫婦それぞれの仕事場をもつ
ギャラリーへの来訪者
パブリックにもプライベートにも

/内部や外部などそれぞれ異なる空間が繋がり、パブリックにもプライベートにも、さまざまな
使い方ができる。

/ スチールサッシの開け閉めで内外空間の繋がり方に変化を与える

2018.08_[ 縦路地 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「地域に開放した集会室の平面的構成」種[B-3-046]

個室

-

-

/ 暮らしが都市に開かれることを目指している。 /暮らしが都市に開かれる
この建物の誕生をきっかけにコミュニティにポジティブな影響が生まれていくことを期待したい。

/ 地域に開放した集会室を設ける

2019.03_[ 日光の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「直接アプローチ可能なリビングの平面的構成」種[B-3-021]

L
その他外部
開口部
建具

-

-

/ 建主は音楽家の夫+雑誌編集者の妻+子供の三人家族で、敷地は夫の実家の「寺」に隣接
している。
ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間

/ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間だ。

/ リビングに道路へ直結する出入り口を設ける

2010.10_[Dual Channel House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸をもつ平面的構成」種[B-3-004]

LD
個室
庭
開口部
建具

/レイアウト変更の準備

/レイアウト変更 ( 建具移動 )

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に対応づけられるはずもない。
/建主のこれまでの住まい方から、プランにはさまざまな状況に対応できるフレキシブルな空間が要求された。
/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。
/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける方だったこともあり、
住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な
環境をつくれるように、

/ 居間との関係を何段階にも調整できる。
リビングルームと一体的に使うことも可能である。
/障子を開けると空間は内部から外部へと続き、ひとつの室として機能し、また閉じると障子からの
柔らかな光が室を満たし、それぞれは完結した空間となる。
/可変空間
/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる

/ リビングと和室を引き戸で仕切る
/障子で仕切る
/可動間仕切りを用いる
/可動建具を設ける

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2000.10_[ 摂津の家 ]
2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]
2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「前面道路から連続したウチニワの平面的構成」種[B-3-029]

吹き抜け
土間
その他
開口部
建具

-

-

/ ゲームクリエイターと放送作家である夫婦の住宅。ふたりとも仕事と私生活の境目がなく、
仕事はもちろん、何かものをつくったり、時には知人も招いてイベントやワークショップもできる
余白の空間があったら、と希望していた。

/ウチニワは私道や周囲の住宅地環境を引き込み、イベントやワークショップ時には知人や周囲の
人も引き込み、でも住宅の内部でもあるという、公と私の混じり合う領域である。
住宅内部に外と内、公と私が重なり合う領域を抱え込ませ、都市と住宅の間を「切る」か「繋ぐ」
かの二者択一の関係ではなく、街から私道の小さな公共空間、そしてウチニワを通じてウチへと、
外から内へ段階的に移行していく、懐の深い関係性を試みた。

/ 私道から連続したウチニワを設ける

2018.05_[ 王子の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「前面道路との境に引き戸を設ける平面的構成」種[B-3-013]

LDK
広間・ホール
玄関
土間
庭
開口部
建具

-

-

/現代の多様化する社会や生活形態の
中での都市住宅は、しっかりした空間
の質を保ちながら、住み手のライフス
タイルやそのときどきの意思によって
使い分けられる柔軟性をもつことが
必要と考えている。
/不定期に開くカフェやヨガ教室でも
/コミュニティに融け込む
/祭りなどの時

/ 敷地の内と外についての境界も、( 中略 ) 曖昧にでき、
地域社会に対して開いていける
/冬場の日射熱を蓄熱するほか、建具の開閉により
不定期に開くカフェやヨガ教室でも内外を一体に
使えるようにしている。
/コミュニティに融け込むうえで貢献しています。
前を歩く近所の人たちと手を振り合ったり、隣の農家さん
が扉を開けて、野菜や果物を置いてくださったり、土間で
話し合ったり。庭の家庭菜園がまだなので、お返しにパン
を焼いています。家が開放的=住人の態度が開放的という
印象を与えているようで、コミュニケーションのきっかけ
になっています。

/ 道路に面した開口を設け、引き戸で間仕切る
/道路に面して建具の付いた大きな土間を設える
/入口に大きなガラス扉を設け、土間を広く確保する
/通りに面した部屋を鮮やかに彩り、引き戸で開放できるようにする
/通りに面した全面開口と通り土間のある構成とする
/道路に面した開口を設け、引き戸で間仕切る　　　　　　　　　　　など

2001.09_[ 上荻の家 ]
2018.04_[ 小高町の家 横浜のオフグリッドハウス ]
2019.01_[ グレープ・ゲイブルズ ]
2019.02_[ 天窓の町家 ]

2019.04_[ 島田の家 ]
2019.11_[ 堰の家 ]
2019.11_[ 門川の家 ]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

/今後、この土地が多様な暮らし方を
許容できる住宅地となっていくため
にも、人々の営みに寄り添い、多彩な
シーンに対応できる住まいを目指した。
暮らし方は常に変化する。何が起きるか
想定できなくとも、何かが起こるはずだ
という場所をつくることが、暮らしの
これからに繋がっていくのではないか。
ギャラリーや習い事の教室を開くなど

夏祭り
/周辺環境と共存するあり方を
探すことにした。
この辺りは商店と人の暮らしが
密接に関わってきた地域である
ため、通りに面し商店があり、
通り土間を介し住まいへと
繋がり、採光のための中庭や
裏庭がある建ち方が多い。

多用途に利用
人が集い寛ぐ
/高齢の両親や親戚、兄弟とその子供、
親友などを休日招いて大勢で集まる
/将来店を営むことを想定し、

/ 通りに開放される。
通りを彩る
/周辺環境と共存するあり方
他者と関わる
/自然 ( 山林 ) と人工 ( 住宅地 ) を
繋ぐ堰として機能する。
開け放つことで水が流れ込んで
くるように、内部にさまざまな
環境が混ざり合う。子供が中と外
関係なく走り回ったり、
バーベキューを楽しんだり、また、
ギャラリーや習い事の教室を開く
など多用途に利用できる。逆に
大きな建具を閉めると、人が集い

寛ぐリビングとなる。
/開放すると、南側の庭や北側の田園風景と
繋がり、採光や通風を確保する半屋外空間と
なる。
周囲の豊かな自然を享受できる
多人数が集まれる
人の拠り所とした。
多人数が集ってそれぞれが心地のよい距離感
や居場所を見つけ出す。公園のような場と
遊具のような拠り所を住宅に組み込み、
それが交差する場所で新しい世代の家族の
コミュニケーションを活性化させることを
目指した。
/町とひと続きになる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「住み分け境界に木造壁を設ける平面的構成」種[B-3-038]

内壁

/撤去の準備

/部位撤去 ( 間仕切り壁 )

/父が亡くなり、その後を追うように母が亡くなり、
父と母が暮らしていた隣の大きな領域は無人となった。
がらんとした隣の空間をそのままにしておくわけには
いかない。
つまり死は最初から受け入れられていた。この家は、

/2 世帯を分けていた中央の本棚の下部を取り除き、そこを大きな建具に付け替えて 1階を一体的に
繋げて使えるようにした

/2 世帯住み分けの境界を木造壁とする

2019.02_[ 住居 No.1 共生住居 ]

生を楽観的に礼賛しているわけでもなく、
死というものを強調し、恐れや怯えのよう
なものとして取り出しているのではない。
死はしょうがないもの、当然なものとして
受け入れられている。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「段差に工夫した土間・テラスの平面的構成」種[B-3-044]

土間
テラスなど

-

-

/ 緑豊かで穏やかな地域コミュニティを感じられる場所
両親や兄弟、また多くの友人たちが住んでいるこの土地は、建主にとって特別な場所だった。
それゆえに、新しい住宅を家族や友人たちが集う

/テラスのベンチに腰掛け、通りを眺めたり、テラスの縁に体を預けて佇んだり、キッチン脇の
デスクで、みんなと一緒にいながら、ひとりで過ごしたりと、さまざまな「居方」をつくろうと
試みている。また、通りから土間越しにテラスで走りまわる子供たちの姿はなんとも微笑ましい
風景である。ご近所さんが温かく見守ることも都市的な振る舞いといえるかもしれない。
家族と土地がゆっくりと重なりあって、この建築が熟成された都市になっていくことを願っている。

/ 段差に工夫を施しながらレベル差のある土間・テラスを設ける

2019.06_[ 千客万来の住まい ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「引き戸を引き込む倉庫の平面的構成」種[B-3-019]

収納・倉庫
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ メンテナンス /戸袋として区画していないのでメンテナンスしやすく、倉庫の引き戸は戸袋のフタの役割をもち
引き込み戸の収納枚数の違い ( 全閉時・全開時・網戸使用時 ) に応じることができる。

/ 倉庫の一部を引き戸の引き込みスペースとする

2010.04_[ 葉山のゲストハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「室と庭が隣り合う平面的構成」種[B-3-002]

個室
庭
不特定諸室

/増床の準備

/増床

/単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/将来それぞれの部屋を増築する際
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。

/将来的に拡張できる
/そうして、敷地内にも隣接する住宅にも陽が当たらない、風が通らないといった裏の場所を
なくした。
庭は将来それぞれの部屋を増築する際の敷地となる。
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
持続的に手を加えることができる。
庭は家族の距離感にも影響を与える。
異なる部屋の窓と窓が重なる瞬間、家族や庭、大きな環境と多くの気配を感じられる。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 裏庭に面することで拡張可能とする
/室と庭が隣り合う構成とする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「暴風方向に 2枚壁を設ける平面的構成」種[B-3-027]

外壁

-

-

/ 近所のおばぁの話では、入植当初の木造民家は風速 70m/s 級の猛烈な台風によって大半が倒れ、
最初の 10年で多くの入植者が集落を去ったという。
暴風対策

/外側の壁で暴風雨や直射日光を受け止め、室内への直接的な影響を軽減する。
暴風対策

/ 暴風方向となる東西面は 2枚壁とする

2018.04_[ 石垣島の躯体 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きい階段室を西側に設ける平面的構成」種[B-3-011]

階段室
階段

/要素追加の準備

/要素追加 ( 昇降機、リフトなど )

/将来介護が必要になったとき /勾配を緩やかにする
階段の昇降機とトイレや浴室への移動リフトなどの将来の設置、
夏の強い西日対策でもある。

/ 大きめの階段室を西側に設ける

2001.07_[ 木箱・西町 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ギャラリーと広場をもつ平面的構成」種[B-3-036]

個室
アプローチ
その他外部

-

-

/ 市民公園に隣接する私鉄の駅から 2分の立地で、駅から続く小さな商店街の一画に位置する。
そのため、朝タは通勤、通学の人と自転車の往来が多く、休日には玉川上水や市民公園を散策する
人が多い。
地域と繋がることを意図した。
研究室の設計活動や地域との関係に新たな可能性を広げることを目指した。

/この広場では、月に 1度オープンマーケットを開催し、学生の作品や地元の農家の作物を
販売している。
研究室の設計活動や地域との関係に新たな可能性を広げる

/ 小さなギャラリーを設け、広場を開く

2018.11_[House in JYOUSUI-SHINMACHI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内部に外構素材が連続する平面的構成」種[B-3-048]

広間・ホール
吹き抜け
アプローチ
床

-

-

/ 敷地は、元の土地を 5区画に分譲したうちのいちばん奥まった旗竿状の土地で、他の区画が
建った後には、四周を隣地の建物に囲まれ、閉塞感が生まれそうなことが容易に想像できた。
光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立することが住み手の要望であり、
床面積や部屋数で表されるような価値よりも、空間の広がりやそこに生活する家族の関係をいかに
豊かにできるかどうかが設計を進める際の判断基準となった。

/意識は建物の外へ、さらには敷地境界の先にまで運ばれ、家の中に入ってもまた別の外が
あるように感じられる。

/ 外構のレンガタイルをそのまま内部に連続させる

2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具で外部空間とDKが一体化する平面的構成」種[B-3-023]

DK
土間
庭
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ 住戸内外で大勢でも集うことのできる
/人が集まる場としても機能することが想定される
半戸外としての利用も想定している。
/建主である料理付きの夫婦からは、将来自宅で
カフェを開きたいということと、食事を色々な場所

/住戸内外で大勢でも集うことのできるオープンスペースとして、多様な使い方が想定されている。
/端部にカーテンがかけられる
半戸外としての利用も想定している。
/将来カフェを開いたときにはデッキも客席として使い、
/直接外に出入りできる。
来客者を迎え入れたり、パーティの時に内外連続して使えるようにしている。

/ テラスとダイニングキッチンのコーナーを全開できる木製サッシとする
/ダイニングに隣接して建具を介して土間を設ける
/ダイニングに隣接して建具を介して外部デッキを設ける
/DKと前庭の間に引き違いサッシを設ける構成とする

2010.11_[ 大井松田の住宅 ]
2018.05_[ 鎌倉長谷の住宅 ]
2019.06_[ 安中の家 ]
2019.10_[ 笹沼邸 ]

で楽しめる家にしたいということが求められた。
今は住まいとしてのみ機能している住宅も、
近い将来カフェと住宅というふたつの役割が求められ、
長い人生の中では家族の人数も変わる。
/来客者
パーティの時

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「寝室と水回りが連結する平面的構成」種[B-3-007]

個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

-

-

/ 将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/ 寝室を水回りと直結させる

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「半外部バルコニーを設ける平面的構成」種[B-3-032]

テラスなど

-

-

/ 外壁メンテナンスや将来的なプラン変更
木に大切なのは手入れができること。
また将来、周囲に密集して建物が立ったときにも

/バルコニーは空中にもち上げられた庭であり、軒であり、周囲との緩衝領域となる
メンテナンス時の作業スペースでもある。

/ 外壁と外皮の間に半外部空間のバルコニーを設ける

2018.06_[ 堂前の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「居室と階段が並列する平面的構成」種[B-3-006]

個室
階段室
階段

-

-

/ 建物内部については、将来に向けて、フレキシブルな空間が必要とされた。
現在は、大学生の次男がおり、長男夫婦の家族構成も未定である。

/2 世帯の家族構成の変化に伴う、さまざまな住み分け方を可能にしている。

/ 居室と 2つの階段を並列させる

2000.08_[ 政畝の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間と路地との境に引き戸を設ける平面的構成」種[B-3-031]

土間
その他外部
開口部
建具

/用途変動の準備

/用途変動

/人が集まる場としても機能することが想定される
鎌倉という立地を活かして、将来、土間スペースの用途拡張を視野に入れ、

/土間スペースの用途拡張

/ 土間を大きな開口を通して路地と繋ぐ

2018.05_[ 鎌倉長谷の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「道路標識をより見やすい位置にする平面的構成」種[B-3-015]

-

-

-

/ クライアントから示された 3つの条件は、平屋、ゲストでなく家族の満足のための家、そして
車の利便性。これらを融合するために渡辺さんが用いたのは、クライアントと地域住民に対して
時間を経てその意味が増幅する外部空間だ。

/道路標識をより見やすい

/ 道路標識をより見やすい位置に移動する

2001.11_[ 成城の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある大空間を持つ平面的構成」種[B-3-040]

広間・ホール
吹き抜け

-

-

/ ゲストルーム
プライベートな間柄の人を招いたり、寺のイベント
さまざまな活動

/建主家族が日常的にリビングとして使ったり勉強や仕事をするだけではなく、一部を仕切って
ゲストルームとしたり、プライベートな間柄の人を招いたり、寺のイベント時に子供の遊び場に
なるなど、さまざまな活動の受け皿となる。

/ 大きな気積のホールを持つ構成とする

2019.02_[ 網代の列柱 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「スキップフロアによる立体的構成」種[B-4-017]

-

-

-

/ イラストレータ /工芸作家である建主は、( 中略 ) 仕事場 · アトリエを備えた家で、将来地域の
人びとが集う教室を始めたいという想いをもって、
仕事や創作の場、教室というパブリックな要素を含んださまざまな活動を同時に受け入れられる
必要があり、適度な空間の多様さが必要だ。それには相応の「空間量」が不可欠だし、スペース
同士の緩やかなつながり、適切な距離感がなければとても窮屈なものになると感じた。

/仕事や創作の場、教室というパブリックな要素を含んださまざまな活動を同時に受け入れられる
それぞれのスペースに立つと他のスペースがふたつ、3つと現れ、その奥には山の緑や空の青が
見える。誰かが音を出すと、回りの壁を回折し多方面から聞こえてくる。1.5 階の床下スペースは
子供が普通に歩ける高さ ( 約 1,400mm) で、格好の居場所になっている。
収納のほか机が設置され子供の遊び場となる。

/ スキップフロアで構成し、空間を引き延ばす

2010.12_[kiti]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内外を跨ぐ大きな十字構造材をもつ立体的構成」種[B-4-042]

外壁
内壁

-

-

/ 災害が多い日本での木造建築は、地震に耐えうる大量の壁や筋交いを使用しなければならない。 /控え壁の機能を果たす
室内のオープンな空間を可能にした。
大きな室内空間を確保

/ 内外を跨いで十字の構造材を挿入する

2019.05_[Oyamadai House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「バタフライ屋根と半外部空間の立体的構成」種[B-4-025]

吹き抜け
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )
テラスなど
屋根
開口部
建具

-

-

/ 家族のかたちは年々変化するし、人間のふるまいは季節や天気、体調や気分によって変わる。
そういった素朴な人間観に立ち戻り、丁寧に空間を構成することから、「家」について再考する
ことが必要なのではないかと考えている。
2連の旗竿地となっているため南側には将来的にも建物が隣接することはないことを見越して、

/バタフライ屋根の下の南室はどの居場所も時間や季節、天候の影響を大きく受けやすい。
こういった空間を同じ屋根の下にもつことで、専用住宅の中にも家族以外のリズムを持ち込み、
選択性のある開かれた生活を営むことができると考えた。

/ 大きく開くバタフライ屋根とし、その下に半外部的な場を集める

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「建物下空間のある立体的構成」種[B-4-009]

その他外部

-

-

/ ふたりの子供の成長を楽しみにしている。 /また、建物下のスペースは東側法面と共に子供たちの格好の遊び場となるであろう。

/ 覆われた建物下空間をつくる

2001.06_[W/Nハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「世帯ごとに独立したエントランスを設ける立体的構成」種[B-4-034]

玄関
アプローチ
階段

-

-

/ 設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、それ
らと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 世帯ごとに独立したエントランスを設ける

2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「複数アクセス可能な室をもつ立体的構成」種[B-4-021]

個室
階段

/用途変動の準備

/用途変動

/たとえば親戚が泊まりに来たり、将来誰かが住み込むことになったりした場合には、
使い方や住まい方で変化する
/将来子供部屋として利用する予定
/来客時は

/道から直接アクセスできる 3階のゲストルームを独立して貸し出すことができる。
ある時は都市の道が家の奥深くまで入り込んで来る家になり、別の時には道自体がもう少し家に
属したプライベートなものになる、まちと家との距離が、使い方や住まい方で変化する家である。
/将来子供部屋として利用
/来客時は広間を客間としても利用する。

/3 階のゲストルームは直接アプローチ可能とする
/用途変更を考慮して職住空間に複数アクセス可能とする
/外からも 2階に直接アクセスできる梯子階段を設ける

2018.05_[house h]
2018.12_[ めしべの家 ]
2019.06_[two house]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「室用途が曖昧な立体的構成」種[B-4-004]

不特定諸室

/室変遷の構想

/室変遷

/当時、増築を繰り返し複雑に肥大化した家に老夫婦 2人で住まわれており、近い将来息子夫婦が
同居予定で、そのうち子供もふたりほど家族に加わるかもしれない。確定できないことが多く、
息子夫婦が同居する時点で
老夫婦が階段の昇降が困難になった場合は
子供が生まれた時は

/まず、最初の 2年ほどは老夫婦が 2階に住まう。
息子夫婦が同居する時点で 1階の室 2を寝室とし室 1を彼らのリビングとして使う。
老夫婦が階段の昇降が困難になった場合は 1階と 2階を入れ替えて使用する。
そのときキッチンを室 1に増設できるように配管を用意している。
また子供が生まれた時は室 3を子供室とし、主寝室を和室あるいは地下室に移動する。
それまでは地下室をホビールーム兼簞笥 ( たんす ) 置き場として使用する。

/ 各室の用途を曖昧にし、少しずつ変容できるように想定しておく

2000.09_[ 世田谷M邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「居室・水回りを接地階とする立体的構成」種[B-4-029]

個室
収納・倉庫
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

-

-

/ 祖母
将来足腰が弱ることなどを見越して
/将来夫婦が年をとっても

/平地に続く
/将来夫婦が年をとっても支障がないプラン

/ 祖母の居室や浴室は地面高さの階に設ける
/洗面脱衣室、浴室、便所、クローゼット、主寝室を 1階に設ける

2019.07_[ 滝山の住居 ]
2019.08_[ 武蔵野の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中央に中庭を持つ立体的構成」種[B-4-013]

庭
不特定諸室

-

-

/ 近い将来は住宅に取り囲まれることが予測される、土地区画整理事業区域内の角地が敷地である。
計画における重要なポイントは以下である。1. 将来の周辺環境が予測困難であるために
プライバシーを確保しながら開放感のある居住スペースとする。2. プライバシー重視による
インテリアの閉塞感や周囲に対する住宅の要塞化は地域柄避けなければならない。

/結果、平面的、立体的に居場所同士が正対することなく、周囲の環境に対して低い仰角で緩やか
に接続することができた。居る場所によって自分と「他人」や「外部環境」の距離感が変化する
仕組みである。
住宅建築は、「空間の多様性」が常に必要とされているはずである。

/ 中庭を取り囲みつつ、徐々に上りながら回転し、膨らんでいくように
居場所を作る

2010.08_[RSH：6]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「上階テラスを覗く開口部をもつ立体的構成」種[B-4-038]

テラスなど
屋根
開口部
建具
天井

-

-

/ 母と娘がふたりで住むことになるこの家では、家族のあり方も、また場所の使い方も、時間と共に変化していくこ
とになる。その状況に対し、ただニュートラルな箱を用意するのではなく、むしろ変化していく日常が、街との関係
や家族相互の関係の中で常に再発見されていくような、そんなきっかけに満ちた空間をつくり出そうとしたのである。
それは、いつまでたっても色鍵せることない空間になるであろうし、きっと生活を豊かにしてくれるのだと思う。
そしてそのきっかけ自体は、日常性の中にすでに潜んでいることなのだと思う。

/周辺の街並みとの間にささやかな対比関係を築いている。
家族の風景を街の風景のごとく遠くに眺めたり、外の風景をまるで自分の家の中のように眺めると
いった関係は、家族と過ごすことの楽しさや、その場所に住むことの喜びを改めて顕在化してくれる。

/ 屋根形状を工夫することで天井高に高低差を生み、テラスでの生活風景
を見えるようにする

2010.09_[ 富ヶ谷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「スキマ空間のある立体的構成」種[B-4-019]

-

-

-

/ 経済成長とともに個人に任された敷地分譲が繰り返された敷地は、その周辺環境とともに長い時間をかけながら
構成されてきた街並みとは異なり、建物を考えていく上でも必然となるきっかけを見つけることが難しい。
この住宅分譲地においても、個人の所有物の枠を超え、内部から展開していく関係性をつくることを目指した。
この「マチノスキマ」は内部に小さな街並みをつくりながら、その様子が外部に展開することで他者との関係性を
構築し、その場に根付いた環境がつくられ地域へと繋がっていくと期待したい。

/2 世帯の家族の関係性をゆるく繋ぐ場として働く。
スキマを介し光や風、視線が抜けることで 2世帯の家族の生活を緩やかに繋ぐ。
また、四方に設けたハイサイドライトは、周辺の山々の景色を取り込み、スキマに光や風の抜けを
生む。これらスキマを介したふるまいや活動が、縁側や通り土間を通じて街へと繋がる。
この「マチノスキマ」は内部に小さな街並みをつくりながら、その様子が外部に展開することで
他者との関係性を構築し、その場に根付いた環境がつくられ地域へと繋がっていくと期待したい。

/ 箱を外壁から少し離すことで、スキマや路地のような領域を生む

2018.01_[ マチノスキマ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「主階を上階とする立体的構成」種[B-4-002]

フロア全体

/改修の準備

/改修 ( 下階の増改築、プラン変更 )

/周辺が建て込んできても
/ふたりとも仕事をもっていて子供はまだいない。
土地の大きさから考えて 2階建てにせざるを得ない
のだけれど、仕事をもつ主婦のためにもできれば
夫婦の生活は上のフロアーだけですむようにしたい
将来の子供
/将来 2世帯として住むことを視野に入れた明確な

/ 周辺が建て込んできても影響を受けにくい
/客用あるいは将来の子供室
/1 階を改造し 2世帯住宅として使う
/可変性のある空間要素と回遊性をもたせることで、多様な関係性が生まれる。
また、このことによって生じる断面的なズレは、天井面の高さを低く抑え、フラットにつなげる
ことで軒下空間のような拡がりのある曖昧な外部空間を存在させる。
/将来周囲が住宅地となった際にも変わらず景観が望める
外部のアプローチから浮いたヴォリームの中に潜り込むように階段を上ると、大らかな気積を
もった生活空間が、その先の眺望に繋がる。

/主階を 2階とする
/上階で完結させ、下階に余裕を持たせる
/2 階を主室としつつ、1階にも玄関やトイレ、幾つかの室 ( 予備室含む ) を設け、
ゆったりとしたプランとする
/2 階は生活空間の中心、1階は最小限のスペースとする
/主階を 2階とする

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2000.12_[ 台形集成材の家 -11]
2001.02_[ 香椎の家 ]
2001.09_[ 東豊中の住宅 ]

2019.06_[ 上原の家 ]

プログラムをおもちであった。
当面は夫婦と 3人の子供が住む予定であるが、
将来的には 1階を改造し 2世帯住宅として使う
ことを考慮に入れている。
/この敷地は、池の水面より低いレベルにある
が、桜の季節はもちろんのこと、堤防には自然
の雑草がびっしりと根をはった緑色の斜面がつ
ながっている。またその向こうには、
池の対岸にある丘に秋の色づきが望める。

この周辺環境に対して低く、暗くなり
がちな地面に余白を多く残し、
/将来敷地の北側に大規模な幹線道路
の建設が予定されていることから、
現在の農地と将来の住宅地という、
ふたつの異なる敷地環境を想定して
計画する必要があった。
将来周囲が住宅地となった際にも
将来、この場所は住宅地となるだろう。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「躯体外周部にスロープが巻きつく立体的構成」種[B-4-027]

-

-

-

/ 最初に建主から求められたのは、高さが 15mである
ことと、何があってもその高さまで登れることという
2点だけだった。それは長期にわたり東日本大震災の
ボランティア活動をしてきた建主の、この建築が海辺
の恩恵を享受するためだけのものではなく、津波が起
きた時に近隣の人にとっても避難塔となってほしいと

/どんな時でも必ず各層を経て 15mの高さ
まで届けてくれる。また、この単純な坂道
はさまざまな別の意味でもとらえられる。
外部に生み出す拡張空間は上層階でありな
がら、すべての開口部で掃き出し窓を可能
とし、上層での複雑な内外の繋がりを生み
出す。それは拡張する床であり、日射を遮
る庇であり、安全のための手摺りであり、
地上からの視線を遮る目隠しとなる。
同時にこのスロープは、住人が建物の隅々
までを自分の目で見ることを可能としてい
る。通常、高さ 15mの建物の外壁は近く

/15mのラーメンフレームに鉄骨のスロープを巻き付かせる
/躯体外周部に回廊的な中間領域を設ける
/躯体にスロープを巻き付かせる

2018.11_[KUGENUMA-Y]
2019.06_[ 豊見城の住宅 ]
2019.12_[SuiJin ビル ]

いう強い思いから生まれた要望だった。これには建主の生き
方と、海の近くで生きてきた覚悟のようなものを感じた。
/ギラギラと照りつける陽射しや猛威を振るう台風など、
この土地特有の厳しい側面もある。
厳しい日射や台風に備えるため、
/高齢者が自力で立ち寄れる
想定されている南海トラフ地震の津波への避難対応

で見ることができず、知らず知らず劣化し
建物の寿命を縮めていくが、ここでは常に
目線の高さにあり、日常的な確認ができる。
メンテナンス工事の際には、通常、建物高さ
に伴う高額な足場が必要となるが、ここでは
スロープが足場となる。
/広い抜けは台風時の風の通り道となる。
回廊は陽射しや雨をしのぎ、生活動線として
積極的に活用することで、沖縄の環境ならで
はの暮らしやすい住宅を生み出すことができ
ると考えた。
/螺旋状に登っていくと城下町のさまざまな

方向、高さの風景が日常的に感じられる。
スロープを介して周りの環境と溶け合うような
生活は、城下町そのものを生活の舞台にしてい
る感覚を抱かせる。
この立体的な路地ともいえるスロープは、隣接
する病院へ通う高齢者が自力で立ち寄れるよう
に、また想定されている南海トラフ地震の津波
への避難対応としての機能もある。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「車椅子利用者の個室を接地階に設ける立体的構成」種[B-4-011]

個室

/車椅子利用者

-

/車椅子で生活する父親
これは万が一の際の自力避難を考えるクライアントにとって一番の要望であり、
定期的な通院や訪問介護、入浴サービスなど、家族以外の人の出入りが多い在宅介護

/万が一の際の自力避難
定期的な通院や訪問介護、入浴サービスなど、家族以外の人の出入りが多い在宅介護においては
必然的な配置
隣り合う娘の部屋だけでなく、玄関へと続くスロープからもコート越しにそっと様子を確認する
ことができる。

/ 車椅子で生活する父親の個室は 1階に設ける

2001.09_[ 用賀 Yハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階の開口を省略し 2階に大開口を設ける立体的構成」種[B-4-036]

開口部
建具

-

-

/ 南側は現在空き地だが、近い将来隣家が迫って建てられることが予想されるため、 /プライバシーと開放性を両立している。

/ 将来隣家が建つと想定される方角は、1階には開口を設けず 2階に
大きく設ける

2019.05_[CARVE HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階に余白のある半外部空間を持つ立体的構成」種[B-4-023]

個室
収納・倉庫
縁側
庭
車庫
その他外部
外壁
柱
階段

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方
を囲まれることも考えられる敷地にお
いて、光や風、視線の抜けをどのよう
に取り入れるかを考えた住宅。
/隣接する建物に目一杯囲まれた、
間口が狭く奥行きが深く細長い谷間の
ような敷地

/周囲に対する柔らかな境界をつくっている。
周囲の住宅との距離が確保されると共に、そこで起こ
る人や車、ものが運然一体となった生活の様子が周辺
に対して開かれる。
広がった隙間はピロティに光を届ける陽だまりになる。
旗竿敷地ではあるが、壁面後退や北側斜線、高度地区
により建物の隙間や屋根越しに光や風、視線の抜けが
得られ、そうした諸処に現れる環境を増幅させる周囲
の状況によらず、終日にわたって広間に陽差しを届ける。
水田の景色を導くが、水田が宅地化された際には個室群
が窓の懐となって広間に対する奥行きをつくる。
外壁に反射する西陽を取り込み室内に投影する。
/家の下には敷地面積分の空地が、奥にはこの家と周辺
の建物に囲まれた吹き抜けが残り、そこへ光が射し、ぼ
んやりと明るい縦横にのびる空洞が大きな風通しになっ

/ 耐力壁によるピロティを設ける
/接地階には家をつくらず、約 4.5m上空に 2層分の家をもち上げる
/1 階は余白のある半外部空間として扱う

2018.05_[ いなみ野の高床 ]
2018.10_[ 街の家 ]
2019.06_[ 上原の家 ]

この家を通して、周辺の現実と向き合う
ことでひとつの建物や空間だけに終わら
ずに、周辺へポジティブに影響していく
転換点を見つけ出せたら、無理なく豊か
な環境が持続する。あるひとつがどうな
ったか、どれだけかという話は、周辺か
ら切り離されて結果的に窮屈になる。完
結するそれが裏を生み、見たくないもの
はそこに置き、目を瞑って、蓋をするよ

うで、どれだけそれが開いて
見えたとしても、実はとても
表層的で閉じている。だから
敷地の奥に隠されるはずだっ
たものや、敷地を超えた周辺
までの受け止めざるを得ない
現実を認め、周辺や街に広が
る家のあり方を目指した。
/将来敷地の北側に大規模な

幹線道路の建設が予定されて
いることから、現在の農地と
将来の住宅地という、ふたつ
の異なる敷地環境を想定して
計画する必要があった。
将来周囲が住宅地となった際
にも
将来、この場所は住宅地とな
るだろう。

てバス通りへ抜ける。そこは、街から家へ続くエントランスや
テラスであったり、友人たちと食事をしたり子供が遊ぶ庭であ
ったり、商店街と適切な距離を保つ外構であったり、大きな気
積を生かして店を出したり、家と街の間にできたその自由な場
所がきっかけとなって、この家の成り立ちは明確な方向に動き
出した。
お隣さんも窓を開けた時、その気持ちよさは同じように感じる
はずだ。奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの
家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間
だけに終わらずに、周辺へポジティブに影響していく転換点を
見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。
/周辺の風景へと視線が抜け、山からの季節風の通り道となる。
大らかに架けられた屋根下の半外部空間は、公私を越えて街の
余白として広がっていき、近隣の住宅には、その先の風景や風
が届く。住宅地の余白が繋がって街並みが展開すると、今ある

農地とは別の、風通しがよく透過性のある魅力的な住環
境が生まれる。この住宅がモデルとなり、暮らしがおの
ずと外部に溢れるような新たな街並みをつくれたら、そ
れが街の風景となる。透過性のある住宅計画が新たな住
宅地に向けたひとつ提案に繋がることを期待している。
寝室 1の開口と同幅で配置された外部倉庫と階段は、
西側の前面道路から寝室 1への視線を遮る。縁側と
外部倉庫に囲まれた内庭には、躯体の柱を室内と同様
に等間隔に配置することで、境界のない周囲に対して
プライベート性を創出している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「書斎を 1階に設ける立体的構成」種[B-4-006]

個室

/室用途変動の準備

/室用途変動

/将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/1 階の書斎を寝室にすることを想定する

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木の成長する余白を確保した立体的構成」種[B-4-031]

床
天井

-

-

/ 植栽が今後しっかりと成長
/緑の成長

/植栽が今後しっかりと成長できる
各層の庭に光と風が届く
/緑の成長の余白と日射を確保

/ 植栽の成長を邪魔しないようなスラブの形状とする
/木の成長の余白を考慮した構成とする

2018.09_[ 大地の家 ]
2019.08_[4+1HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「印象的な塔を持つ立体的構成」種[B-4-015]

-

-

-

/ 小さな子供たちが将来大人になった時、 /小さな子供たちが将来大人になった時、自然の中で積み重ねた「遠い思い出」が残っている

/ 細長い平屋部分の中央に塔状のヴォリュームが配置された構成とする

2010.12_[ 富士桜の山荘・M]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隣地と隣地の空隙に向けて窓を開ける立体的構成」種[B-4-040]種種[B-4-040][B-4-040]

外壁
開口部
建具

-

-

/ 敷地は、元の土地を 5区画に分譲したうちのいちばん奥まった旗竿状の土地で、他の区画が
建った後には、四周を隣地の建物に囲まれ、閉塞感が生まれそうなことが容易に想像できた。
光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立することが住み手の要望であり、床面積
や部屋数で表されるような価値よりも、空間の広がりやそこに生活する家族の関係をいかに豊かに
できるかどうかが設計を進める際の判断基準となった。

/意識は建物の外へ、さらには敷地境界の先にまで運ばれ、家の中に入ってもまた別の外がある
ように感じられる。

/ 隣地と隣地の空隙に向かって注意深く窓を開ける

2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「斜めグリッドの立体的構成」種[B-4-018]

-

/1,570mmモジュール

-

/条坊制がスプロールする京都市郊外の建築。
そもそも小分けされた地割単位で、条坊グリッドに沿った計画を前提とし、建築面積をそれぞれの区画で確保した場
合、隣棟間隔が狭く、街区として窮屈である。同時に隣家との正対を余儀なくされ、互いに意味のある開口を設ける
ことは困難だ。よって必然的に表から奥に向かう一方向的な単調な空間の連なりになっている例が多く見受けられる。
この場所のように、強固な直行グリッドが支配する街区において、この建築が今後の街区における建ち方に可能性を
開いてくれるのではないかと期待している。

/この新しいグリッドは、隣棟間に 3角形の空地を生み、小面積でありながら奥行きをもたらし、
連続する通り庭のような緩衝空間を生み出す。同時に、隣家と開口が正対することを緩和するため、
少し気楽に開口を設けることができる。構成は合理的な室形状が雁行する形式となり、街区の条坊
から自由になりながらも、合理性を担保した多方向的な空間の関係性を可能とする形式となる。
この場所のように、強固な直行グリッドが支配する街区において、この建築が今後の街区における
建ち方に可能性を開いてくれるのではないかと期待している。

/ 土地区画線からグリッドを 45度傾ける

2018.01_[ 斜条坊の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「地域のランドスケープともなる屋上庭園をもつ立体的構成」種[B-4-043]

庭
梁・桁
屋根

-

-

/ 家族が生活の中で「自然」を楽しむきっかけをつくれれば
家族が実がなることを楽しみながら育てる
鳥や虫たちが集まり、
隣近所の人びとや他の生命体と分かち合う

/家族が生活の中で「自然」を楽しむきっかけをつくれれば
空間の断熱効果を期待する
家族が実がなることを楽しみながら育てるガーデンであり、同時に近所の人びとにとっては 2階の
窓から眺めて楽しむことができるランドスケープでもある。
鳥や虫たちが集まり、彼らのさえずりは皆の楽しみとなるであろう。魅力的な個人の庭を独り占め
するのではなく、隣近所の人びとや他の生命体と分かち合うことにこのプロジェクトの真意がある。

/ 屋上庭園とする

2010.08_[Sg]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「上下階で読み替えられる対称的な立体的室構成」種[B-4-001]

L・D・K
個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

/ 改修の準備

/改修（境となる空間の開口をふさぐ）
/将来、賃貸住宅への転用も考慮した 2世帯住宅とすること
将来、2階の寝室への移動が困難になれば

/柔軟に読み替えられるよう、1・2階を逆にした対称的な室構成とする

/将来、2階の寝室への移動が困難になれば 1階と 2階とで住み分ける
ことにも対応できるし、子世帯を賃貸にするのにも温室に面した開口に
若干手を加える ( ふさぐ ) だけですむ。

2000.01_[ 砧の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「半地下空間と覗き込むベンチの立体的構成」種[B-4-026]

開口部
家具

-

-

/ 建主の要望は、ここに住みながら自ら稽古・指導し、道場の運営を兼務できる柔道場をつくること。
半年が経過し、思いがけず道ゆく人びとの興味を惹きつける様子を見て、柔道に限らず、ヨガとピラ
ティス教室も始め、住まい手も今後、畳の上での英会話やプログラミング教室など、新たな構想が膨
らんでいるとのこと。ゆくゆくは「街の寺子屋」のような場所になればいいと思い始めている。

/道場から見上げると学校の桜並木・向かいのマンションの樹木が窓一面に広がり、道路からは
元気いっぱいの子供たちの活動を行き交う人びとが覗き込む。路面に設けたベンチに腰掛け稽古に
励む子供たちを見守る親たちがいる。
道ゆく人びとの興味を惹きつける
ゆくゆくは「街の寺子屋」のような場所に

/ 半地下空間と、それを覗き込めるように開口に沿ってベンチを設ける

2018.11_[ 道場ハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「階段室を挟む立体的構成」種[B-4-010]

階段室
階段

/室変遷の構想

/室変遷

/進化し続ける社会の中で、常に先を見る目を持ち続けることを大切にし、また自然に対する
感受性の豊かな建主が、多忙な仕事をいずれは退職し、夫婦の充実した時間を過ごすための家
である。また、将来子世帯と同居し、孫世代まで長く住み続けられる家を希望されていた。
さらに将来、各世帯のエリアを広げたり組み替えたりする際、

/世代ごとに変わり続ける「2世帯の距離感」に、より柔軟に対応するシステムをつくる
当初、親世帯のみが入居し、全階を利用する。子世帯が同居し、2世帯がそれぞれのペースで仕事、
生活をする時期には、階段室を境に世帯を完全分離することができる。階段室は、互いの気配を
知り、コミュニケーションできる緩衝空間となる。
階段は切替装置の役目を果たす。

/2 つのヴォリュームで階段室を挟む

2001.06_[ 沼袋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「収納スペースを多く持つ立体的構成」種[B-4-035]

フロア全体
家具
階段
部位各所

-

-

/ 将来たくさんのものが増えていく /将来たくさんのものが増えていくけど、それでもまだきちんと入ってしまうような空間。

/ ものを置くための大きな収納として規模を調整したインテリアを計画
する

2009.08_[ 車庫と家と芝生 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「天井の高いがらんどうの切妻平屋ホールの立体的構成」種[B-4-022]

広間・ホール
吹き抜け
屋根
開口部
建具
天井

-

-

/ 近隣建物の今後の変化 /近隣建物の今後の変化に影響を受けにくい安定した採光環境をつくりだす。

/ 天井の高いがらんどうの切妻平屋ホールを設け、1日を通して自然光が
差し込む横一列の開口部を上部に設ける

2018.05_[house HS]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階に和室を設ける立体的構成」種[B-4-005]

個室

-

-

/ 将来は親の同居もあり得る /将来の親の居室

/1 階に和室を設ける

2000.12_[ 逗子 K邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「単管パイプとクランプによる立体的構成」種[B-4-030]

庭
その他構造

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/日々の生活の要求に合わせて /出入口を変えたり、手摺にしたり、植物の支柱にしたりと、日々の生活の要求に合わせてかたち
を変えられる。

/ 単管パイプとクランプで構成する

2019.08_[daita2019]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多機能な半屋外空間をもつ立体的構成」種[B-4-014]

玄関
縁側
アプローチ
テラスなど

-

-

/ 計画地は建主が経営する材木屋の工場や作業場が建ち並ぶ一角にある。周囲は畑や田んぼに囲われ
た郊外ののどかな田園風景が広がる一方で、アプローチ側となる敷地南側は、家の前を一日中工事用
車両が往来し、職人の喧騒が飛び交っている。工場群と本敷地との間には敷地境界を明示するものが
何もなく、地面が周囲とつながっているため、敷地境界の存在が弱く掴み所のない敷地に思えた。
その時々の使われ方に応じて、

/この『半屋外空間』は、その時々の使われ方に応じて、時にはアプローチ空間に、時には玄関に、時には縁側
に機能が変化する。住宅を守るための緩衝帯であり、かつ外部環境との境界として機能させるために設けたこの
『半屋外空間』は、玄関・廊下・緑側・部屋の延長といった住宅の機能的な役割を担いながらも、光を取り入れつ
つプライバシーを守るといった空間的な価値をももち合わせている。さらには住宅のファサードを周囲の風景の中
に溶け込ませることにも寄与しており、あらゆる側面からこの住宅の空間の質を高める原動力となっている。
これは材木が立てかけられた建主所有の工場と隣接して建つことで、周囲の建屋に溶け込むファサードとなりなが
らも、アプローチ空間を光と影が刻々と変化する緩やかな時の移ろいを感じられる場所へと変化させている。
昔この周辺にあった家々が玄関だけではなく、各個室の縁側からも室内に出入りしていた、という古い記憶から想
起したアイデアであり、郊外に建つ住宅ならではのラフでいて親近感のある空間の使われ方である。

/ アプローチ、玄関、縁側と機能が変化する半屋外空間を設ける

2010.10_[ 豊田の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「南側に低くした屋根の立体的構成」種[B-4-039]

屋根

/設備追加の準備

/設備追加 ( ソーラーパネル )

/将来のソーラーパネルの設置を想定して、 /将来のソーラーパネルの設置を想定

/ 南側下りの片流れ屋根とする

2010.12_[ ナガヤネ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある空間を持つ立体的構成」種[B-4-020]

広間・ホール
吹き抜け
テラスなど

/改修の準備
/階段追加の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )
/ 要素追加 ( 階段など )

/未来のアクティビティ
/多世代で暮らす家族の多様な生活
/これから成長していく家族
子供たち
将来の増築
/いつでも住まい手が容易に更新

/それによって、スケルトンの玄関と
インフィルの玄関との間に「空洞」が
生まれ、室内同士でありながらスケル
トンとインフィルとの間がガラスで間
仕切られたり、客間が「空洞」を挟ん
で設置され、母屋と離れの関係が生ま
れたりしてこの住環境が生まれた。
未来のアクティビティを期待させる。
「空洞」で行われたパーティ
未来の使い道が決まっておらず通常車
が置かれている。
/家族が互いに気配を感じ得ながら、
多世代で暮らす家族の多様な生活を
受けとめている。
/子供たちの遊び場、あるいは将来の

/ スケルトンにあえて空洞を残しておく
/大きな気積の余白のある空間を持つ構成とする
/隙間のある構成とする
/がらんとした余白のある構成とする
/大きな気積の余白のある中央コートを持つ構成とする
/階段を設置する余白を確保する
/大きな吹き抜けホールを中心に持つ構成とする

2018.02_[ 延岡の家 ]
2018.02_[ 越前の住宅 ]
2018.05_[ 朝霧の住居 ]
2018.06_[SLBH1]

2018.12_[ コート・ハウス ]
2019.07_[ 滝山の住居 ]
2019.11_[ 門川の家 ]

することができる
/南の大きな庭では不自由になった活動
従来のリビングは使い方が限定されて
しまって、高齢化、多世帯化する家族の
変化や要望に応えにくい。
自由な使い方や、今後起こり得る変化

/将来
/高齢の両親や親戚、兄弟とその
子供、親友などを休日招いて大勢
で集まる

増築の場として
/住まい手は各層の異なる特徴をきっかけとし、
家族で知恵を出し合い、時に衝突しながら自由に、
あるいは不自由に、リノベーションをするように
居場所を設計し構築することができる。現状の
間取りは現在の家族の状況から生まれたもので
あり、それはいつでも住まい手が容易に更新する
ことができる。住まい手が関われる領域を広げ、
関与し続けられる場所、状況をつくることで建築に
愛着をもち、新しい家づくりの枠組みをつくること
ができるのではないかと考えている。
/南の大きな庭では不自由になった活動がこの
コートでは可能になる。
下屋の便利な生活空間に取り囲まれて、生活の重心は
南面ファサードから結果的にコートに移る。

中央のコートは明るく自由な使い方や、
今後起こり得る変化を受け容れる外部の質を帯びた場所となる。
/各階のデッキを繋ぐ階段
将来設置可能
/周囲の豊かな自然を享受できる
多人数が集まれる
人の拠り所とした。
多人数が集ってそれぞれが心地のよい距離感や居場所を見つけ出す。公園の
ような場と遊具のような拠り所を住宅に組み込み、それが交差する場所で
新しい世代の家族のコミュニケーションを活性化させることを目指した。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「住み分けの接点に和室のある立体的構成」種[B-4-003]

個室

-

-

/ “生活や家族の変化に柔軟に対応ができ、時間の経過の中にあっても家中の細胞が生き生きと
している家でありたい” と希望する建主との共感から生まれた家である。

/和室が子世帯の客間としても対応できるように

/ 世帯住み分けの接点に和室を設ける

2000.09_[ 小平の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「周辺地域のプロトタイプとなることを目指した立体的構成」種[B-4-028]

-

-

-

/ 重要伝統的建造物群保存地区である奈良井宿
観光地としても有名だが、空き家も多いのが現状。
全体の 1/3 が空き家と聞く。
保存という考え方が、外観や意匠の固定に偏って
きた結果、暖かい季節にしか人が訪れない観光地
としての姿が定着してしまった、この集落の問題

/集落全体の行く末の舵を切る

/ 集落のプロトタイプとなることを目指し、断熱を施すなど工夫する

2019.02_[ 天窓の町家 ]

が見えてきた。
町家に住むリアリティを示すためには、その骨格に現代の暮らし
の条件をハイブリッドさせ、伝統と生活のずれを意匠に昇華させ
ていくほかない。そして重伝建における建築家の役割は、たとえ
ひとつの町家の最小限の改修だとしても、集落全体の行く末の舵
を切ることだ。

種種[B-4-028][B-4-028]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「居間・階段の踊り場・和室を隣り合わせる立体的構成」種[B-4-012]

L
個室
階段室
階段

-

-

/ 建主は障害のある人たちに、ボランティアでパントマイムを指導している。
その稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できるように、

/稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できる

/ 居間に階段 ( の踊り場 ) や和室を隣り合わせる

2001.10_[ 千駄木の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「北側に低くした屋根の立体的構成」種[B-4-037]

屋根

-

-

/ 母家を子供世帯へ譲り、それまで庭として使ってきた南側の土地に、夫婦の新しい住まいを新築
することとなった。
既存家屋は将来的に建て直す計画があり、北側の子供世帯からの南側の眺望と光を妨げないように、

/北側の子供世帯からの南側の眺望と光を妨げない

/ 周辺建物の建て替えを見越し、屋根形状を決める

2009.12_[ 辻堂の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「同じ規模・設えの複数室からなる立体的構成」種[B-4-024]

-

-

-

/ 子供たちの成長や、生活の変化に応じて /家族 4人が好きずき選択でき、子供たちの成長や、生活の変化に応じて柔らかく対応する。

/ 同じ規模・設えの複数室を用意する

2018.06_[ 上大岡の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「住み分けの接点に可動間仕切りのある立体的構成」種[B-4-008]

玄関
開口部
建具

-

-

/2 世帯住宅で、夫婦の棟と母の棟を並列させ
一体として使われるであろう将来

/一体として使われるであろう将来に対応した
ふたつのスペースは引き戸を開くと一体化する。

/2 世帯の住み分けを玄関室の引き戸のみで仕切る

2001.02_[2W]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「職住同様の設えとしたワンルーム住居部分をもつ立体的構成」種[B-4-033]

-

/ 用途変動の準備

/用途変動 ( 増改築、プラン変更 )

/将来建物すべてをカフェや住居、宿泊施設などへ柔軟に転換できることも視野に入れ /将来建物すべてをカフェや住居、宿泊施設などへ柔軟に転換できる

/ 店舗部分と住居部分を同様の設えとしつつ、住居部分をワンルームとする

2019.10_[ 三保松原の住宅と店舗 (Casetta di Shu)]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多様な場をもつ立体的構成」種[B-4-007]

開口部
建具
天井
その他造作

-

-

/季節の変化によって、あるい
は家族構成やライフスタイルの
変化によって、場所と生活行為
の関係は変化するだろう。ただ
変わらないのは、豊かな生活に
は性格の異なるいくつかの場所
が必要だという事実である。
/この場所を選んだ第一の理由
は、子供たちを育てる環境が得

/それぞれの場所は、寝る、くつろぐ、仕事するという生活行為に対応しているが、庭
は 1階の土間へとつながり、プレートの黒い面で包まれた暗く落ち着いた 1階の室内に
光と奥行を与えている。一方、建物の東側には小学校のプールがあり、建て込んだ周囲
の環境の中で貴重な空地となっている。主要な居室がある 2階は南側に大きな開口をも
つが、ロフト部分を宙に浮かせることで東側にも視線を開放し、プール越しに遠くの山
並みまで見渡すことができる。高さが低く抑えられたロフト下は、座るための場所であ
る。趣味のオーディオを聞いたり、寝転がってテレビを見たりするのに結構居心地がよ
いのではないかと思っている。その上のロフトは奥さんの仕事場として使われていて、
ここからは北の空から南の山まで見通すことができる。建物の竣工後に気がついたこと
だが、実はもっともよく見えるのが近くの空港へ着陸する飛行機だったために、さなが
ら管制塔の気分である。ちょっとうるさいが。
/あらゆる場所が固定されず、多様性の中に自由であるような、家族像を表徴しつつ変化
に追随する、安全で明るいフレキシブルな空間を目指した。
/その変化は、内部空間同様、立つ位置 · 眺める方向によって外観の印象も大きく変える。
単純さの中にさりげなく織り込まれた多様さの発見を日々楽しみながら過ごしてもらえた
ら幸いである。

/ 様々な場をつくる
/遊び場のように、様々な小さな場の集合体として計画する
/変形平面、開口部の工夫で変化に富む空間とする
/用途を限定せず多様な空間構成とする
/多様な環境をもつ場所で構成する　　　　　　　　　　など

2001.02_[ 大野城の住宅 ]
2009.12_[ 大安寺の家 ]
2010.09_[ ツイノスミカ ]
2018.03_[ 居場所を探す家 ]

2018.09_[ 壺川の住宅 ]
2018.09_[ 山のセカンドハウス ]
2018.10_[ 海の家、庭の家、太陽の塔 ]
2018.12_[ 志立邸 ]

2019.10_[House As]
2019.11_[ おおたかの森の家 ]

やすいと判断したことにあった。
/計画にあたり建主からは、庭弄り
に没頭できるまとまりのある庭と
「変化のある空間」が求められた。
今後、家で過ごす時間が増えるふた
りとって、「変化のある空間」とは、
長時間過ごしても飽きることがない
多様さと、気分に応じてふたりの
距離感を変えられる柔軟さを備えた

空間であると考えた。
/その時の気分で居場所を選べる
/現代社会は成熟化し、多様であ
り、流動的である。何かに特化し
たひとつのピュアなストーリーだ
けでは事足りない。複雑な環境に
コミットした雑種的な建築のあり
方に現代性を感じる。建築がハブ
となり有象無象の事象が矛盾や対
立することなく関係性を調停し、
上手く回っていく状態をつくり上

げたい。
生物が、多様な環境やその変動に対し
て適者生存の原理で進化してきたよう
に、環境に適合し、その可能性をより
先鋭化させて生活に接続させるように
/その時々の活動に合わせて都市間も
住まいの中の場も自在に移動する家族
のための、変化し続けることのできる
ベースキャンプである。
/若い夫婦と小さな子供ふたりが、こ
れからのライフステージの変化に対応

しながら暮らしていけることが求め
られた。家族の形態は 10年、20 年
という単位の中で大きく変化してい
く。そこに暮らすそれぞれの構成員
が家族というひとつの大きなまとま
りを維持しつつも、自律的な関係性
を保ち続けられるような住宅を目指
した。
/その時どきの気分によって

/季節や時間の流れで変化する周辺環境を取り込み、その違いが使う人の拠り所となり、
その時の気分で居場所を選べる
/環境に寄り添いオリジナリティと多様性を有する建築
/家族も、森の中を移動するようにその時々の活動に合わせて自分の場を見つける。
変化し続けることのできるベースキャンプ
/自由にそれぞれの方向を向く
家族というひとつのまとまりを維持しつつも、多様な振る舞いを受け止める、変わらぬ
器としての「家」のあり方の提案である。
/その時どきの気分によって読書をする、居心地のよい場所を選ぶ楽しみを用意

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1・2階共に水回りを設置する立体的構成」種[B-4-032]

K
水回り
(WC、
洗面所 )

/ 用途変動の準備

/用途変動 ( 増改築、プラン変更 )

/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定
している。
店舗と住居、店舗とオフィス、などさまざまな組み合わせ

/店舗と住居、店舗とオフィス、などさまざまな組み合わせで使うことができ、用途を限らない
自由度をもつ。

/1・2階共に水回りを設置する

2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中央に吹き抜け広場を持つ立体的構成」種[B-4-016]

広間・ホール
吹き抜け

-

-

/ 敷地は、元の土地を 5区画に分譲したうちのいちばん奥まった旗竿状の土地で、他の区画が
建った後には、四周を隣地の建物に囲まれ、閉塞感が生まれそうなことが容易に想像できた。
光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立することが住み手の要望であり、
床面積や部屋数で表されるような価値よりも、空間の広がりやそこに生活する家族の関係を
いかに豊かにできるかどうかが設計を進める際の判断基準となった。

/光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立する

/ 外部の庭ではなく、中央に吹き抜けの広場がある構成とする

2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「高低差のある天井高をもつ立体的構成」種[B-4-041]

天井

-

-

/ 将来に向けて色々な使い方ができる /将来に向けて色々な使い方ができる柔軟さに配慮した。

/ 天井高に高低差を設ける

2019.05_[ 天六マチヤ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ルームガーデン」種[C-1-005]

吹き抜け
その他

/増築の準備

/増築

/ライフスタイルや家族構成、周辺環境の変化に合わせて
住宅地のコミュニティを再生することを目指している。

/家の中に新たなアクティビティやコミュニティを取り込む。
高齢化する郊外の住宅地におけるリタイア世代の新しいライフスタイルや地域での活動の場となり、
環境的には奥に見える高断熱ゾーンのバッファーとなる。
植物の成長を促す。
柔軟に生活空間の再配置が行える
既存の木造住宅を優れた環境性能のストックに変え、住宅地のコミュニティを再生する

/ 透明ポリカーボネートのルームガーデンを設ける

2018.04_[ エネマネ Rハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭」種[C-1-001]

庭

-

-

/ 時間の経過と共に /この 2種類の庭が住まい手の生活を表出する余地ともなることによって、この住宅が、時間の
経過と共に住宅地に新たな風景を加えることになると考えている。

/ 中庭、庭を設ける

2000.02_[ 世田谷住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「客室にもなる畳室」種[C-1-009]

個室
開口部
建具

-

-

/ 来客時は /来客時は客室として利用。

/ 客室にもなる畳室を設ける

2019.03_[ 松山の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「機能のないインナーコート」種[C-1-007]

吹き抜け
その他
開口部
建具

-

-

/「完成された家や庭はいらない。家族みんなで、家族の成長と共に考えながらつくり込んで
いける家のベースをつくってほしい」と要望された。

/時にひとりで腹想する空間であり、友人たちが集えば音楽を奏でる空間であり、使い方が変化
する余白の空間である。
常時は使われないことも多く、しかし家族や集う人びとを惹きつける重要な存在である。

/ 機能を持たない内部の庭を設ける

2018.07_[SPIRAL GARDEN]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「サンルーム」種[C-1-003]

個室

-

-

/ 年齢に応じてさまざまに配慮された空間で、ライフスタイルを守り、快適に生活できる住宅を
目指した。

/洗濯物を屋内で干すことのできる

/ サンルームを設ける

2010.11_[ 楽潜居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある外部空間」種[C-1-006]

庭
テラスなど
その他外部

/増築の準備
/開発の準備

/増築
/開発

/子供がまだ小さいが、大きくなって個室がほしいといったら、
/敷地のほとんどが斜面という地形に建つ住宅。
デッキや畑などの増設、木々の成長とともに、
/家族の庭仕事や日曜大工などで
/予測できない周辺環境の変化に対し、

/どこかの庭に子供たちが望む家を自分でつくらせるという両親の考えである。
/住宅内だけでなく、斜面にも生活の場を延長させている。
斜面の使われ方も広がり多様になっていく。
/デッキや菜園などに使われる。
家族の庭仕事や日曜大工などで魅力的に使いこなされることを期待している。
/外構余地を残した。

/ 子供たちのための場づくりをする庭を設ける
/斜面にデッキやベンチ、畑を設置する
/外部空間に余白を残す
/外部空間に余白を残す

2018.07_[SPIRAL GARDEN]
2019.06_[ デッキプロジェクト ]
2019.07_[ 滝山の住居 ]
2019.11_[ 門川の家 ]効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹抜け空間」種[C-1-002]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/今、この住宅は次なるライフサイクルへの対応に備えて改装の構想が進みつつある。 /主室階の吹抜けの一部に床をかけて長女の部屋とする

/ 吹抜けの一部に床をかけることを想定する

2001.09_[HOUSE TM]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな屋根に覆われた前庭」種[C-1-008]

庭
屋根

-

-

/ 来訪者の対応から子供の遊び場、外での食事、ワークショップやイベントのスペースと、玄関の
役目から活動の場まで多目的な

/来訪者の対応から子供の遊び場、外での食事、ワークショップやイベントのスペースと、玄関の
役目から活動の場まで多目的な空間となる。
内部の活動を伺うように来訪者が一旦立ち止まり、無闇な侵入を緩やかに拒む結界をつくった。

/ 大きな屋根に囲まれた前庭を設ける

2019.03_[ 玉城の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間空間」種[C-1-004]

D
玄関
土間
テラスなど
床

-

-

/ 建主はこの住宅でワークショップや、展示を行いたいという希望だった。
周辺を開かれた場所となるように、人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化
ゲストは
/将来店を営むことを想定し、

/人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化も考慮している。
土足で直接行き来できる
ゲストは敷地内の自然の中から靴を脱がずにテラスに上がり、ダイニングで食事ができる。
/客を引き込む場所をつくっている。

/ 土間空間を設ける
/床をタイル張り ( 土間 ) とする
/軒先の床を土間とする

2018.02_[ 雲雀の住居 ]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「非改修の余白空間」種[C-2-004]

不特定諸室

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/室内環境を均衡にし、中間期に完結する室内として全体を整えるのではなく、自然とともに成立
する環境をその時に応じて選択する住まい方を目指した。
将来への余白を残す

/将来への余白を残す

/ 非改修部分を残し、将来的な余白の空間とする

2018.04_[ 佐世保のリノベーション ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備室」種[C-2-001]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/単一な家族像と日常の
小さな生活変化、
またその将来性から、
/将来的には二世帯の
可能性もあることから、

/どちらの世帯の客間としても対応できるようにした。
また、将来の子供部屋になる可能性も想定している。
/ホスト・ファミリーを始めたいのでそのためのゲストルームにしたい

/ 予備室的な離れとして和室を設ける
/予備の部屋を設ける
/離れのような予備の部屋を設ける
/予備の部屋を設ける
/ゲストルームにすることを想定した室を追加する

2000.04_[ 山坂の家 ]
2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.09_[ ひばりヶ丘の家 ]
2000.11_[ 土佐堀の家 ]

2001.09_[HOUSE TM]

/ まだ幼いふたりの子供
/将来家族が増えたとき
/その一方で、T夫妻は
長男には音楽が好きなら
ポップスを学べる英国の
学校に進学したらといい、

長女も 18歳になったら欧米のように家を
出ていくほうがよいかもしれないという。
では改装後の中 2階は主寝室ですかと尋ね
ると、口を揃えて留学生のホスト・
ファミリーを始めたいのでそのためのゲスト
ルームにしたいとおっしゃる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多目的室」種[C-2-003]

個室
広間・ホール

-

-

/ 将来家族が増えた際
/将来親と同居するためのスペースを求められた。

/建主の第二のリビングとして、また将来家族が増えた際の予備室として、あるいは貸室としても
利用できる
/将来親と同居する

/ ホールを設ける
/両親のスペースとなる多目的室を設ける

2009.08_[TRAPEZIUM]
2010.11_[ 比叡平の住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備玄関」種[C-2-002]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的には二世帯の可能性もあることから、
/将来仮に車椅子の生活になった時などは、
/暮らしの気配が漂う狭い路地、分刻みで
電車が行き交う鉄道高架、2020 年に向けて
建設中の幅の広い都市計画道路。敷地は

/ここがメインの玄関となる
/計画道路が開通した際はそちら側がもうひとつの顔となって町へ大きく開かれる。
こうして環境に呼応して立ち上がる建築が、同時にまちをゆっくりと動かし始め、この土地固有の
繋がりと豊かな開放感をつくり出すことを期待している。

/2 つ玄関を設ける
/段差のない第 2の玄関を用意する
/都市計画道路の開通に応じてエントランスを切り替えられるよう
複数方向にエントランスを設ける

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.06_[ 上大岡の家 ]
2018.11_[stir]

異なる 3つの環境に挟まれた特異な場所に位置
している。その異なるスケールや距離感、速度、
音、明るさといったものに反応しながら、環境と
共に立ち上がる建築を考えた。
計画道路が完成後、

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある駐車スペース」種[C-4-007]

車庫

/増築の準備

/増築

/将来的には冷暖房のない小さな囲炉裏の間が増築できたらという要望があった。 /増築可能

/ 増築できるように駐車スペースに余裕を確保しておく

2009.03_[ 百楽園の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「家具で居場所を作る大きなリビング」種[C-4-011]

L
家具

-

-

/ そこで行われる活動の自由度を高めたり、用途や家族構成の変化への対応
状況の変化によって

/周場所の規定をせず、季節や状況の変化によって家具を動かすことで最適な居場所をつくること
ができる。

/ リビングを大きく確保し、家具によって様々な居場所をつくることを
可能とする

2018.10_[ 加納馬場の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな広間・ホール」種[C-4-003]

広間・ホール

-

-

/ 家族と地域の出会いの場、文化活動の場
将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化
/人間のほうにも空間を実践していく力が
必要だけれども、もしかしたら、それ以上に
空間のほうに空間を実践させていく力がある
のではないだろうか。住宅はあまりに日常的

/子供劇場の発表会、音楽会、会合、作品展等を行える。
将来の部屋
/そういう空間に伴う想像象力が、ダンス教室や演劇の稽古を持続させるし、家族以外の人を
呼んで一緒に過ごすことを促してくれる。

/ 開放的でゆとりあるギャラリー的な広間を設ける
/大きなホールを設ける

2001.02_[ 白のアポロン ]
2010.10_[ ホールのある住宅 ]

に生活が持続されることによって、そうした空間を実践する力が、
ある水準で均衡したものになって、どうにも動かせなくなってし
まいがちである。想像や実践を喚起するような空間があれば、
日常性の均衡を破り、空間を創造的に思考できるような別の
均衡状態へと移行させてくれるのではないか。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「PSを確保した躯体天井高」種[C-4-009]

不特定諸室
その他構造

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/設計にあたって、建主からの要望は
「100 年後にも住まいとして成立できる
ような家を実現して欲しい」という簡
潔なものだった。そこで、変わるもの
と変わらないものを整理したうえで、

/設備更新
将来の変更に備えた。
/水回りも含めた将来的な改修にも対応可能となっている。

/ コンクリートBOXにおいて、設備更新に十分な懐を確保する
/PSのための躯体天井高を確保する

2010.09_[ スキマのある家 ]
2018.09_[K2 House]

それらと空間との関係をデザインしていこうと思った。
設備更新
将来の変更に備え
/水回りも含めた将来的な改修

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある室規模」種[C-4-001]

L

-

-

/ 将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される /将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される

/ 室規模にゆとりを持たせる

2000.01_[ 吉備の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「長いアプローチ」種[C-4-013]

アプローチ

/用途変動の準備

/用途変動 ( 車庫など )

/ 建主である料理付きの夫婦からは、将来自宅でカフェを開きたいということと、食事を色々な
場所で楽しめる家にしたいということが求められた。
今は住まいとしてのみ機能している住宅も、近い将来カフェと住宅というふたつの役割が求められ、
長い人生の中では家族の人数も変わる。

/将来カフェを開いたときには ( 中略 ) 駐車スペースとして使えるように計画している。

/ アプローチを長く確保する

2019.06_[ 安中の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな吹抜け空間」種[C-4-005]

L
吹き抜け

-

-

/ 建主は障害のある人たちに、ボランティアでパントマイムを指導している。
その稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できるように、

/稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できる

/ 居間を大きな吹抜け空間にする

2001.10_[ 千駄木の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「十分に高い天井高さ」種[C-4-008]

D
個室
吹き抜け
天井

/室分割の準備
/増築の準備

/室分割 ( 家具やカーテン追加 )
/ 増築 ( 子供室など )

/レベル 400 は将来的にふたりの子供の空間となる。
/お施主さんからの要望としては、( 中略 ) 将来の子供室のための拡張スペース ( 中略 ) がほしい、
などであった。

/いかようにも空間設定ができる
W2.0m×D1.2m×H2.0mの可動ジャイアントファニチャーを置き、
最小限の個室にしようと思っている。
/将来的には吹き抜けの一部を子供室の増築スペースとすることもできる

/ 天井高さを確保し、カーテンレールも設置する
/天井高を高くとり吹き抜けを確保する

2010.04_[ 高台の家 /G邸 ]
2018.08_[ 大八木邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きく広い縁側」種[C-4-012]

縁側

-

-

/ 敷地は福島県南相馬市で、福島を代表する祭りのひとつ「相馬野馬追」の舞台として有名だ。
建主の父は、かつて相馬野馬追の総大将を務めるなど、地域の伝統行事を大切に受け継いできた人で、
昔から来客が絶えなかったそうだ。いつも誰かしらと縁側に腰掛けて話している光景が、実家の日常だった。
南相馬には雪はほとんど降らないので、季節を問わず、お茶とタバコの縁側コミュニケーションは行われてきた。
瓦屋根と共に、こうした日常の光景を残したい。地域に戻ってきた人びとの拠り所となり、日常的に交流のもてる
場をつくるために、

/縁側は人を迎えるのにちょうどよい場所だ。訪れる人にとっても、靴を脱ぐほどかしこまらず、
いつでもきてパッと立ち去れる気軽さがある。
相馬野馬迫の際には、20人前後の人びとが入れ替わり立ち替わりこの家に集まる。靴を脱ぎ収納
するための女関を設けたものの、来客は玄関を通らず広い縁側のどこからでも訪れることができる
ようにした。祭りの後、互いを労いながら広縁に集まって笑い合う地域の人びとの姿が眼に浮かぶ。
そのような光景が末長く続くことを願っている。

/ 大きな広縁を設ける

2019.03_[ 長床の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな土間空間」種[C-4-004]

玄関
土間

-

-

/ 珠洲では毎年 9月の１ヶ月間、それぞれの地区で行われる年に一度の祭りにかける人々の
エネルギーが、こんなドライな時代になってもまだ失われていない。都会へ出ている若い人も、
祭りには何をおいてもここに帰ってくるほど重要なイベントとなっている。
祭りをはじめとしたイベントが行われるときに
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客

/祭りをはじめとしたイベントが行われるときに大勢の来客に対応する
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客にも対応できる。

/ 玄関に土間を設け、広くつくる
/玄関に広い土間を設ける

2001.10_[ 珠洲の住宅 ]
2018.11_[HKR]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きなピロティ空間の駐車場」種[C-4-010]

車庫

-

-

/ そこで行われる活動の自由度を高めたり、用途や家族構成の変化への対応 /大きな空間にはそこで行われる活動の自由度を高めたり、用途や家族構成の変化への対応も柔軟
に行うことができる。そして身体的には開放感や高揚感を得られる。ひとつの空間の中で人と人の
距離を確保できると、それぞれ異なる行為が共存することが可能になり、より多くの人が集まる
場所の可能性が広がる。
周辺の工場と住宅のスケールを調整する役割を担う。
隣地の駐車場に対しての緩衝空間として、また、建主の趣味である外部でのアクティビティの場
にもなる。竣工後、休日には建主の友人達が以前にもまして集う場所となった。

/ 大きなピロティ空間の駐車場を設ける

2018.10_[ 加納馬場の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「分割可能な室規模」種[C-4-002]

個室

/室分割の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )

/将来ふたつに仕切る子供室
/子供の成長段階や家族構成の変化
/子供 2人
/子供
/将来

/可動クローゼットにより、梁下でふたつの部屋に仕切る
/子供たちが自分たちの領域を相談しながら決めていくのも楽しいし、将来は一室として利用されて
いるかもしれない。子供の成長段階や家族構成の変化に伴ってフレキシブルに対応できる。
/将来必要に応じて 2部屋に分割可能
/将来ふたつに仕切られる
/将来部屋を分割できる
/2 部屋に仕切れる

/ 子供室を可動クローゼットで分割できるようにする
/子供室を大部屋とし、可動家具によって室を分割する
/子供部屋を分割可能な大空間とする
/子供室はふたつに仕切られるような規模とする
/室に余白をもたせ、分割可能とする
/子供室はふたつに仕切られるような規模とする

2000.07_[ 二子玉川の住宅 ]
2000.10_[ 一橋学園・M邸 ]
2001.07_[HO-use H
　　　　 鎌倉・由比ヶ浜の住宅 ]

2018.08_[ 辻井の家 ]
2019.11_[ 東京の住宅 ]
2019.11_[ 阿品の家 ]

/ 子供

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ユニットバスの寸法を確保した洗面所」種[C-4-014]

洗面所

/改修の準備 ( 用途変更 )

/ 改修の準備 ( 用途変更 )

/ 将来ケアが必要になったとき /将来ケアが必要になったときユニットバスに変更できる

/ 洗面所をユニットバスに変更できる寸法とする

2000.01_[SSH-99]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな庭」種[C-4-006]

庭

/増築の準備

/増築

/子供たち、親、( 中略 )、将来の孫など /南側に一棟建て増すことによって 2世帯住宅にすることが可能である。

/ 庭を広く確保する

2001.12_[ 吉礼の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「交換可能な居室ユニット」種[C-5-004]

K
個室
不特定諸室
外壁
屋根
開口部
建具

/1 間 (1,820mm) モジュール
/ユニット交換の準備

/ユニット交換

/ライフスタイルや家族構成、周辺環境の変化に合わせて
住宅地のコミュニティを再生することを目指している。
このカートリッジはライフステージに合わせて十数年で交換することを想定する。
/環境をつくり定着させながら成長し、更新されるような都市の風景を思い描いていた

/交換可能
柔軟に生活空間の再配置が行える
既存の木造住宅を優れた環境性能のストックに変え、住宅地のコミュニティを再生する
/各層における大地の上に配置された内部空間となるアタッチメントは、自由に更新可能となる。

/ 一間サイズの掃き出し窓に簡易に取り付けられる交換可能な
高断熱居室ユニットを用いる
/内部空間を交換可能なアタッチメントとする

2018.04_[ エネマネ Rハウス ]
2018.09_[ 大地の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木造在来軸組工法の上階」種[C-5-002]

LDK
個室
フロア全体
床

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/二世帯住宅は時間の流れと共に家族の状況が大きく変化していき、建物も改修への適応力を
求められることから、
/2 階はコンクリートの人工地盤の上を自由に建て替えることを想定し、

/改修への適応力
/コンクリートの人工地盤の上を自由に建て替える

/ 在来軸組木造とする
/上階スラブ木造でフラットかつ広く確保する

2001.07_[T3 HOUSE]
2010.07_[ 本郷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木造SE工法の上階」種[C-5-001]

フロア全体

-

-

/ 法規上許容される限度いっぱいのヴォリュームをまずつくって、これから生活が変化したときに
徐々に部屋に分かれていけばよい、というのが要望であった。

/大スパンをとばしたゆったりとした空間がつくられている。
これから生活が変化したときに徐々に部屋に分かれて

/SE工法を採用する

2001.07_[ チュウクウ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「最下階の大断面木造」種[C-5-003]

フロア全体

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/地下階の道路側はエントランスや駐車場として利用するので開放的にしたい。また地下をRC造にすると梁せいが大きく、高さ制限を
かわすためには地下階床レベルを下げていくしかなくなるが、それでは居住性も利便性も下がり、予算だけが上がってしまう。
そしてなにより、地下をRC造にするほど予算がとれないのである。
しかし木造にしても、最下階の開放性を確保しプランの自由度を確保するという命題は解決しない。在来軸組の必要壁量を確保すると、
開放的な明るいエントランスも駐車場も実現不可能である。
3層からなる建物のうち、最下階の構造が問題となった。最下階北面 ( 道路側 ) に RC造擁壁が設けられないため、南面の擁壁に横力を
負担させるとねじりが発生する。

/ 最下階の開放性を確保しプランの自由度を確保する

/ 最下階を大断面木造とする

2001.07_[T3 HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ダクトレールのスポットライト」種[D-1-011]

設備

/部位改変の準備

/部位改変

/土地を耕して活性するように、住宅も「耕せる」ものとして捉え、住まい手自身が耕す自由を
もつことを目指した。

/建主が改変できる。

/ 照明用配線ダクトレールを設ける

2019.06_[ 耕の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「簡易な間仕切り」種[D-1-003]

不特定諸室
内壁
開口部
建具
家具
その他造作

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/ふたりがこの世を去ったとき
/いつでも住まい手が容易に更新することができる

/一部分を賃貸できるように間仕切りを変える
/容易に取り外しができる。
いつでも住まい手が容易に更新することができる
住まい手が関われる領域を広げ、関与し続けられる場所、状況をつくることで建築に愛着をもち、
新しい家づくりの枠組みをつくることができるのではないかと考えている。

/ 家具や板、引き戸で間仕切る
/壁は梁と床に押縁を打って 3×6板を立てた簡易なものとする

2001.07_[ 木箱・西町 ]
2018.06_[SLBH1]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「窓辺の家具」種[D-1-007]

開口部
建具
家具

-

-

/ 庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。 /庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 庭に面した窓にベンチを設える
/庭に面した窓に勉強机を設える

2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木製ルーバー」種[D-1-013]

その他

-

-

/ ギラギラと照りつける陽射しや猛威を振るう台風など、この土地特有の厳しい側面もある。
厳しい日射や台風に備えるため、

/木のフェンスは陽射しによって変化に富んだ影をつくり出し生活を優しく包む。
美しく豊かな、時に厳しい自然環境をおおらかに受け入れる。

/ 外周部に木製ルーバーを設ける

2019.06_[ 豊見城の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多数の階段」種[D-1-005]

階段

-

-

/ 日々の暮らしの中で新しい使い方が現れ、 /これらの段差は、単なる動線ではなく、椅子になり、テーブルになり、子供の遊び場になる。
日々の暮らしの中で新しい使い方が現れ、風景の発見がある家である。

/ 数多くの階段・段差を設置する

2010.11_[S 博士の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「自然を望む開口部」種[D-1-009]

開口部
建具

-

-

/ 敷地は都内の住宅地にありながら、緑あふれる場所だ。
建主は豊かに根付く木々に惹かれてこの土地を選んだ。そのため建物の内外に関わらず緑を受け
入れた
変化し続ける自然を受け入れ、年月を重ねて周囲の環境と呼応する住宅になってほしいと考えて
いる。

/変化し続ける自然を受け入れ、年月を重ねて周囲の環境と呼応する

/ 自然に向けて最大限の開口を設ける

2018.11_[ 緑と光を感じる家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木製家具」種[D-1-012]

家具

/部位改変の準備

/部位改変

/土地を耕して活性するように、住宅も「耕せる」ものとして捉え、住まい手自身が耕す自由を
もつことを目指した。

/建主が改変できる。
分割・移動・撤去が可能。

/ 家具はラワン合板製とする

2019.06_[ 耕の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「和紙の照明」種[D-1-004]

家具

-

-

/ 時間と共に /和紙の劣化を防ぐ
電球の取り替えがしやすい
和紙からもれる光のグラデーションにより、手づくり感のある仕上げとなっている。

/ 電球を隠さず、真鍮のフレームに和紙を貼ったシェードとする

2010.05_[ 砦の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「周辺開発で役割の変わる開口」種[D-1-008]

開口部
建具

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方を囲まれることも考えられる敷地において、光や風、視線の
抜けをどのように取り入れるかを考えた住宅。
水田が宅地化された際には

/水田が宅地化された際には個室群が窓の懐となって広間に対する奥行きをつくる。

/ 周辺開発で役割の変わる開口とする

2018.05_[ いなみ野の高床 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「蔓性植物の絡まるネット ( フェンス )」種[D-1-014]

その他外部
その他部位

-

-

/ ギラギラと照りつける陽射しや猛威を振るう台風など、この土地特有の厳しい側面もある。
厳しい日射や台風に備えるため、
経年劣化による交換を考慮し、
/ツタで覆われる予定。

/植物ネットにからんだ蔓性の植物は沖縄の自然と呼応する。
美しく豊かな、時に厳しい自然環境をおおらかに受け入れる。
/ツタで覆われる

/ 外周部に植物用ネットを設ける
/庭にツタを植え、フェンスを設ける

2019.06_[ 豊見城の住宅 ]
2019.07_[ 大磯の大きな家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「林立する小柱」種[D-1-006]

L
柱

/室分割の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )

/将来子供が成長した時などに /将来子供が成長した時などに間仕切る

/ 小柱をたてておく

2018.02_[ 白金の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「増床を考慮した吹抜けの梁」種[D-1-002]

吹き抜け
梁・桁
その他構造

/増床の準備

/増床

/さらに将来、各世帯のエリア
を広げたり組み替えたりする際、
/将来的に床を張れるように
/入母屋は将来的に増床可能な
よう計画しており、母屋に越し
てくる子供世帯 4人家族がそう

/増床
子供室増設
/将来的に床を張れる
/将来的に増床可能
子供世帯 4人家族が
そう遠くない未来に
改築して住める
将来的に入母屋屋根の
梁に床を張り、
2階建てにできる

/ 吹き抜けに増床を考慮した梁を架ける
/吹抜け部分に梁をかけておく
/あらかじめ根太を組む
/吹き抜け空間に床合板用の梁をかける
/テラスを設置できるように梁をかけておく
/吹き抜けに現状の間取りとは無関係に既存梁やブレースを残す

2001.06_[ 沼袋の家 ]
2010.02_[ 山談悟 ]
2018.03_[ 入母屋の離れ ]
2018.08_[ 谷陰の光 ]

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]
2019.02_[ 静岡の家 ]

遠くない未来に改築し
て住めるようにした。
/将来ロフトを設置
/家族のかたちは年々
変化するし、人間のふ
るまいは季節や天気、
体調や気分によって変

わる。そういった素朴な人間
観に立ち戻り、丁寧に空間を
構成することから、「家」に
ついて再考することが必要な
のではないかと考えている。
2連の旗竿地となっているた
め南側には将来的にも建物が

隣接することはないことを
見越して、
/適宜アップデートしていく
設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが
継続されていくことを期待
している。

/将来ロフトを設置できる
/バタフライ屋根の下の南
室はどの居場所も時間や季
節、天候の影響を大きく受
けやすい。こういった空間
を同じ屋根の下にもつこと
で、専用住宅の中にも家族
以外のリズムを持ち込み、
選択性のある開かれた生活
を営むことができると考えた。

/現在の状態が将来の「既存」として、
リノベーションの対象となるように、
今後もこの余白は鉄骨梁の上に角材を
並べてバルコニーのように使うなど、
適宜アップデートしていくことが計画
されている。設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが継続されて
いくことを期待している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「トップライト」種[D-1-001]

屋根
開口部
天井

-

-

/ 現状では開かれた土地にも見えましたが、将来的に今の環境を維持できる保証はありません。
フェンスの外側にはまだ建物が建てられていないが将来的にはどうなるかわからないため採光は
期待できなかった。
近い将来、隣地に建物が建ってしまえば 1.9m幅の開口だけが外部との接点となり、この住宅は
街の中に埋もれてしまうことでしょう。

/先々にも十分な ( 中略 ) 採光を確保する

/ トップライトを設ける

2001.06_[HOUSE 99.99( フォーナイン )]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可能な限り設置された開口」種[D-1-010]

開口部
建具

-

-

/ 古い木造住宅が建ち並ぶこの地域は世代交代の時期でもあり、敷地が分割され、密度がさらに
増していく傾向にある。
生まれ変わろうとしている地域の関係性
周囲は徐々に建て替えが進み閉鎖的な家が増える中、周囲に影響されず、

/結果、４方向の周辺環境を映し出すような外皮を持つ建築となった。
効率的に耐力壁を確保するとともに、規則的な配置は窓の存在を明確にし、「積極的に外部との
繋がりを持つ」という建築としての意思を表現している。
窓の風景が、生まれ変わろうとしている地域の関係性にも風通しをつくり出し、あたたかみのある
下町らしい窓並みの風景へと、再構築されていく手がかりになることを期待している。

/ 可能な限り開口を設ける

2018.12_[ 窓と風の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「テラスの簡易キッチン」種[D-2-002]

テラスなど
設備

-

-

/ 住戸内外で大勢でも集うことのできる /住戸内外で大勢でも集うことのできるオープンスペースとして、多様な使い方が想定されている。

/ テラスに簡易キッチンを設ける

2010.11_[ 大井松田の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備出入口」種[D-2-001]

個室
開口部
建具

-

-

/( 前略 )、さらに、将来を見据えて子供の成長や家族形態の変化にも対応できる柔軟な平面計画が
主な設計の与条件であった。
/将来家族が増えた場合の寝室の使い方を提案してほしいということ

/寝室に複数の出入り口を設ける
/寝室にフレキシブルな動線をもたらしている。
将来の使い勝手に対応できる構成とした。

/ 子供室・寝室の入り口を 2つ用意する
/寝室に複数の出入り口を設ける

2000.06_[ 代沢の住宅 ]
2000.11_[U&U HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「安全性を考慮した部位省略」種[D-3-001]

L
設備

/設備追加の準備

/設備追加 ( 暖炉 )

/ そして子供達が大きくなったときに /暖炉を置く

/ 子供が大きくなるまでは暖炉を設置しない

2000.07_[ 二子玉川の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「家を囲む塀の省略」種[D-3-005]

その他部位

-

-

/ 高齢化の晋住宅地に建つ住宅で、家を塀で囲み閉じるのではなく、隣人と気配を感じ合うおおらかな空間が
望まれた。
以前は塀に閉ざされた住宅が建ち並び、平日の日中は人目が少なく、時々空き巣被害も起こる地域だった。
他者を排除した住宅によって、ささやかな暮らしの支えが奪われているのではないか。多様な人や行為、モノを
受容し、地域社会に自分たちで手を加えられる余剰や、おおらかさがある場をつくりたいと考えた。

/この家が竣工した後に建て替えられた向かいの家も塀をなくし、次第に街並みも変わってきてい
る。高齢化が進みつつ近所付き合いが残るこの地域で、住人たちは庭の手入れなどをしながら見守
り合っている。

/ 家を塀で囲まず、閉じない

2018.10_[ 蝶番の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ブレースの省略」種[D-3-003]

その他構造

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。 /自由な空間取り

/ ブレースはなくす

2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「間仕切り壁の省略」種[D-3-002]

個室
内壁

/室分割の準備
/改修の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )
/ 改修 ( 用途変動 )

/ 将来子供がふたりになった場合、
/将来的に子供室へのリノベーション

/間仕切り家具で分けられる
/将来的に子供室へのリノベーションに備えている。

/ 仕切り壁は省略し、将来家具で間仕切る
/寝室を最小限の壁量とする

2001.04_[ 二俣川 S邸 ]
2018.10_[ ハウス・カメオ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「地袋収納の省略」種[D-3-006]

床
その他造作

/家具追加の準備

/家具追加 ( キャビネット )

/「官舎」であるために、住まい手の要望に合わせてプランを考えると同時に、それに止まらず、
今後、生活や用途の変更にも対応できる必要があった。そのため、将来的に仕上げを変えたり
家具を増やしたりできる装置のような骨格としてとらえ、
住んでいくプロセスの中で

/住んでいくプロセスの中で必要になるキャビネットを追加することが可能である。

/ 床にはほとんど地袋収納を作らない

2019.07_[ 物質試行 59 官舎プロジェクト ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内装の省略」種[D-3-004]

その他造作

-

-

/ この家は自然の中となり、自然と共にある。よって建物も自然に溶け込み時間が経つにつれて
自然の一部となるように、

/建物も自然に溶け込み時間が経つにつれて自然の一部となる

/ 目障りな内装は消す

2010.10_[ 海と山に浮かぶ家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「厚みのある床」種[D-4-011]

床

-

-

/1 階は将来若手のアーティストにアトリエとして使ってもらうことが想定されている。上下階で
明確な生活区画が要求され、

/1 階は将来若手のアーティストにアトリエとして使ってもらう

/２階の床に十分な厚みを持たせる

2010.02_[dada house]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「尺モジュールの開口部」種[D-4-003]

開口部

/在来モジュール
/建具追加の準備

/建具追加

/将来、在来寸法の建具を転用して取り付けることができるように /将来、在来寸法の建具を転用して取り付けることができる

/ 引戸部分は 1,800mmの高さにする

2010.01_[ 深い軒裏をもつ家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「尺モジュールの格子梁」種[D-4-007]

梁・桁

/在来モジュール
/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/将来の増改築の際 /分かりやすい構法を確立することで、一般的な大工さんでも、将来の増改築の際は在来木造と
同様に、壁や柱の移動を可能にしている。
住まい手の要望を取り入れ生活の変化にも対応した、長く住み続けられるおおらかな家づくりを
目指した。

/ 三尺モジュールの格子梁を設ける

2019.03_[ 方眼の間 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多用途な家具・造作」種[D-4-005]

家具

-

-

/ 日々の生活に現れてくる「モノ」の居場所 /これらが、座る、もたれるといった身体の拠り所となると同時に、日々の生活に現れてくる
「モノ」の居場所をつくり出す。
「人」にも「モノ」にも居心地のよい豊かな住空間を目指した。

/ 家具や造作を適宜設え、「人の居場所」と「モノの居場所」を各所に
生み出す

2010.06_[ ダンダンダニエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「低い位置にある大小の開口部」種[D-4-009]

開口部

-

-

/ 将来的には終の住処となることが前提であるため、 /日常に多くの気づきをもたらす
室内外を移動し視点を変えながら暮らしの風景を空間化する
移動や方位、座位によって南に開ける景色を多様に切り取る。

/ 低い位置に光と景色を絞った大小の開口部を設ける

2019.06_[ 土太郎の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きいカーテン」種[D-4-012]

家具

-

-

/ プライベートとコモンを使い分ける
ものづくりが好きな奥さんが近隣の子供達のためにお絵かき教室を開いたり、妻面の軒下に伸びた
外土間でも食事をふるまったり、家族だけではなく地域の方が出入りする懐の深い使い方
近隣の子供やその家族と日常的な交流が継続して行われる

/プライベートとコモンを使い分ける

/ 土間に大きいカーテンを設ける

2018.12_[ヴィラ・ポタジェ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「手が届く高さの梁」種[D-4-004]

梁・桁
その他構造
天井

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/空間を区切ったり、拡張したり、カスタマイズを単純に行えるよう /柱や梁に直に触れられるようにしておくことで、空間を区切ったり、拡張したり、カスタマイズ
を単純に行えるよう配慮した。

/ 小屋東を現しにして天井を高くしつつ、すぐに手が届く高さに梁を
架ける

2010.05_[A House Made of Two]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1間ごとに柱梁で連結した開口部」種[D-4-008]

柱
梁・桁
開口部

-

-

/ 台風を考慮し、 /台風を考慮

/ 開口部は 1間ごとに柱を立て大きな梁で連結させる

2019.03_[ 鹿屋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな開口部」種[D-4-006]

L
開口部
建具

-

-

/ 母と娘がふたりで住むことになるこの家では、家族のあり方も、また場所の使い方も、時間と共に変化していく
ことになる。その状況に対し、ただニュートラルな箱を用意するのではなく、むしろ変化していく日常が、街との
関係や家族相互の関係の中で常に再発見されていくような、そんなきっかけに満ちた空間をつくり出そうとしたの
である。それは、いつまでたっても色鍵せることない空間になるであろうし、きっと生活を豊かにしてくれるのだ
と思う。そしてそのきっかけ自体は、日常性の中にすでに潜んでいることなのだと思う。

/家の中でありながらまるで街のただ中にいるような、内外が反転したかのような開放感を獲得
している。

/ 様々な距離の風景を眺められる大開口を設ける

2010.09_[ 富ヶ谷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「機能変化する可動家具」種[D-4-002]

家具

-

-

/ この建築は、家族だけの使用から、多くの人が集うなど、さまざまな使われ方が想定される。
時として住居であり、時としてサロンとなる区分のない建築を提案した。
時間経過に伴う状況変化に対応する建築 (lots Fiction) を目指した。

/たとえば子供が食事を待つ間、スケッチブックにお絵描きをし、食事の時は、ランチョンマット
として活用する。この家具を通して、食事の作法と図画工作など創作を学ぶことができるのである。

/ 機能変化する可動家具を設置する

2009.08_[lots Fiction]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「モジュール化した部材」種[D-4-001]

各所部位

/部材モジュール

-

/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。 /建方の簡略化、工期の短縮化を可能にし、

/ 部材をモジュール化する

2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「手摺壁になる開口腰高」種[D-4-010]

開口部

-

-

/ 高齢の両親や親戚、兄弟とその子供、親友などを休日招いて大勢で集まる /多人数が集まれる
人の拠り所とした。
多人数が集ってそれぞれが心地のよい距離感や居場所を見つけ出す。公園のような場と遊具の
ような拠り所を住宅に組み込み、それが交差する場所で新しい世代の家族のコミュニケーションを
活性化させることを目指した。

/ 開口腰高寸法を 800mmとする

2019.11_[ 門川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ローラー支持の桁」種[D-5-006]

梁・桁

-

-

/ 地震時を考慮し /地震時を考慮

/ 桁は固定せずにローラー支持とする

2018.02_[ 石神の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「真壁造の土壁仕上げ」種[D-5-015]

内壁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/その後は一般住居、あるいはその時の社会状況に応じた用途で活用されながらこの町家が
引き継がれていくことを期待したい。
そしてまた改修しやすいよう、

/また改修しやすい

/ 壁は真壁造の土壁仕上げを基本とする

2018.02_[ 防空壕跡のある宿 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吊り床」種[D-5-002]

ロフト
屋根
床

/間仕切り撤去の準備

/間仕切り撤去

/住まい方の変化 /2 階の間仕切りをすべて取り外せばワンルームにすることも可能である。
住まい方の変化にも自在に対応できるだろう。

/3 階にあるロフトの床を屋根から吊ることで、2階の構造を必要としない

2000.10_[ 矢野の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「真壁のようなS造」種[D-5-010]

柱
梁・桁

-

-

/ 私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。 /ローコスト化を図っている。

/ 真壁のような納まりにすることで木枠を少なくする

2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「外周部の耐震性確保」種[D-5-008]

外壁
その他構造
天井

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後更新しやすい状態にするために、柱梁を必要に応じて補強や撤去した「既存の軸組」、内部の
筋交を取り払うための「外周部の耐震補強」、柱梁から独立した個室や水回りの「薄い間仕切りに
よるヴォリューム」の 3つの階層による簡潔な構成とした。

/今後更新しやすい
それにより間仕切り壁は耐震要素を担わないため、自由に設置できる。

/ 外周部の壁・天井は既存の筋交を取り払い構造用合板により耐震補強
する

2018.02_[ ハウス SY]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「真壁」種[D-5-017]

個室
内壁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後の改修に備え、
/これからの暮らしの変化

/今後の改修に備え、
柱梁の位置が目視できる
/改築に対応しやすい
新しいヒノキの柱梁がこれからの暮らしの変化に対応する。

/ 個室内部は真壁とする
/真壁とする

2018.02_[ ハウス SY]
2018.03_[ 入母屋の離れ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「金物のない小屋組」種[D-5-004]

その他構造

/解体の準備

/解体

/小屋組解体 /込み栓を抜きながら容易に解体することができる。

/ 小屋組に太い材を用い、金物を用いない

2001.06_[W-PRH(Wood Perfect Recycle House)]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ビス留めの外壁をもつ設備部分」種[D-5-012]

外壁
設備

-

-

/ 配管類を保守点検できるように /配管類を保守点検できる

/ 外壁材は一部ビス留めとし、その裏に配管類をまとめる

2010.11_[ヴェール ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「十分な柱梁の確保」種[D-5-007]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後更新しやすい状態にするために、柱梁を必要に応じて補強や撤去した「既存の軸組」、内部の
筋交を取り払うための「外周部の耐震補強」、柱梁から独立した個室や水回りの「薄い間仕切りに
よるヴォリューム」の 3つの階層による簡潔な構成とした。

/今後更新しやすい
それにより間仕切り壁は耐震要素を担わないため、自由に設置できる。

/ 既存の柱梁は補強や移動、撤去を行いつつ活かす

2018.02_[ ハウス SY]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の屋根」種[D-5-016]

屋根

/増築の準備

/増築

/2世帯住居への対応 /将来 3階に木造などの軽構造による増築を可能にする
2世帯住居への対応も可能

/ 木造屋根とする

2019.08_[ 小石川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の壁」種[D-5-003]

水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )
外壁
内壁
建具
設備

/改修の準備
/設備仕様変更の準備

/改修
/設備仕様変更

/将来改築変更
/メンテナンスや将来の仕様変更
/区画整理が進むと東側に敷地が拡張するので
/生活の変化
生活や気分の変化

/将来改築変更を可能にしている
/このことにより、メンテナンスや将来の仕様変更に対応しやすいものとなっている。
/貫通できる
/木の可塑性が生活の変化に適応し、工作好きな住み手の遊びを引き出す。
生活や気分の変化に合わせて自分たちで改変していけるようにしている。
将来木壁を外してエレベーターシャフトや仏間、書庫などへ改築したり、あそのびスペースを
拡張することを想定している。

/ 水回り部は木造間仕切り壁とする
/配管・設備部分の壁を木造とする
/外壁は貫通できるような柔らかな構造とする
/W造の間仕切りとする

2000.06_[ 代沢の住宅 ]
2000.11_[n-house]
2018.02_[ 石神の家 ]
2019.12_[ あそのびハウス ] 効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「SI 構法の設備部分」種[D-5-011]

設備

/改修の準備

/改修

/土留め兼用の 1階は、長寿命かつフレキシブルでありたいため、 /長寿命かつフレキシブル

/ 設備類はスケルトンインフィルとする

2010.07_[ 本郷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「構造から独立させた間仕切り壁」種[D-5-001]

内壁
柱

/間仕切り撤去の準備

/間仕切り撤去

/家族の成長
/子供たちの独立後には
/将来の孫など

/家族の成長に合わせ改造
/子供たちの独立後には取り払うことができ、それぞれの室をライフスタイルの変化に対応できる
ものとした。
/将来は、軽量鉄骨下地で仕切ってある子供室とパントリーを一室化できるし、

/ 間仕切り壁を構造から独立させる
/間仕切り壁を構造から独立させる
/軽量鉄骨下地で仕切り、壁をPBとする

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2001.03_[ 青葉区の家 ]
2001.12_[ 吉礼の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「門型フレーム」種[D-5-009]

柱
梁・桁
その他構造

/減築の準備
/解体の準備

/減築
/解体

/地震時も安心な場所が欲しいという要望を踏まえ、
若い建主のこの家に住み続けるという意志に応える高耐久な改修計画になることを目指した。
将来、既存建物がさらなる老朽化を迎え、または家族構成が変化し減築や解体を行う際、

/新しい門型フレームを延長し水回りや個室を追加できる小規模な住宅を構想している。
この改修を契機としたその先の建物の維持や変様を建主が描くことができれば、スクラップアンド
ビルドではなく、改修しながら住み続けようとする建主の意志を支えることができると考えた。

/ トラス小屋組をもつ 910mm間隔の門型フレームを追加する

2018.02_[ 越前の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「鉄筋ブレース」種[D-5-005]

その他構造

-

-

/ 地震時の /地震時の剛性および水平耐力を確保している。

/ 小屋組には屋根面に鉄筋ブレースを設ける

2010.11_[ 楽潜居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土留めコンクリート壁とコンクリートブロック壁」種[D-5-014]

外壁
内壁

/改修の準備

/改修

/土留め兼用の 1階は、長寿命かつフレキシブルでありたいため、 /長寿命かつフレキシブル
既存土留め側の外壁回りは廊下階段等の非居室とし、不整形な形状を意匠にも生かした。

/ 土留めコンクリート壁とコンクリートブロック壁を明快に使い分ける

2010.07_[ 本郷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「現しの柱とスチール柱脚」種[D-5-013]

柱

/改修の準備

/改修 ( 部位取り替え )

/メンテナンスを考慮し、 /現し部分は取り替えることができる

/ 現しの柱をスチールの柱脚で持ち上げる

2019.04_[ 下石田の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「座れる高さの段差」種[D-6-005]

廊下
不特定諸室
床
階段

-

-

/ 高齢の両親や親戚、兄弟とその子供、親友などを休日招いて大勢で集まる
/将来店を営むことを想定し、

/多人数が集まれる
人の拠り所とした。
多人数が集ってそれぞれが心地のよい距離感や居場所を見つけ出す。公園のような場と遊具の
ような拠り所を住宅に組み込み、それが交差する場所で新しい世代の家族のコミュニケーションを
活性化させることを目指した。
/客を引き込む場所をつくっている。

/ 段差を 400mmとする
/小上がりの客間との間に 400mmの段差を設ける

2019.11_[ 門川の家 ]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

種[D-6-005]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「床段差消去」種[D-6-001]

床

-

-

/ 将来の高齢化
/将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化
/将来介護が必要になったとき
/建主ふたりの生活のみならず、その次やさらに
その次の世代の家族構成も変わり続ける状況に、

/将来の高齢化への対応
/バリアフリー
/バリアフリー
/将来的なバリアフリーでの生活に対応

/ 床の段差をなくす
/床の段差をなくす
/床の段差をなくす
/床を水平とする

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]
2001.02_[ 白のアポロン ]
2001.07_[ 木箱・西町 ]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]

時代を超えてどのように対応するか
将来的なバリアフリーでの生活に対応し、

種種[D-6-001][D-6-001]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「スロープ」種[D-6-003]

アプローチ
床
その他造作

/スロープ設置の準備

/スロープ設置

/年齢に応じてさまざまに配慮された空間で、ライフスタイルを守り、快適に生活できる住宅を
目指した。
/万一体が不自由になったとしても

/バリアフリーに配慮

/ アプローチにスロープを設ける
/アプローチにスロープを将来設置することを想定する

2010.11_[ 楽潜居 ]
2018.10_[ 蝶番の家 ]

種種[D-6-003][D-6-003]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「小上がりの和室」種[D-6-002]

個室
床

-

-

/ 畳の暮らしの ( 中略 ) デメリットは、足腰が弱ってくると座る・立つの動作に負担を感じること
である。
ご主人は基本的に畳に座る生活スタイルで、時には横にもなる。
将来的にも立つ・座るの動作に負担を感じないよう

/将来的にも立つ・座るの動作に負担を感じない
同じ空間の中で立って作業する台所の高い目線と、座っている人の低い目線の違いが気にならない
高さ関係をつくることが可能となった。

/ 畳の部分を小上がりとする

2010.10_[ 奥美濃の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「高い床」種[D-6-004]

床

-

-

/ 住宅前を流れる河川の過去の氾濫を考え、 /住宅前を流れる河川の過去の氾濫を考え、

/ 床レベルを高く設定する

2018.02_[ 越前の住宅 ]

種種[D-6-004][D-6-004]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「パネル化」種[D-7-001]

外壁
内壁
屋根
床
天井

/リユースの準備
/解体の準備
/改修の準備

/リユース
/解体
/改修

/解体時
解体後
/間取り変更
/屋根パネル解体
/壁パネル解体
壁パネル取り付け
/床板解体

/ 解体時に素材の分別収集を容易にする
解体後のパネルごとのリユースも可能。
/間取り変更が容易なフリープランとなっている
/屋根パネルの解体が容易に行える。
/壁パネル解体
全ての壁パネルは、( 中略 ) 容易に取り付けること
ができる。
/釘類の使用を減らす
/水平方向はもとより垂直方向の可変性も高めて
いる。

/パネル化する
/間仕切り壁をパネル化する
/屋根をパネル化する
/内外壁共にパネル化する
/床板に本実加工を施す
/床板をパネル化する
/内壁・外壁に着脱可能なパネルを取り付ける

2001.06_[S-PRH(Steel Perfect Recycle House)]
2001.06_[W-PRH(Wood Perfect Recycle House)]
2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]
2001.09_[UNS]

/ 私はかねてから、
住宅の可変空間シ
ステムや最小居住
単位空間に興味を
もっていた。
/広い敷地を確保
して好みの環境を

選択して住むことができない今のメトロポリスの中では、
外壁の構成もまたその環境に合わせて変化していかなけ
ればならない、という私の試みの現れである。
従来の居住空間内の機能が都市の中にばらまかれている
日本のメトロポリスでは、「中に住む」ということと「外
に居る」ということとに大きな違いはなくなってきている
のだから、その境界面である素材の固定的な選択には私は
あまり興味がない。今は建築表現としての素材の固定的な

羅列よりも、さまざまに気軽に変換
できる表面素材の選択にこそ面白さ
があるので、このプロジェクトの
表面は固定的な建築物の表面をデザイン
するというよりも、衣服を着替える
ように素材を張りつけることで構成
されている。

/衣服を着替えるように素材を張りつける
透明な部分は「今」の環境や部屋の用途によって透明である
ことが選択されているが、たとえば 5年後に環境や部屋の
用途が変化した場合は、不透明な素材に張り替えることも
可能である。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「付け外し可能な建具」種[D-8-022]

建具
家具

/間取り変更の準備

/間取り変更

/「官舎」であるために、住まい手の要望に合わせてプランを考えると同時に、それに止まらず、
今後、生活や用途の変更にも対応できる必要があった。そのため、将来的に仕上げを変えたり家具
を増やしたりできる装置のような骨格としてとらえ、
さまざまな暮らしの変化

/さまざまな暮らしの変化に柔軟に対応することが可能である。

/ 建具や家具などを付け外し可能とする

2019.07_[ 物質試行 59 官舎プロジェクト ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「棚状の壁」種[D-8-005]

個室
広間・ホール
収納・倉庫
内壁

/棚増加の準備

/棚増加

/将来施主が自主的に家中の壁に棚を増やしていけるように、
家族の成長と共に
ギャラリーの中の様相も刻々と変化をしながら、フロアの生活風景の変化

/おのおの趣味を展示する小さなギャラリーとして、内部に物語の世界観がつくり込まれている。
将来施主が自主的に家中の壁に棚を増やしていける
明るさや視線の調節をできる
家族の成長と共に棚は増殖し、 ギャラリーの中の様相も刻々と変化をしながら、フロアの生活風景
の変化と緩やかにシンクロを始めるだろう。

/ 安価な材料によるつくりやすい形状の、棚状の壁をつくる

2010.05_[pisopiso]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「強固な基礎」種[D-8-014]

基礎

-

-

/ 地震時も安心な場所が欲しいという要望を踏まえ、
若い建主のこの家に住み続けるという意志に応える高耐久な改修計画になることを目指した。

/地震時も安心
高耐久

/ 強固な基礎とする

2018.02_[ 越前の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「配管集約化」種[D-8-001]

設備

-

-

/ 将来のメンテナンス /配管の合理化と将来のメンテナンスに備えるものである。

/ 配管を集約化する

2000.10_[ 前橋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「付け外し可能な照明」種[D-8-026]

家具

/部位改変の準備

/部位改変 ( 照明 )

/ 住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定
している。
利用者の要望に応じて

/利用者の要望に応じて位置を変更することができる。

/ 容易に付け替え可能な照明を設ける

2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ねじれる屋根 ( 天井 )」種[D-8-009]

屋根
天井

-

-

/ 計画にあたり建主からは、庭弄りに没頭できるまとまりのある庭と「変化のある空間」が求めら
れた。今後、家で過ごす時間が増えるふたりとって、「変化のある空間」とは、長時間過ごしても
飽きることがない多様さと、気分に応じてふたりの距離感を変えられる柔軟さを備えた空間である
と考えた。

/その変化は、内部空間同様、立つ位置 · 眺める方向によって外観の印象も大きく変える。
単純さの中にさりげなく織り込まれた多様さの発見を日々楽しみながら過ごしてもらえたら幸いで
ある。

/ 屋根 ( 天井 ) 面の変化で変化に富む空間とする

2010.09_[ ツイノスミカ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「周辺地域のプロトタイプとなることを目指した工夫」種[D-8-018]

部位各所

-

-

/商店街によっても理由は異なるが、この中津商店街のような場所が衰退し続ける理由のひとつは、下駄履き住宅という形式そのものにある。高齢になり店舗を閉めた後も
そのまま上階の住居に住み続けるため、店舗だけを貸し出すのが難しく、商店街の新陳代謝が妨げられる。また借地権などの権利関係や長屋であることが、建て替えや改修
にとってのハードルとなる。商店街を活性化するためにこれらの問題を短期間ですべてクリアするのは難しい。ただ、庇やテント、縁台、照明のような部分の補修は常に必
要である。ここに、ガジェットという概念が介入する余地がある。「都市」と比べて「街」という言葉には、看板や商品、店先にあるベンチなどのような建築以外のものを前
景化させる力がある。「街」は建築だけではできていない。暖簾や看板、ポスト、信号、標識、樹木、花壇、ゴミ箱、カラーコーン、自動販売機、小屋、屋台、これらには街
の中に与えられたそれぞれの役割があり、建築と共に街をつくる要素である。これらをガジェットとしてつくり変えることができれば、街はより楽しく豊かな生活の舞台と
なるはずだ。

/ 商店街のプロトタイプとなる
人やものの居場所をつくり出す。

/ 周辺地域のプロトタイプとなることを目指した工夫を施す

2018.11_[SPACESPACE HOUSE]

種種[D-8-018][D-8-018]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「カウンターになるベンチ」種[D-8-024]

家具

-

-

/ 将来店を営むことを想定し、 /店を開く際にカウンターになる。

/ ベンチの座面を背もたれの高さまでもち上げることができる納まりと
する

2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「変形できるテーブル」種[D-8-007]

広間・ホール
家具

-

-

/ 住宅内の時間や、人の変化に応じたデザイン
状況に応じた

/状況に応じたかたちに可動する

/ かたちを変えられるテーブルとする

2010.05_[pisopiso]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「追加・更新可能な植栽用ポット」種[D-8-016]

その他部位

/植栽用ポット追加の準備

/植栽用ポット追加

/植栽用ポットは将来積層された大地のどの場所でも追加、更新できるよう /植栽用ポットは将来積層された大地のどの場所でも追加、更新できる

/ 植栽用ポットはどの場所でも追加、更新できるようにする

2018.09_[ 大地の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動家具」種[D-8-003]

家具

/レイアウト変更の準備

/レイアウト変更

/ライフスタイルの変化
/その時々に住まい手が展開する生活のシーンに合わせて
/とにかく余計な壁のない広々とした家が欲しい、将来
必要があればその時仕切ればよいと、ふたり共ある意味
合理的な意見の持ち主である。
/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に

/その開閉によって部屋を二分することができる。
ライフスタイルの変化に対応できるものとした。
/光源の低位置、低色温度、グレアレスな計画は、生理的・心理的な視点をふまえ、くつろぎ、
安らげる場をつくろうとした。
舞台のように、その時々に住まい手が展開する生活のシーンに合わせて光をしつらう。
/可動の本棚で用途によって仕切ることができる
/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる

/ 間仕切り建具が仕込まれた可動家具によって室を分割する
/可動家具、可動照明器具をちりばめる
/可動の本棚を設置する
/可動家具を設ける

2001.03_[ 青葉区の家 ]
2001.04_[ ふたりの家 ]
2010.12_[ 栗木の家Ⅱ]
2018.04_[ARI]

応じてその都度自らつくり変えていける方だったことも
あり、住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく
変化させることのできる原初的な環境をつくれるよう
に、

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ハンガーレールに吊られた雨戸」種[D-8-028]

開口部
建具

-

-

/ ここではまず激しい雨や風、そして強烈な湿気から生活を守るシェルターとしての建築のあり方
を優先
また夏から秋にかけて頻繁にやってくる台風時などの強風に備えて、

/台風時などの強風に備えて、瞬時に開口部を守れる
開け閉めがしやすい

/ ハンガー雨戸を設ける

2001.12_[ 屋久島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「構造体現し」種[D-8-011]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/その後は一般住居、あるいはその時の社会状況に応じた用途で活用されながらこの町家が引き継
がれていくことを期待したい。
そしてまた改修しやすいよう、
/暮らしは時間とともに変化する。住宅とは現在進行形で、つくられて、つかわれる暮らしの総体
そのものだと思う。

/また改修しやすい
/将来的に 2部屋にも分割可能
住まい方に応じて更新しやすい

/ 横架材は現しとする
/構造体を現しとする

2018.02_[ 防空壕跡のある宿 ]
2018.10_[ 上池台の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「コンクリート床のグリッド状カッター目地」種[D-8-020]

床

-

-

/ 床はコンクリート金ごて押さえ
ひび割れを防止

/ひび割れを防止しつつ、大判の砂岩を敷き詰めたような仕上がりとしている。

/ コンクリート金ごて押さえの床に、グリッド状にカッター目地をつける

2019.01_[ 半島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「付け外し可能な床」種[D-8-023]

梁・桁
床

/撤去の準備

/撤去

/将来の間取り変更に合わせて /将来の間取り変更に合わせて取り外しできる。

/ 鉄骨梁に床を引っ掛ける

2019.11_[ 風棲家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「不整形テーブル」種[D-8-006]

D
家具

-

-

/ 住宅内の時間や、人の変化に応じたデザイン
使用する人数や座る人同士の関係によって、

/距離感を調整できる

/ 食卓のエッジを丸くし、不整形とする

2010.05_[pisopiso]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「外壁をめくったスリット窓」種[D-8-015]

外壁
開口部
建具

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方を囲まれることも考えられる敷地において、光や風、
視線の抜けをどのように取り入れるかを考えた住宅。

/外壁に反射する西陽を取り込み室内に投影する。

/ 外壁をめくってスリット窓を設ける

2018.05_[ いなみ野の高床 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「露出配管」種[D-8-002]

設備

-

-

/ 将来のメンテナンス /配管の合理化と将来のメンテナンスに備えるものである。

/ 配管を露出させる

2000.10_[ 前橋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「回転式パネル」種[D-8-027]

その他部位

-

-

/ 個人の単独の活動・生活が営まれること、数人による共同の活動・生活が営まれること、多様なゲストが訪れて
数日滞在すること、さまざまなイベントや展示などが行われること、使用される家具などが常に流動的に変化する
こと、などが想定されているので、それらの関係を認識しつつ、可能性のある空間ヴォリュームをサムアップした
という感じだ。建物の使用用途がスタジオ、レジデンス、ギャラリー、ゲストハウス、ホテルの一室と多様であっ
て固定化されないという状況から、このプロジェクトは渋谷や下北沢の状況に距離をもちつつ反応する用途不定の
プロジェクトであるといえる。

/その角度によって上方からの光を制御することや、空間相互の行き来の制御、視線の遮断などに
使用される。

/ 回転式のパネルを設ける

2001.09_[UNS]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「調光可能照明」種[D-8-010]

家具

-

-

/ 生活に合わせて /調光システムによって生活に合わせていくつかのシーン照明を設定することができる。

/ 調光可能とする

2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「先端に孔を設けた庇」種[D-8-019]

その他細部

/部位追加の準備

/部位追加 ( 簾など )

/ 道路斜線制限で日射制御の庇の奥行きが十分に確保できないため、天空率計算によって奥行き
45cmの庇を確保した。
通常の箱の家より庇奥行が十分でないため、

/後に日除けの簾を掛けられるようにしている。

/ 庇先端に孔を設ける

2018.11_[ 箱の家 159]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「付け外し可能なカーテンレール」種[D-8-025]

家具

/部位改変の準備

/部位改変 ( カーテンレール )

/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定
している。
利用者の要望に応じて

/利用者の要望に応じて位置を変更することができる。

/ 容易に付け替え可能な間仕切りのカーテンレールを設ける

2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「溝のある梁」種[D-8-008]

梁・桁

/室分割の準備
/建具追加の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )

/将来的に間仕切りが嵌められるよう
/フレキシブルな対応

/将来的に間仕切りが嵌められる
間仕切りやカーテンレール
/フレキシブルな対応を可能としている。

/ 梁の下端に溝を掘る
/梁を差し鴨居とする

2010.05_[A House Made of Two]
2019.03_[ 鹿屋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「蔓植物を誘導する立体トラスの塀」種[D-8-017]

その他部位

-

-

/ 敷地境界との離隔距離が少ない外壁もあり、 /将来緑の塀になることを期待している。

/ ツル植物を誘導する立体トラスの塀を敷地周囲に設ける

2018.09_[ メープルシロップ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隠し引き戸」種[D-8-004]

内壁
開口部
建具

-

-

/ 寒暖や生活の時に応じて /軽く区分けができる

/ いくつかの隠し引き戸を壁内に仕込む

2010.01_[ 南が丘の山荘 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「エキスパンドメタル製の雛壇」種[D-8-029]

床
階段

-

-

/ 住宅と街との新しい関係を模索
道路で遊ぶ子供たちがふらっと敷地内に入ってしまう、ウチとソトを峻別しない曖昧な境界、
錯綜した関係性をいざなう街並み－そんな住宅と街との関係を思い描きつつ

/作品が置かれた雛壇を介して、住人はその個性の一端を街に向かって開示し、道を行き交う人も
ふと足を止め目を向ける。

/ 半屋外スペースにエキスパンドメタル製の雛壇を設ける

2010.12_[ 雛壇の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「薄い間仕切り壁」種[D-8-013]

個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )
内壁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後更新しやすい状態にするために、柱梁を必要に応じて補強や撤去した「既存の軸組」、内部の
筋交を取り払うための「外周部の耐震補強」、柱梁から独立した個室や水回りの「薄い間仕切りに
よるヴォリューム」の 3つの階層による簡潔な構成とした。

/今後更新しやすい
間仕切り壁は耐震要素を担わないため、自由に設置できる。

/ 柱梁から独立した個室や水回りは薄い間仕切りとする

2018.02_[ ハウス SY]

種種[D-8-013][D-8-013]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「砂で調整したレンガの床」種[D-8-012]

土間
その他外部
床

/リユースの準備

/リユース

/この場所に不要になった時、 /この場所に不要になった時、それぞれがまた新たな場所へ、旅していけるように。

/ 土間や外構に煉瓦を敷き、砂で調整し、固定はしない。

2018.02_[ 石神の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「災害に備えた強力な開口部サッシ」種[D-8-021]

開口部
建具

-

-

/ 台風の猛烈な風雨に備え、 /台風の猛烈な風雨に備え

/ 開口部サッシは強力なものを採用する開口部サッシは強力なものを
採用する

2019.06_[ 豊見城の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「空間構成モジュール」種[#-1-001]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後の改修
対象家屋は、尺寸を単位として、63寸 ( 約 1.9m)
の柱間をもつ京間であることが確認された。対象
家屋にこのように近代的な計画寸法が内在してい
る以上、これを可視的に語らしめることがひとつ
の目標となった。この家の新しい名前である「63」
は、この分析された基本寸法 63寸に由来している。
同時に柱の主要寸法である 3.5 寸を考え合わせて、
以前の寸法計画を壊さず、かつより展開可能な新

/今後の改修に投企的に供しうる
別の転用可能性を併せもたせる
将来的にまったく機能が変わりな
がらも、その変転を可能にし得る
冗長的な基底のようなものである。
/住宅における最大の家具である
ベッドやキッチンカウンターも収
容でき、高さ方向に関しても
( 中略 )、建築基準法上の居室天井
高 2,100mmも確保できる。
/可変性のあるモジュール
将来的な家族の変化に応じて活用
/建具やベンチ、壁面や小上がり
の追加など、自由な空間編集を可
能にするマイクロリノベーション
の拠り所となり、森と共に変化し

/ 柱に寸法体系をあてはめる
/空間をモジュール化する
/910mmモジュールを採用する
/1,820mmグリッドのモジュールとする
/1.7mグリッドのモジュールとする
/在来グリッドモジュールとし、構造体を現しとする
/在来木造工法の規則的なグリッドの柱梁による架構とする
/柱はグリッド状に配置する

2001.06_[63( ろくじゅうさん )]
2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]
2018.04_[ ハマグリさん家 ]
2018.08_[ 森の段床 ]

2018.10_[ 恵比寿の家 ]
2018.10_[ 上池台の住宅 ]
2019.01_[house M]
2019.07_[ 物質試行 59 官舎プロジェクト ]

しい寸法体系をあてはめることにした。
/私はかねてから、住宅の可変空間シス
テムや最小居住単位空間に興味をもって
いた。古くから日本の木造住宅の軸組モ
ジュールは一間 (1,818mm) が基本とされ
ているが、近代から現代にかけての生活
様式の洋風化 ( 脱畳化 ) や日本人の体格の
向上などから不都合な点が生じているこ
とは否めない。最近ではメーターモジュ
ールを謳うハウスメーカーもあるが、そ
れはあくまでも平面を 110%拡大したに

すぎない。では現代の、特に
都市住宅における居住単位空
間モジュールとしてはいくつ
が適しているのか
/将来的な家族の変化に応じ
て活用したい
/自由な空間編集を可能にす
るマイクロリノベーション
森と共に変化し成長する空間
/この住宅は彼の将来の家族
を含んだ 3世代の家族が気軽

に集まることのできる場所と
しても位置付けられており、
/暮らしは時間とともに変化
する。住宅とは現在進行形で、
つくられて、つかわれる暮ら
しの総体そのものだと思う。
/住まい手自らがそこに改良
を加えていきながらつくる生
き生きとした生活のセンス
住む人と設計者が共に使い方
を発見していく

その使い方の発見は、住
み始めてからもずっと続
けられていく。架構とそ
こで行われる発見、生活
に対するセンスの発揮や
拡張は、使い手が変わっ
ても、あるいは設計者が
その場にいなくても繰り
返される。
将来的な変更にも対応が
できる可変性　　　など

成長する空間を
可能にする。
/その形式のどの
部分に床を挿入す
るか、というある
種のゲーム
平面的な思考が断
面的に展開されて
いく。
家族が与えられた
役割を合理的にこ
なすための「機械」
ではなく、複雑で
豊かな環境として、
気候、用途、人間
関係をそれぞれが

自由に選び取ることができる「機会」が
用意されているように感じている。
/何で、どのようにつくられているのか
が見て分かれば、モノへの興味が促され
るし、付け加えたり減らしたり、状況に
応じて変えていくといったつかうことへ
の想像力も喚起される。
部材断面を抑え、経済的で簡易な架構を
計画した。柱は 105mm角、梁は 105×
150mmを最大として、それらの勝ち
負けを変えることで突出したバルコニー、
エントランス、拡張された脱衣室、
高屋根などを実現している。
どこかリノベーションされた建築のように
も見え、使いこなされた住宅のようである。
/使い方の発見は、住み始めてからもずっと
続けられていく。架構とそこで行われる発見、

生活に対するセンスの発揮や拡張は、使い手が変わっても、
あるいは設計者がその場にいなくても繰り返される。
その他のパターンや将来的な変更にも対応ができる可変性を、
本質的に兼ね備えた架構
/住まい手の要望に合わせてプランを考える
今後、生活や用途の変更にも対応できる
将来的に仕上げを変えたり家具を増やしたりできる

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ベッドの移動を考慮した家具レイアウト変更の想定」種[#-2-001]

個室
家具

/動線調整の準備

/動線調整 ( ベッド移動など )

/将来介護が必要になったとき
ベッドに臥す状態になっても

/ベッドに臥す状態になっても家族と共に食事をし、庭の草花を見ながら死の直前まで家で一緒に
生活ができる

/ ベッドが移動できるように家具のレイアウト変更を想定しておく

2001.07_[ 木箱・西町 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ステンレスネットと軽石で覆われた外壁」種[#-3-004]

外壁

-

-

/ 経年変化 /経年変化でコケが生えるのを狙っている。
砂利層は夏の太陽の幅射熱をカットするにも有効である。

/ 外壁をステンレスネットと軽石で覆う

2018.08_[ ノンブローハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「太陽光パネル」種[#-3-006]

屋根

-

-

/ 経済的に末期症状となりつつある都市の中で、果たして老朽化が進むインフラにずっと頼れる
のか。将来、建物は自律的な物質・エネルギー循環のシステムをもつ可能性が十分にある。

/暖房や給湯さらには電力をつくる
太陽で暖められたお湯は循環ポンプで 1階の貯湯槽に送られ、暖房や給湯に利用する。

/ 屋上に太陽光パネルを設置する

2018.10_[ 西大井のあな 都市のワイルド・エコロジー ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ガラスブロックのスクリーン」種[#-3-001]

外壁

-

-

/ 敷地は北側が前面道路で、南、東、西も現在空地という四方が開いている環境であった。
しかし、将来的には建て込むことも考えられ、

/その際にも日照と通風が得られる

/ 外壁にガラスブロックのスクリーンを取り付ける

2000.02_[ 亀戸の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「設備配線のグレーチング」種[#-3-005]

設備

-

-

/ 設備の増設移設を容易にするために /一体的に見せる
設備の増設移設を容易にする

/ 天井部分のグレーチングに沿わせて電気配線をする

2018.08_[ ノンブローハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「雨水タンク」種[#-3-007]

設備

-

-

/ 経済的に末期症状となりつつある都市の中で、果たして老朽化が進むインフラにずっと頼れる
のか。将来、建物は自律的な物質・エネルギー循環のシステムをもつ可能性が十分にある。

/集めた雨を水やりや災害時に利用する。

/ 雨樋を雨水タンクと繋げる

2018.10_[ 西大井のあな 都市のワイルド・エコロジー ]

種種[#-3-007][#-3-007]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「即物的な外壁」種[#-3-003]

外壁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/将来行われるであろう改変を誘ように、
今後も家族の成長に伴って、

/今後の改変を容易にしている。
今後も家族の成長に伴って、さまざまな改変が続けられることを期待している。

/ 外壁を即物的で簡素なディテールとする

2018.02_[ 雲雀の住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「外壁の低い位置に張られた柿渋塗装の縁甲板」種[#-3-002]

外壁

-

-

/ 柿渋の再塗装時 /これは柿渋の再塗装時に足場が不要なことと夏の熱負荷の低減を狙ったものである。

/ 外壁の低い位置に柿渋塗装した縁甲板を張る

2001.06_[ 普通の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「傷つきやすく温かい素材」種[#-4-004]

部位各所

-

-

/ 子供の成長 /特に子供の成長に好影響を与えるものと考えている。

/ 内部仕上げとして漆喰や聚楽、無垢のスギ板を使用する

2000.09_[ ひばりヶ丘の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「都市廃材の再利用」種[#-4-012]

部位各所

-

-

/ 経済的に末期症状となりつつある都市の中で、果たして老朽化が進むインフラにずっと頼れる
のか。将来、建物は自律的な物質・エネルギー循環のシステムをもつ可能性が十分にある。

/捨てられたゴミを資源として再利用
人間がゴミとみなしてしまえば、あらゆるものがゴミになってしまう。すぐに捨てないで資源と
みなして使う「もったいない精神」である。
建物は自律的な物質・エネルギー循環のシステムをもつ

/ 都市にある廃材を再利用する

2018.10_[ 西大井のあな 都市のワイルド・エコロジー ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「自然が介入する素材」種[#-4-008]

外壁

-

-

/ メンテンスフリーを目指している /東西壁の幅射熱対策にUウォールは威力を発揮する
壁に植えた植栽には人為的な散水をする必要がない。
さらに軽石には長い経年後に苔が生えてくれることも期待している。

/ 東西面の外壁はステンレスネットと軽石でつくる

2010.06_[Holistic Light Box]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「タフな素材」種[#-4-006]

部位各所

-

-

/ ここではまず激しい雨や風、そして強烈な湿気から生活を守るシェルターとしての建築のあり方
を優先
また夏から秋にかけて頻繁にやってくる台風時などの強風に備えて、

/多少のことではびくともしない空間を求めた。

/ 全ての素材をタフなものとする

2001.12_[ 屋久島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「荒壁仕上げの内壁」種[#-4-014]

内壁

/改修の準備

/改修 ( 仕上げ変更 )

/「完成された家や庭はいらない。家族みんなで、家族の成長と共に考えながらつくり込んで
いける家のベースをつくってほしい」と要望された。

/将来建主自身が仕上げを行う予定。

/ 内壁に仕上げを行わない

2018.07_[SPIRAL GARDEN]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「下地材の外壁」種[#-4-010]

外壁

/改修の準備

/改修 ( 仕上げ変更 )

/この土地は、50 年後には更地として返還しなければ
いけない定期借地の土地である。
そこで家族が変化するたびに少しずつ建物に手を入れる
ことで、その家族しか知らない建物に変化していく。
家族の記憶が蓄積され、その家族らしい「住まい」と

/建物全体を存在感のある素材で覆うことで、看板がなくても行き交う人たちの目に飛び込んで
くる建物になるのではないか
10年後には塗装するか板金を貼るかの対処をする

/ ラワン合板を外壁に使用する

2010.03_[ ぷーさん食堂 ]

して表現することを考えた。
将来食堂 ( カフェ ) を開ける
お店としての機能をもつので、看板的な
要素が必要である。
10年後には

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「リサイクルできる素材」種[#-4-002]

K
玄関
水回り
基礎
床

/リサイクルの準備

/リサイクル

/使用後
/解体後

/使用後もリサイクルできる
/再度全量がセメント原料および再生骨材として使用可能である

/ 床にリサイクル可能な材料を使う
/基礎に完全リサイクルコンクリートを用いる

2000.01_[ 土浦の住宅 ]
2001.06_[S-PRH(Steel Perfect Recycle House)]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ガラス張りの階段室」種[#-4-005]

階段室
外壁
階段

-

-

/ 現状では開かれた土地にも見えましたが、将来的に今の環境を維持できる保証はありません。
フェンスの外側にはまだ建物が建てられていないが将来的にはどうなるかわからないため採光は
期待できなかった。
近い将来、隣地に建物が建ってしまえば 1.9m幅の開口だけが外部との接点となり、この住宅は
街の中に埋もれてしまうことでしょう。

/先々にも十分な眺望 ( 中略 ) を確保する

/ 階段室をガラス張りとする

2001.06_[HOUSE 99.99( フォーナイン )]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「塗り重ね可能なメッキ塗料仕上げ」種[#-4-013]

各所部位

-

-

/ 海に面する敷地環境でのメンテナンス /海に面する敷地環境でのメンテナンスに備えている。

/ 塗り重ね可能なメッキ塗料を仕上げとする

2019.01_[ 半島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「鏡貼り建具」種[#-4-009]

開口部
建具

-

-

/ 母と娘がふたりで住むことになるこの家では、家族のあり方も、また場所の使い方も、時間と
共に変化していくことになる。その状況に対し、ただニュートラルな箱を用意するのではなく、
むしろ変化していく日常が、街との関係や家族相互の関係の中で常に再発見されていくような、
そんなきっかけに満ちた空間をつくり出そうとしたのである。それは、いつまでたっても色鍵せる
ことない空間になるであろうし、きっと生活を豊かにしてくれるのだと思う。そしてそのきっかけ
自体は、日常性の中にすでに潜んでいることなのだと思う。

/1 階の寝室では、鏡によって外の風景と中の風景とが幾重にも重ねられ、見ることと見られること、
プライベートとパブリックといった関係が、どこまでも揺らいでいく。家族ひとりひとりの間にある
距離は、こうした関係を通じてはじめて実感される。

/ 建具を鏡張りとする

2010.09_[ 富ヶ谷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「表情が変化する素材」種[#-4-001]

アプローチ
外壁
柱
梁・桁
床
天井
階段
その他造作
その他

-

-

/雨の日には、自動車がドロや石ころ
を弾いて、道路に面した家々の腰の壁
を汚し、傷つけている。
数年もすれば、
/風や雨や時間の力を借りて、
/銭湯の建つ西側は、この地区にしては
大きな区画となっている。悲しいことに

/耐候性鋼板は今は錆びが出て真っ赤
になってはいるが、それなりに色っぽ
い面白さを見せている。
数年もすれば、錆びが茶黒く安定し、
落ち着いたものとなってくるだろうと
期待している。
/雨の日には美しいぬれ色の表情を見
ることができる。
また、表面がモルタルのように硬くな
いために、風や雨や時間の力を借りて、
土の壁の表面にはワラや砂のつぶが顔
を出し、しだいに自然界にあるものの
表情に近いものになっていく。

/ 塀・外壁にコールテン鋼を使用する
/外壁に土を使う
/壁・床を柿渋塗りとする
/木材を使う
/石を使う
/自然素材を用いる ( 和紙や土など )

2000.01_[ さぬきの家 ]
2000.01_[ 土浦の住宅 ]
2001.02_[ 大和町の家 ]
2001.08_[ 黒原の家 ]

2010.05_[ 砦の家 ]
2010.05_[ 千駄ヶ谷の住宅 ]
2010.06_[Holistic Light Box]
2010.10_[ 海と山に浮かぶ家 ]

2010.10_[ 奥美濃の家 ]
2019.03_[ 大津の住宅 ]

銭湯は減っている。隣も将来どう
なるかわからない。
紫外線に反応して 2、3年後には
/場所が保持している変わらない
確かさを背景に、日々の暮らしの
時間がより鮮明に綴られていく装
置として家を考えることとした。

/時間と共に朽ちていくことで、
/時間の経過によって
/メンテナンスのため
/この家は自然の中となり、自然
と共にある。よって建物も自然に
溶け込み時間が経つにつれて自然
の一部となるように、

/これからさまざまな
気候に晒され自然の風
合いが高まるにつれ、
/周辺環境
経年変化

/ 外壁にレンガを用いる
/外部で使うスチールはコールテン鋼とする
/外部は板張りとする
/外壁をへぎ板張りとする
/外壁はレッドシダーの下見板張りとする

/柿渋は次第に赤くなっていく
/その風化の具合が風景の中で
時間の積層を示唆する役割を
もっている。
/自然素材を用いることで、工
業製品にありがちな無機質で冷
たい感覚をなくし、柔らかい表
情をもたせた。そして時間と共
に朽ちていくことで、周りの風
景に溶け込んでいくことも想定
されている。
また荒壁は、一般の人を巻き込
んでの作業である。すでに関東

周辺では荒壁の生産システムは
なくなっているので、竹 · 土の
採取に始まり、泥田、竹小舞な
ど、土塗りまでの長い工程を自
分たちで時間をかけて行った。
/いつまでたっても変わらない
のではなく、 時間の経過によっ
て表情を変えながらその魅力が
より深くなる
次第に汚れて劣化し、少しぐら
いエフロがおこって風景になじ
んでいくプロセスを楽しみにし
たい。

/経年劣化の心配がなく、経年
変化を楽しめる
/建物も自然に溶け込み時間が
経つにつれて自然の一部となる
/要望された「簡素で軽い印象」
が時とともに増し、さらに風景
に溶け込んだ家になっていくと
考えている。
/周辺環境との調和
経年変化により色味が落ち着い
ていく

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「フリーメンテナンスの素材」種[#-4-007]

外壁

-

-

/ この住宅のひとつのテーマはフリーメンテナンスの外壁。そのため、経年劣化の心配がなく、
経年変化を楽しめる
/フリーメンテナンス

/フリーメンテナンスの外壁
経年劣化の心配がなく、経年変化を楽しめる
よほどのことがない限り、 割れによるメンテからも解放される。
/フリーメンテナンスである。

/ 南北面の外壁はガラスとコールテン鋼でつくる
/無機物で構成したフリーメンテナンスの外壁とする

2010.06_[Holistic Light Box]
2018.08_[ ノンブローハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土を入れた屋根」種[#-4-011]

屋根

/開発の準備

/開発 ( 屋上緑化 )

/「完成された家や庭はいらない。家族みんなで、家族の成長と共に考えながらつくり込んで
いける家のベースをつくってほしい」と要望された。

/今後建主主催のワークショップによって緑化される予定。

/ 屋根に約 120mm厚で土を入れる

2018.07_[SPIRAL GARDEN]

種種[#-4-011][#-4-011]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「無垢の木」種[#-4-003]

外壁
内壁
各所部位

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/経年変化
/そこで暮らす時間
/長い年月の間に古びていくよう
/経年変化による風合いと居住者の経験を重ねながら、
/将来行われるであろう改変を誘うように、

/有害ガスを出さず、調湿性があり、
施工者にも優しく、質感が柔らかく、
経年変化が美しく、構造材にもなる
/そこで暮らす時間が素直に現れてくる。
やがて風景や人の心に穏やかに馴染んで
いく。そんな想いを込めてつくり上げた
/その素材は長い年月の間に古びていく
/経年変化による風合いと居住者の経験
を重ねながら、住処の意思を支え続けて

/ 各所に無垢の木を用いる
/木に仕上げをしない
/新しい材は仕上げをしない
/壁に無垢材を用いる

2000.08_[ 韮崎みなむらの家 ]
2001.10_[ 相楽舎 ]
2009.10_[ 豊崎長屋 ( 銀舎長屋 )]
2010.05_[ 八千代の住宅 ]

2018.02_[ 雲雀の住居 ]
2018.05_[ 裾野タナカ邸 ]
2018.08_[ 辻井の家 ]
2019.06_[two house]

今後も家族の成長に伴って、
/子供スペースなどを成長に合わせて
/経年変化
/経年変化によって

/ 内壁は全て素地仕上げとする
/無垢の木を用いる
/無垢の木を用いる
/外壁の仕上げに差をつける

いくことを期待している。
/早速建主の友人のアーティストの手により壁画が
描き加えられた。
今後も家族の成長に伴って、さまざまな改変が続け
られることを期待している。
/DIY や改修も可能にした。
/木を生かして垂木を現した架構の力強さと繊細さを
表現し、経年変化を楽しめる
/経年変化によって南側が北側の色に近づき、風景の
中に馴染んでいく時間の流れを示す。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「メンテナンスが容易な植栽」種[#-5-006]

庭

-

-

/ 今回はメンテナンスがしやすいことを前提としているので、 /メンテナンスがしやすい
剪定が不要

/ カエデ類を主木とする

2010.10_[ 帝塚山のセミコートハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「成長する木」種[#-5-001]

広場・ホール
吹き抜け
庭
その他外部

-

-

/年と共に
/時間がたって中庭いっ
ぱいに木が茂ってくると、
/( 前略 )、自然と建築、
それらをいかに対立させ
ながら調和させていくか
これから 2年後には、

/風避け
春の季節を楽しむ
貯水槽の目隠しの役割
年と共に木々が風土に
馴染み、大きく育って
くれることを願っている。
/時間がたって中庭いっ
ぱいに木が茂ってくると、
きっと楽しくなりそうだ。
そしてもっと茂ってくれ
ば、まず先に木があって
建物はそれに合わせて後
から建てたように見える

/ 様々な木を植える
/庭に木を植える
/植栽を植える
/周辺に合わせた植栽計画とする
/大きな木 ( シマトネリコ ) を植える

/中庭に植栽を追加する
/大きく成長する木を庭に植える
/木を植える
/落葉樹を植える

2000.01_[ 海辺の家 ]
2001.04_[ ふたりの家 ]
2001.12_[ ゲストハウス OLD NEW]
2009.03_[ 東雲の家 ]

2010.12_[ ミンナノイエ ]
2018.02_[ 石神の家 ]
2018.09_[ 井の頭の家 ]
2019.08_[ 小石川の家 ]

2019.11_[ おおたかの森の家 ]

/ 時間をかけて丘陵景観を
回復させようとしている。
/敷地は、元の土地を 5区画
に分譲したうちのいちばん
奥まった旗竿状の土地で、
他の区画が建った後には、
四周を隣地の建物に囲まれ、

閉塞感が生まれそうなことが
容易に想像できた。
光や風や緑が豊かな外部空間と、
開放的な内部空間を両立すること
が住み手の要望であり、床面積や
部屋数で表されるような価値より
も、空間の広がりやそこに生活す
る家族の関係をいかに豊かにでき

るかどうかが設計を進める際の
判断基準となった。
/区画整理が進むと座敷背後の
大樹はいずれなくなるが、
/住宅街
隣家
/これらの樹木が育ち、
/数年後には
今後はさらに植物が生長し、

かもしれない。そうな
ればよいと思っている。
/これから 2年後には、
ここの庭園と周囲に白と
紅の梅が咲き、訪問者は
変化に富む豊穣な空間を
実感するだろう。
/時間をかけて丘陵景観を
回復させようとしている。
/風や光などの自然環境に
敏感に呼応し、花を咲かせ
葉を落とすシマトネリコに
一喜一憂しながら、環境へ

の感覚が研ぎ澄まされていくと共に、
この家だけで成り立つ新しい家族のあ
り方が見え始めている。
/少しずつ育つ予定。
庭は今も成長を続け、おばあちゃんの
小さな畑は四季折々に実り、主人の骨
董品が配され、宴会ごとに焚火台が移
動している。
/今後樹木が大きくなり隣家も隠れる
/家と家の間の緩衝となっている。
これらの樹木が育ち、いつしか家の高
さを超えるほどの大きさになり、ブル
ータルなコンクリートの佇まいが周囲
に馴染むことを願っている。

/落葉樹が生長し夏には木陰を、冬には
日差しを届けてくれるような植栽による
環境づくりも想定している。
もともと木が植わっていた場所に家を
建てたような、木に埋もれて建物が見え
なくなるくらいに変貌していくことを
期待している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「切り花になる植栽」種[#-5-010]

庭

-

-

/ 定期的な枝葉の剪定を必要とする樹木
植物がぐんぐん成長
剪定の際に

/定期的な枝葉の剪定を必要とする
植物がぐんぐん成長
剪定の際に切り花として活用できる

/ 切り花になる植栽を植える

2019.08_[daita2019]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「緑のアプローチ」種[#-5-008]

アプローチ

-

-

/ 近隣では高い塀をめぐらし、庭には法律を満たす程度の植栽が少しばかりの住宅が建ち並ぶ現状
では、歳月を経ても豊かな景観になることは考え難い。
住宅はいうまでもなく建主のための私的なものだが、外部に面する庭は地域との共有資産でもある。

/幹が太り葉が生い茂る頃には、通り行く人にとっても心地のよい建築となることを願っている。

/ アプローチにも緑を多く取り入れる

2018.10_[ 平和の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「緑の堤」種[#-5-003]

庭

-

-

/ 植栽が大きくなって、もうひとつのスクリーンとなったとき、 /植栽が大きくなって、もうひとつのスクリーンとなったとき、この建物は完成する。

/ 庭園に緑を植える

2001.02_[ 南川邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「成長変化の少ない木」種[#-5-007]

庭

-

-

/ 木々が自ずと成長する /その結果、木々が自ずと成長する環境バランスのよい庭を保ちつつ、自然な状態に近づけると
考えた。
維持を容易にした。

/ 植栽は、ある程度成長し樹形ができた木を選ぶ

2018.07_[ 箕郷町の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中庭を作る植栽」種[#-5-002]

庭

-

-

/ 将来は /視界を遮ると同時に適度に閉ざされた居間をつくる。将来は居間と植栽の間に、深い軒のある
開かれた中庭がつくり出されるであろう。

/ 植栽を植える

2001.01_[ 松山重信の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「タマリュウのベタ張りとする地被」種[#-5-011]

庭

-

-

/ 維持管理 /維持管理に手間のかからない

/ 地被はタマリュウのベタ張りとする

2019.08_[ 武蔵野の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「食べられる植栽」種[#-5-009]

庭

-

-

/ 定期的な枝葉の剪定を必要とする樹木
植物がぐんぐん成長
/蝶や鳥などの生き物が集まるように

/定期的な枝葉の剪定を必要とする
植物がぐんぐん成長
食用
エディブル
/蝶や鳥などの生き物が集まる

/ 食べられる植栽を植える
/柑橘系を中心に植栽を植える

2019.08_[daita2019]
2019.08_[ 荏原台地の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「目隠しになる植栽」種[#-5-005]

庭
その他外部

-

-

/ 建物の周りには敷地が十分余っているのであるから、建坪が狭いのであれば、外部に向かって
開くのは自明の理である。
植えたばかりなのでスカスカのシラカシも 1年もすれば立派な目隠しに成長し、
/開けた景色を望める反面、見上げられる状況にあるため、

/植えたばかりなのでスカスカのシラカシも 1年もすれば立派な目隠しに成長し、道路から建物を
完全に隠してくれる筈である。
/将来的に森のような佇まいとなることを目指している。
将来、「寧の家」が鬱蒼とした木々に包まれることを願った。外部からは、2棟に別れた切妻屋根が、
木々によって見え隠れする佇まいになることをイメージした。

/ 敷地の周りにシラカシの生垣を設ける
/高木を含めた植栽を施す

2001.11_[ 壁のない家 ]
2018.06_[ 寧の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「屋根の緑」種[#-5-004]

屋根

-

-

/ 屋根の草花は手入れが大変だが、緑の潤いとして、時間をかけて育ててほしいと思う。 /緑の潤い

/ 屋根に緑を植える

2001.10_[ 千駄木の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「つくりこまない外部空間」種[#-6-001]

庭
テラスなど
その他外部

/開発の準備

/開発

/広い敷地は、ご夫妻がこれから
時間をかけて育てていく場所だ。
/中庭には祖父の育てた木々を植
樹したが、祖父のように大々的
な手入れをすることは難しいた
め、建主が少しずつ手入れして

/建主自らが時間をかけ、育てていくという。
/竣工から一年を過ぎたが、庭には草花が植
えられ、また、野菜でも育てるのだろうか、
枕木を使った段々畑が登場していた。予測不
能であるが、生き物のように成長し続けられ
る余地こそが住宅という建築の価値ではない
かと、最近思う。
/建主が少しずつ手入れして新たな庭にして
いける
/シンボルとなる樹木を剪定する以外はほと
んど手を加える必要のない、維持管理しやす
い計画としている。

/ あえて庭に緑を植えない
/庭には最低限の操作しかしない
/庭をつくり込み過ぎない
/つくりこまない庭とする
/竣工時にはつくり込まず、
これから育てる多様な庭を計画しておく

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2009.01_[ 館山の家 ]
2018.03_[ 渡りの家 ]
2018.03_[hanare]

2018.07_[SPIRAL GARDEN]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2019.08_[ ゾーニングする山 ]
2019.08_[ 船橋の家 ]

2019.08_[ 売布山手の家 ]
2019.11_[ 神奈川の家 ]

/ 植栽は計画しすぎず住みながら
徐々に開発する
/庭をつくり込み過ぎない
/庭をつくり込み過ぎない
/外部をつくり込み過ぎない
/つくりこまないテラスとする

新たな庭にしていけるように、
庭は今後、生活に合わせて手
入れしていけるように、
/維持管理しやすい
/「完成された家や庭はいら
ない。家族みんなで、家族の

成長と共に考えながら
つくり込んでいける家
のベースをつくってほ
しい」と要望された。
/将来的な増築、分筆
計画も考慮しており、

/今後使いながら
/将来的には
これから植物が育ち、
/今後
/様子を見ながら

/成長する家と庭の物語はすでに始まっている。
/まずは今秋に樹木を植え始め、住みながら
徐々に付け足し、枝葉を伐採していく予定である。
/今後使いながら育てる植物を考えていく予定。
/将来的には上下の庭が連続するように植栽が施される。
/今後庭として緑を建主自身で増やしたり、
ハンモックなどを吊るして日陰でくつろげる場所として利用する
/植栽を増やしていく

Capacity for adaptation
—　状況変化に適応する、可変性の設計　—

いつか子供が生まれるかもしれない。隣地開発が行われるかもしれない。社会状況が変わるかもしれない。
「住宅」を取り巻く環境は、内的・外的を問わず状況変化に満ち溢れている。

竣工段階ではなく “ 将来的な要求 ” に適応できる可変性を含ませることが重要であると考える。
今後数十年住まい続ける住宅を対象として、“ 可変性 ” に着目した研究及び設計提案を行う。

■空白化した、戸建て住宅の可変性

日本における住宅政策として、2006 年に制定された「住生活基本法」を受け、良質な住宅ストックに関する意
識が高まりをみせ、さらに 2009 年に「長期優良住宅の普及の促進に関する法律（長期優良住宅法）」が制定さ
れたことで長寿命住宅の認識がより具体的となった。しかし、この長期優良住宅の認定基準を確認すると、「可
変性」の項目が存在するものの、集合住宅にのみ適用されており、戸建て住宅は適用外となっているうえ、基準
とされているのは「躯体天井高さ」のみとなっている。そこで、本研究では特に「戸建て住宅」における可変性
について考えるべく、研究対象を戸建て住宅に限定している。将来的な変化を考慮した未来志向的側面を持って
いる戸建て住宅の事例分析や、リノベーション、コンバージョンなどを通して実際に可変的操作を受けた事例に
ついて分析することによって具体的な手法への手がかりとした。

性能項目等 長期優良住宅(新築)認定基準の概要 一戸建ての住宅 共同住宅等

劣化対策 劣化対策等級(構造躯体等)　等級３かつ構造の種類に応じた基準 ● ●

耐震性

耐震等級(倒壊等防止)　等級２または

耐震等級(倒壊等防止)　等級１かつ安全限界時の層間変形を1/100(木造の場合1/40)以下または

品格法に定める免震建築物

● ●

維持管理・更新の容易性

維持管理対策等級(専用配管)　等級３

　　＊共同住宅等のみ適用

　　・維持管理対策等級(共用配管)　等級３

　　・更新対策(共用排水管)　等級３

● ●

省エネルギー性 断熱等性能等級　等級４ ● ●

可変性 躯体天井高さ2,650mm以上 - ●

バリアフリー性 高齢者等配慮対策等級(共用部分)　等級３＊一部の基準を除く - ●

居住環境
地区計画、景観計画、条例によるまちなみ等の計画、建築協定、景観協定等の区域内にある場合には、

これらの内容と調和を図る。＊申請先の所管行政庁に確認が必要
● ●

住戸面積

一戸建ての住宅　...　75㎡以上

共同住宅等　　　...　55㎡以上

＊少なくとも1の階の床面積が40㎡以上(階段部分を除く面積)

＊地域の実情を勘案して所管行政庁が定める場合は、その面積要件を満たす必要がある。

● ●

維持保全計画

以下の部分・設備について定期的な点検・補修等に関する計画を策定

・住宅の構造耐力上主要な部分

・住宅の雨水の侵入を防止する部分

・住宅に設ける給水又は排水のための設備

● ●

■「可変性」にまつわる歴史を辿り、過去から学ぶ

１）寝殿造における「舗設 ( 室礼 )」や、会所や方丈における可動建具、戦国時代から江戸時代にかけて普及し
た書院造や続間座敷など、日本のかつての住空間は可変性に対して意識的であった。２）しかし西洋文化の受容
に始まる近代化が進むにつれ、室単位での明確な機能分離が求められ始め、従来の日本的な室構成における「室
構成の読み替え」という可変性意識が衰退する。３）世界では技術進歩に伴い多様なアプローチで未来志向空間
モデルが提示され始め、可変性をもたらすプロトタイプも登場し始める。４）戦後の住宅供給に伴い住空間が見
直され、かつての「室構成の読み替え」が再見される。５）静的なモダニズムからの転換として動的な建築を志
向する運動が起き始め、建築を可変的に捉える認識が高まりを見せる。６）集合住宅の領域では可変性志向を試
みる動きがいくつか見られたものの、やがて高度成長期の終わりとともに建築運動は静まりはじめ、現在に至る。

■「住宅特集」を通し、実践的な手法について具体的に学ぶ

実践的な手法について具体的に学ぶべく、建築雑誌「住宅特集」を通した分析を行った。抽出は 2000 年以降の
20 年間 (2000 年 -2019 年 ) に発行されたもののうち、初期 2 年（2000 年 1 月 -2001 年 12 月）、中期 2 年（2009
年 1 月 -2010 年 12 月）、後期 2 年（2018 年 1 月 -2019 年 12 月）の計 72 冊に掲載されている住宅作品の中から、
未来志向の言葉を含む戸建て住宅、全 283 事例を分析対象としている。
各事例の「基本情報」について、実際の「具体的操作」について、その操作が必要とされる「予測状況 / 課題」
について、それぞれ細かく項目を分けつつプロット分析を行い、定量化されたデータを元に可変性志向の事例が
有する傾向や特徴の把握を試みた。

20
00

20
01

20
09

20
18

20
10

20
19

1 2000 1 さぬきの家 1 2009 1 相間の谷 1 2018 1 住居No.40 82 2018 12 めしべの家

2 2000 1 吉備の家 2 2009 1 館山の家 2 2018 1 house T 83 2019 1 house M

3 2000 1 ⼟浦の住宅 3 2009 3 東雲の家 3 2018 1 斜条坊の家 84 2019 1 半島の家

4 2000 1 海辺の家 4 2009 3 百楽園の家 4 2018 1 マチノスキマ 85 2019 1 グレープ・ゲイブルズ

5 2000 1 砧の住宅 5 2009 7 Ravel 5 2018 1 上⽤賀の家 86 2019 2 住居No.1 共⽣住居

6 2000 1 SSH-99 6 2009 7 オオキナキ 6 2018 2 延岡の家 87 2019 2 頭町の⻑屋群

7 2000 2 ⻲⼾の家 7 2009 8 TRAPEZIUM 7 2018 2 防空壕跡のある宿 88 2019 2 天窓の町家

8 2000 2 世⽥⾕住居 8 2009 8 lots Fiction 8 2018 2 雲雀の住居 89 2019 2 静岡の家

9 2000 2 野⽕⽌の家 9 2009 8 車庫と家と芝生 9 2018 2 ⽯神の家 90 2019 2 網代の列柱

10 2000 4 ⼭坂の家 10 2009 8 house I 10 2018 2 ⽩⾦の家 91 2019 3 ⽅眼の間

11 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 11 2009 10 豊崎長屋(銀舎長屋) 11 2018 2 ハウスSY 92 2019 3 ⽟城の家

12 2000 6 上⼤岡の家 12 2009 12 大安寺の家 12 2018 2 越前の住宅 93 2019 3 ⻑床の家

13 2000 6 代沢の住宅 13 2009 12 辻堂の家 13 2018 3 ⻑⾕の家 94 2019 3 松⼭の住宅

14 2000 6 ⻄⽥邸 14 2010 1 南が丘の山荘 14 2018 3 居場所を探す家 95 2019 3 シラス洞窟の家

15 2000 7 渦森台ハウス 15 2010 1 深い軒裏をもつ家 15 2018 3 渡りの家 96 2019 3 ⽇光の家
16 2000 7 ⼆⼦⽟川の住宅 16 2010 2 夜ノ森の家 16 2018 3 ⼊⺟屋の離れ 97 2019 3 ⼤津の住宅
17 2000 7 厚⽊の住宅 17 2010 2 dada house 17 2018 3 Seven Gardens House 98 2019 3 防府の家
18 2000 8 政畝の家 18 2010 2 ⼭談悟 18 2018 3 ⼤屋根の棲家 99 2019 3 ⿅屋の家

19 2000 8 韮崎みなむらの家 19 2010 3 ぷーさん食堂 19 2018 3 hanare 100 2019 4 島⽥の家

20 2000 9 ⼩平の家 20 2010 4 高台の家/G邸 20 2018 4 ARI 101 2019 4 下⽯⽥の家
21 2000 9 ひばりヶ丘の家 21 2010 4 葉⼭のゲストハウス 21 2018 4 佐世保のリノベーション 102 2019 4 きの家

22 2000 9 世⽥⾕M邸 22 2010 5 砦の家 22 2018 4 ハマグリさん家 103 2019 5 天六マチヤ

23 2000 10 摂津の家 23 2010 5 千駄ヶ谷の住宅 23 2018 4 ⽯垣島の躯体 104 2019 5 CARVE HOUSE

24 2000 10 前橋の家 24 2010 5 pisopiso 24 2018 4 エネマネRハウス 105 2019 5 Oyamadai House

25 2000 10 ⼀橋学園・M邸 25 2010 5 八千代の住宅 25 2018 4 ⼩⾼町の家 横浜のオフグリッドハウス 106 2019 6 井の頭の家

26 2000 10 ⽮野の家 26 2010 5 A House Made of Two 26 2018 5 house h 107 2019 6 デッキプロジェクト

27 2000 11 n-house 27 2010 6 GPLの家 27 2018 5 house HS 108 2019 6 上原の家

28 2000 11 U&U HOUSE 28 2010 6 Holistic Light Box 28 2018 5 王⼦の家 109 2019 6 安中の家

29 2000 11 ⼟佐堀の家 29 2010 6 茅ヶ崎の家 29 2018 5 裾野タナカ邸 110 2019 6 千客万来の住まい

30 2000 12 逗⼦K邸 30 2010 6 ダンダンダニエ 30 2018 5 朝霧の住居 111 2019 6 two house
31 2000 12 台形集成材の家-11 31 2010 7 本郷の家 31 2018 5 いなみ野の⾼床 112 2019 6 耕の家
32 2001 1 松⼭重信の家 32 2010 8 RSH：6 32 2018 5 鎌倉⻑⾕の住宅 113 2019 6 豊⾒城の住宅
33 2001 1 世⽥⾕上町の家 33 2010 8 Sg 33 2018 6 ⽊楽の家 114 2019 6 ⼟太郎の家
34 2001 1 かむかふ 34 2010 9 ⿊蓮 34 2018 6 堂前の家 115 2019 7 物質試⾏59 官舎プロジェクト
35 2001 1 久⾥浜の住宅 35 2010 9 富ヶ⾕の家 35 2018 6 寧の家 116 2019 7 滝⼭の住居
36 2001 2 ⼤野城の住宅 36 2010 9 ツイノスミカ 36 2018 6 上⼤岡の家 117 2019 7 HINO1
37 2001 2 ⽩のアポロン 37 2010 9 スキマのある家 37 2018 6 前後の家 118 2019 7 ⼤磯の⼤きな家
38 2001 2 ⼤和町の家 38 2010 10 帝塚⼭のセミコートハウス 38 2018 6 SLBH1 119 2019 8 daita2019
39 2001 2 南川邸 39 2010 10 海と⼭に浮かぶ家 39 2018 7 SPIRAL GARDEN 120 2019 8 荏原台地の家
40 2001 2 ⾹椎の家 40 2010 10 奥美濃の家 40 2018 7 クワトロ・キューブ 121 2019 8 ゾーニングする⼭
41 2001 2 2W 41 2010 10 Dual Channel House 41 2018 7 箕郷町の家 122 2019 8 船橋の家
42 2001 3 紫野の家 42 2010 10 豊⽥の家 42 2018 7 本鵠沼の家 123 2019 8 ⼩⽯川の家
43 2001 3 千早の家 43 2010 10 ホールのある住宅 43 2018 8 ⼤⼋⽊邸 124 2019 8 武蔵野の家
44 2001 3 ⻘葉区の家 44 2010 10 3POKO 44 2018 8 縦路地 125 2019 8 4+1HOUSE
45 2001 4 ふたりの家 45 2010 11 スイミーハウス 45 2018 8 ⾕陰の光 126 2019 8 売布⼭⼿の家
46 2001 4 ⼆俣川S邸 46 2010 11 ⽐叡平の住居 46 2018 8 森の段床 127 2019 10 三保松原の住宅と店舗(Casetta di Shu)
47 2001 6 S-PRH(Steel Perfect Recycle House) 47 2010 11 ⼤井松⽥の住宅 47 2018 8 ノンブローハウス 128 2019 10 笹沼邸
48 2001 6 W-PRH(Wood Perfect Recycle House) 48 2010 11 ヴェール 48 2018 8 辻井の家 129 2019 10 加藤邸
49 2001 6 63(ろくじゅうさん) 49 2010 11 S博⼠の家 49 2018 9 ⼤地の家 130 2019 10 House As
50 2001 6 W/Nハウス 50 2010 11 楽潜居 50 2018 9 K2 House 131 2019 11 東京の住宅
51 2001 6 普通の家 51 2010 12 秋⼭のカフェ/住宅 51 2018 9 メープルシロップ 132 2019 11 ⾵棲家
52 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250 52 2010 12 ナガヤネ 52 2018 9 壺川の住宅 133 2019 11 神奈川の家
53 2001 6 HOUSE 99.99(フォーナイン) 53 2010 12 栗⽊の家Ⅰ 53 2018 9 ⼭のセカンドハウス 134 2019 11 おおたかの森の家
54 2001 6 沼袋の家 54 2010 12 栗⽊の家Ⅱ 54 2018 9 KARUIZAWA CAMP 135 2019 11 ⻄七区の家
55 2001 7 ホワイトボックス 55 2010 12 富⼠桜の⼭荘・M 55 2018 9 井の頭の家 136 2019 11 H/R/B
56 2001 7 HO-use H 鎌倉・由⽐ヶ浜の住宅 56 2010 12 ミンナノイエ 56 2018 10 Eagle Woods House 137 2019 11 堰の家
57 2001 7 チュウクウ 57 2010 12 雛壇の家 57 2018 10 ⻄⼤井のあな 都市のワイルド・エコロジー 138 2019 11 ⾨川の家
58 2001 7 ⽊箱・⼋千代 58 2010 12 kiti 58 2018 10 街の家 139 2019 11 阿品の家
59 2001 7 ⽊箱・秋津 59 2018 10 酒井邸 140 2019 12 河⾕家の住宅
60 2001 7 ⽊箱・⻄町 60 2018 10 恵⽐寿の家 141 2019 12 浜町のはなれ
61 2001 7 ⽊箱・⼾倉 61 2018 10 上池台の住宅 142 2019 12 カモシヤ
62 2001 7 海の家 62 2018 10 平和の家 143 2019 12 SuiJinビル
63 2001 7 T3 HOUSE 63 2018 10 ⼆連旗竿地の家 144 2019 12 あそのびハウス
64 2001 8 ⿊原の家 64 2018 10 加納⾺場の家
65 2001 9 東豊中の住宅 65 2018 10 ハウス・カメオ
66 2001 9 HOUSE TM 66 2018 10 蝶番の家
67 2001 9 上荻の家 67 2018 10 海の家、庭の家、太陽の塔
68 2001 9 UNS 68 2018 11 SPACESPACE HOUSE
69 2001 9 ⽤賀Yハウス 69 2018 11 道場ハウス
70 2001 10 ⼩⾖島の住宅 70 2018 11 KUGENUMA-Y
71 2001 10 BARN-5 71 2018 11 HKR
72 2001 10 相楽舎 72 2018 11 ⻄寺林の微地形
73 2001 10 珠洲の住宅 73 2018 11 stir
74 2001 10 千駄⽊の家 74 2018 11 House in JYOUSUI-SHINMACHI
75 2001 11 プライウッド・キット・ハウス 75 2018 11 望⽉商店
76 2001 11 成城の住宅 76 2018 11 箱の家159
77 2001 11 壁のない家 77 2018 11 緑と光を感じる家
78 2001 12 屋久島の家 78 2018 12 コート・ハウス
79 2001 12 ゲストハウス OLD NEW 79 2018 12 ヴィラ・ポタジェ
80 2001 12 吉礼の家 80 2018 12 窓と⾵の家
81 2001 12 よろい格⼦の家 81 2018 12 志⽴邸

No. 掲載年掲載⽉ 後期2年抽出作品名掲載⽉ 中期2年抽出作品名 No. 掲載年掲載⽉ 後期2年抽出作品名掲載年No. 掲載年掲載⽉ 初期2年抽出作品名 No.

[ 初
期

2 年
]

[ 中
期

2 年
]

[ 後
期

2 年
]
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283事例

1 2000 1 さぬきの家 専⽤住宅
夫婦

⼦供2⼈ ● ⽊造 ● 地上2階 ●

2 2000 1 吉備の家 ゲストハウス - - - - - 鉄⾻造
鉄筋コンクリート造

● 地上1階 ●

3 2000 1 ⼟浦の住宅 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造 ● 地上2階 ●

4 2000 1 海辺の家 週末住宅 - - - - - 鉄筋コンクリート造
⽊造

● 地上2階 ●

5 2000 1 砧の住宅 専⽤住宅 夫婦
⼦供1⼈

● ⽊造在来軸組構法
(⼀部)鉄筋コンクリート造

● 地上2階 ●

6 2000 1 SSH-99 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造
(⼀部)鉄⾻張弦梁

● 地上2階 ●

7 2000 2 ⻲⼾の家 専⽤住宅
両親
夫婦

⼦供1⼈
● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地下1階

地上5階
●

8 2000 2 世⽥⾕住居 専⽤住宅
祖⺟
夫婦

⼦供3⼈
● ⽊造在来構法

(⼀部)鉄⾻造
● 地上2階 ●

9 2000 2 野⽕⽌の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造在来構法
(⼀部)鉄⾻造

● 地上2階 ●

10 2000 4 ⼭坂の家 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造在来軸組構法 ● 地上2階
⼀部ロフト付

●

11 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄筋コンクリート造PS構法 ● 地上3階 ●

12 2000 6 上⼤岡の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● 鉄⾻造
(地下)鉄筋コンクリート造

● 地下1階
地上2階

●

13 2000 6 代沢の住宅 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地下1階
地上2階

●

14 2000 6 ⻄⽥邸 専⽤住宅
両親
⽗

⼦供3⼈
● ⽊造

(⼀部)鉄筋コンクリート造
● 地上2階 ●

15 2000 7 渦森台ハウス 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造在来軸組構法
(駐⾞場)鉄筋コンクリート造

● 地上2階 ●

16 2000 7 ⼆⼦⽟川の住宅 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造在来構法 ● 地上2階 ●

17 2000 7 厚⽊の住宅 専⽤住宅 夫婦
⼦供4⼈

● 鉄⾻ラーメン構造 ● 地上2階 ●

18 2000 8 政畝の家 専⽤住宅
両親

⼦供1⼈
息⼦夫婦

● ⽊造
(⼀部)鉄筋コンクリート造

● 地上2階 ●

19 2000 8 韮崎みなむらの家 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造 ● 地上2階 ●

20 2000 9 ⼩平の家 専⽤住宅 両親
夫婦

● ⽊造 ● 地上2階 ●

21 2000 9 ひばりヶ丘の家 専⽤住宅
祖⽗
夫婦

⼦供2⼈
● ⽊造 ● 地上2階 ●

22 2000 9 世⽥⾕M邸 専⽤住宅 両親
夫婦

● ⽊造
(⼀部)鉄筋コンクリート造

● 地下1階
地上2階

●

23 2000 10 摂津の家 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地下1階
地上1階

●

24 2000 10 前橋の家 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造軸組改良⼯法 ● 地上2階
⼩屋裏

●

25 2000 10 ⼀橋学園・M邸 専⽤住宅 夫婦
⼦供3⼈

● RC薄内床壁構造
(⼀部)⽊造

● 地上3階 ●

26 2000 10 ⽮野の家 専⽤住宅
両親
夫婦

⼦供4⼈
● 鉄⾻造

(⼀部)鉄筋コンクリート造
● 地上2階 ●

27 2000 11 n-house 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地上2階 ●

28 2000 11 U&U HOUSE 専⽤住宅 夫婦
⼦供1⼈

● ⽊造
(⼀部)鉄⾻造

● 地上2階 ●

29 2000 11 ⼟佐堀の家 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地上3階 ●
30 2000 12 逗⼦K邸 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造ブレース付ラーメン構造 ● 地上2階 ●
31 2000 12 台形集成材の家-11 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造在来構法 ● 地上2階 ●

32 2001 1 松⼭重信の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● 鉄⾻造 ● 地上2階 ●

33 2001 1 世⽥⾕上町の家 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄筋コンクリート造薄⾁ラーメン構造
⽊造

● ● ● 地上3階 ●

34 2001 1 かむかふ 専⽤住宅 両親
息⼦

● ⽊造
鉄⾻造

● ● ● 地上2階 ●

35 2001 1 久⾥浜の住宅 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造 ● 地上2階 ●
36 2001 2 ⼤野城の住宅 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄⾻造 ● 地上3階 ●

37 2001 2 ⽩のアポロン 専⽤住宅
親(将来)

夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造 ● 地上2階 ●

38 2001 2 ⼤和町の家 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造 ● 地下1階
地上2階

●

39 2001 2 南川邸 専⽤住宅
祖⽗
夫婦

⼦供1⼈
● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地上3階 ●

40 2001 2 ⾹椎の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供3⼈

● (1階)鉄筋コンクリート壁式構造
(2階)⽊造

● 地上2階 ●

41 2001 2 2W 専⽤住宅 祖⺟
夫婦

● ⽊造在来構法 ● 地上2階 ●

42 2001 3 紫野の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供1⼈

● ⽊造在来軸組構法 ● 地上3階 ●

43 2001 3 千早の家 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄筋コンクリート造
⽊造

● 地上3階 ●

44 2001 3 ⻘葉区の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地上3階 ●

45 2001 4 ふたりの家 専⽤住宅 夫婦 ● ⽊造 ● 地上1階 ●

46 2001 4 ⼆俣川S邸 専⽤住宅 夫婦
⼦供1⼈

● ⽊造軸組構法 ● 地上2階 ●

47 2001 6 S-PRH(Steel Perfect Recycle House) 実験住宅 - - - - - 鉄⾻造 ● 地上2階 ●
48 2001 6 W-PRH(Wood Perfect Recycle House) 実験住宅 - - - - - ⽊造軸組⺠家型⼯法 ● 地上2階 ●

49 2001 6 63(ろくじゅうさん) 専⽤住宅
夫婦

⼦供1⼈
猫7匹

● ⽊造 ● 地上2階 ●

50 2001 6 W/Nハウス 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造在来構法 ● 地上2階 ●

51 2001 6 普通の家 専⽤住宅 夫⼈ ● ⽊造在来構法 ● 地上2階 ●

52 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250 専⽤住宅 夫婦
⼦供3⼈

● 鉄⾻造
(⼀部)⽊造パネル式

● 地上2階
ロフト

●

53 2001 6 HOUSE 99.99(フォーナイン) アトリエ併⽤住宅 夫婦 ● 鉄⾻造
(⼀部)鉄筋コンクリート造

● 地上3階 ●

54 2001 6 沼袋の家 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄⾻造 ● 地上3階 ●

55 2001 7 ホワイトボックス 専⽤住宅 夫婦 ● 鉄⾻ラーメン構造
リブ付鉄板構造

● 地上2階 ●

56 2001 7 HO-use H 鎌倉・由⽐ヶ浜の住宅 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造在来構法 ● 地上2階 ●

57 2001 7 チュウクウ 専⽤住宅
診療所

夫婦
⼦供4⼈

● 鉄筋コンクリート壁式構造
⽊質系組⽴構造(SE⼯法)

● 地下1階
地上3階

●

58 2001 7 ⽊箱・⼋千代 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造 ● 地上3階 ●

59 2001 7 ⽊箱・秋津 専⽤住宅 夫婦
⼦供1⼈

● ⽊造
(⼀部)鉄筋コンクリート造

● 地下1階
地上2階

●

60 2001 7 ⽊箱・⻄町 専⽤住宅 夫婦
⼦供1⼈

● ⽊造 ● 地上3階 ●

61 2001 7 ⽊箱・⼾倉 専⽤住宅 ⼤⼈1⼈
⼦供1⼈

● ⽊造 ● 地上2階 ●

62 2001 7 海の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供3⼈

● ⽊造 ● 地上2階 ●

63 2001 7 T3 HOUSE 専⽤住宅
両親
夫婦

⼦供1⼈
● ⽊造

(⼀部)鉄⾻梁
● 地下1階

地上2階
●

64 2001 8 ⿊原の家 専⽤住宅 夫婦
妹

● 鉄⾻造 ● 地上2階 ●

65 2001 9 東豊中の住宅 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● ⽊造 ● 地上2階 ●

66 2001 9 HOUSE TM 専⽤住宅
祖⺟
夫婦

⼦供2⼈
● 鉄筋コンクリート薄⾁床壁構造 ● 地下1階

地上2階
●

67 2001 9 上荻の家 専⽤住宅 夫婦
⼦供2⼈

● 鉄筋コンクリート壁式構造 ● 地下1階
地上2階

●

68 2001 9 UNS

スタジオ
ゲストハウス
ギャラリー
レジデンス

- - - - - 鉄⾻造 ● 地上4階 ●

建物規模

RCのみ Wのみ 1階 2階 3階 4階建物規模 5階 6階S+RCSのみ RC+W S+W S+RC+W

構造材料
主要⽤途 世帯構成 構造形式No. 掲載年掲載⽉ 作品名 1 2 3 4

世代数

1 2000 1 さぬきの家

⾬の⽇には、⾃動⾞がドロや⽯ころを
弾いて、道路に⾯した家々の腰の壁を
汚し、傷つけている。
数年もすれば、

この交通量の激しさに対応するため、塀、家とも、スギ板
張りではなく、耐候性鋼板張りとした。

塀・外壁にコールテ
ン鋼を使⽤する ● ● ● ● ● ● 素材採⽤ - コールテン鋼

表情が変化す
る素材

耐候性鋼板は今は錆びが出て真っ⾚になってはいるが、そ
れなりに⾊っぽい⾯⽩さを⾒せている。
数年もすれば、錆びが茶⿊く安定し、落ち着いたものと
なってくるだろうと期待している。

2 2000 1 吉備の家 将来、(中略)グランドピアノが設置さ
れる

- 室規模にゆとりを持
たせる

● ● ● ● 室・空間規模調整 - - 余⽩のある室
規模

将来、(中略)グランドピアノが設置される

3 2000 1 ⼟浦の住宅 使⽤後 床には原料の6割が採⽯廃⼟で使⽤後もリサイクルできる
というINAXのソイルセラミックスが使われている。

床にリサイクル可能
な材料を使う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 追加操作準備
素材採⽤

- ソイルセラ
ミックス

リサイクルの準備 リサイクルで
きる素材

使⽤後もリサイクルできる

4 2000 1 ⼟浦の住宅 ⾵や⾬や時間の⼒を借りて、
外壁は、⼟浦の⼟に⼟佐漆喰を3割⼊れたものを⽵ボウキ
で荒らし、スタイロフォームでこすって仕上げた⼟壁。
外壁にあえて⼟を使うことで、

外壁に⼟を使う ● ● ● ● 素材採⽤ - ⼟
漆喰

表情が変化す
る素材

⾬の⽇には美しいぬれ⾊の表情を⾒ることができる。
また、表⾯がモルタルのように硬くないために、⾵や⾬や
時間の⼒を借りて、⼟の壁の表⾯にはワラや砂のつぶが顔
を出し、しだいに⾃然界にあるものの表情に近いものに
なっていく。

5 2000 1 海辺の家 年と共に

海際には特に潮⾵に強いハマヒサカキを列植し、キョウチ
クトウを⾵避けとして密植した。南の庭には春の季節を楽
しむオオシマザクラを2本植え、株⽴ちの⾒事なウバメガ
シを庭の中⼼に据えることにし、貯⽔槽の⽬隠しの役割を
させている。

様々な⽊を植える ● ● ● ● ● 植栽追加 - -

ハマヒサカキ
キョウチクトウ
オオシマザクラ
ウバメガシ

成⻑する⽊

⾵避け
春の季節を楽しむ
貯⽔槽の⽬隠しの役割
年と共に⽊々が⾵⼟に馴染み、⼤きく育ってくれることを
願っている。

6 2000 1 砧の住宅

将来、賃貸住宅への転⽤も考慮した2
世帯住宅とすること
将来、2階の寝室への移動が困難にな
れば

さまざまな可能性を検討し、最終的には東⻄に⻑いひとつ
のヴォリュームの中をふたつに割った単純な配置と構成を
採⽤することになった。賃貸化を念頭におけば2世帯の構
成にはある程度の明快さが必要とされるが、2世帯をふた
つのヴォリュームとしたり、タワー状に積み重ねる構成で
は分割があまりにも明快に表現されすぎる。 分割されてい
ることを逆説的に強調してしまう共有部分も設けたくはな
い。ひと続きの空間の中でさりげなく2世帯に振り分ける
には、この単純な配置と構成がもっとも適しているように
思えた。
1階に居間を2階に寝室とサニタリーを設けた親世帯と、そ
の逆の配置の⼦世帯を併置するだけで、

柔軟に読み替えられ
るよう、1・2階を逆
にした対称的な室構

成とする

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⽴体的構成
追加操作準備

- - 室⽤途変動の準備
改修の準備

上下階で読み
替えられる対
称的な⽴体的
室構成

将来、2階の寝室への移動が困難になれば1階と2階とで住
み分けることにも対応できるし、⼦世帯を賃貸にするのに
も温室に⾯した開⼝に若⼲⼿を加える(ふさぐ)だけです
む。

7 2000 1 SSH-99 将来ケアが必要になったとき ユニットバスに変更できる⼨法を確保した洗⾯所を設け、
洗⾯所をユニットバ
スに変更できる⼨法

とする
● ● ● ● ● 部位規模調整

追加操作準備
- - 改修の準備(⽤途変

更)

ユニットバス
の⼨法を確保
した洗⾯所

将来ケアが必要になったときユニットバスに変更できる

8 2000 2 ⻲⼾の家

敷地は北側が前⾯道路で、南、東、⻄
も現在空地という四⽅が開いている環
境であった。しかし、将来的には建て
込むことも考えられ、

南北にガラスブロックのスクリーンを8m×8mの建物から
切り離して取り付けた。
ガラスブロックのスクリーンはサイドから通⾵が得られる
ように建物から切り離して取り付けられている。

外壁にガラスブロッ
クのスクリーンを取

り付ける
● ● ● ● ● 道具使⽤

素材採⽤
ガラスブロッ

ク
ガラス

ガラスブロッ
クのスクリー

ン
その際にも⽇照と通⾵が得られる

9 2000 2 世⽥⾕住居 時間の経過と共に

⼤きく2種類の庭がある。ひとつは家の中⼼を穿つように
してある中庭で、もうひとつは敷地南の私道側と北の隣地
側にそれぞれある⼩さな庭である。
この住宅が建つ世⽥⾕という住宅地の、その都市空間のあ
りようを、この住宅を建てることによってもう⼀度顕在化
させたいという思いによっている。

中庭、庭を設ける ● ● ● ● 室・空間追加 - - 庭
この2種類の庭が住まい⼿の⽣活を表出する余地ともなる
ことによって、この住宅が、時間の経過と共に住宅地に新
たな⾵景を加えることになると考えている。

10 2000 2 野⽕⽌の家 -

2階には2.7×2.7mの個室を3つと、それを⼆つつなげた⼤
きさの和室を設けている。個室といっても現在は完全に仕
切る必要がないので、廊下に対して開いた状態で、カーテ
ンレールのみ設けてある。

完全に室を閉じず、
カーテンレールを設

ける
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平⾯的ワンルーム
追加操作準備
道具使⽤

カーテンレー
ル

- 間仕切り撤去の準
備

カーテンレー
ルを設けた平
⾯的ワンルー

ム

将来的には仕切ることも可能であるし、和室も含めて全て
の間仕切りを撤去し、ワンルームとすることも容易にでき
る。

11 2000 4 ⼭坂の家 単⼀な家族像と⽇常の⼩さな⽣活変
化、またその将来性から、

予備室的な離れとしての和室と 予備室的な離れとし
て和室を設ける

● ● ● ● ● ● 室・空間予備追加 - - 予備室 -

12 2000 4 ⼭坂の家 単⼀な家族像と⽇常の⼩さな⽣活変
化、またその将来性から、

将来的に拡張できる寝室 裏庭に⾯することで
拡張可能とする

● ● ● ● ● ● ● 平⾯的構成
追加操作準備

- - 増床の準備
室と庭が隣り
合う平⾯的構

成
将来的に拡張できる

13 2000 4 ⼭坂の家 単⼀な家族像と⽇常の⼩さな⽣活変
化、またその将来性から、

ワンルーム的でありながらいくつかのアルコーブを持ち得
るような箱にすること
収納ができるポリカーボネイト製建具をいくつかの場に備
えた。それは⻑短⽅向にクロスしたかたちで移動し、

ワンルームに収納可
能なポリカーボネイ
ト製建具を設置する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⽴体的ワンルーム
部位追加
道具使⽤
素材採⽤

可動間仕切り
⼾

ポリカーボネ
イト

可動間仕切り
⼾と⽴体的ワ
ンルーム

場の伸縮性を期待するものである。またその重なりの多様
性から伸縮に強弱をつけ、個々の場の繋がり⽅やパブリッ
クとプライベートの分節などワンルームでの⼩さな⽣活変
化へと対応させている。

14 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 将来的に⼦供など弱者たちの危険回避
のための配慮として、

⽞関アプローチは、南側道路に⾯するよりも道路騒⾳を緩
和できて、
少しでも交通量の少ない⻄側道路⾯に配置している。

道路騒⾳を緩和で
き、少しでも交通量
の少ない側に⽞関ア
プローチを配置する

● ● ● ● ● ● 平⾯的構成 - -

安全性を考慮
した⽞関アプ
ローチの平⾯

的構成

道路騒⾳を緩和
将来的に⼦供など弱者たちの危険回避

15 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 将来的には⼆世帯の可能性もあること
から、

隣にもうひとつの⽞関を設け、 2つ⽞関を設ける ● ● ● ● ● 室・空間予備追加 - - 予備⽞関 -

16 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 将来的には⼆世帯の可能性もあること
から、

内部からもアクセスできる予備的な部屋を設けている。 予備の部屋を設ける ● ● ● ● ● 室・空間予備追加 - - 予備室 -

17 2000 6 上⼤岡の家 将来仮に⾞椅⼦の⽣活になった時など
は、

中庭に⾯して第2の⽞関が取られており、 段差のない第2の⽞
関を⽤意する

● ● ● ● ● ● ● ● 室・空間予備追加
床⾼さ調整

- - 予備⽞関 ここがメインの⽞関となる

18 2000 6 代沢の住宅 将来改築変更 ⽔回り部の⽊造間仕切りは、 ⽔回り部は⽊造間仕
切り壁とする

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
部位構法

追加操作準備
素材採⽤

- ⽊ 改修の準備 W造の壁 将来改築変更を可能にしている

19 2000 6 代沢の住宅

(前略)、さらに、将来を⾒据えて⼦供
の成⻑や家族形態の変化にも対応でき
る柔軟な平⾯計画が主な設計の与条件
であった。

⼦供室と寝室も将来の分割を考え、⼊り⼝をそれぞれ2ヶ
所⽤意している。

⼦供室・寝室の⼊り
⼝を2つ⽤意する

● ● ● ● ● ● ● ● 部位予備追加 - - 予備出⼊⼝ 将来の分割

20 2000 6 ⻄⽥邸
家族構成の変化を考え、
ライフスタイルの変化に対応できるよ
うに

3つの部屋は可動間仕切りと、それによってつくられる収
納で分割するシステムにし、

可動間仕切り+収納
によって室を分割

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
平⾯的ワンルーム

部位追加
道具使⽤

可動間仕切り
⼾

-
可動間仕切り
⼾と平⾯的ワ
ンルーム

フレキシブルな⼀空間としている。

21 2000 7 渦森台ハウス

暮らし⽅にはまだまだ変化が予想され
るし、⽣活⾏為がそう簡単に部屋とい
う名の単位空間に対応づけられるはず
もない。

いわゆる個室は2階の和室ひとつとし、それ以外の空間
は、可能な限りワンルームにすることを⽬標とした。
ただし、均質空間のフレキシビリティを担保しようとした
のではなく、様々な場を内包した「不均質なワンルーム」
をつくりたいと考えた。

可能な限りワンルー
ムとし、様々な場を
内包した「不均質な
ワンルーム」とする

● ● ● ● ● ● ● ⽴体的ワンルーム
室・空間追加

- -
多様な場をも
つ⽴体的ワン
ルーム

空間が持つ喚起⼒のようなものに期待したいと思ったの
だ。

22 2000 7 渦森台ハウス

暮らし⽅にはまだまだ変化が予想され
るし、⽣活⾏為がそう簡単に部屋とい
う名の単位空間に対応づけられるはず
もない。

1階は、⽔回りを別にすれば、厨房も含めて連続した空間
になっている。⼦供が⼩さな現在は、⽣活⾏為の⼤部分が
この⼤きな空間で⾏われている。
昼間は広々とした距離感を各⾃が楽しみ、

連続したワンルーム
とする

● ● ● ● ● 平⾯的ワンルーム - -
連続性のある
平⾯的ワン
ルーム

空間が持つ喚起⼒のようなものに期待したいと思ったの
だ。

23 2000 7 渦森台ハウス

暮らし⽅にはまだまだ変化が予想され
るし、⽣活⾏為がそう簡単に部屋とい
う名の単位空間に対応づけられるはず
もない。

ただし和室はほとんど建具で囲われた空間であり、
夜は親⼦5⼈が⼩さな和室で眠っている。
引き⼾で仕切られており、

リビングと和室を引
き⼾で仕切る

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
平⾯的構成
部位追加
道具使⽤

可動間仕切り
⼾

-
可動間仕切り
⼾をもつ平⾯

的構成

居間との関係を何段階にも調整できる。
リビングルームと⼀体的に使うことも可能である。

24 2000 7 渦森台ハウス

ただし、⼦供たちの成⻑や本の増加、
私や妻の仕事の展開等に従って、さま
ざまな変化があるだろうと予想してい
る。

2階は、1階よりは多少その特性が固定された空間の集まり
である。書斎が個室的だと思われるかもしれないが、ここ
は建物内外のほかの空間と微妙な連続性をもっている。
現在は、書斎が私の仕事部屋で、多⽬的スペースの⼀部に
⼦供⽤コーナーをしつらえてある。
正⾯のスリットを介して外部まで⾒通すことができる。
開⼝部はガラスとポリカーボネイトの引き⼾により断熱性
能を⾼めている。

書斎と他の空間(多
⽬的スペースなど)
を緩やかにつなぎ、
開⼝部を通して連続
性を持たせる

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平⾯的ワンルーム
追加操作準備

部位追加
道具使⽤
素材採⽤

可動間仕切り
⼾

ガラス
ポリカーボネ
イト

改修の準備(⽤途変
更)

連続性のある
平⾯的ワン
ルーム

南側に張り出すように配された書斎。
将来はその⼀部を⼦供部屋とすることも想定されている。
⼦供部屋が必要になれば、⼀時書斎を明け渡し、多⽬的ス
ペースを私の仕事場にすればよい。本の増加は、多⽬的ス
ペースを図書室化して対応したい。その⼀部に妻の居場所
を組み込むことも考えている。書斎から多⽬的スペース全
部が私の仕事場になる時期だってあるかもしれない。そん
なふうに、いろいろな⾵景が現れては消えていくに違いな
いが、その内部の空間は、いつもゆるやかにつながってい
るのだ。

25 2000 7 ⼆⼦⽟川の住宅 将来ふたつに仕切る⼦供室
将来ふたつに仕切る⼦供室
可動クローゼットにより、梁下でふたつの部屋に仕切るこ
ともできる。

⼦供室を可動クロー
ゼットで分割できる
ようにする

● ● ● ● ● ●
室・空間規模調整
追加操作準備
道具使⽤

可動クロー
ゼット

- 室分割の準備 分割可能な室
規模

可動クローゼットにより、梁下でふたつの部屋に仕切る

26 2000 7 ⼆⼦⽟川の住宅 そして⼦供達が⼤きくなったときに 暖炉を置くことを楽しみにしている。
⼦供が⼤きくなるま
では暖炉を設置しな

い
● ● ● ● ● ● 部位省略

追加操作準備
- - 設備追加の準備 安全性を考慮

した部位省略
暖炉を置く

27 2000 7 厚⽊の住宅

100坪あった⽅形の宅地が⼆分された
細⻑い⼟地である。
東隣の半分には、いずれ建主の親族が
移り住んでくる予定である。
将来東側に家がつくられたとき、

建物は地形に合わせて細⻑い。
将来東側に家がつくられたとき、庭を介しての関係ができ
るよう建物は⻄に寄せて置かれている。

建物の配置を寄せ、
庭を作る余裕を設け

る
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

建物配置
平⾯的構成
室・空間追加

- -

セットバック
して外部空間
を持つ建物配

置

将来東側に家がつくられたとき、庭を介しての関係ができ
るよう
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原⽂備考 種パタン

規模 D

操作⽅法

規模問わずB CA

構造

階

⽔回り

室・空間(C)

具体的操作(種)

造作

素材

部位(D)

操作対象

操作⽅法

外部内 外

道具原⽂ 概要原⽂No.
掲
載
年

掲
載
⽉

作品名

1 2000 1 さぬきの家
⾬の⽇には、⾃動⾞がドロや⽯ころを弾いて、道路に⾯した家々の腰の壁を汚し、傷つ
けている。
数年もすれば、

● ● ● ●

2 2000 1 吉備の家 将来、(中略)グランドピアノが設置される ● ●
3 2000 1 ⼟浦の住宅 使⽤後 ● ●
4 2000 1 ⼟浦の住宅 ⾵や⾬や時間の⼒を借りて、 ● ●
5 2000 1 海辺の家 年と共に ● ●

6 2000 1 砧の住宅 将来、賃貸住宅への転⽤も考慮した2世帯住宅とすること
将来、2階の寝室への移動が困難になれば

● ● ●

7 2000 1 SSH-99 将来ケアが必要になったとき ● ●

8 2000 2 ⻲⼾の家 敷地は北側が前⾯道路で、南、東、⻄も現在空地という四⽅が開いている環境であっ
た。しかし、将来的には建て込むことも考えられ、

● ●

9 2000 2 世⽥⾕住居 時間の経過と共に ●
10 2000 2 野⽕⽌の家 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
11 2000 4 ⼭坂の家 単⼀な家族像と⽇常の⼩さな⽣活変化、またその将来性から、 ● ●
12 2000 4 ⼭坂の家 単⼀な家族像と⽇常の⼩さな⽣活変化、またその将来性から、 ● ●
13 2000 4 ⼭坂の家 単⼀な家族像と⽇常の⼩さな⽣活変化、またその将来性から、 ● ●

14 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 将来的に⼦供など弱者たちの危険回避のための配慮として、 ● ● ● ● ●

15 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 将来的には⼆世帯の可能性もあることから、 ● ●
16 2000 5 SORA 川崎⼤師の住宅 将来的には⼆世帯の可能性もあることから、 ● ●
17 2000 6 上⼤岡の家 将来仮に⾞椅⼦の⽣活になった時などは、 ● ●
18 2000 6 代沢の住宅 将来改築変更 ● ●

19 2000 6 代沢の住宅 (前略)、さらに、将来を⾒据えて⼦供の成⻑や家族形態の変化にも対応できる柔軟な平
⾯計画が主な設計の与条件であった。

● ● ●

20 2000 6 ⻄⽥邸 家族構成の変化を考え、
ライフスタイルの変化に対応できるように

● ● ●

21 2000 7 渦森台ハウス 暮らし⽅にはまだまだ変化が予想されるし、⽣活⾏為がそう簡単に部屋という名の単位
空間に対応づけられるはずもない。

● ●

22 2000 7 渦森台ハウス 暮らし⽅にはまだまだ変化が予想されるし、⽣活⾏為がそう簡単に部屋という名の単位
空間に対応づけられるはずもない。

● ●

23 2000 7 渦森台ハウス 暮らし⽅にはまだまだ変化が予想されるし、⽣活⾏為がそう簡単に部屋という名の単位
空間に対応づけられるはずもない。

● ●

24 2000 7 渦森台ハウス ただし、⼦供たちの成⻑や本の増加、私や妻の仕事の展開等に従って、さまざまな変化
があるだろうと予想している。

● ● ● ●

25 2000 7 ⼆⼦⽟川の住宅 将来ふたつに仕切る⼦供室 ● ●
26 2000 7 ⼆⼦⽟川の住宅 そして⼦供達が⼤きくなったときに ● ●

27 2000 7 厚⽊の住宅
100坪あった⽅形の宅地が⼆分された細⻑い⼟地である。
東隣の半分には、いずれ建主の親族が移り住んでくる予定である。
将来東側に家がつくられたとき、

● ●

28 2000 7 厚⽊の住宅 将来も残される予定の東側隣地の庭 ● ●
29 2000 7 厚⽊の住宅 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
30 2000 7 厚⽊の住宅 周辺が建て込んできても ● ●

31 2000 7 厚⽊の住宅 家族の成⻑ ● ● ●

32 2000 8 政畝の家 建物内部については、将来に向けて、フレキシブルな空間が必要とされた。現在は、⼤
学⽣の次男がおり、⻑男夫婦の家族構成も未定である。

● ● ●

33 2000 8 韮崎みなむらの家 経年変化 ● ●

34 2000 9 ⼩平の家 ⽣活や⼼境の変化、あるいは家族の変化に応じて、 ● ● ●

35 2000 9 ⼩平の家 ⽣活や⼼境の変化、あるいは家族の変化に応じて、 ● ●

36 2000 9 ⼩平の家 将来の在宅勤務の希望 ● ● ●

37 2000 9 ⼩平の家 “⽣活や家族の変化に柔軟に対応ができ、時間の経過の中にあっても家中の細胞が⽣き
⽣きとしている家でありたい”と希望する建主との共感から⽣まれた家である。

● ●

38 2000 9 ひばりヶ丘の家 まだ幼いふたりの⼦供 ● ●
39 2000 9 ひばりヶ丘の家 ⼦供の成⻑ ● ●

40 2000 9 世⽥⾕M邸
当時、増築を繰り返し複雑に肥⼤化した家に⽼夫婦2⼈で住まわれており、近い将来息
⼦夫婦が同居予定で、そのうち⼦供もふたりほど家族に加わるかもしれない。確定でき
ないことが多く、

● ●

41 2000 10 摂津の家 建主のこれまでの住まい⽅から、プランにはさまざまな状況に対応できるフレキシブル
な空間が要求された。

● ●

42 2000 10 前橋の家 将来のメンテナンス ● ● ●

43 2000 10 前橋の家 将来のメンテナンス ● ●
44 2000 10 ⼀橋学園・M邸 ⼦供の成⻑段階や家族構成の変化 ● ●

45 2000 10 ⽮野の家 住まい⽅の変化 ● ● ●

46 2000 10 ⽮野の家 住まい⽅の変化 ● ●
47 2000 11 n-house メンテナンスや将来の仕様変更 ● ●
48 2000 11 U&U HOUSE 将来家族が増えた場合の寝室の使い⽅を提案してほしいということ ● ●

49 2000 11 ⼟佐堀の家 将来家族が増えたとき ● ● ●

50 2000 12 逗⼦K邸 将来は親の同居もあり得る ● ●

51 2000 12 台形集成材の家-11

ふたりとも仕事をもっていて⼦供はまだいない。
⼟地の⼤きさから考えて2階建てにせざるを得ないのだけれど、仕事をもつ主婦のため
にもできれば夫婦の⽣活は上のフロアーだけですむようにしたい
将来の⼦供

● ● ●

52 2001 1 松⼭重信の家 将来は ● ● ●

53 2001 1 世⽥⾕上町の家 将来さまざまな状況の変化に対応して増改築 ● ●

54 2001 1 かむかふ

単⾝者がきたるべき配偶者とともに⽣活を送るための、必要最⼩限の壁があるシェル
ターのようなもので、時間の経過に伴い必要となったときに新たな要素を加えることが
可能な設えが要求された。
両親との同居が新たな条件として加わり、

● ●

55 2001 1 久⾥浜の住宅 将来の⾼齢化 ● ●

56 2001 1 久⾥浜の住宅 将来の⾼齢化 ● ● ●

57 2001 1 久⾥浜の住宅 将来の⾼齢化 ● ● ● ●

58 2001 2 ⼤野城の住宅
季節の変化によって、あるいは家族構成やライフスタイルの変化によって、場所と⽣活
⾏為の関係は変化するだろう。ただ変わらないのは、豊かな⽣活には性格の異なるいく
つかの場所が必要だという事実である。

● ● ●

59 2001 2 ⽩のアポロン 家族と地域の出会いの場、⽂化活動の場
将来の⽣活スタイルの変化、家族構成の変化

● ● ●

60 2001 2 ⽩のアポロン 将来の⽣活スタイルの変化、家族構成の変化 ● ● ●

61 2001 2 ⽩のアポロン 将来の⽣活スタイルの変化、家族構成の変化 ● ●

62 2001 2 ⼤和町の家
銭湯の建つ⻄側は、この地区にしては⼤きな区画となっている。悲しいことに銭湯は
減っている。隣も将来どうなるかわからない。
紫外線に反応して2、3年後には

● ● ● ●

63 2001 2 南川邸 植栽が⼤きくなって、もうひとつのスクリーンとなったとき、 ● ●

64 2001 2 ⾹椎の家
将来2世帯として住むことを視野に⼊れた明確なプログラムをおもちであった。
当⾯は夫婦と3⼈の⼦供が住む予定であるが、将来的には1階を改造し2世帯住宅として
使うことを考慮に⼊れている。

● ●

65 2001 2 2W 2世帯住宅で、夫婦の棟と⺟の棟を並列させ
⼀体として使われるであろう将来

● ●

66 2001 3 紫野の家
築90年になるという⻑屋形式の連⼾をカステラのように切り取った空地
ほとんど「隙間」のようだったこの敷地の狭さ
将来建具をつければ極⼩の個室にできる

● ● ● ●

67 2001 3 千早の家 プランニング上の⾃由度を⾼めること、将来の変化に対して可変性をもたせること、メ
ンテナンスが容易であることを考慮

● ● ● ● ●

68 2001 3 ⻘葉区の家 ライフスタイルの変化 ● ●
69 2001 3 ⻘葉区の家 ⼦供たちの独⽴後には ● ●
70 2001 4 ふたりの家 その時々に住まい⼿が展開する⽣活のシーンに合わせて ● ●
71 2001 4 ふたりの家 時間がたって中庭いっぱいに⽊が茂ってくると、 ● ●
72 2001 4 ⼆俣川S邸 ⼯事期間中に⽣まれた⼥の⼦が⼤きくなったとき、 ● ●
73 2001 4 ⼆俣川S邸 将来⼦供がふたりになった場合、 ● ●

74 2001 6 S-PRH(Steel Perfect Recycle
House)

解体時
解体後

● ●

75 2001 6 S-PRH(Steel Perfect Recycle
House)

間取り変更 ● ●

76 2001 6 S-PRH(Steel Perfect Recycle
House)

解体後 ● ●

77 2001 6 W-PRH(Wood Perfect Recycle
House)

屋根パネル解体 ● ●

78 2001 6 W-PRH(Wood Perfect Recycle
House)

⼩屋組解体 ● ●

79 2001 6 W-PRH(Wood Perfect Recycle
House)

壁パネル解体
壁パネル取り付け

● ●

80 2001 6 W-PRH(Wood Perfect Recycle
House)

床板解体 ● ●

81 2001 6 63(ろくじゅうさん)

今後の改修
対象家屋は、尺⼨を単位として、63⼨(約1.9m)の柱間をもつ京間であることが確認され
た。対象家屋にこのように近代的な計画⼨法が内在している以上、これを可視的に語ら
しめることがひとつの⽬標となった。この家の新しい名前である「63」は、この分析さ
れた基本⼨法63⼨に由来している。同時に柱の主要⼨法である3.5⼨を考え合わせて、
以前の⼨法計画を壊さず、かつより展開可能な新しい⼨法体系をあてはめることにし
た。

● ●

82 2001 6 W/Nハウス

前⾯道路は3つの学校の通学路、散歩道としても利⽤され、歩⾏者も意外に多い。街並
みとしての今ある環境を少しでも残しながら、新しい環境と関係を提供したいと考え
た。
住⼈相互、住⼈と環境、住⼈と地域、それぞれが⽇常の中でかかわりあうほんの少しの
きっかけができればと願いつつ、ふたりの⼦供の成⻑を楽しみにしている。

● ● ● ● ● ●

83 2001 6 W/Nハウス ふたりの⼦供の成⻑を楽しみにしている。 ● ●
84 2001 6 普通の家 柿渋の再塗装時 ● ●

85 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250

私はかねてから、住宅の可変空間システムや最⼩居住単位空間に興味をもっていた。古
くから⽇本の⽊造住宅の軸組モジュールは⼀間(1,818mm) が基本とされているが、近
代から現代にかけての⽣活様式の洋⾵化(脱畳化)や⽇本⼈の体格の向上などから不都合
な点が⽣じていることは否めない。最近ではメーターモジュールを謳うハウスメーカー
もあるが、それはあくまでも平⾯を110%拡⼤したにすぎない。では現代の、特に都市
住宅における居住単位空間モジュールとしてはいくつが適しているのか

● ●

86 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250 私はかねてから、住宅の可変空間システムや最⼩居住単位空間に興味をもっていた。 ● ●

87 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250 私はかねてから、住宅の可変空間システムや最⼩居住単位空間に興味をもっていた。 ● ●

88 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250 私はかねてから、住宅の可変空間システムや最⼩居住単位空間に興味をもっていた。 ● ●

89 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250 私はかねてから、住宅の可変空間システムや最⼩居住単位空間に興味をもっていた。 ● ●

90 2001 6 Jungle Gym(ジャングルジム)2250 私はかねてから、住宅の可変空間システムや最⼩居住単位空間に興味をもっていた。 ● ●
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■分析を通した可変性志向事例の傾向把握

[ 基本情報 ] １) 世代数２) 構造材料３) 建物規模、[ 具体的操作 ] １) 階２) 規模３) 室・空間４) 部位５) 操作方法、　
[ 予測状況 / 課題 ] １) 要因２) 環境、各観点から抽出事例のデータ分析を行った。得られた知見の一部を抜粋する。
近年の住宅では「外的要因」による可変性志向事例が増加しており、都市の変化を受け入れ、むしろ住空間も一
体的にその変化に溶け込もうとする動きが現れ始めたと読み取れる。近年増加した外的要因の中でも特に、「周
辺建物」と「他者」の 2 項目が大きく伸びた。周辺環境の中に暮らしを位置付けるという意識に基づく記述が多
く見られたことが１つの原因と考えられる。内部を守ろうとする保守的な姿勢から、いかに柔らかくまちと関わ
り合い、融けていけるのかという姿勢へと転換しているように推測される。私空間としての住宅のみならず、そ
れを取り巻く ( 内包する ) 環境全体である公空間への意識が高まりを見せていることを示していると考えられる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「トップライト」種[D-1-001]

屋根
開口部
天井

-

-

/ 現状では開かれた土地にも見えましたが、将来的に今の環境を維持できる保証はありません。
フェンスの外側にはまだ建物が建てられていないが将来的にはどうなるかわからないため採光は
期待できなかった。
近い将来、隣地に建物が建ってしまえば 1.9m幅の開口だけが外部との接点となり、この住宅は
街の中に埋もれてしまうことでしょう。

/先々にも十分な ( 中略 ) 採光を確保する

/ トップライトを設ける

2001.06_[HOUSE 99.99( フォーナイン )]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭」種[C-1-001]

庭

-

-

/ 時間の経過と共に /この 2種類の庭が住まい手の生活を表出する余地ともなることによって、この住宅が、時間の
経過と共に住宅地に新たな風景を加えることになると考えている。

/ 中庭、庭を設ける

2000.02_[ 世田谷住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「カーテンレールを設けた平面的ワンルーム」種[B-1-001]

個室
廊下
天井

改修の準備
( 間仕切り追加・撤去 )

/ 改修の準備 ( 間仕切り追加・撤去 )

/将来的には仕切る
ワンルームとする

/将来的には仕切ることも可能であるし、和室も含めて全ての間仕切りを撤去し、
ワンルームとすることも容易にできる。

/ 完全に室を閉じず、カーテンレールを設ける

2000.02_[ 野火止の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「セットバックして外部空間を持つ建物配置」種[A-1-001]

アプローチ
庭
車庫
など

-

-

/100 坪あった方形の宅地が二分された細長い土地である。
東隣の半分には、いずれ建主の親族が移り住んでくる予定である。
将来東側に家がつくられたとき、

/計画地はベッドタウンとして近年開発が進むエリアにあり、設計着手時はまだ 1軒も住宅が
建っていない更地の状態だったため、全体区画計画図、そして近隣で先行する同様の住宅地での
建設状況からここに住宅が建ち並んだ姿を想像しながら設計を進めた。
西側は隣地で想定される庭

/隣接する建物に目一杯囲まれた、間口が狭く奥行きが深く細長い谷間のような敷地
この家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/将来たくさんのものが増えていく
近い将来もうひとり新しい家族が加わる予定である。

/将来東側に家がつくられたとき、庭を介しての関係ができるよう /隣地の空地に空地を添わせた両者の最大化
隣地で想定された庭に対し、アプローチと庭でセットバックすることで敷地境界線越しに空地を
隣り合わせ、住宅地に広がりを与える。
郊外住宅地ではあまり見られない半屋外空間により外部空間利用の多種性を提示して、
セットバックを能動的に扱うことで敷地を超えて寛容さを供出したい
風景が一変してしまう宅地開発に対するわれわれの希望の態度

/奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの家を通して、
周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/車庫や芝生の生えた庭は、置けるものや、やれることを考えてみると、
家の中と同じくらいたくさんあることに気付く。車庫と家と芝生の生えた
起伏のある庭は、住まい手がいろいろなことができて、それに使われる
たくさんのものを包み込むことができるように、それぞれが同じくらいの
強さをもっている。

/ 建物の配置を寄せ、庭を作る余裕を設ける
/建物を小さくし、大きな車庫と芝生の広い庭を設ける
/セットバックしてアプローチ・庭を設ける
/セットバックして駐車スペース、庭、軒下空間を設ける
/隣地からセットバックし、光を通して玄関を設ける

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2009.08_[ 車庫と家と芝生 ]

2018.01_[house T]
2018.10_[ 街の家 ]

■操作規模に応じた、「パタンカード」の作成

可変性にまつわる操作をデータベース化することを目的とした「可変性の種パタン」について提案を行う。図の
ように類型化された操作ごとにパタンカードを作成し、継続的にデータを更新してゆくことで可変志向操作を資
源化するという試みである。これらのパタンは、本研究を通して 295 パタンが得られた。この活動は今後も継続
して行うことが可能であり、操作が蓄積されるにつれて多様化し、新たな可変性志向へと接続する可能性をもた
らすことが予想される。こうして予め設計段階から建築に「可変性の種」を設定しておくことで、竣工後に訪れ
るであろうあらゆる状況変化に対して建築が適応力を持ち、段階的な変化と共に将来に渡って永く住み続けるこ
とができると考える。さらに、こうした「可変性の種」は実際に今後の状況変化への適応を見越したものである
ため、竣工後もアジャイル的に建主と設計者の関係が長期間継続することを可能としている。

■対象エリア：今後の継続的変化が予想される川西市中央町

北側のキセラ地区 ( 旧火打地区 ) ではかつて皮革産業が盛えたが、社会状況の変化などを背景に 100 を超える工
場が一掃され、9 年前から PFI 事業として民間連携大型再開発が進められてきた。区画整理事業によってかつて
の町の姿は跡形もなくなり、現在も高層マンションや大型医療施設等の建設が進められている。南側には主要駅
である阪急川西能勢口駅とその駅前空間が広がっており、阪急電鉄・能勢電鉄・JR( 川西池田駅 ) の乗り換えや、
駅前立体再開発空間等の好立地性から、連日一定規模の賑わいを見せている。これらの再開発に取り残された中
央町においても徐々に住宅の高層化が始まっており、必然的に今後の変化が予想される。しかし、このまま均質
化していく住空間は ” これからの要求 ” に対応できるだろうか。そこで、開発サイドが主張する都市軸から外れ
てしまった中央町において、新たに南北に走る一本の軸を想定し、可変性を備えた戸建て住宅を提案する。

■対象エリア周辺を構成するレイヤーの分析 ■地図変遷に見る中央町

賑わいのある駅前と開発の進むキセラ地区に挟まれた
中央町。計画軸と位置付けた道が南北に走る。
地図の変遷を辿ると、この道は 1950 年代に整備され
ており、現在と異なる位置に旧市役所が落成した 1957
年頃であると推定される。この道は駅前とキセラ地区
を結ぶ最短経路であることから、開発の進行に伴って
通行者が増えているという現状がある。

キセラ地区に多様な施設が充実したことで地域として
の価値が上がり、市外からの転入者が増加している。
地価向上と共にジェントリフィケーションが進むと予
想される。効率を求めた開発は容積率を向上させ、住
宅も高層化が進む。中央町にも徐々に波が押し寄せ、
高層マンションが建ち始めている。しかし、戸建て住
宅に比べて集合住宅は可変性を持たせることが困難で
あるという課題がある。

（航空写真 1961-1964）

（2013） （2020）

■対象敷地：計画軸上で今後余ると予想される駐車場４箇所

駅前ということもあり、現在中央町を含む周辺には駐車場が溢れている。キセラ地区に新たに大型駐車場が整備
されたこともあり、駐車場が余り始めると予想される。さらに今後、自動運転技術の発達やシェアリング・エコ
ノミーの普及により自家用車所有率が低下することも予想されている。特に計画軸に面する駐車場は好立地な空
地であり、今後の開発が予想されることから、本提案における対象敷地として選定した。それぞれの敷地に個別
の新規居住者を想定し、本設計手法のケーススタディとする。

■ヒアリング調査

■様々な状況変化に適応する「種」を埋め込んだ戸建て住宅

対象敷地それぞれにおいて想定した家族設定に応じた世帯構成変動、周辺環境との関係性変化、社会変化などの
あらゆる状況変化に対して適応するべく、各住宅に「可変性の種」を植えた設計を提案する。あらゆる変化を想
定した「可変性の種」は実際にその状況変化が発生した時に活かされ、住宅は適応することが可能となる。

対象者：極楽湯番台のお父さん、お母さん、子連れの地元男性客 2 名 ( 両者 34 歳 ) など。以下、一部抜粋。
・開発に伴ってお客さんが増えてる。通りを行く人の数が以前より増えた。・この地区にはこれといって代表でき
る産業がない。・若いアーティストが多い。しかしステージなどが少ないので駅前の路上でよく見かける。・PFI
を通じて公園など市民の手で積極的に活動が行われており、地域が活性化しているのを感じる。期待感。・公園
は開発当初はあまりパッとしなかった。集客施設が完成し、人の流れが生まれてから軌道に乗り始めた。・創業
は 1967 年。現在 2 代目。・創業当時は辺り一帯が田んぼだった。極楽湯の誕生と共に、周辺に住宅が建ち始めた。・
お父さんは60歳を超えており、子供たちが継ぐ予定は無い。(極楽湯も20年後には無くなっているかもしれない。)

（大衆銭湯「極楽湯」）

（1967-1970） （1975-1979）



■ phase01_ 計画軸模型を用いた
周辺環境との応答によるスタディ

■ phase02_ 設定可能な、或いは設定
すべき ” 可変性の種 ” の選定

_A-001
/ 東西道路の二面性を意識し、ボリューム分割。
/ 西側の屋根勾配は北側の 3 軒と連続する。
/ 市役所や大通りといった大ボリュームに合わ
せた東側と、周辺小ボリュームに合わせた西側
の構図としている。

_ 気付きや発見
/ 西側の連続感が計画軸に統一的印象を与えて
いる。
/ 東西の環境差 ( 車や人の通行量、視線、音、
スケール感、温度感 ...etc) で性格の下地が生ま
れている。

_ 改善すべき点
/ 東側、歩行者にとって威圧的に感じるかも。
/ 全体的に単調なため、抜け感が欲しい。
/ 検討レベルがマクロ気味。もう少しヒューマ
ンに寄せた工夫が必要。
/ 東西の性格差がドラスティック。緩やかに。

_A-002
/ ボリュームの中央部を切り欠くことでテラス
のような空間が現れた。

_ 気付きや発見
/ テラスによる抜け感が生まれたことで単調性
に対するカウンターとなっている。
/ 計画軸北側から歩いて来た時の印象として、
見えそうで見えない上階がわくわくさせる。

_ 改善すべき点
/ 南側・北東側からテラス見えず。
/ テラスにのっぺり感が残り、気になる。
/ 依然として北東側への威圧感がある。
/ アイレベルにも抜けがあるといいかも。
/ 整然とした全体像は好印象であるものの、東
西の異なる思考がうまく接続していない。

_A-003
/ テラスに高低差をつけた。
/ 北側・南側に小ボリューム追加。
/ 東側ボリュームにも屋根勾配をつけた。
/ 全体の配置軸を回転させ、ズレを作った。

_ 気付きや発見
/ テラスの囲まれ感や高さ変化が心地良く、
のっぺり感が消えた。
/ 全体配置軸のずれによって空間に動きが出て
きた。
/ どの方向からアプローチしても異なる性格が
現れている。

_ 改善すべき点
/ 外部空間への意識不足。図と地を反転させた
スタディが必要。
/ 凹み空間にズレによる路地感覚を与えたい。
/ 北側の空き家や西側駐車場の将来的開発にど
んな種が有効か考える。

■ phase03_ 設定された ” 可変性の種 ” の調停を踏まえた設計

Site
_A_

竣工
時

■ phase01_ 計画軸模型を用いた
周辺環境との応答によるスタディ

■ phase02_ 設定可能な、或いは設定
すべき ” 可変性の種 ” の選定

_B-001
/ 全体スケールを周辺と合わせた。
/ 北側ボリュームの屋根勾配やドーマーの形状
を継承している。

_ 気付きや発見
/ 南側から見た時のドーマーの連続感が面白
い。

_ 改善すべき点
/ １つの建物による影響が強すぎる。もう少し
展開をみせていく必要があり。
/ 南側からアプローチした時、極楽湯の建物前
空間を隠してしまっているのが勿体ない。人の
流れや溜まりを意識していく。
/ 南側の家並みとの接続性がまだ見えない。
/ 北側からアプローチした際の正面性が無い。
多面的な方向性が必要。

_B-002
/ ドーマーの形状を上階ボリュームに転換。
/ 下階をセットバックさせて上階をキャンチに
することでピロティ空間が生まれた。

_ 気付きや発見
/ ピロティ空間が極楽湯の建物前空間と一体化
し、リンクしている。
/ 上下階を基壇が分割する形式となることで、

「自由な上階・固定的な下階」の構成が可能に
なった。

_ 改善すべき点
/ 上階ボリュームの基壇も人の居場所にできそ
う。活用したい。
/ 東側の家並みや北側ボリュームに共通する、

「徐々に上昇する感じ」を取り込めていない。
/ 外部空間が " 余り " になってる。

_B-003
/ 上階をセットバックさせ、基壇にも人の居場
所を作った。
/ 上階ボリュームを分割し、上昇感を演出。
/ 中央に穴を設け、下階ボリュームを一部除き、
中庭とする。

_ 気付きや発見
/ 基壇の前面道路側にテラス的空間が生まれ
た。
/ 多様な居場所が生まれてきた。
/ 大きく４つに分けられるそれぞれのボリュー
ムでグラデーショナルな室構成ができそう。
/ 周辺の上昇感が反映されてきた。

_ 改善すべき点
/ ドーマー形状ボリュームは読み替えてバタフ
ライらしく振る舞うことができそう。
/ 将来的な極楽湯の変化や周囲に多く存在する
空き家の開発など色々な可変環境がある。

■ phase03_ 設定された ” 可変性の種 ” の調停を踏まえた設計

Site
_B_

竣工
時

■ phase01_ 計画軸模型を用いた
周辺環境との応答によるスタディ

■ phase03_ 設定された ” 可変性の種 ” の調停を踏まえた設計

■ phase02_ 設定可能な、或いは設定
すべき ” 可変性の種 ” の選定

_C-001
/ 西・南側の大ボリュームから大きくセット
バックした配置とした。
/ 陸屋根に囲まれているため同様に継承。
/ 空地 ( 駐車場 ) である東側に向けてテラスを
設置。

_ 気付きや発見
/ セットバックして空地が生まれることで周辺
のボリュームによる圧迫感を緩和。
/ 北東側の隣家への日照も考慮されている。

_ 改善すべき点
/ ただの空地ではない方法としたい。
/ 東側は現在駐車場だが、今後大きく開発され
る可能性が高い。テラスをただ配置するのでは
なく、工夫が必要。
/ 北東側の隣家との関わり方を考える。
/ 前面道路側にのっぺり感が出ているので解消
したい。

_C-002
/ 建物全体の配置軸を前面道路に対し約 45°ズ
ラした。
/ ボリュームを３つに分割し、小ボリュームを
中・大ボリュームで挟み込む図式とする。

_ 気付きや発見
/ 北側・南側・北西側の各アプローチからの見
え方や表情にリズムが生まれた。
/ 北東側の隣家への圧迫感が減少した。
/ 中央テラスの囲まれ感が心地良い。

_ 改善すべき点
/ 依然として単調な印象が残っている。
/ アイレベルへの意識が不足しているように感
じる。
よりヒューマンな展開を考慮すべき。

_C-003
/ 前面道路側の大ボリュームを分割し、屋根勾
配を対照的に振り分けた。
/ ボリューム全体のズラし方を微調整した。

_ 気付きや発見
/ 複数言語による勾屋根配、ズレ、ボリューム
の上昇感などが全体の印象を多義化している。
/ 西側のボリュームは地域との関わりしろとし
て活用可能なのではないか。

_ 改善すべき点
/ 周辺の大型建築によるプライバシー対策を考
慮しなければならない。
/ 東側の将来的開発はかなり大掛かりなもので
あると予想される。大箱に囲まれることに対し
て意識的な可変性の種を考えねばならない。

Site
_C_

竣工
時

■ phase01_ 計画軸模型を用いた
周辺環境との応答によるスタディ

■ phase02_ 設定可能な、或いは設定
すべき ” 可変性の種 ” の選定

_D-001
/ 周辺の切妻形状を継承している。
/ 交通量のある交差点に面した角地という立地
から、上階への意識を高めている ( 上階主階 )。
/ 単純な切妻ではなく、1 階を切り欠いてピロ
ティとしたり屋根勾配を残してテラスとするな
どの工夫を追加した。

_ 気付きや発見
/ 周辺との連続感がある。
/ 北側の遠方 ( 開発区 ) からアプローチした際
にも周辺建物の隙間から屋根が見え隠れしてお
り、期待感を煽る。
/ 上階の囲まれた半屋外的空間が心地良さげ。
/ 角地のピロティは " 静 " の空間として機能で
きる。

_ 改善すべき点
/ 下階や外部空間への意識不足。
/ 図式として整然としすぎている。ズレが必要。

_D-002
/ ２つのボリュームを一回り小さくリスケール
し、棟の軸をズラした。
/ 南棟の東側半分をスケルトン状態とし、外部
空間に介入させることで開発の依り代とした。

_ 気付きや発見
/ ズレのある建物配置によって各アプローチか
ら変化を楽しめるようになった。
/ スケルトン外部空間は周辺開発に対しても緩
衝空間として機能できる。
/ ズレが上階・下階にうまく蛇行するスラロー
ム動線を生んでいる。

_ 改善すべき点
/ テラスへのアプローチも含めて考えてみる。
/2 棟に挟まれた中央部にも屋根を延長したい。
/ 北側の隣家や前面道路通行人からの視線を考
慮する。少しだけ隠すことで「気になる」感じ
を与えたい。

_D-003
/ テラスアプローチを 2 本追加。
/ 外 的 な 視 線 の 影 響 を 考 慮 し、 テ ラ ス に
h=1,000mm の腰壁追加。
/ テラス中央に屋根を追加。

_ 気付きや発見
/ 角部分からのメインアプローチに対するサブ
アプローチの対比が効いている。
/ 腰壁が、下方向からの見上げを遮りつつテラ
スからは視線が通る構図を生んでいる。
/ 中央部の屋根が追加されたことで雨天時にも
アプローチ可能になっている。

_ 改善すべき点
/ 中央部の屋根、全体における共通言語に対し
少し統一感に欠ける印象。要素との溶け込み。
/ 下階に縁側などあれば場が生まれそう。
/ 東側駐車場の将来的開発を見据えた種を考え
る。

■ phase03_ 設定された ” 可変性の種 ” の調停を踏まえた設計

Site
_D_

竣工
時

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな広間・ホール」種[C-4-003]

広間・ホール

-

-

/ 家族と地域の出会いの場、文化活動の場
将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化
/人間のほうにも空間を実践していく力が
必要だけれども、もしかしたら、それ以上に
空間のほうに空間を実践させていく力がある
のではないだろうか。住宅はあまりに日常的

/子供劇場の発表会、音楽会、会合、作品展等を行える。
将来の部屋
/そういう空間に伴う想像象力が、ダンス教室や演劇の稽古を持続させるし、家族以外の人を
呼んで一緒に過ごすことを促してくれる。

/ 開放的でゆとりあるギャラリー的な広間を設ける
/大きなホールを設ける

2001.02_[ 白のアポロン ]
2010.10_[ ホールのある住宅 ]

に生活が持続されることによって、そうした空間を実践する力が、
ある水準で均衡したものになって、どうにも動かせなくなってし
まいがちである。想像や実践を喚起するような空間があれば、
日常性の均衡を破り、空間を創造的に思考できるような別の
均衡状態へと移行させてくれるのではないか。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「トップライト」種[D-1-001]

屋根
開口部
天井

-

-

/ 現状では開かれた土地にも見えましたが、将来的に今の環境を維持できる保証はありません。
フェンスの外側にはまだ建物が建てられていないが将来的にはどうなるかわからないため採光は
期待できなかった。
近い将来、隣地に建物が建ってしまえば 1.9m幅の開口だけが外部との接点となり、この住宅は
街の中に埋もれてしまうことでしょう。

/先々にも十分な ( 中略 ) 採光を確保する

/ トップライトを設ける

2001.06_[HOUSE 99.99( フォーナイン )]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「連続性のある立体的ワンルーム」種[B-2-004]

-

-

-

/ 日頃、住宅では、恣意的に細分化された構成は好ましくないと考えている。生活や人間の気持ちは絶えず微妙に変化し、移り変わるから
である。そうした変化を許容可能な空間が不可欠だと思っている。それはたとえば、広い公園とか、何もない倉庫のような空間にゆったり
と好みの家具 (いつでも場所を変えられるもの ) に包まれている姿が原型としてある。そして広い緑の公園の中では、当然多くの他人の視
線を浴びることを前提としても、自らが広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や仲間が
一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場であることが、可変的に自在にコントロール可能な空間
装置によって、私自身のライフスタイルが投影されることである。都市の中で活動する自由度をもった空間を建築としてとらえることが、
この住宅のテーマである。

/ 広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や
仲間が一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場である
ことが、可変的に自在にコントロール可能な空間装置によって、私自身のライフスタイルが投影
される

/ 連続性のあるワンルーム

2001.07_[ ホワイトボックス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「地域のランドスケープともなる屋上庭園をもつ立体的構成」種[B-4-043]

庭
梁・桁
屋根

-

-

/ 家族が生活の中で「自然」を楽しむきっかけをつくれれば
家族が実がなることを楽しみながら育てる
鳥や虫たちが集まり、
隣近所の人びとや他の生命体と分かち合う

/家族が生活の中で「自然」を楽しむきっかけをつくれれば
空間の断熱効果を期待する
家族が実がなることを楽しみながら育てるガーデンであり、同時に近所の人びとにとっては 2階の
窓から眺めて楽しむことができるランドスケープでもある。
鳥や虫たちが集まり、彼らのさえずりは皆の楽しみとなるであろう。魅力的な個人の庭を独り占め
するのではなく、隣近所の人びとや他の生命体と分かち合うことにこのプロジェクトの真意がある。

/ 屋上庭園とする

2010.08_[Sg]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「天井の高いがらんどうの切妻平屋ホールの立体的構成」種[B-4-022]

広間・ホール
吹き抜け
屋根
開口部
建具
天井

-

-

/ 近隣建物の今後の変化 /近隣建物の今後の変化に影響を受けにくい安定した採光環境をつくりだす。

/ 天井の高いがらんどうの切妻平屋ホールを設け、1日を通して自然光が
差し込む横一列の開口部を上部に設ける

2018.05_[house HS]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「書斎を 1階に設ける立体的構成」種[B-4-006]

個室

/室用途変動の準備

/室用途変動

/将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/1 階の書斎を寝室にすることを想定する

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「RC・W混構造」種[A-3-002]

-

/ 室変遷の構想
/改修の準備

/将来さまざまな状況の変化に対応して増改築
/プランニング上の自由度を高めること、将来の変化に対して可変性を
もたせること、メンテナンスが容易であることを考慮
/子供室など将来的に変化し得る
/住み方も使われ方もこれからどんどん変わっていくだろう。どのよう
に使われようと、どのように暮らそうと、それは住み手の自由である。

/[CASE1( 現況 )] ロフト風の寝室
[CASE2] 寝室は 1階和室に、
　　　　ロフト主寝室をテラスに改築
[CASE3]3 階テラスを子供部屋に改築
[CASE4]3 階テラスを子供部屋に改築
　　　　2階テラスをリビングに改築、
　　　　さらに広いリビングに
/プランニング上の自由度を高める
将来の変化に対して可変性をもたせる
メンテナンスが容易である
/木造 BOXは将来的変化にも対応が
可能である。
現状の木造BOXはプランに合わせて
耐力壁が各所に配置され、単体として
の耐震性も高い。

/ 硬い ( コア ) 部分は RC、柔らかな ( 増改築 ) 部分はWとする
/RC壁式ラーメン構造の空洞の箱に木造軸組を入れ子状に組み込む
/不変性の棟はRC壁式構造、可変性の棟は木造とし、水平力を負担するRC造 BOXの間に木造BOXを
挿入する
/建物全体をRCの壁で囲み、内側を木造とする
/1 階を RC造、2階を木造とした混構造とする
/下階を RC造、上階を木造とした混構造とする

2001.01_[ 世田谷上町の家 ]
2001.03_[ 千早の家 ]
2010.08_[Sg]
2018.01_[ 住居 No.40]

2018.11_[ 望月商店 ]
2019.06_[ 井の頭の家 ]
2019.07_[HINO1]

その自由さを喚起するような、引き出すような建物にしたいと思った。
/将来増改築が容易となるよう
経年変化していく木部
/将来の増改築
/この敷地は土砂崩れの危険性のあるレッドゾーンに指定されており、
土砂崩れの土圧に耐えるために、

/ 改修 ( 室変遷 )
/ 改修 ( 増改築、プラン変更 )

矩形の敷地形状に対し、大きさの異なる箱体を
ずらしながら配置することでさまざまな余白が
生まれ、それらを内部とつながる庭や
駐輪スペースとして利用している。
内部では、12の箱体をぐるりと回遊できるように
計画し、空間ごとに変化をつけるため、150mm
ずつ床レベルに変化を与えた。それに加えて
コンクリートと杉の箱体の表面に、保護材も兼ねて、
内外仕上げ色を統一した 12色の異なる色彩の
自然塗料で染め、各空間の印象を変えている。
/抜けが多くて自由で、将来どのようにも改変が可能
/将来増改築が容易となる
1階を RC造とすることで住居部に対する音の問題に
配慮すると共に、RC壁面のR部間を構造上有効な
傾斜状柱型とし、室内側の垂直面との間に断熱材を

充填することで、温度変化は小さいが気積の大きい空間とした。
人と街に愛され築いてきた 100 年という歴史に支えられ、
これからも朴納と時を刻んでいける建築を目指した。
/半地下を可能にし、上下階の騒音を低減させ、
将来の増改築に対応している。
/土砂崩れの土圧に耐える

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある外部空間」種[C-1-006]

庭
テラスなど
その他外部

/増築の準備
/開発の準備

/増築
/開発

/子供がまだ小さいが、大きくなって個室がほしいといったら、
/敷地のほとんどが斜面という地形に建つ住宅。
デッキや畑などの増設、木々の成長とともに、
/家族の庭仕事や日曜大工などで
/予測できない周辺環境の変化に対し、

/どこかの庭に子供たちが望む家を自分でつくらせるという両親の考えである。
/住宅内だけでなく、斜面にも生活の場を延長させている。
斜面の使われ方も広がり多様になっていく。
/デッキや菜園などに使われる。
家族の庭仕事や日曜大工などで魅力的に使いこなされることを期待している。
/外構余地を残した。

/ 子供たちのための場づくりをする庭を設ける
/斜面にデッキやベンチ、畑を設置する
/外部空間に余白を残す
/外部空間に余白を残す

2018.07_[SPIRAL GARDEN]
2019.06_[ デッキプロジェクト ]
2019.07_[ 滝山の住居 ]
2019.11_[ 門川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多様な場をもつ平面的ワンルーム」種[B-1-004]

不特定諸室

-

-

/ 生活や心境の変化、あるいは家族の変化に応じて、 /生活や心境の変化、あるいは家族の変化に応じて、それらの場所を引き戸によって臨機応変に
つないだり閉じたりできるようにした。
すなわち舞台やスタジオのように、自分たちの場所を自由に創造して楽しめる空間にしたかった
のである。

/ ワンルームに様々な個性的な場所をちりばめる

2000.09_[ 小平の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「小さな寝室を設けて布で仕切る平面的構成」種[B-3-008]

個室

/建具追加の準備

/建具追加

/築 90 年になるという長屋形式の連戸をカステラのように切り取った空地
ほとんど「隙間」のようだったこの敷地の狭さ
将来建具をつければ極小の個室にできる

/家族室との境は当面布で仕切る程度、将来建具をつければ極小の個室にできるという含みを
もたせてある。

/ 収納のように小さなスペースに寝室を設えて、布で仕切る

2001.03_[ 紫野の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「引き戸を引き込む倉庫の平面的構成」種[B-3-019]

収納・倉庫
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ メンテナンス /戸袋として区画していないのでメンテナンスしやすく、倉庫の引き戸は戸袋のフタの役割をもち
引き込み戸の収納枚数の違い ( 全閉時・全開時・網戸使用時 ) に応じることができる。

/ 倉庫の一部を引き戸の引き込みスペースとする

2010.04_[ 葉山のゲストハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間と路地との境に引き戸を設ける平面的構成」種[B-3-031]

土間
その他外部
開口部
建具

/用途変動の準備

/用途変動

/人が集まる場としても機能することが想定される
鎌倉という立地を活かして、将来、土間スペースの用途拡張を視野に入れ、

/土間スペースの用途拡張

/ 土間を大きな開口を通して路地と繋ぐ

2018.05_[ 鎌倉長谷の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある室規模」種[C-4-001]

L

-

-

/ 将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される /将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される

/ 室規模にゆとりを持たせる

2000.01_[ 吉備の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きなピロティ空間の駐車場」種[C-4-010]

車庫

-

-

/ そこで行われる活動の自由度を高めたり、用途や家族構成の変化への対応 /大きな空間にはそこで行われる活動の自由度を高めたり、用途や家族構成の変化への対応も柔軟
に行うことができる。そして身体的には開放感や高揚感を得られる。ひとつの空間の中で人と人の
距離を確保できると、それぞれ異なる行為が共存することが可能になり、より多くの人が集まる
場所の可能性が広がる。
周辺の工場と住宅のスケールを調整する役割を担う。
隣地の駐車場に対しての緩衝空間として、また、建主の趣味である外部でのアクティビティの場
にもなる。竣工後、休日には建主の友人達が以前にもまして集う場所となった。

/ 大きなピロティ空間の駐車場を設ける

2018.10_[ 加納馬場の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹き抜けをもつ立体的ワンルーム」種[B-2-003]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化 /フレキシブルに使用でき増床も可能である。

/ 吹き抜けをもつ仕切りのないワンルームとする

2001.02_[ 白のアポロン ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「高低差のある天井高をもつ立体的構成」種[B-4-041]

天井

-

-

/ 将来に向けて色々な使い方ができる /将来に向けて色々な使い方ができる柔軟さに配慮した。

/ 天井高に高低差を設ける

2019.05_[ 天六マチヤ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「複数アクセス可能な室をもつ立体的構成」種[B-4-021]

個室
階段

/用途変動の準備

/用途変動

/たとえば親戚が泊まりに来たり、将来誰かが住み込むことになったりした場合には、
使い方や住まい方で変化する
/将来子供部屋として利用する予定
/来客時は

/道から直接アクセスできる 3階のゲストルームを独立して貸し出すことができる。
ある時は都市の道が家の奥深くまで入り込んで来る家になり、別の時には道自体がもう少し家に
属したプライベートなものになる、まちと家との距離が、使い方や住まい方で変化する家である。
/将来子供部屋として利用
/来客時は広間を客間としても利用する。

/3 階のゲストルームは直接アプローチ可能とする
/用途変更を考慮して職住空間に複数アクセス可能とする
/外からも 2階に直接アクセスできる梯子階段を設ける

2018.05_[house h]
2018.12_[ めしべの家 ]
2019.06_[two house]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「主階を上階とする立体的構成」種[B-4-002]

フロア全体

/改修の準備

/改修 ( 下階の増改築、プラン変更 )

/周辺が建て込んできても
/ふたりとも仕事をもっていて子供はまだいない。
土地の大きさから考えて 2階建てにせざるを得ない
のだけれど、仕事をもつ主婦のためにもできれば
夫婦の生活は上のフロアーだけですむようにしたい
将来の子供
/将来 2世帯として住むことを視野に入れた明確な

/ 周辺が建て込んできても影響を受けにくい
/客用あるいは将来の子供室
/1 階を改造し 2世帯住宅として使う
/可変性のある空間要素と回遊性をもたせることで、多様な関係性が生まれる。
また、このことによって生じる断面的なズレは、天井面の高さを低く抑え、フラットにつなげる
ことで軒下空間のような拡がりのある曖昧な外部空間を存在させる。
/将来周囲が住宅地となった際にも変わらず景観が望める
外部のアプローチから浮いたヴォリームの中に潜り込むように階段を上ると、大らかな気積を
もった生活空間が、その先の眺望に繋がる。

/主階を 2階とする
/上階で完結させ、下階に余裕を持たせる
/2 階を主室としつつ、1階にも玄関やトイレ、幾つかの室 ( 予備室含む ) を設け、
ゆったりとしたプランとする
/2 階は生活空間の中心、1階は最小限のスペースとする
/主階を 2階とする

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2000.12_[ 台形集成材の家 -11]
2001.02_[ 香椎の家 ]
2001.09_[ 東豊中の住宅 ]

2019.06_[ 上原の家 ]

プログラムをおもちであった。
当面は夫婦と 3人の子供が住む予定であるが、
将来的には 1階を改造し 2世帯住宅として使う
ことを考慮に入れている。
/この敷地は、池の水面より低いレベルにある
が、桜の季節はもちろんのこと、堤防には自然
の雑草がびっしりと根をはった緑色の斜面がつ
ながっている。またその向こうには、
池の対岸にある丘に秋の色づきが望める。

この周辺環境に対して低く、暗くなり
がちな地面に余白を多く残し、
/将来敷地の北側に大規模な幹線道路
の建設が予定されていることから、
現在の農地と将来の住宅地という、
ふたつの異なる敷地環境を想定して
計画する必要があった。
将来周囲が住宅地となった際にも
将来、この場所は住宅地となるだろう。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある建物配置」種[A-1-005]

車庫
庭

/増築の準備
/改修の準備

/増築 ( 子供室や仕事場、
　　　  離れ、東屋など )
/ 改修 ( 外構計画 )

/これから更新されていく住まい
/現在は圏央道などの整備や住宅地開発が進み、変化の只中にある。
家族は将来、子供部屋や仕事場を森に増築する予定で、
本来固定しない、変化する生活のダイナミズムを召喚する。

/近隣では高い塀をめぐらし、庭には法律を満たす程度の植栽が
少しばかりの住宅が建ち並ぶ現状では、歳月を経ても豊かな景観に
なることは考え難い。
/前面道路の幅員拡幅工事計画を考慮した 4台分の駐車スペースが
求められた。
住み手や都市のニーズに応じて
将来的には

/これから更新されていく住まいの指標として、原風景が壊されることなく未来へと継承される原動力になればと願った。
/将来、子供部屋や仕事場を森に増築する
森の緩やかな形成史を継いでいくように、新しい家族の暮らしを重ねていく作業である。
今日、自然災害や気候変動により大地の自明性が失われる中、住居を土地の大きな物語と結び、一方本来固定しない、
変化する生活のダイナミズムを召喚する。
/庭に施した植栽が成長し、目隠しとなると共に地域の景色に貢献することが意図される。
住宅はいうまでもなく建主のための私的なものだが、外部に面する庭は地域との共有資産でもある。
/住み手や都市のニーズに応じて編集可能な領域と位置付け、外構計画や多目的な離れ・東屋の増築
集会室の機能が拡張したり、住居の離れの増築など
この建物の誕生をきっかけにコミュニティにポジティブな影響が生まれていくことを期待したい。

/ 大きな余白を設ける
/将来の周辺への増築を考慮した配置計画とする
/建築面積を必要最低限に抑え、ゆったりと庭を設ける
/建物と前面道路の間に余白を設ける

2018.03_[ 大屋根の棲家 ]
2018.10_[Eagle Woods House]
2018.10_[ 平和の家 ]
2019.03_[ 日光の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ルームガーデン」種[C-1-005]

吹き抜け
その他

/増築の準備

/増築

/ライフスタイルや家族構成、周辺環境の変化に合わせて
住宅地のコミュニティを再生することを目指している。

/家の中に新たなアクティビティやコミュニティを取り込む。
高齢化する郊外の住宅地におけるリタイア世代の新しいライフスタイルや地域での活動の場となり、
環境的には奥に見える高断熱ゾーンのバッファーとなる。
植物の成長を促す。
柔軟に生活空間の再配置が行える
既存の木造住宅を優れた環境性能のストックに変え、住宅地のコミュニティを再生する

/ 透明ポリカーボネートのルームガーデンを設ける

2018.04_[ エネマネ Rハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「カーテンレールを設けた平面的ワンルーム」種[B-1-001]

個室
廊下
天井

改修の準備
( 間仕切り追加・撤去 )

/ 改修の準備 ( 間仕切り追加・撤去 )

/将来的には仕切る
ワンルームとする

/将来的には仕切ることも可能であるし、和室も含めて全ての間仕切りを撤去し、
ワンルームとすることも容易にできる。

/ 完全に室を閉じず、カーテンレールを設ける

2000.02_[ 野火止の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「寝室と水回りが連結する平面的構成」種[B-3-007]

個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

-

-

/ 将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/ 寝室を水回りと直結させる

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「交差点に向かってアプローチを大きく開く平面的構成」種[B-3-014]

アプローチ

-

-

/ クライアントから示された 3つの条件は、平屋、ゲストでなく家族の満足のための家、そして
車の利便性。これらを融合するために渡辺さんが用いたのは、クライアントと地域住民に対して
時間を経てその意味が増幅する外部空間だ。

/公開空地の要素は勿論、事故率が高い交差点の視界を広げ、街区に目に見えない安全性を
与えている

/ 交差点に向かってアプローチを大きく開く

2001.11_[ 成城の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「周辺開発に影響のない方向に開口をとる平面的構成」種[B-3-030]

開口部
建具

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方を囲まれることも考えられる敷地において、光や風、視線の
抜けをどのように取り入れるかを考えた住宅。
/将来敷地の北側に大規模な幹線道路の建設が予定されていることから、現在の農地と将来の住宅地
という、ふたつの異なる敷地環境を想定して計画する必要があった。
周囲に建物が建っても

/周囲の状況によらず、終日にわたって広間に陽差しを届ける。
/周囲に建物が建っても眺望やプライバシーを確保できる

/ 周辺の開発に影響のない方向に開口をとる
/周辺の開発に影響のない方向に大きく開口をとる

2018.05_[ いなみ野の高床 ]
2019.06_[ 上原の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多目的室」種[C-2-003]

個室
広間・ホール

-

-

/ 将来家族が増えた際
/将来親と同居するためのスペースを求められた。

/建主の第二のリビングとして、また将来家族が増えた際の予備室として、あるいは貸室としても
利用できる
/将来親と同居する

/ ホールを設ける
/両親のスペースとなる多目的室を設ける

2009.08_[TRAPEZIUM]
2010.11_[ 比叡平の住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある駐車スペース」種[C-4-007]

車庫

/増築の準備

/増築

/将来的には冷暖房のない小さな囲炉裏の間が増築できたらという要望があった。 /増築可能

/ 増築できるように駐車スペースに余裕を確保しておく

2009.03_[ 百楽園の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多様な場をもつ立体的ワンルーム」種[B-2-002]

不特定諸室
開口部
床

-

-

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に対応づけられるはずもない。
/それは、海辺に積み上げられたテトラポットにさまざまな生物が住み着くように、この空間の住まい手が、もともとそこにあった
構造物を勝手にカスタマイズし、空間の機能をどんどん更新しながら住み着いていくような、自由で非完結的な建築のイメージである。
/この建築は、家族だけの使用から、多くの人が集うなど、さまざまな使われ方が想定される。
時として住居であり、時としてサロンとなる区分のない建築を提案した。
時間経過に伴う状況変化に対応する建築 (lots Fiction) を目指した。

/ 空間が持つ喚起力のようなものに期待したいと思ったのだ。
/これから月日を重ねていくことによって、この建築がどんどん解きほぐされ、より自由な雰囲気をもった空間に
なっていってほしいと考えている。
/200mm以下の高低差は、大人には蹴上げでしかないが、子供には這い這いで乗り越える障害物であり、椅子であり、
ステージであり、遊び場など行為をアフォードする仕掛けとなる。さらに間仕切りのないひとつ箱の白空間が、高低差
をつけた青空間によって切り取られることで連続したシークエンスが生まれる。子供と親との関係だけでなく、劇場の
客席と舞台のように訪れる人たちとのシーンを創出する。
建主の子供にとっては、父・母・兄弟・祖父母・従兄弟・友人・隣人からサロンの来訪者まで強弱ある関係とのつなが
り (fiction) を許容する建築となる。一方、この建築を訪れる子供にとっては、何度来訪しても騙し絵のような驚きと発
見 (fiction) がある建築である。社会に開放されたサロンと家族に集約される住居が、一日の中で多様 (lots) に交差し、
時間経過に伴う状況変化に対応する建築 (lots Fiction) を目指した。

/ 可能な限りワンルームとし、様々な場を内包した「不均質なワンルーム」
とする
/ヒダやスキマの多い迷路状の断面をした空間とする
/高低差や開口部に子供の行為を誘発する仕掛けを用意しながら、チューブ
状の空間と、それによって分配された空間によって構成する

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2009.07_[Ravel]
2009.08_[lots Fiction]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「上階テラスを覗く開口部をもつ立体的構成」種[B-4-038]

テラスなど
屋根
開口部
建具
天井

-

-

/ 母と娘がふたりで住むことになるこの家では、家族のあり方も、また場所の使い方も、時間と共に変化していくこ
とになる。その状況に対し、ただニュートラルな箱を用意するのではなく、むしろ変化していく日常が、街との関係
や家族相互の関係の中で常に再発見されていくような、そんなきっかけに満ちた空間をつくり出そうとしたのである。
それは、いつまでたっても色鍵せることない空間になるであろうし、きっと生活を豊かにしてくれるのだと思う。
そしてそのきっかけ自体は、日常性の中にすでに潜んでいることなのだと思う。

/周辺の街並みとの間にささやかな対比関係を築いている。
家族の風景を街の風景のごとく遠くに眺めたり、外の風景をまるで自分の家の中のように眺めると
いった関係は、家族と過ごすことの楽しさや、その場所に住むことの喜びを改めて顕在化してくれる。

/ 屋根形状を工夫することで天井高に高低差を生み、テラスでの生活風景
を見えるようにする

2010.09_[ 富ヶ谷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中央に吹き抜け広場を持つ立体的構成」種[B-4-016]

広間・ホール
吹き抜け

-

-

/ 敷地は、元の土地を 5区画に分譲したうちのいちばん奥まった旗竿状の土地で、他の区画が
建った後には、四周を隣地の建物に囲まれ、閉塞感が生まれそうなことが容易に想像できた。
光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立することが住み手の要望であり、
床面積や部屋数で表されるような価値よりも、空間の広がりやそこに生活する家族の関係を
いかに豊かにできるかどうかが設計を進める際の判断基準となった。

/光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立する

/ 外部の庭ではなく、中央に吹き抜けの広場がある構成とする

2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立した離れをもつ平面的構成」種[B-3-045]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/将来の在宅勤務の希望
/使用頻度が少なかった茶室を将来的な家族の変化に応じて活用したい
50~60 年先もコンパクトで快適に住まえるように、
今後の家族の成長に伴い、

/母屋から独立した営みを可能にし、将来の在宅勤務の希望にも対応させている。
/今後の家族の成長に伴い、それぞれの特徴を生かした柔軟な使われ方が期待できる。
可変な空間

/ 階段室に隣接して独立した離れを設ける
/離れは最低限の居室としての機能をもった可変な空間とする

2009.09_[ 小平の家 ]
2018.04_[ ハマグリさん家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「セットバックして外部空間を持つ建物配置」種[A-1-001]

アプローチ
庭
車庫
など

-

-

/100 坪あった方形の宅地が二分された細長い土地である。
東隣の半分には、いずれ建主の親族が移り住んでくる予定である。
将来東側に家がつくられたとき、

/計画地はベッドタウンとして近年開発が進むエリアにあり、設計着手時はまだ 1軒も住宅が
建っていない更地の状態だったため、全体区画計画図、そして近隣で先行する同様の住宅地での
建設状況からここに住宅が建ち並んだ姿を想像しながら設計を進めた。
西側は隣地で想定される庭

/隣接する建物に目一杯囲まれた、間口が狭く奥行きが深く細長い谷間のような敷地
この家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/将来たくさんのものが増えていく
近い将来もうひとり新しい家族が加わる予定である。

/将来東側に家がつくられたとき、庭を介しての関係ができるよう /隣地の空地に空地を添わせた両者の最大化
隣地で想定された庭に対し、アプローチと庭でセットバックすることで敷地境界線越しに空地を
隣り合わせ、住宅地に広がりを与える。
郊外住宅地ではあまり見られない半屋外空間により外部空間利用の多種性を提示して、
セットバックを能動的に扱うことで敷地を超えて寛容さを供出したい
風景が一変してしまう宅地開発に対するわれわれの希望の態度

/奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの家を通して、
周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/車庫や芝生の生えた庭は、置けるものや、やれることを考えてみると、
家の中と同じくらいたくさんあることに気付く。車庫と家と芝生の生えた
起伏のある庭は、住まい手がいろいろなことができて、それに使われる
たくさんのものを包み込むことができるように、それぞれが同じくらいの
強さをもっている。

/ 建物の配置を寄せ、庭を作る余裕を設ける
/建物を小さくし、大きな車庫と芝生の広い庭を設ける
/セットバックしてアプローチ・庭を設ける
/セットバックして駐車スペース、庭、軒下空間を設ける
/隣地からセットバックし、光を通して玄関を設ける

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2009.08_[ 車庫と家と芝生 ]

2018.01_[house T]
2018.10_[ 街の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間空間」種[C-1-004]

D
玄関
土間
テラスなど
床

-

-

/ 建主はこの住宅でワークショップや、展示を行いたいという希望だった。
周辺を開かれた場所となるように、人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化
ゲストは
/将来店を営むことを想定し、

/人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化も考慮している。
土足で直接行き来できる
ゲストは敷地内の自然の中から靴を脱がずにテラスに上がり、ダイニングで食事ができる。
/客を引き込む場所をつくっている。

/ 土間空間を設ける
/床をタイル張り ( 土間 ) とする
/軒先の床を土間とする

2018.02_[ 雲雀の住居 ]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「壁式RC造」種[A-3-013]

-

-

-

/ 将来の家族構成の変化 /耐震 · 防火性
将来の家族構成の変化に備えようという姿勢

/ 壁式 RC造とする

2019.08_[ 小石川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸をもつ平面的構成」種[B-3-004]

LD
個室
庭
開口部
建具

/レイアウト変更の準備

/レイアウト変更 ( 建具移動 )

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に対応づけられるはずもない。
/建主のこれまでの住まい方から、プランにはさまざまな状況に対応できるフレキシブルな空間が要求された。
/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。
/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける方だったこともあり、
住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な
環境をつくれるように、

/ 居間との関係を何段階にも調整できる。
リビングルームと一体的に使うことも可能である。
/障子を開けると空間は内部から外部へと続き、ひとつの室として機能し、また閉じると障子からの
柔らかな光が室を満たし、それぞれは完結した空間となる。
/可変空間
/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる

/ リビングと和室を引き戸で仕切る
/障子で仕切る
/可動間仕切りを用いる
/可動建具を設ける

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2000.10_[ 摂津の家 ]
2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]
2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「前面道路との境に引き戸を設ける平面的構成」種[B-3-013]

LDK
広間・ホール
玄関
土間
庭
開口部
建具

-

-

/現代の多様化する社会や生活形態の
中での都市住宅は、しっかりした空間
の質を保ちながら、住み手のライフス
タイルやそのときどきの意思によって
使い分けられる柔軟性をもつことが
必要と考えている。
/不定期に開くカフェやヨガ教室でも
/コミュニティに融け込む
/祭りなどの時

/ 敷地の内と外についての境界も、( 中略 ) 曖昧にでき、
地域社会に対して開いていける
/冬場の日射熱を蓄熱するほか、建具の開閉により
不定期に開くカフェやヨガ教室でも内外を一体に
使えるようにしている。
/コミュニティに融け込むうえで貢献しています。
前を歩く近所の人たちと手を振り合ったり、隣の農家さん
が扉を開けて、野菜や果物を置いてくださったり、土間で
話し合ったり。庭の家庭菜園がまだなので、お返しにパン
を焼いています。家が開放的=住人の態度が開放的という
印象を与えているようで、コミュニケーションのきっかけ
になっています。

/ 道路に面した開口を設け、引き戸で間仕切る
/道路に面して建具の付いた大きな土間を設える
/入口に大きなガラス扉を設け、土間を広く確保する
/通りに面した部屋を鮮やかに彩り、引き戸で開放できるようにする
/通りに面した全面開口と通り土間のある構成とする
/道路に面した開口を設け、引き戸で間仕切る　　　　　　　　　　　など

2001.09_[ 上荻の家 ]
2018.04_[ 小高町の家 横浜のオフグリッドハウス ]
2019.01_[ グレープ・ゲイブルズ ]
2019.02_[ 天窓の町家 ]

2019.04_[ 島田の家 ]
2019.11_[ 堰の家 ]
2019.11_[ 門川の家 ]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

/今後、この土地が多様な暮らし方を
許容できる住宅地となっていくため
にも、人々の営みに寄り添い、多彩な
シーンに対応できる住まいを目指した。
暮らし方は常に変化する。何が起きるか
想定できなくとも、何かが起こるはずだ
という場所をつくることが、暮らしの
これからに繋がっていくのではないか。
ギャラリーや習い事の教室を開くなど

夏祭り
/周辺環境と共存するあり方を
探すことにした。
この辺りは商店と人の暮らしが
密接に関わってきた地域である
ため、通りに面し商店があり、
通り土間を介し住まいへと
繋がり、採光のための中庭や
裏庭がある建ち方が多い。

多用途に利用
人が集い寛ぐ
/高齢の両親や親戚、兄弟とその子供、
親友などを休日招いて大勢で集まる
/将来店を営むことを想定し、

/ 通りに開放される。
通りを彩る
/周辺環境と共存するあり方
他者と関わる
/自然 ( 山林 ) と人工 ( 住宅地 ) を
繋ぐ堰として機能する。
開け放つことで水が流れ込んで
くるように、内部にさまざまな
環境が混ざり合う。子供が中と外
関係なく走り回ったり、
バーベキューを楽しんだり、また、
ギャラリーや習い事の教室を開く
など多用途に利用できる。逆に
大きな建具を閉めると、人が集い

寛ぐリビングとなる。
/開放すると、南側の庭や北側の田園風景と
繋がり、採光や通風を確保する半屋外空間と
なる。
周囲の豊かな自然を享受できる
多人数が集まれる
人の拠り所とした。
多人数が集ってそれぞれが心地のよい距離感
や居場所を見つけ出す。公園のような場と
遊具のような拠り所を住宅に組み込み、
それが交差する場所で新しい世代の家族の
コミュニケーションを活性化させることを
目指した。
/町とひと続きになる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「前面道路から連続したウチニワの平面的構成」種[B-3-029]

吹き抜け
土間
その他
開口部
建具

-

-

/ ゲームクリエイターと放送作家である夫婦の住宅。ふたりとも仕事と私生活の境目がなく、
仕事はもちろん、何かものをつくったり、時には知人も招いてイベントやワークショップもできる
余白の空間があったら、と希望していた。

/ウチニワは私道や周囲の住宅地環境を引き込み、イベントやワークショップ時には知人や周囲の
人も引き込み、でも住宅の内部でもあるという、公と私の混じり合う領域である。
住宅内部に外と内、公と私が重なり合う領域を抱え込ませ、都市と住宅の間を「切る」か「繋ぐ」
かの二者択一の関係ではなく、街から私道の小さな公共空間、そしてウチニワを通じてウチへと、
外から内へ段階的に移行していく、懐の深い関係性を試みた。

/ 私道から連続したウチニワを設ける

2018.05_[ 王子の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備室」種[C-2-001]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/単一な家族像と日常の
小さな生活変化、
またその将来性から、
/将来的には二世帯の
可能性もあることから、

/どちらの世帯の客間としても対応できるようにした。
また、将来の子供部屋になる可能性も想定している。
/ホスト・ファミリーを始めたいのでそのためのゲストルームにしたい

/ 予備室的な離れとして和室を設ける
/予備の部屋を設ける
/離れのような予備の部屋を設ける
/予備の部屋を設ける
/ゲストルームにすることを想定した室を追加する

2000.04_[ 山坂の家 ]
2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.09_[ ひばりヶ丘の家 ]
2000.11_[ 土佐堀の家 ]

2001.09_[HOUSE TM]

/ まだ幼いふたりの子供
/将来家族が増えたとき
/その一方で、T夫妻は
長男には音楽が好きなら
ポップスを学べる英国の
学校に進学したらといい、

長女も 18歳になったら欧米のように家を
出ていくほうがよいかもしれないという。
では改装後の中 2階は主寝室ですかと尋ね
ると、口を揃えて留学生のホスト・
ファミリーを始めたいのでそのためのゲスト
ルームにしたいとおっしゃる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ボリュームを繋ぐ土間空間による平面的ワンルーム」種[B-1-017]

土間
不特定諸室

-

-

/ ものづくりが好きな奥さんが近隣の子供達のためにお絵かき教室を開いたり、妻面の軒下に
伸びた外土間でも食事をふるまったり、家族だけではなく地域の方が出入りする懐の深い使い方
近隣の子供やその家族と日常的な交流が継続して行われる

/拡散光が滲んでふわっと明るい。
農作業のまま上がって野菜を干したり、道具を置いたりもできて、ポタジェと暮らしが繋がる
中間領域となる。
建物を雁行させて川と水路が運ぶ風を迎え入れ、差し掛け屋根部に溜めた熱を北側の高窓から抜く。
また、ものづくりが好きな奥さんが近隣の子供達のためにお絵かき教室を開いたり、妻面の軒下に
伸びた外土間でも食事をふるまったり、家族だけではなく地域の方が出入りする懐の深い使い方も
できるようになっている。想定を上回り、庭や上土間では近隣の子供やその家族と日常的な交流が
継続して行われるようになった。隣家の家族も上土間や庭で遊び、庭から帰る光景に幾度と遭遇した。
建主の子はマンション暮らしの頃より快活になったという。

/ 小屋のようなボリュームを土間空間で繋ぐ構成とする

2018.12_[ヴィラ・ポタジェ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「対角に 2つの大きな玄関を持つ平面的構成」種[B-3-009]

玄関

-

-

/ 工事期間中に生まれた女の子が大きくなったとき、 /これはサブ玄関としても機能し、工事期間中に生まれた女の子が大きくなったとき、
友達とここから入って走り回る姿を想像している。

/ 南北に 2つ、広い玄関を設ける

2001.04_[ 二俣川 S邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具で外部空間とDKが一体化する平面的構成」種[B-3-023]

DK
土間
庭
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ 住戸内外で大勢でも集うことのできる
/人が集まる場としても機能することが想定される
半戸外としての利用も想定している。
/建主である料理付きの夫婦からは、将来自宅で
カフェを開きたいということと、食事を色々な場所

/住戸内外で大勢でも集うことのできるオープンスペースとして、多様な使い方が想定されている。
/端部にカーテンがかけられる
半戸外としての利用も想定している。
/将来カフェを開いたときにはデッキも客席として使い、
/直接外に出入りできる。
来客者を迎え入れたり、パーティの時に内外連続して使えるようにしている。

/ テラスとダイニングキッチンのコーナーを全開できる木製サッシとする
/ダイニングに隣接して建具を介して土間を設ける
/ダイニングに隣接して建具を介して外部デッキを設ける
/DKと前庭の間に引き違いサッシを設ける構成とする

2010.11_[ 大井松田の住宅 ]
2018.05_[ 鎌倉長谷の住宅 ]
2019.06_[ 安中の家 ]
2019.10_[ 笹沼邸 ]

で楽しめる家にしたいということが求められた。
今は住まいとしてのみ機能している住宅も、
近い将来カフェと住宅というふたつの役割が求められ、
長い人生の中では家族の人数も変わる。
/来客者
パーティの時

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「小空間と小庭が全体を囲む平面的構成」種[B-3-037]

庭
その他外部
不特定諸室

-

-

/ 庭いじりを楽しむことのできる住人にとっては、庭はイニシャル・コストの小さな、コストパフォーマンスの高い
買い物である。豊かな庭は画一的な敷地と家の強い幾何学の中に変化をもたらすことができる。しかし分譲後 50年
を経て、庭がお荷物になりつつある。体力が低下した高齢者や、庭に手をかける時間のない若い世代にとっては、
庭を維持するランニング · コストは負担である。分譲住宅地では、草むしりの頻度や庭木の手入れ、駐車マナーが
家の格、住人の人格を示し始める。こうして庭は手入れを要する義務的なコストに変わっていく。
住人の細分化された要望に応える、日常使いできて管理負担の少ない

/それは隣家との境界線際の狭い隙間で、プラバシーを調整し、多様に機能化された小庭群である。
その小庭とは、勝手口回りのゴミ置きや物置、風呂から見える坪庭や布団を干す場所、雨の当たら
ない駐輪スペースなど、住人の細分化された要望に応える、日常使いできて管理負担の少ないもう
ひとつの外部空間である。そこに日当たりや通風、近隣とのプライバシーが複雑に絡み合っている。
1mほどの隙間の中で調整されてきた、外構の行儀のよさという家の顔の役割を担う、現在の分譲
住宅地ならではの庭の豊かさと合一する外構のあり方がここにある。
普通、コートハウスは中庭に開いて外周に閉じる。しかしこの家は犬走りに慎重に開くことで近隣に
対して閉鎖的にならず、かつ家族が安心して過ごせる家となる。

/ 大きな庭ではなく、小空間と小庭を関連づけて敷地境界周辺に配置する

2018.12_[ コート・ハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹抜け空間」種[C-1-002]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/今、この住宅は次なるライフサイクルへの対応に備えて改装の構想が進みつつある。 /主室階の吹抜けの一部に床をかけて長女の部屋とする

/ 吹抜けの一部に床をかけることを想定する

2001.09_[HOUSE TM]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1・2階共に水回りを設置する立体的構成」種[B-4-032]

K
水回り
(WC、
洗面所 )

/ 用途変動の準備

/用途変動 ( 増改築、プラン変更 )

/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定
している。
店舗と住居、店舗とオフィス、などさまざまな組み合わせ

/店舗と住居、店舗とオフィス、などさまざまな組み合わせで使うことができ、用途を限らない
自由度をもつ。

/1・2階共に水回りを設置する

2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「建物下空間のある立体的構成」種[B-4-009]

その他外部

-

-

/ ふたりの子供の成長を楽しみにしている。 /また、建物下のスペースは東側法面と共に子供たちの格好の遊び場となるであろう。

/ 覆われた建物下空間をつくる

2001.06_[W/Nハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内外現しの木造部」種[A-3-009]

-

/ 改修の準備

改修 ( 外壁メンテナンス、プラン変更 )

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更
木に大切なのは手入れができること。

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更への対応を容易にする
耐火、断熱、調湿などの性能
木室空間の新しい表現
間伐材の有効利用から日本の森を育て守ることに繋がる

/ 集成材パネルを内外現しとして立ち上げる

2018.06_[ 堂前の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立可能な室をもつ立体的ワンルーム」種[B-2-009]

個室

/改修の準備

/改修 ( プラン変更 )

/子供
将来的に

/将来的に完全な個室とすることもできる。

/ 子供が大きくなったときに独立可能な子供室として想定する

2018.01_[ 上用賀の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな吹抜け空間」種[C-4-005]

L
吹き抜け

-

-

/ 建主は障害のある人たちに、ボランティアでパントマイムを指導している。
その稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できるように、

/稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できる

/ 居間を大きな吹抜け空間にする

2001.10_[ 千駄木の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備出入口」種[D-2-001]

個室
開口部
建具

-

-

/( 前略 )、さらに、将来を見据えて子供の成長や家族形態の変化にも対応できる柔軟な平面計画が
主な設計の与条件であった。
/将来家族が増えた場合の寝室の使い方を提案してほしいということ

/寝室に複数の出入り口を設ける
/寝室にフレキシブルな動線をもたらしている。
将来の使い勝手に対応できる構成とした。

/ 子供室・寝室の入り口を 2つ用意する
/寝室に複数の出入り口を設ける

2000.06_[ 代沢の住宅 ]
2000.11_[U&U HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備玄関」種[C-2-002]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的には二世帯の可能性もあることから、
/将来仮に車椅子の生活になった時などは、
/暮らしの気配が漂う狭い路地、分刻みで
電車が行き交う鉄道高架、2020 年に向けて
建設中の幅の広い都市計画道路。敷地は

/ここがメインの玄関となる
/計画道路が開通した際はそちら側がもうひとつの顔となって町へ大きく開かれる。
こうして環境に呼応して立ち上がる建築が、同時にまちをゆっくりと動かし始め、この土地固有の
繋がりと豊かな開放感をつくり出すことを期待している。

/2 つ玄関を設ける
/段差のない第 2の玄関を用意する
/都市計画道路の開通に応じてエントランスを切り替えられるよう
複数方向にエントランスを設ける

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.06_[ 上大岡の家 ]
2018.11_[stir]

異なる 3つの環境に挟まれた特異な場所に位置
している。その異なるスケールや距離感、速度、
音、明るさといったものに反応しながら、環境と
共に立ち上がる建築を考えた。
計画道路が完成後、

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸と立体的ワンルーム」種[B-2-001]

開口部
建具

-

-

/ 単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/生活の多様性を生み出す
子供の成長
/家族の必要に応じて

/場の伸縮性を期待するものである。またその重なりの多様性から伸縮に強弱をつけ、個々の場の
繋がり方やパブリックとプライベートの分節などワンルームでの小さな生活変化へと対応させている。
/家全体が一室空間であるが個室的にもなる
子供の成長にしたがって使われ方は変わっていくであろう。
/家族の必要に応じて個室化できるようにした。

/ ワンルームに収納可能なポリカーボネイト製建具を設置する
/機能を限定せず連続したワンルームとしつつ、個室的に分割できる
引き戸を設ける
/建具で仕切ることのできるワンルームとする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2001.07_[ 木箱・八千代 ]
2019.06_[ 耕の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「新しいアプローチを想定した平面的構成」種[B-3-012]

個室

/出入口増加の準備

/出入口増加

/今、この住宅は次なるライフサイクルへの対応に備えて改装の構想が進みつつある。 /外部から直接アプローチできる

/ 外部から直接アプローチできる出入口を設けることを想定する

2001.09_[HOUSE TM]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間で繋ぐ平面的構成」種[B-3-026]

離れ
土間
不特定諸室

-

-

/50~60 年先もコンパクトで快適に住まえるように、
今後の家族の成長に伴い、

/今後の家族の成長に伴い、それぞれの特徴を生かした柔軟な使われ方が期待できる。
半屋外的に利用できる
インナーテラスは風除室や物干し場、子供たちの遊び場としても使われる多目的な空間で、
生活の幅を広げる。

/ 主屋と離れを土間のインナーテラスで繋ぐ

2018.04_[ ハマグリさん家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「複数のアプローチをもつ平面的構成」種[B-3-039]

アプローチ

-

-

/ この住まい手は、ひとりでゆっくり過ごすこともあれば、人を招くことも少なくない。
居住者が留守中であっても京都を訪れた知人

/例えば北端の長屋は、居住者が留守中であっても京都を訪れた知人のゲストルームとして
利用できる。

/ 分棟のそれぞれに直接アプローチできるようにする

2019.02_[ 頭町の長屋群 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「サンルーム」種[C-1-003]

個室

-

-

/ 年齢に応じてさまざまに配慮された空間で、ライフスタイルを守り、快適に生活できる住宅を
目指した。

/洗濯物を屋内で干すことのできる

/ サンルームを設ける

2010.11_[ 楽潜居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「世帯ごとに独立したエントランスを設ける立体的構成」種[B-4-034]

玄関
アプローチ
階段

-

-

/ 設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、それ
らと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 世帯ごとに独立したエントランスを設ける

2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中央に中庭を持つ立体的構成」種[B-4-013]

庭
不特定諸室

-

-

/ 近い将来は住宅に取り囲まれることが予測される、土地区画整理事業区域内の角地が敷地である。
計画における重要なポイントは以下である。1. 将来の周辺環境が予測困難であるために
プライバシーを確保しながら開放感のある居住スペースとする。2. プライバシー重視による
インテリアの閉塞感や周囲に対する住宅の要塞化は地域柄避けなければならない。

/結果、平面的、立体的に居場所同士が正対することなく、周囲の環境に対して低い仰角で緩やか
に接続することができた。居る場所によって自分と「他人」や「外部環境」の距離感が変化する
仕組みである。
住宅建築は、「空間の多様性」が常に必要とされているはずである。

/ 中庭を取り囲みつつ、徐々に上りながら回転し、膨らんでいくように
居場所を作る

2010.08_[RSH：6]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「Sや RCの主構造と独立したW造の全体構法」種[A-3-010]

-

/ 改修の準備

/増床
/減床

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無碍な生活は、
/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定している。
生活が多様化し、暮らしの定義が変化する中で、庭をつくるように複雑さに向き合う建築をつくることができないか。
将来的にさまざまな使い方ができるよう可変性のある

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無得な生活は、地下室と 1階の間で自由に行える。
/木架構は、テラスや水回り、吹抜けなど、各場所の機能に応じた空間をつくることを可能にし、建物と街との接点をつくり出している。
駆体、開口、仕上げ、家具、金物、テキスタイル、植物など建築を取り巻く事物を変遷させていくことができる。木架構に沿って壁を
立てることで書斎が生まれ、カーテンを付け替えることで寝室ができ、テラスが小さな温室へと変化する。そうして現れる建築は、住宅で
ありながらオフィスにもなり、図書館、ヨガスタジオ、ギャラリーにもなる。植物が庭の中で移動し庭自体が遷ろうように、建築も街と
共に変遷する。竣工時に目的や使い方が固定されるのではなく、その街の風景に包まれながら、住まい手の要望の変化に応じて変遷する
寛容さを纏った住宅。その可能性を示したいと考えている。
木造部は耐震要素ではないため、今後使用状況に応じ増床や減床することも可能で、耐震壁もないので開口部も自由に増やすこともできる
構造とした。
木部架構には棚を自由に取り付け、植物を並べることができる。

/ 地中の巨大なRC構造、そこから伸びる鉄骨に主構造を限定し、
改修が容易なようにする
/1.8×2.6mスパンの鉄骨フレームと周囲に木架構が取り付く構成とする

2018.10_[ 酒井邸 ]
2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「室と庭が隣り合う平面的構成」種[B-3-002]

個室
庭
不特定諸室

/増床の準備

/増床

/単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/将来それぞれの部屋を増築する際
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。

/将来的に拡張できる
/そうして、敷地内にも隣接する住宅にも陽が当たらない、風が通らないといった裏の場所を
なくした。
庭は将来それぞれの部屋を増築する際の敷地となる。
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
持続的に手を加えることができる。
庭は家族の距離感にも影響を与える。
異なる部屋の窓と窓が重なる瞬間、家族や庭、大きな環境と多くの気配を感じられる。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 裏庭に面することで拡張可能とする
/室と庭が隣り合う構成とする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな庭」種[C-4-006]

庭

/増築の準備

/増築

/子供たち、親、( 中略 )、将来の孫など /南側に一棟建て増すことによって 2世帯住宅にすることが可能である。

/ 庭を広く確保する

2001.12_[ 吉礼の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きいカーテン」種[D-4-012]

家具

-

-

/ プライベートとコモンを使い分ける
ものづくりが好きな奥さんが近隣の子供達のためにお絵かき教室を開いたり、妻面の軒下に伸びた
外土間でも食事をふるまったり、家族だけではなく地域の方が出入りする懐の深い使い方
近隣の子供やその家族と日常的な交流が継続して行われる

/プライベートとコモンを使い分ける

/ 土間に大きいカーテンを設ける

2018.12_[ヴィラ・ポタジェ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「機能のないインナーコート」種[C-1-007]

吹き抜け
その他
開口部
建具

-

-

/「完成された家や庭はいらない。家族みんなで、家族の成長と共に考えながらつくり込んで
いける家のベースをつくってほしい」と要望された。

/時にひとりで腹想する空間であり、友人たちが集えば音楽を奏でる空間であり、使い方が変化
する余白の空間である。
常時は使われないことも多く、しかし家族や集う人びとを惹きつける重要な存在である。

/ 機能を持たない内部の庭を設ける

2018.07_[SPIRAL GARDEN]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「機能充実のワンルーム」種[B-1-011]

-

/ 室・空間追加の準備

/室・空間追加

/将来的には /寝るスペースを確保すれば、1階だけで生活できる

/ 機能が充実したワンルームとする

2010.10_[3POKO]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「安全性を考慮した玄関アプローチの平面的構成」種[B-3-003]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的に子供など弱者たちの危険回避のための配慮として、 /道路騒音を緩和
将来的に子供など弱者たちの危険回避

/ 道路騒音を緩和でき、少しでも交通量の少ない側に玄関アプローチを
配置する

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「直接アプローチ可能なリビングの平面的構成」種[B-3-021]

L
その他外部
開口部
建具

-

-

/ 建主は音楽家の夫+雑誌編集者の妻+子供の三人家族で、敷地は夫の実家の「寺」に隣接
している。
ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間

/ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間だ。

/ リビングに道路へ直結する出入り口を設ける

2010.10_[Dual Channel House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具により内外空間の繋がりが変化する平面的構成」種[B-3-034]

個室
階段室
車庫
開口部
建具

-

-

/ 建主夫婦それぞれの仕事場をもつ
ギャラリーへの来訪者
パブリックにもプライベートにも

/内部や外部などそれぞれ異なる空間が繋がり、パブリックにもプライベートにも、さまざまな
使い方ができる。

/ スチールサッシの開け閉めで内外空間の繋がり方に変化を与える

2018.08_[ 縦路地 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭」種[C-1-001]

庭

-

-

/ 時間の経過と共に /この 2種類の庭が住まい手の生活を表出する余地ともなることによって、この住宅が、時間の
経過と共に住宅地に新たな風景を加えることになると考えている。

/ 中庭、庭を設ける

2000.02_[ 世田谷住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「居室・水回りを接地階とする立体的構成」種[B-4-029]

個室
収納・倉庫
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

-

-

/ 祖母
将来足腰が弱ることなどを見越して
/将来夫婦が年をとっても

/平地に続く
/将来夫婦が年をとっても支障がないプラン

/ 祖母の居室や浴室は地面高さの階に設ける
/洗面脱衣室、浴室、便所、クローゼット、主寝室を 1階に設ける

2019.07_[ 滝山の住居 ]
2019.08_[ 武蔵野の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多様な場をもつ立体的構成」種[B-4-007]

開口部
建具
天井
その他造作

-

-

/季節の変化によって、あるい
は家族構成やライフスタイルの
変化によって、場所と生活行為
の関係は変化するだろう。ただ
変わらないのは、豊かな生活に
は性格の異なるいくつかの場所
が必要だという事実である。
/この場所を選んだ第一の理由
は、子供たちを育てる環境が得

/それぞれの場所は、寝る、くつろぐ、仕事するという生活行為に対応しているが、庭
は 1階の土間へとつながり、プレートの黒い面で包まれた暗く落ち着いた 1階の室内に
光と奥行を与えている。一方、建物の東側には小学校のプールがあり、建て込んだ周囲
の環境の中で貴重な空地となっている。主要な居室がある 2階は南側に大きな開口をも
つが、ロフト部分を宙に浮かせることで東側にも視線を開放し、プール越しに遠くの山
並みまで見渡すことができる。高さが低く抑えられたロフト下は、座るための場所であ
る。趣味のオーディオを聞いたり、寝転がってテレビを見たりするのに結構居心地がよ
いのではないかと思っている。その上のロフトは奥さんの仕事場として使われていて、
ここからは北の空から南の山まで見通すことができる。建物の竣工後に気がついたこと
だが、実はもっともよく見えるのが近くの空港へ着陸する飛行機だったために、さなが
ら管制塔の気分である。ちょっとうるさいが。
/あらゆる場所が固定されず、多様性の中に自由であるような、家族像を表徴しつつ変化
に追随する、安全で明るいフレキシブルな空間を目指した。
/その変化は、内部空間同様、立つ位置 · 眺める方向によって外観の印象も大きく変える。
単純さの中にさりげなく織り込まれた多様さの発見を日々楽しみながら過ごしてもらえた
ら幸いである。

/ 様々な場をつくる
/遊び場のように、様々な小さな場の集合体として計画する
/変形平面、開口部の工夫で変化に富む空間とする
/用途を限定せず多様な空間構成とする
/多様な環境をもつ場所で構成する　　　　　　　　　　など

2001.02_[ 大野城の住宅 ]
2009.12_[ 大安寺の家 ]
2010.09_[ ツイノスミカ ]
2018.03_[ 居場所を探す家 ]

2018.09_[ 壺川の住宅 ]
2018.09_[ 山のセカンドハウス ]
2018.10_[ 海の家、庭の家、太陽の塔 ]
2018.12_[ 志立邸 ]

2019.10_[House As]
2019.11_[ おおたかの森の家 ]

やすいと判断したことにあった。
/計画にあたり建主からは、庭弄り
に没頭できるまとまりのある庭と
「変化のある空間」が求められた。
今後、家で過ごす時間が増えるふた
りとって、「変化のある空間」とは、
長時間過ごしても飽きることがない
多様さと、気分に応じてふたりの
距離感を変えられる柔軟さを備えた

空間であると考えた。
/その時の気分で居場所を選べる
/現代社会は成熟化し、多様であ
り、流動的である。何かに特化し
たひとつのピュアなストーリーだ
けでは事足りない。複雑な環境に
コミットした雑種的な建築のあり
方に現代性を感じる。建築がハブ
となり有象無象の事象が矛盾や対
立することなく関係性を調停し、
上手く回っていく状態をつくり上

げたい。
生物が、多様な環境やその変動に対し
て適者生存の原理で進化してきたよう
に、環境に適合し、その可能性をより
先鋭化させて生活に接続させるように
/その時々の活動に合わせて都市間も
住まいの中の場も自在に移動する家族
のための、変化し続けることのできる
ベースキャンプである。
/若い夫婦と小さな子供ふたりが、こ
れからのライフステージの変化に対応

しながら暮らしていけることが求め
られた。家族の形態は 10年、20 年
という単位の中で大きく変化してい
く。そこに暮らすそれぞれの構成員
が家族というひとつの大きなまとま
りを維持しつつも、自律的な関係性
を保ち続けられるような住宅を目指
した。
/その時どきの気分によって

/季節や時間の流れで変化する周辺環境を取り込み、その違いが使う人の拠り所となり、
その時の気分で居場所を選べる
/環境に寄り添いオリジナリティと多様性を有する建築
/家族も、森の中を移動するようにその時々の活動に合わせて自分の場を見つける。
変化し続けることのできるベースキャンプ
/自由にそれぞれの方向を向く
家族というひとつのまとまりを維持しつつも、多様な振る舞いを受け止める、変わらぬ
器としての「家」のあり方の提案である。
/その時どきの気分によって読書をする、居心地のよい場所を選ぶ楽しみを用意

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「軸組現しとする木造在来工法」種[A-3-007]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
方だったこともあり、住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの
身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境をつくれるように、
改装を繰り返すため

/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる
改装を繰り返す

/ 木造在来工法を採用し、軸組を現しとする

2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「緩衝空間に挟まれた立体的ワンルーム」種[B-2-007]

LDK
不特定諸室
家具

-

-

/ 周辺には、東側に隣家、北側には隣家の車庫が迫っている。南側には鉄工所の作業場があり
好ましい眺望は望めない。西側には隣家の庭があるが、今後どのような変化が起こるか予測不可能
である。
周辺の風景に頼れず、距離感が必要な場所

/居場所同士に身体的な距離感を発生させている。
日射の調整もする。
LDKには優しい光が零れ落ちる。
どこか屋外の広場にいるよう
断熱性能のあるカーテンを設置し、温度分布をつくり出している。

/ 南北に緩衝空間を取り、カーテンを介して LDKを挟む

2009.01_[ 相間の谷 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな土間空間」種[C-4-004]

玄関
土間

-

-

/ 珠洲では毎年 9月の１ヶ月間、それぞれの地区で行われる年に一度の祭りにかける人々の
エネルギーが、こんなドライな時代になってもまだ失われていない。都会へ出ている若い人も、
祭りには何をおいてもここに帰ってくるほど重要なイベントとなっている。
祭りをはじめとしたイベントが行われるときに
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客

/祭りをはじめとしたイベントが行われるときに大勢の来客に対応する
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客にも対応できる。

/ 玄関に土間を設け、広くつくる
/玄関に広い土間を設ける

2001.10_[ 珠洲の住宅 ]
2018.11_[HKR]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「増床を考慮した吹抜けの梁」種[D-1-002]

吹き抜け
梁・桁
その他構造

/増床の準備

/増床

/さらに将来、各世帯のエリア
を広げたり組み替えたりする際、
/将来的に床を張れるように
/入母屋は将来的に増床可能な
よう計画しており、母屋に越し
てくる子供世帯 4人家族がそう

/増床
子供室増設
/将来的に床を張れる
/将来的に増床可能
子供世帯 4人家族が
そう遠くない未来に
改築して住める
将来的に入母屋屋根の
梁に床を張り、
2階建てにできる

/ 吹き抜けに増床を考慮した梁を架ける
/吹抜け部分に梁をかけておく
/あらかじめ根太を組む
/吹き抜け空間に床合板用の梁をかける
/テラスを設置できるように梁をかけておく
/吹き抜けに現状の間取りとは無関係に既存梁やブレースを残す

2001.06_[ 沼袋の家 ]
2010.02_[ 山談悟 ]
2018.03_[ 入母屋の離れ ]
2018.08_[ 谷陰の光 ]

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]
2019.02_[ 静岡の家 ]

遠くない未来に改築し
て住めるようにした。
/将来ロフトを設置
/家族のかたちは年々
変化するし、人間のふ
るまいは季節や天気、
体調や気分によって変

わる。そういった素朴な人間
観に立ち戻り、丁寧に空間を
構成することから、「家」に
ついて再考することが必要な
のではないかと考えている。
2連の旗竿地となっているた
め南側には将来的にも建物が

隣接することはないことを
見越して、
/適宜アップデートしていく
設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが
継続されていくことを期待
している。

/将来ロフトを設置できる
/バタフライ屋根の下の南
室はどの居場所も時間や季
節、天候の影響を大きく受
けやすい。こういった空間
を同じ屋根の下にもつこと
で、専用住宅の中にも家族
以外のリズムを持ち込み、
選択性のある開かれた生活
を営むことができると考えた。

/現在の状態が将来の「既存」として、
リノベーションの対象となるように、
今後もこの余白は鉄骨梁の上に角材を
並べてバルコニーのように使うなど、
適宜アップデートしていくことが計画
されている。設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが継続されて
いくことを期待している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「傷つきやすく温かい素材」種[#-4-004]

部位各所

-

-

/ 子供の成長 /特に子供の成長に好影響を与えるものと考えている。

/ 内部仕上げとして漆喰や聚楽、無垢のスギ板を使用する

2000.09_[ ひばりヶ丘の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「厚みのある床」種[D-4-011]

床

-

-

/1 階は将来若手のアーティストにアトリエとして使ってもらうことが想定されている。上下階で
明確な生活区画が要求され、

/1 階は将来若手のアーティストにアトリエとして使ってもらう

/２階の床に十分な厚みを持たせる

2010.02_[dada house]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中央に吹き抜け広場を持つ立体的構成」種[B-4-016]

広間・ホール
吹き抜け

-

-

/ 敷地は、元の土地を 5区画に分譲したうちのいちばん奥まった旗竿状の土地で、他の区画が
建った後には、四周を隣地の建物に囲まれ、閉塞感が生まれそうなことが容易に想像できた。
光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立することが住み手の要望であり、
床面積や部屋数で表されるような価値よりも、空間の広がりやそこに生活する家族の関係を
いかに豊かにできるかどうかが設計を進める際の判断基準となった。

/光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立する

/ 外部の庭ではなく、中央に吹き抜けの広場がある構成とする

2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「真壁」種[D-5-017]

個室
内壁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後の改修に備え、
/これからの暮らしの変化

/今後の改修に備え、
柱梁の位置が目視できる
/改築に対応しやすい
新しいヒノキの柱梁がこれからの暮らしの変化に対応する。

/ 個室内部は真壁とする
/真壁とする

2018.02_[ ハウス SY]
2018.03_[ 入母屋の離れ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「モジュール化した部材」種[D-4-001]

各所部位

/部材モジュール

-

/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。 /建方の簡略化、工期の短縮化を可能にし、

/ 部材をモジュール化する

2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木製家具」種[D-1-012]

家具

/部位改変の準備

/部位改変

/土地を耕して活性するように、住宅も「耕せる」ものとして捉え、住まい手自身が耕す自由を
もつことを目指した。

/建主が改変できる。
分割・移動・撤去が可能。

/ 家具はラワン合板製とする

2019.06_[ 耕の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「RC・W混構造」種[A-3-002]

-

/ 室変遷の構想
/改修の準備

/将来さまざまな状況の変化に対応して増改築
/プランニング上の自由度を高めること、将来の変化に対して可変性を
もたせること、メンテナンスが容易であることを考慮
/子供室など将来的に変化し得る
/住み方も使われ方もこれからどんどん変わっていくだろう。どのよう
に使われようと、どのように暮らそうと、それは住み手の自由である。

/[CASE1( 現況 )] ロフト風の寝室
[CASE2] 寝室は 1階和室に、
　　　　ロフト主寝室をテラスに改築
[CASE3]3 階テラスを子供部屋に改築
[CASE4]3 階テラスを子供部屋に改築
　　　　2階テラスをリビングに改築、
　　　　さらに広いリビングに
/プランニング上の自由度を高める
将来の変化に対して可変性をもたせる
メンテナンスが容易である
/木造 BOXは将来的変化にも対応が
可能である。
現状の木造BOXはプランに合わせて
耐力壁が各所に配置され、単体として
の耐震性も高い。

/ 硬い ( コア ) 部分は RC、柔らかな ( 増改築 ) 部分はWとする
/RC壁式ラーメン構造の空洞の箱に木造軸組を入れ子状に組み込む
/不変性の棟はRC壁式構造、可変性の棟は木造とし、水平力を負担するRC造 BOXの間に木造BOXを
挿入する
/建物全体をRCの壁で囲み、内側を木造とする
/1 階を RC造、2階を木造とした混構造とする
/下階を RC造、上階を木造とした混構造とする

2001.01_[ 世田谷上町の家 ]
2001.03_[ 千早の家 ]
2010.08_[Sg]
2018.01_[ 住居 No.40]

2018.11_[ 望月商店 ]
2019.06_[ 井の頭の家 ]
2019.07_[HINO1]

その自由さを喚起するような、引き出すような建物にしたいと思った。
/将来増改築が容易となるよう
経年変化していく木部
/将来の増改築
/この敷地は土砂崩れの危険性のあるレッドゾーンに指定されており、
土砂崩れの土圧に耐えるために、

/ 改修 ( 室変遷 )
/ 改修 ( 増改築、プラン変更 )

矩形の敷地形状に対し、大きさの異なる箱体を
ずらしながら配置することでさまざまな余白が
生まれ、それらを内部とつながる庭や
駐輪スペースとして利用している。
内部では、12の箱体をぐるりと回遊できるように
計画し、空間ごとに変化をつけるため、150mm
ずつ床レベルに変化を与えた。それに加えて
コンクリートと杉の箱体の表面に、保護材も兼ねて、
内外仕上げ色を統一した 12色の異なる色彩の
自然塗料で染め、各空間の印象を変えている。
/抜けが多くて自由で、将来どのようにも改変が可能
/将来増改築が容易となる
1階を RC造とすることで住居部に対する音の問題に
配慮すると共に、RC壁面の R部間を構造上有効な
傾斜状柱型とし、室内側の垂直面との間に断熱材を

充填することで、温度変化は小さいが気積の大きい空間とした。
人と街に愛され築いてきた 100 年という歴史に支えられ、
これからも朴納と時を刻んでいける建築を目指した。
/半地下を可能にし、上下階の騒音を低減させ、
将来の増改築に対応している。
/土砂崩れの土圧に耐える

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「薄い間仕切り壁」種[D-8-013]

個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )
内壁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後更新しやすい状態にするために、柱梁を必要に応じて補強や撤去した「既存の軸組」、内部の
筋交を取り払うための「外周部の耐震補強」、柱梁から独立した個室や水回りの「薄い間仕切りに
よるヴォリューム」の 3つの階層による簡潔な構成とした。

/今後更新しやすい
間仕切り壁は耐震要素を担わないため、自由に設置できる。

/ 柱梁から独立した個室や水回りは薄い間仕切りとする

2018.02_[ ハウス SY]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「緩衝空間に挟まれた立体的ワンルーム」種[B-2-007]

LDK
不特定諸室
家具

-

-

/ 周辺には、東側に隣家、北側には隣家の車庫が迫っている。南側には鉄工所の作業場があり
好ましい眺望は望めない。西側には隣家の庭があるが、今後どのような変化が起こるか予測不可能
である。
周辺の風景に頼れず、距離感が必要な場所

/居場所同士に身体的な距離感を発生させている。
日射の調整もする。
LDKには優しい光が零れ落ちる。
どこか屋外の広場にいるよう
断熱性能のあるカーテンを設置し、温度分布をつくり出している。

/ 南北に緩衝空間を取り、カーテンを介して LDKを挟む

2009.01_[ 相間の谷 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階の開口を省略し 2階に大開口を設ける立体的構成」種[B-4-036]

開口部
建具

-

-

/ 南側は現在空き地だが、近い将来隣家が迫って建てられることが予想されるため、 /プライバシーと開放性を両立している。

/ 将来隣家が建つと想定される方角は、1階には開口を設けず 2階に
大きく設ける

2019.05_[CARVE HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備玄関」種[C-2-002]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的には二世帯の可能性もあることから、
/将来仮に車椅子の生活になった時などは、
/暮らしの気配が漂う狭い路地、分刻みで
電車が行き交う鉄道高架、2020 年に向けて
建設中の幅の広い都市計画道路。敷地は

/ここがメインの玄関となる
/計画道路が開通した際はそちら側がもうひとつの顔となって町へ大きく開かれる。
こうして環境に呼応して立ち上がる建築が、同時にまちをゆっくりと動かし始め、この土地固有の
繋がりと豊かな開放感をつくり出すことを期待している。

/2 つ玄関を設ける
/段差のない第 2の玄関を用意する
/都市計画道路の開通に応じてエントランスを切り替えられるよう
複数方向にエントランスを設ける

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.06_[ 上大岡の家 ]
2018.11_[stir]

異なる 3つの環境に挟まれた特異な場所に位置
している。その異なるスケールや距離感、速度、
音、明るさといったものに反応しながら、環境と
共に立ち上がる建築を考えた。
計画道路が完成後、

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きく広い縁側」種[C-4-012]

縁側

-

-

/ 敷地は福島県南相馬市で、福島を代表する祭りのひとつ「相馬野馬追」の舞台として有名だ。
建主の父は、かつて相馬野馬追の総大将を務めるなど、地域の伝統行事を大切に受け継いできた人で、
昔から来客が絶えなかったそうだ。いつも誰かしらと縁側に腰掛けて話している光景が、実家の日常だった。
南相馬には雪はほとんど降らないので、季節を問わず、お茶とタバコの縁側コミュニケーションは行われてきた。
瓦屋根と共に、こうした日常の光景を残したい。地域に戻ってきた人びとの拠り所となり、日常的に交流のもてる
場をつくるために、

/縁側は人を迎えるのにちょうどよい場所だ。訪れる人にとっても、靴を脱ぐほどかしこまらず、
いつでもきてパッと立ち去れる気軽さがある。
相馬野馬迫の際には、20人前後の人びとが入れ替わり立ち替わりこの家に集まる。靴を脱ぎ収納
するための女関を設けたものの、来客は玄関を通らず広い縁側のどこからでも訪れることができる
ようにした。祭りの後、互いを労いながら広縁に集まって笑い合う地域の人びとの姿が眼に浮かぶ。
そのような光景が末長く続くことを願っている。

/ 大きな広縁を設ける

2019.03_[ 長床の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「無垢の木」種[#-4-003]

外壁
内壁
各所部位

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/経年変化
/そこで暮らす時間
/長い年月の間に古びていくよう
/経年変化による風合いと居住者の経験を重ねながら、
/将来行われるであろう改変を誘うように、

/有害ガスを出さず、調湿性があり、
施工者にも優しく、質感が柔らかく、
経年変化が美しく、構造材にもなる
/そこで暮らす時間が素直に現れてくる。
やがて風景や人の心に穏やかに馴染んで
いく。そんな想いを込めてつくり上げた
/その素材は長い年月の間に古びていく
/経年変化による風合いと居住者の経験
を重ねながら、住処の意思を支え続けて

/ 各所に無垢の木を用いる
/木に仕上げをしない
/新しい材は仕上げをしない
/壁に無垢材を用いる

2000.08_[ 韮崎みなむらの家 ]
2001.10_[ 相楽舎 ]
2009.10_[ 豊崎長屋 ( 銀舎長屋 )]
2010.05_[ 八千代の住宅 ]

2018.02_[ 雲雀の住居 ]
2018.05_[ 裾野タナカ邸 ]
2018.08_[ 辻井の家 ]
2019.06_[two house]

今後も家族の成長に伴って、
/子供スペースなどを成長に合わせて
/経年変化
/経年変化によって

/ 内壁は全て素地仕上げとする
/無垢の木を用いる
/無垢の木を用いる
/外壁の仕上げに差をつける

いくことを期待している。
/早速建主の友人のアーティストの手により壁画が
描き加えられた。
今後も家族の成長に伴って、さまざまな改変が続け
られることを期待している。
/DIY や改修も可能にした。
/木を生かして垂木を現した架構の力強さと繊細さを
表現し、経年変化を楽しめる
/経年変化によって南側が北側の色に近づき、風景の
中に馴染んでいく時間の流れを示す。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「高低差のある天井高をもつ立体的構成」種[B-4-041]

天井

-

-

/ 将来に向けて色々な使い方ができる /将来に向けて色々な使い方ができる柔軟さに配慮した。

/ 天井高に高低差を設ける

2019.05_[ 天六マチヤ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中央に中庭を持つ立体的構成」種[B-4-013]

庭
不特定諸室

-

-

/ 近い将来は住宅に取り囲まれることが予測される、土地区画整理事業区域内の角地が敷地である。
計画における重要なポイントは以下である。1. 将来の周辺環境が予測困難であるために
プライバシーを確保しながら開放感のある居住スペースとする。2. プライバシー重視による
インテリアの閉塞感や周囲に対する住宅の要塞化は地域柄避けなければならない。

/結果、平面的、立体的に居場所同士が正対することなく、周囲の環境に対して低い仰角で緩やか
に接続することができた。居る場所によって自分と「他人」や「外部環境」の距離感が変化する
仕組みである。
住宅建築は、「空間の多様性」が常に必要とされているはずである。

/ 中庭を取り囲みつつ、徐々に上りながら回転し、膨らんでいくように
居場所を作る

2010.08_[RSH：6]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の屋根」種[D-5-016]

屋根

/増築の準備

/増築

/2世帯住居への対応 /将来 3階に木造などの軽構造による増築を可能にする
2世帯住居への対応も可能

/ 木造屋根とする

2019.08_[ 小石川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「家を囲む塀の省略」種[D-3-005]

その他部位

-

-

/ 高齢化の晋住宅地に建つ住宅で、家を塀で囲み閉じるのではなく、隣人と気配を感じ合うおおらかな空間が
望まれた。
以前は塀に閉ざされた住宅が建ち並び、平日の日中は人目が少なく、時々空き巣被害も起こる地域だった。
他者を排除した住宅によって、ささやかな暮らしの支えが奪われているのではないか。多様な人や行為、モノを
受容し、地域社会に自分たちで手を加えられる余剰や、おおらかさがある場をつくりたいと考えた。

/この家が竣工した後に建て替えられた向かいの家も塀をなくし、次第に街並みも変わってきてい
る。高齢化が進みつつ近所付き合いが残るこの地域で、住人たちは庭の手入れなどをしながら見守
り合っている。

/ 家を塀で囲まず、閉じない

2018.10_[ 蝶番の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「周辺開発で役割の変わる開口」種[D-1-008]

開口部
建具

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方を囲まれることも考えられる敷地において、光や風、視線の
抜けをどのように取り入れるかを考えた住宅。
水田が宅地化された際には

/水田が宅地化された際には個室群が窓の懐となって広間に対する奥行きをつくる。

/ 周辺開発で役割の変わる開口とする

2018.05_[ いなみ野の高床 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「クリープ変形を考慮したキャンチレバーのムクリ調整」種[A-2-002]

-

-

-

/ 工期内および将来のクリープ変形 /工期内および将来のクリープ変形へと備えている。

/ キャンチレバーのヴォリューム先端にムクリをつけておく

2019.01_[ 半島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「構造体現し」種[D-8-011]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/その後は一般住居、あるいはその時の社会状況に応じた用途で活用されながらこの町家が引き継
がれていくことを期待したい。
そしてまた改修しやすいよう、
/暮らしは時間とともに変化する。住宅とは現在進行形で、つくられて、つかわれる暮らしの総体
そのものだと思う。

/また改修しやすい
/将来的に 2部屋にも分割可能
住まい方に応じて更新しやすい

/ 横架材は現しとする
/構造体を現しとする

2018.02_[ 防空壕跡のある宿 ]
2018.10_[ 上池台の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「職住領域の混在する平面的ワンルーム」種[B-1-008]

-

-

-

/ 将来食堂 ( カフェ ) を開ける /お店を開いている時には家族が少し気を遣いながら生活をする。しかし、お店が休みの時には、
大きなテーブル席で家族が食事をしたり、土間は遊べるスペースとなる。そこには、お店を営む
という生活の中での「しばり」が出てくるが、「しばり」によって生活の中にモラルが生まれ、
その家族だけの規則ができてくる。
「しばり」がその家族らしい楽しさを引き出してくれるのではないか

/ お店と住まいのスペースを分けず混在させる

2010.03_[ ぷーさん食堂 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「世帯ごとに独立したエントランスを設ける立体的構成」種[B-4-034]

玄関
アプローチ
階段

-

-

/ 設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、それ
らと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 世帯ごとに独立したエントランスを設ける

2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな屋根に覆われた前庭」種[C-1-008]

庭
屋根

-

-

/ 来訪者の対応から子供の遊び場、外での食事、ワークショップやイベントのスペースと、玄関の
役目から活動の場まで多目的な

/来訪者の対応から子供の遊び場、外での食事、ワークショップやイベントのスペースと、玄関の
役目から活動の場まで多目的な空間となる。
内部の活動を伺うように来訪者が一旦立ち止まり、無闇な侵入を緩やかに拒む結界をつくった。

/ 大きな屋根に囲まれた前庭を設ける

2019.03_[ 玉城の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「家具で居場所を作る大きなリビング」種[C-4-011]

L
家具

-

-

/ そこで行われる活動の自由度を高めたり、用途や家族構成の変化への対応
状況の変化によって

/周場所の規定をせず、季節や状況の変化によって家具を動かすことで最適な居場所をつくること
ができる。

/ リビングを大きく確保し、家具によって様々な居場所をつくることを
可能とする

2018.10_[ 加納馬場の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「リサイクルできる素材」種[#-4-002]

K
玄関
水回り
基礎
床

/リサイクルの準備

/リサイクル

/使用後
/解体後

/使用後もリサイクルできる
/再度全量がセメント原料および再生骨材として使用可能である

/ 床にリサイクル可能な材料を使う
/基礎に完全リサイクルコンクリートを用いる

2000.01_[ 土浦の住宅 ]
2001.06_[S-PRH(Steel Perfect Recycle House)]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「つくりこまない外部空間」種[#-6-001]

庭
テラスなど
その他外部

/開発の準備

/開発

/広い敷地は、ご夫妻がこれから
時間をかけて育てていく場所だ。
/中庭には祖父の育てた木々を植
樹したが、祖父のように大々的
な手入れをすることは難しいた
め、建主が少しずつ手入れして

/建主自らが時間をかけ、育てていくという。
/竣工から一年を過ぎたが、庭には草花が植
えられ、また、野菜でも育てるのだろうか、
枕木を使った段々畑が登場していた。予測不
能であるが、生き物のように成長し続けられ
る余地こそが住宅という建築の価値ではない
かと、最近思う。
/建主が少しずつ手入れして新たな庭にして
いける
/シンボルとなる樹木を剪定する以外はほと
んど手を加える必要のない、維持管理しやす
い計画としている。

/ あえて庭に緑を植えない
/庭には最低限の操作しかしない
/庭をつくり込み過ぎない
/つくりこまない庭とする
/竣工時にはつくり込まず、
これから育てる多様な庭を計画しておく

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2009.01_[ 館山の家 ]
2018.03_[ 渡りの家 ]
2018.03_[hanare]

2018.07_[SPIRAL GARDEN]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2019.08_[ ゾーニングする山 ]
2019.08_[ 船橋の家 ]

2019.08_[ 売布山手の家 ]
2019.11_[ 神奈川の家 ]

/ 植栽は計画しすぎず住みながら
徐々に開発する
/庭をつくり込み過ぎない
/庭をつくり込み過ぎない
/外部をつくり込み過ぎない
/つくりこまないテラスとする

新たな庭にしていけるように、
庭は今後、生活に合わせて手
入れしていけるように、
/維持管理しやすい
/「完成された家や庭はいら
ない。家族みんなで、家族の

成長と共に考えながら
つくり込んでいける家
のベースをつくってほ
しい」と要望された。
/将来的な増築、分筆
計画も考慮しており、

/今後使いながら
/将来的には
これから植物が育ち、
/今後
/様子を見ながら

/成長する家と庭の物語はすでに始まっている。
/まずは今秋に樹木を植え始め、住みながら
徐々に付け足し、枝葉を伐採していく予定である。
/今後使いながら育てる植物を考えていく予定。
/将来的には上下の庭が連続するように植栽が施される。
/今後庭として緑を建主自身で増やしたり、
ハンモックなどを吊るして日陰でくつろげる場所として利用する
/植栽を増やしていく

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「上下階で読み替えられる対称的な立体的室構成」種[B-4-001]

L・D・K
個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

/ 改修の準備

/改修（境となる空間の開口をふさぐ）
/将来、賃貸住宅への転用も考慮した 2世帯住宅とすること
将来、2階の寝室への移動が困難になれば

/柔軟に読み替えられるよう、1・2階を逆にした対称的な室構成とする

/将来、2階の寝室への移動が困難になれば 1階と 2階とで住み分ける
ことにも対応できるし、子世帯を賃貸にするのにも温室に面した開口に
若干手を加える ( ふさぐ ) だけですむ。

2000.01_[ 砧の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「門型フレーム」種[D-5-009]

柱
梁・桁
その他構造

/減築の準備
/解体の準備

/減築
/解体

/地震時も安心な場所が欲しいという要望を踏まえ、
若い建主のこの家に住み続けるという意志に応える高耐久な改修計画になることを目指した。
将来、既存建物がさらなる老朽化を迎え、または家族構成が変化し減築や解体を行う際、

/新しい門型フレームを延長し水回りや個室を追加できる小規模な住宅を構想している。
この改修を契機としたその先の建物の維持や変様を建主が描くことができれば、スクラップアンド
ビルドではなく、改修しながら住み続けようとする建主の意志を支えることができると考えた。

/ トラス小屋組をもつ 910mm間隔の門型フレームを追加する

2018.02_[ 越前の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内装の省略」種[D-3-004]

その他造作

-

-

/ この家は自然の中となり、自然と共にある。よって建物も自然に溶け込み時間が経つにつれて
自然の一部となるように、

/建物も自然に溶け込み時間が経つにつれて自然の一部となる

/ 目障りな内装は消す

2010.10_[ 海と山に浮かぶ家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「窓辺の家具」種[D-1-007]

開口部
建具
家具

-

-

/ 庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。 /庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 庭に面した窓にベンチを設える
/庭に面した窓に勉強机を設える

2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中庭をもつ建物配置」種[A-1-004]

庭

-

-

/ もし将来的に祖母の外出が困難になっても、
/日々の変化を感じながら、それぞれが悪い思いの快適な場所を探し過ごす自由で自然な生活スタイルながらも、
家族の繋がりをもてる家を目指した。
日々表情を変える自然

/家族がこの家で豊かに暮らしていくためには、祖母には少しでも長生きしてほしい。中庭をもつ分棟型の配置としたことで、もし将来的に祖母の外出が困難になっても、
たくさんのシーンをもつこの家を散歩して、日々いろいろな発見をしてほしい。円を中心に広がる平面は、多様な意味を内包するものとなった。
プランを中庭型にしたことで、近隣の目線を気にすることなく、どこからでも庭を介した季節の移り変わりを感じることができる。
また、躯体自体が塀の代わりとなり、敷地周辺には地域に対して閉じない環境をつくり出した。

/高さと方位を変えながら空間が展開し、抱え込まれた庭が室内と繋がる。玄関を入ると地面の石や微細な苔が出迎え、キッチン横では低木の葉や高木の幹の樹度に触れ、
葉の隙間から空を見上げる。階段を上がると見上げていた葉と同じ高さに並び、テラスから葉を見下ろす。芝生で緑化された屋上からは庭の樹々が周辺の緑と一体となる。
螺旋状の空間により、家族間の適度な距離感をつくりだしながら、日々表情を変える自然とともに過ごす生活を実現できると考えた。
高さが加わることで、普段見上げている木々の葉に触れることができ、見下ろすこともできる。方位の変化により、日光に照らされる。
葉や光に透ける葉裏の様子、落ちてくる葉影などに気付かされる。緑の見え方や色、揺らぐ枝葉の陰影や葉擦れの音など、五感をより刺激する。
さらに建築のつくる影が湿気を好む苔などの育成を可能にし、木々の影が日陰をつくり室内環境を整えるなど、お互いが補い合う。
庭と建築が共存することで、自然と人との繋がりも育まれると考えている。

/ 居住スペースを円環状に分散させ、それらを渡り廊下で繋ぐ中庭型のプランとする
/庭を囲むように二重螺旋状に建物を配置する

2018.03_[ 渡りの家 ]
2018.07_[ 箕郷町の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「溝のある梁」種[D-8-008]

梁・桁

/室分割の準備
/建具追加の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )

/将来的に間仕切りが嵌められるよう
/フレキシブルな対応

/将来的に間仕切りが嵌められる
間仕切りやカーテンレール
/フレキシブルな対応を可能としている。

/ 梁の下端に溝を掘る
/梁を差し鴨居とする

2010.05_[A House Made of Two]
2019.03_[ 鹿屋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある平面的ワンルーム」種[B-1-005]

不特定諸室

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/単身者がきたるべき配偶者とともに生活を送るための、必要最小限の壁があるシェルターの
ようなもので、時間の経過に伴い必要となったときに新たな要素を加えることが可能な設えが
要求された。
両親との同居が新たな条件として加わり、

/時間の経過に伴い必要となったときに新たな要素を加えることが可能

/ できる限りの大空間を確保する

2001.01_[ かむかふ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木の成長する余白を確保した立体的構成」種[B-4-031]

床
天井

-

-

/ 植栽が今後しっかりと成長
/緑の成長

/植栽が今後しっかりと成長できる
各層の庭に光と風が届く
/緑の成長の余白と日射を確保

/ 植栽の成長を邪魔しないようなスラブの形状とする
/木の成長の余白を考慮した構成とする

2018.09_[ 大地の家 ]
2019.08_[4+1HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ルームガーデン」種[C-1-005]

吹き抜け
その他

/増築の準備

/増築

/ライフスタイルや家族構成、周辺環境の変化に合わせて
住宅地のコミュニティを再生することを目指している。

/家の中に新たなアクティビティやコミュニティを取り込む。
高齢化する郊外の住宅地におけるリタイア世代の新しいライフスタイルや地域での活動の場となり、
環境的には奥に見える高断熱ゾーンのバッファーとなる。
植物の成長を促す。
柔軟に生活空間の再配置が行える
既存の木造住宅を優れた環境性能のストックに変え、住宅地のコミュニティを再生する

/ 透明ポリカーボネートのルームガーデンを設ける

2018.04_[ エネマネ Rハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「十分に高い天井高さ」種[C-4-008]

D
個室
吹き抜け
天井

/室分割の準備
/増築の準備

/室分割 ( 家具やカーテン追加 )
/ 増築 ( 子供室など )

/レベル 400 は将来的にふたりの子供の空間となる。
/お施主さんからの要望としては、( 中略 ) 将来の子供室のための拡張スペース ( 中略 ) がほしい、
などであった。

/いかようにも空間設定ができる
W2.0m×D1.2m×H2.0mの可動ジャイアントファニチャーを置き、
最小限の個室にしようと思っている。
/将来的には吹き抜けの一部を子供室の増築スペースとすることもできる

/ 天井高さを確保し、カーテンレールも設置する
/天井高を高くとり吹き抜けを確保する

2010.04_[ 高台の家 /G邸 ]
2018.08_[ 大八木邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「付け外し可能な建具」種[D-8-022]

建具
家具

/間取り変更の準備

/間取り変更

/「官舎」であるために、住まい手の要望に合わせてプランを考えると同時に、それに止まらず、
今後、生活や用途の変更にも対応できる必要があった。そのため、将来的に仕上げを変えたり家具
を増やしたりできる装置のような骨格としてとらえ、
さまざまな暮らしの変化

/さまざまな暮らしの変化に柔軟に対応することが可能である。

/ 建具や家具などを付け外し可能とする

2019.07_[ 物質試行 59 官舎プロジェクト ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「居室と階段が並列する平面的構成」種[B-3-006]

個室
階段室
階段

-

-

/ 建物内部については、将来に向けて、フレキシブルな空間が必要とされた。
現在は、大学生の次男がおり、長男夫婦の家族構成も未定である。

/2 世帯の家族構成の変化に伴う、さまざまな住み分け方を可能にしている。

/ 居室と 2つの階段を並列させる

2000.08_[ 政畝の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「サンルーム」種[C-1-003]

個室

-

-

/ 年齢に応じてさまざまに配慮された空間で、ライフスタイルを守り、快適に生活できる住宅を
目指した。

/洗濯物を屋内で干すことのできる

/ サンルームを設ける

2010.11_[ 楽潜居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな土間空間」種[C-4-004]

玄関
土間

-

-

/ 珠洲では毎年 9月の１ヶ月間、それぞれの地区で行われる年に一度の祭りにかける人々の
エネルギーが、こんなドライな時代になってもまだ失われていない。都会へ出ている若い人も、
祭りには何をおいてもここに帰ってくるほど重要なイベントとなっている。
祭りをはじめとしたイベントが行われるときに
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客

/祭りをはじめとしたイベントが行われるときに大勢の来客に対応する
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客にも対応できる。

/ 玄関に土間を設け、広くつくる
/玄関に広い土間を設ける

2001.10_[ 珠洲の住宅 ]
2018.11_[HKR]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「増床を考慮した吹抜けの梁」種[D-1-002]

吹き抜け
梁・桁
その他構造

/増床の準備

/増床

/さらに将来、各世帯のエリア
を広げたり組み替えたりする際、
/将来的に床を張れるように
/入母屋は将来的に増床可能な
よう計画しており、母屋に越し
てくる子供世帯 4人家族がそう

/増床
子供室増設
/将来的に床を張れる
/将来的に増床可能
子供世帯 4人家族が
そう遠くない未来に
改築して住める
将来的に入母屋屋根の
梁に床を張り、
2階建てにできる

/ 吹き抜けに増床を考慮した梁を架ける
/吹抜け部分に梁をかけておく
/あらかじめ根太を組む
/吹き抜け空間に床合板用の梁をかける
/テラスを設置できるように梁をかけておく
/吹き抜けに現状の間取りとは無関係に既存梁やブレースを残す

2001.06_[ 沼袋の家 ]
2010.02_[ 山談悟 ]
2018.03_[ 入母屋の離れ ]
2018.08_[ 谷陰の光 ]

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]
2019.02_[ 静岡の家 ]

遠くない未来に改築し
て住めるようにした。
/将来ロフトを設置
/家族のかたちは年々
変化するし、人間のふ
るまいは季節や天気、
体調や気分によって変

わる。そういった素朴な人間
観に立ち戻り、丁寧に空間を
構成することから、「家」に
ついて再考することが必要な
のではないかと考えている。
2連の旗竿地となっているた
め南側には将来的にも建物が

隣接することはないことを
見越して、
/適宜アップデートしていく
設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが
継続されていくことを期待
している。

/将来ロフトを設置できる
/バタフライ屋根の下の南
室はどの居場所も時間や季
節、天候の影響を大きく受
けやすい。こういった空間
を同じ屋根の下にもつこと
で、専用住宅の中にも家族
以外のリズムを持ち込み、
選択性のある開かれた生活
を営むことができると考えた。

/現在の状態が将来の「既存」として、
リノベーションの対象となるように、
今後もこの余白は鉄骨梁の上に角材を
並べてバルコニーのように使うなど、
適宜アップデートしていくことが計画
されている。設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが継続されて
いくことを期待している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「配管集約化」種[D-8-001]

設備

-

-

/ 将来のメンテナンス /配管の合理化と将来のメンテナンスに備えるものである。

/ 配管を集約化する

2000.10_[ 前橋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の壁」種[D-5-003]

水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )
外壁
内壁
建具
設備

/改修の準備
/設備仕様変更の準備

/改修
/設備仕様変更

/将来改築変更
/メンテナンスや将来の仕様変更
/区画整理が進むと東側に敷地が拡張するので
/生活の変化
生活や気分の変化

/将来改築変更を可能にしている
/このことにより、メンテナンスや将来の仕様変更に対応しやすいものとなっている。
/貫通できる
/木の可塑性が生活の変化に適応し、工作好きな住み手の遊びを引き出す。
生活や気分の変化に合わせて自分たちで改変していけるようにしている。
将来木壁を外してエレベーターシャフトや仏間、書庫などへ改築したり、あそのびスペースを
拡張することを想定している。

/ 水回り部は木造間仕切り壁とする
/配管・設備部分の壁を木造とする
/外壁は貫通できるような柔らかな構造とする
/W造の間仕切りとする

2000.06_[ 代沢の住宅 ]
2000.11_[n-house]
2018.02_[ 石神の家 ]
2019.12_[ あそのびハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「間仕切り壁の省略」種[D-3-002]

個室
内壁

/室分割の準備
/改修の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )
/ 改修 ( 用途変動 )

/将来子供がふたりになった場合、
/将来的に子供室へのリノベーション

/間仕切り家具で分けられる
/将来的に子供室へのリノベーションに備えている。

/ 仕切り壁は省略し、将来家具で間仕切る
/寝室を最小限の壁量とする

2001.04_[ 二俣川 S邸 ]
2018.10_[ ハウス・カメオ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「Sや RCの主構造と独立したW造の全体構法」種[A-3-010]

-

/ 改修の準備

/増床
/減床

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無碍な生活は、
/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定している。
生活が多様化し、暮らしの定義が変化する中で、庭をつくるように複雑さに向き合う建築をつくることができないか。
将来的にさまざまな使い方ができるよう可変性のある

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無得な生活は、地下室と 1階の間で自由に行える。
/木架構は、テラスや水回り、吹抜けなど、各場所の機能に応じた空間をつくることを可能にし、建物と街との接点をつくり出している。
駆体、開口、仕上げ、家具、金物、テキスタイル、植物など建築を取り巻く事物を変遷させていくことができる。木架構に沿って壁を
立てることで書斎が生まれ、カーテンを付け替えることで寝室ができ、テラスが小さな温室へと変化する。そうして現れる建築は、住宅で
ありながらオフィスにもなり、図書館、ヨガスタジオ、ギャラリーにもなる。植物が庭の中で移動し庭自体が遷ろうように、建築も街と
共に変遷する。竣工時に目的や使い方が固定されるのではなく、その街の風景に包まれながら、住まい手の要望の変化に応じて変遷する
寛容さを纏った住宅。その可能性を示したいと考えている。
木造部は耐震要素ではないため、今後使用状況に応じ増床や減床することも可能で、耐震壁もないので開口部も自由に増やすこともできる
構造とした。
木部架構には棚を自由に取り付け、植物を並べることができる。

/ 地中の巨大なRC構造、そこから伸びる鉄骨に主構造を限定し、
改修が容易なようにする
/1.8×2.6mスパンの鉄骨フレームと周囲に木架構が取り付く構成とする

2018.10_[ 酒井邸 ]
2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階に余白のある半外部空間を持つ立体的構成」種[B-4-023]

個室
収納・倉庫
縁側
庭
車庫
その他外部
外壁
柱
階段

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方
を囲まれることも考えられる敷地にお
いて、光や風、視線の抜けをどのよう
に取り入れるかを考えた住宅。
/隣接する建物に目一杯囲まれた、
間口が狭く奥行きが深く細長い谷間の
ような敷地

/周囲に対する柔らかな境界をつくっている。
周囲の住宅との距離が確保されると共に、そこで起こ
る人や車、ものが運然一体となった生活の様子が周辺
に対して開かれる。
広がった隙間はピロティに光を届ける陽だまりになる。
旗竿敷地ではあるが、壁面後退や北側斜線、高度地区
により建物の隙間や屋根越しに光や風、視線の抜けが
得られ、そうした諸処に現れる環境を増幅させる周囲
の状況によらず、終日にわたって広間に陽差しを届ける。
水田の景色を導くが、水田が宅地化された際には個室群
が窓の懐となって広間に対する奥行きをつくる。
外壁に反射する西陽を取り込み室内に投影する。
/家の下には敷地面積分の空地が、奥にはこの家と周辺
の建物に囲まれた吹き抜けが残り、そこへ光が射し、ぼ
んやりと明るい縦横にのびる空洞が大きな風通しになっ

/ 耐力壁によるピロティを設ける
/接地階には家をつくらず、約 4.5m上空に 2層分の家をもち上げる
/1 階は余白のある半外部空間として扱う

2018.05_[ いなみ野の高床 ]
2018.10_[ 街の家 ]
2019.06_[ 上原の家 ]

この家を通して、周辺の現実と向き合う
ことでひとつの建物や空間だけに終わら
ずに、周辺へポジティブに影響していく
転換点を見つけ出せたら、無理なく豊か
な環境が持続する。あるひとつがどうな
ったか、どれだけかという話は、周辺か
ら切り離されて結果的に窮屈になる。完
結するそれが裏を生み、見たくないもの
はそこに置き、目を瞑って、蓋をするよ

うで、どれだけそれが開いて
見えたとしても、実はとても
表層的で閉じている。だから
敷地の奥に隠されるはずだっ
たものや、敷地を超えた周辺
までの受け止めざるを得ない
現実を認め、周辺や街に広が
る家のあり方を目指した。
/将来敷地の北側に大規模な

幹線道路の建設が予定されて
いることから、現在の農地と
将来の住宅地という、ふたつ
の異なる敷地環境を想定して
計画する必要があった。
将来周囲が住宅地となった際
にも
将来、この場所は住宅地とな
るだろう。

てバス通りへ抜ける。そこは、街から家へ続くエントランスや
テラスであったり、友人たちと食事をしたり子供が遊ぶ庭であ
ったり、商店街と適切な距離を保つ外構であったり、大きな気
積を生かして店を出したり、家と街の間にできたその自由な場
所がきっかけとなって、この家の成り立ちは明確な方向に動き
出した。
お隣さんも窓を開けた時、その気持ちよさは同じように感じる
はずだ。奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの
家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間
だけに終わらずに、周辺へポジティブに影響していく転換点を
見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。
/周辺の風景へと視線が抜け、山からの季節風の通り道となる。
大らかに架けられた屋根下の半外部空間は、公私を越えて街の
余白として広がっていき、近隣の住宅には、その先の風景や風
が届く。住宅地の余白が繋がって街並みが展開すると、今ある

農地とは別の、風通しがよく透過性のある魅力的な住環
境が生まれる。この住宅がモデルとなり、暮らしがおの
ずと外部に溢れるような新たな街並みをつくれたら、そ
れが街の風景となる。透過性のある住宅計画が新たな住
宅地に向けたひとつ提案に繋がることを期待している。
寝室 1の開口と同幅で配置された外部倉庫と階段は、
西側の前面道路から寝室 1への視線を遮る。縁側と
外部倉庫に囲まれた内庭には、躯体の柱を室内と同様
に等間隔に配置することで、境界のない周囲に対して
プライベート性を創出している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「下地材の外壁」種[#-4-010]

外壁

/改修の準備

/改修 ( 仕上げ変更 )

/この土地は、50 年後には更地として返還しなければ
いけない定期借地の土地である。
そこで家族が変化するたびに少しずつ建物に手を入れる
ことで、その家族しか知らない建物に変化していく。
家族の記憶が蓄積され、その家族らしい「住まい」と

/建物全体を存在感のある素材で覆うことで、看板がなくても行き交う人たちの目に飛び込んで
くる建物になるのではないか
10年後には塗装するか板金を貼るかの対処をする

/ ラワン合板を外壁に使用する

2010.03_[ ぷーさん食堂 ]

して表現することを考えた。
将来食堂 ( カフェ ) を開ける
お店としての機能をもつので、看板的な
要素が必要である。
10年後には

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある駐車スペース」種[C-4-007]

車庫

/増築の準備

/増築

/将来的には冷暖房のない小さな囲炉裏の間が増築できたらという要望があった。 /増築可能

/ 増築できるように駐車スペースに余裕を確保しておく

2009.03_[ 百楽園の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「表情が変化する素材」種[#-4-001]

アプローチ
外壁
柱
梁・桁
床
天井
階段
その他造作
その他

-

-

/雨の日には、自動車がドロや石ころ
を弾いて、道路に面した家々の腰の壁
を汚し、傷つけている。
数年もすれば、
/風や雨や時間の力を借りて、
/銭湯の建つ西側は、この地区にしては
大きな区画となっている。悲しいことに

/耐候性鋼板は今は錆びが出て真っ赤
になってはいるが、それなりに色っぽ
い面白さを見せている。
数年もすれば、錆びが茶黒く安定し、
落ち着いたものとなってくるだろうと
期待している。
/雨の日には美しいぬれ色の表情を見
ることができる。
また、表面がモルタルのように硬くな
いために、風や雨や時間の力を借りて、
土の壁の表面にはワラや砂のつぶが顔
を出し、しだいに自然界にあるものの
表情に近いものになっていく。

/ 塀・外壁にコールテン鋼を使用する
/外壁に土を使う
/壁・床を柿渋塗りとする
/木材を使う
/石を使う
/自然素材を用いる ( 和紙や土など )

2000.01_[ さぬきの家 ]
2000.01_[ 土浦の住宅 ]
2001.02_[ 大和町の家 ]
2001.08_[ 黒原の家 ]

2010.05_[ 砦の家 ]
2010.05_[ 千駄ヶ谷の住宅 ]
2010.06_[Holistic Light Box]
2010.10_[ 海と山に浮かぶ家 ]

2010.10_[ 奥美濃の家 ]
2019.03_[ 大津の住宅 ]

銭湯は減っている。隣も将来どう
なるかわからない。
紫外線に反応して 2、3年後には
/場所が保持している変わらない
確かさを背景に、日々の暮らしの
時間がより鮮明に綴られていく装
置として家を考えることとした。

/時間と共に朽ちていくことで、
/時間の経過によって
/メンテナンスのため
/この家は自然の中となり、自然
と共にある。よって建物も自然に
溶け込み時間が経つにつれて自然
の一部となるように、

/これからさまざまな
気候に晒され自然の風
合いが高まるにつれ、
/周辺環境
経年変化

/ 外壁にレンガを用いる
/外部で使うスチールはコールテン鋼とする
/外部は板張りとする
/外壁をへぎ板張りとする
/外壁はレッドシダーの下見板張りとする

/柿渋は次第に赤くなっていく
/その風化の具合が風景の中で
時間の積層を示唆する役割を
もっている。
/自然素材を用いることで、工
業製品にありがちな無機質で冷
たい感覚をなくし、柔らかい表
情をもたせた。そして時間と共
に朽ちていくことで、周りの風
景に溶け込んでいくことも想定
されている。
また荒壁は、一般の人を巻き込
んでの作業である。すでに関東

周辺では荒壁の生産システムは
なくなっているので、竹 · 土の
採取に始まり、泥田、竹小舞な
ど、土塗りまでの長い工程を自
分たちで時間をかけて行った。
/いつまでたっても変わらない
のではなく、 時間の経過によっ
て表情を変えながらその魅力が
より深くなる
次第に汚れて劣化し、少しぐら
いエフロがおこって風景になじ
んでいくプロセスを楽しみにし
たい。

/経年劣化の心配がなく、経年
変化を楽しめる
/建物も自然に溶け込み時間が
経つにつれて自然の一部となる
/要望された「簡素で軽い印象」
が時とともに増し、さらに風景
に溶け込んだ家になっていくと
考えている。
/周辺環境との調和
経年変化により色味が落ち着い
ていく

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具により内外空間の繋がりが変化する平面的構成」種[B-3-034]

個室
階段室
車庫
開口部
建具

-

-

/ 建主夫婦それぞれの仕事場をもつ
ギャラリーへの来訪者
パブリックにもプライベートにも

/内部や外部などそれぞれ異なる空間が繋がり、パブリックにもプライベートにも、さまざまな
使い方ができる。

/ スチールサッシの開け閉めで内外空間の繋がり方に変化を与える

2018.08_[ 縦路地 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間空間」種[C-1-004]

D
玄関
土間
テラスなど
床

-

-

/ 建主はこの住宅でワークショップや、展示を行いたいという希望だった。
周辺を開かれた場所となるように、人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化
ゲストは
/将来店を営むことを想定し、

/人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化も考慮している。
土足で直接行き来できる
ゲストは敷地内の自然の中から靴を脱がずにテラスに上がり、ダイニングで食事ができる。
/客を引き込む場所をつくっている。

/ 土間空間を設ける
/床をタイル張り ( 土間 ) とする
/軒先の床を土間とする

2018.02_[ 雲雀の住居 ]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな吹抜け空間」種[C-4-005]

L
吹き抜け

-

-

/ 建主は障害のある人たちに、ボランティアでパントマイムを指導している。
その稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できるように、

/稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できる

/ 居間を大きな吹抜け空間にする

2001.10_[ 千駄木の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「簡易な間仕切り」種[D-1-003]

不特定諸室
内壁
開口部
建具
家具
その他造作

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/ふたりがこの世を去ったとき
/いつでも住まい手が容易に更新することができる

/一部分を賃貸できるように間仕切りを変える
/容易に取り外しができる。
いつでも住まい手が容易に更新することができる
住まい手が関われる領域を広げ、関与し続けられる場所、状況をつくることで建築に愛着をもち、
新しい家づくりの枠組みをつくることができるのではないかと考えている。

/ 家具や板、引き戸で間仕切る
/壁は梁と床に押縁を打って 3×6板を立てた簡易なものとする

2001.07_[ 木箱・西町 ]
2018.06_[SLBH1]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隠し引き戸」種[D-8-004]

内壁
開口部
建具

-

-

/ 寒暖や生活の時に応じて /軽く区分けができる

/ いくつかの隠し引き戸を壁内に仕込む

2010.01_[ 南が丘の山荘 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「外周部の耐震性確保」種[D-5-008]

外壁
その他構造
天井

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後更新しやすい状態にするために、柱梁を必要に応じて補強や撤去した「既存の軸組」、内部の
筋交を取り払うための「外周部の耐震補強」、柱梁から独立した個室や水回りの「薄い間仕切りに
よるヴォリューム」の 3つの階層による簡潔な構成とした。

/今後更新しやすい
それにより間仕切り壁は耐震要素を担わないため、自由に設置できる。

/ 外周部の壁・天井は既存の筋交を取り払い構造用合板により耐震補強
する

2018.02_[ ハウス SY]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ブレースの省略」種[D-3-003]

その他構造

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。 /自由な空間取り

/ ブレースはなくす

2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「蝶番のような木造架構接合部をもつ全体構法」種[A-3-011]

-

-

-

/ 木造在来工法は、卓越した大工技術と安定した品質の木材供給を前提として発展し、現在は
プレカットの加工精度と既製品金物の性能やバリエーションに支えられた合理的な工法である。
現状ではそれでも十分に機能しているが前提となる木材供給や大工の技量が現状の水準を確保
できるとは限らず、将来的には新たなニーズが生じて要求に応えられなくなる可能性もある。

/スペースの都合上棟部分のみの可動に留まったが屋根を架けるのには 2時間ほどしか要さず、施工上の合理性を
示すことができた。
棟の後に登り梁を架ける通常の手順では、登り梁にスラスト ( 横方向の力 ) がかかり、特にスパンが大きく梁が太く
重い場合、下の方が外に開いてしまい、施工が大変という問題がある。今回の蝶番で繋いで吊る構法はこの問題が
解決され、建て方も短く簡易化された。
棟や重い登り梁の施工性、吹抜けの足場を減らす目的に加え、木とスチールの表現を家具のようにもう少し自由に
考えたいという気持ちがあった。迫カとどこか遊びのある建て方がそのまま空間に現れ、ものづくりの楽しさが定着
したような、空間の質を獲得する試みである。家を建てることは、建主にとって、建築や地域社会について学び考える
ことができる機会でもある。家がどのようにつくられたのかを建主が住まいの中で感じ、自ら楽しい暮らしを
生み出していけるように支えていきたい。

/ 在来工法を見直し、蝶番のような木造架構の接合部とする

2018.10_[ 蝶番の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「バタフライ屋根と半外部空間の立体的構成」種[B-4-025]

吹き抜け
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )
テラスなど
屋根
開口部
建具

-

-

/ 家族のかたちは年々変化するし、人間のふるまいは季節や天気、体調や気分によって変わる。
そういった素朴な人間観に立ち戻り、丁寧に空間を構成することから、「家」について再考する
ことが必要なのではないかと考えている。
2連の旗竿地となっているため南側には将来的にも建物が隣接することはないことを見越して、

/バタフライ屋根の下の南室はどの居場所も時間や季節、天候の影響を大きく受けやすい。
こういった空間を同じ屋根の下にもつことで、専用住宅の中にも家族以外のリズムを持ち込み、
選択性のある開かれた生活を営むことができると考えた。

/ 大きく開くバタフライ屋根とし、その下に半外部的な場を集める

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「中庭を作る植栽」種[#-5-002]

庭

-

-

/ 将来は /視界を遮ると同時に適度に閉ざされた居間をつくる。将来は居間と植栽の間に、深い軒のある
開かれた中庭がつくり出されるであろう。

/ 植栽を植える

2001.01_[ 松山重信の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木造在来軸組工法の上階」種[C-5-002]

LDK
個室
フロア全体
床

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/二世帯住宅は時間の流れと共に家族の状況が大きく変化していき、建物も改修への適応力を
求められることから、
/2 階はコンクリートの人工地盤の上を自由に建て替えることを想定し、

/改修への適応力
/コンクリートの人工地盤の上を自由に建て替える

/ 在来軸組木造とする
/上階スラブ木造でフラットかつ広く確保する

2001.07_[T3 HOUSE]
2010.07_[ 本郷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「強固な基礎」種[D-8-014]

基礎

-

-

/ 地震時も安心な場所が欲しいという要望を踏まえ、
若い建主のこの家に住み続けるという意志に応える高耐久な改修計画になることを目指した。

/地震時も安心
高耐久

/ 強固な基礎とする

2018.02_[ 越前の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隣家の庭と一体化する庭の平面的構成」種[B-3-005]

庭

-

-

/ 将来も残される予定の東側隣地の庭 /この庭が将来も残される予定の東側隣地の庭と一体化し、ふたつの家がひとつの大きな庭を囲む
それぞれの独立性を保ちながらひとつの場を共有するものとして結び付けられる。
町のたたずまいが宅地の細分化の過程に委ねられるという流れに、少しでも抗うことにもなる。

/ 隣地の庭と一体化することを想定した庭とする

2000.07_[ 厚木の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹抜け空間」種[C-1-002]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/今、この住宅は次なるライフサイクルへの対応に備えて改装の構想が進みつつある。 /主室階の吹抜けの一部に床をかけて長女の部屋とする

/ 吹抜けの一部に床をかけることを想定する

2001.09_[HOUSE TM]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある室規模」種[C-4-001]

L

-

-

/ 将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される /将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される

/ 室規模にゆとりを持たせる

2000.01_[ 吉備の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「トップライト」種[D-1-001]

屋根
開口部
天井

-

-

/ 現状では開かれた土地にも見えましたが、将来的に今の環境を維持できる保証はありません。
フェンスの外側にはまだ建物が建てられていないが将来的にはどうなるかわからないため採光は
期待できなかった。
近い将来、隣地に建物が建ってしまえば 1.9m幅の開口だけが外部との接点となり、この住宅は
街の中に埋もれてしまうことでしょう。

/先々にも十分な ( 中略 ) 採光を確保する

/ トップライトを設ける

2001.06_[HOUSE 99.99( フォーナイン )]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「床段差消去」種[D-6-001]

床

-

-

/ 将来の高齢化
/将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化
/将来介護が必要になったとき
/建主ふたりの生活のみならず、その次やさらに
その次の世代の家族構成も変わり続ける状況に、

/将来の高齢化への対応
/バリアフリー
/バリアフリー
/将来的なバリアフリーでの生活に対応

/ 床の段差をなくす
/床の段差をなくす
/床の段差をなくす
/床を水平とする

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]
2001.02_[ 白のアポロン ]
2001.07_[ 木箱・西町 ]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]

時代を超えてどのように対応するか
将来的なバリアフリーでの生活に対応し、

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きいカーテン」種[D-4-012]

家具

-

-

/ プライベートとコモンを使い分ける
ものづくりが好きな奥さんが近隣の子供達のためにお絵かき教室を開いたり、妻面の軒下に伸びた
外土間でも食事をふるまったり、家族だけではなく地域の方が出入りする懐の深い使い方
近隣の子供やその家族と日常的な交流が継続して行われる

/プライベートとコモンを使い分ける

/ 土間に大きいカーテンを設ける

2018.12_[ヴィラ・ポタジェ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備出入口」種[D-2-001]

個室
開口部
建具

-

-

/( 前略 )、さらに、将来を見据えて子供の成長や家族形態の変化にも対応できる柔軟な平面計画が
主な設計の与条件であった。
/将来家族が増えた場合の寝室の使い方を提案してほしいということ

/寝室に複数の出入り口を設ける
/寝室にフレキシブルな動線をもたらしている。
将来の使い勝手に対応できる構成とした。

/ 子供室・寝室の入り口を 2つ用意する
/寝室に複数の出入り口を設ける

2000.06_[ 代沢の住宅 ]
2000.11_[U&U HOUSE]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「構造的に自律したユニット構法」種[A-3-008]

-

/増築の準備
/改修の準備

/ 増築 ( プラン変更 )
/ 解体

/改修 ( 増改築、プラン変更 )
/ リユース ( 部材再利用 )

/敷地条件やさまざまな住まい方へのアダプタビリティ
住まい方や敷地状況に合わせて
増改築
解体
リユース

/敷地条件やさまざまな住まい方へのアダプタビリティを高めている。
プランバリエーションは自由に展開可能となっている。
長さ方向への延長、棟の並列など、住まい方や敷地状況に合わせて変化する。
増改築は当然、解体も容易であり、かつての木造民家や社寺と同様に材の「お下がり ( リユース )」
が可能になる。つまり、資産としての価値とともにCO2固定量も長期に渡って保持されることが
可能になるだろう。

/ ユニット単位で構造的に自律させる

2018.06_[ 木楽の家 ]
/ 解体の準備
/リユースの準備

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「複数アクセス可能な室をもつ立体的構成」種[B-4-021]

個室
階段

/用途変動の準備

/用途変動

/たとえば親戚が泊まりに来たり、将来誰かが住み込むことになったりした場合には、
使い方や住まい方で変化する
/将来子供部屋として利用する予定
/来客時は

/道から直接アクセスできる 3階のゲストルームを独立して貸し出すことができる。
ある時は都市の道が家の奥深くまで入り込んで来る家になり、別の時には道自体がもう少し家に
属したプライベートなものになる、まちと家との距離が、使い方や住まい方で変化する家である。
/将来子供部屋として利用
/来客時は広間を客間としても利用する。

/3 階のゲストルームは直接アプローチ可能とする
/用途変更を考慮して職住空間に複数アクセス可能とする
/外からも 2階に直接アクセスできる梯子階段を設ける

2018.05_[house h]
2018.12_[ めしべの家 ]
2019.06_[two house]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「タフな素材」種[#-4-006]

部位各所

-

-

/ ここではまず激しい雨や風、そして強烈な湿気から生活を守るシェルターとしての建築のあり方
を優先
また夏から秋にかけて頻繁にやってくる台風時などの強風に備えて、

/多少のことではびくともしない空間を求めた。

/ 全ての素材をタフなものとする

2001.12_[ 屋久島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「PSを確保した躯体天井高」種[C-4-009]

不特定諸室
その他構造

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/設計にあたって、建主からの要望は
「100 年後にも住まいとして成立できる
ような家を実現して欲しい」という簡
潔なものだった。そこで、変わるもの
と変わらないものを整理したうえで、

/設備更新
将来の変更に備えた。
/水回りも含めた将来的な改修にも対応可能となっている。

/ コンクリートBOXにおいて、設備更新に十分な懐を確保する
/PSのための躯体天井高を確保する

2010.09_[ スキマのある家 ]
2018.09_[K2 House]

それらと空間との関係をデザインしていこうと思った。
設備更新
将来の変更に備え
/水回りも含めた将来的な改修

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「客室にもなる畳室」種[C-1-009]

個室
開口部
建具

-

-

/ 来客時は /来客時は客室として利用。

/ 客室にもなる畳室を設ける

2019.03_[ 松山の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「十分に高い天井高さ」種[C-4-008]

D
個室
吹き抜け
天井

/室分割の準備
/増築の準備

/室分割 ( 家具やカーテン追加 )
/ 増築 ( 子供室など )

/レベル 400 は将来的にふたりの子供の空間となる。
/お施主さんからの要望としては、( 中略 ) 将来の子供室のための拡張スペース ( 中略 ) がほしい、
などであった。

/いかようにも空間設定ができる
W2.0m×D1.2m×H2.0mの可動ジャイアントファニチャーを置き、
最小限の個室にしようと思っている。
/将来的には吹き抜けの一部を子供室の増築スペースとすることもできる

/ 天井高さを確保し、カーテンレールも設置する
/天井高を高くとり吹き抜けを確保する

2010.04_[ 高台の家 /G邸 ]
2018.08_[ 大八木邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹き抜けをもつ立体的ワンルーム」種[B-2-003]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化 /フレキシブルに使用でき増床も可能である。

/ 吹き抜けをもつ仕切りのないワンルームとする

2001.02_[ 白のアポロン ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1・2階共に水回りを設置する立体的構成」種[B-4-032]

K
水回り
(WC、
洗面所 )

/ 用途変動の準備

/用途変動 ( 増改築、プラン変更 )

/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定
している。
店舗と住居、店舗とオフィス、などさまざまな組み合わせ

/店舗と住居、店舗とオフィス、などさまざまな組み合わせで使うことができ、用途を限らない
自由度をもつ。

/1・2階共に水回りを設置する

2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「階段室を挟む立体的構成」種[B-4-010]

階段室
階段

/室変遷の構想

/室変遷

/進化し続ける社会の中で、常に先を見る目を持ち続けることを大切にし、また自然に対する
感受性の豊かな建主が、多忙な仕事をいずれは退職し、夫婦の充実した時間を過ごすための家
である。また、将来子世帯と同居し、孫世代まで長く住み続けられる家を希望されていた。
さらに将来、各世帯のエリアを広げたり組み替えたりする際、

/世代ごとに変わり続ける「2世帯の距離感」に、より柔軟に対応するシステムをつくる
当初、親世帯のみが入居し、全階を利用する。子世帯が同居し、2世帯がそれぞれのペースで仕事、
生活をする時期には、階段室を境に世帯を完全分離することができる。階段室は、互いの気配を
知り、コミュニケーションできる緩衝空間となる。
階段は切替装置の役目を果たす。

/2 つのヴォリュームで階段室を挟む

2001.06_[ 沼袋の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立した離れをもつ平面的構成」種[B-3-045]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/将来の在宅勤務の希望
/使用頻度が少なかった茶室を将来的な家族の変化に応じて活用したい
50~60 年先もコンパクトで快適に住まえるように、
今後の家族の成長に伴い、

/母屋から独立した営みを可能にし、将来の在宅勤務の希望にも対応させている。
/今後の家族の成長に伴い、それぞれの特徴を生かした柔軟な使われ方が期待できる。
可変な空間

/ 階段室に隣接して独立した離れを設ける
/離れは最低限の居室としての機能をもった可変な空間とする

2009.09_[ 小平の家 ]
2018.04_[ ハマグリさん家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある建物配置」種[A-1-005]

車庫
庭

/増築の準備
/改修の準備

/増築 ( 子供室や仕事場、
　　　  離れ、東屋など )
/ 改修 ( 外構計画 )

/これから更新されていく住まい
/現在は圏央道などの整備や住宅地開発が進み、変化の只中にある。
家族は将来、子供部屋や仕事場を森に増築する予定で、
本来固定しない、変化する生活のダイナミズムを召喚する。

/近隣では高い塀をめぐらし、庭には法律を満たす程度の植栽が
少しばかりの住宅が建ち並ぶ現状では、歳月を経ても豊かな景観に
なることは考え難い。
/前面道路の幅員拡幅工事計画を考慮した 4台分の駐車スペースが
求められた。
住み手や都市のニーズに応じて
将来的には

/これから更新されていく住まいの指標として、原風景が壊されることなく未来へと継承される原動力になればと願った。
/将来、子供部屋や仕事場を森に増築する
森の緩やかな形成史を継いでいくように、新しい家族の暮らしを重ねていく作業である。
今日、自然災害や気候変動により大地の自明性が失われる中、住居を土地の大きな物語と結び、一方本来固定しない、
変化する生活のダイナミズムを召喚する。
/庭に施した植栽が成長し、目隠しとなると共に地域の景色に貢献することが意図される。
住宅はいうまでもなく建主のための私的なものだが、外部に面する庭は地域との共有資産でもある。
/住み手や都市のニーズに応じて編集可能な領域と位置付け、外構計画や多目的な離れ・東屋の増築
集会室の機能が拡張したり、住居の離れの増築など
この建物の誕生をきっかけにコミュニティにポジティブな影響が生まれていくことを期待したい。

/ 大きな余白を設ける
/将来の周辺への増築を考慮した配置計画とする
/建築面積を必要最低限に抑え、ゆったりと庭を設ける
/建物と前面道路の間に余白を設ける

2018.03_[ 大屋根の棲家 ]
2018.10_[Eagle Woods House]
2018.10_[ 平和の家 ]
2019.03_[ 日光の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「サンルーム」種[C-1-003]

個室

-

-

/ 年齢に応じてさまざまに配慮された空間で、ライフスタイルを守り、快適に生活できる住宅を
目指した。

/洗濯物を屋内で干すことのできる

/ サンルームを設ける

2010.11_[ 楽潜居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「Sや RCの主構造と独立したW造の全体構法」種[A-3-010]

-

/ 改修の準備

/増床
/減床

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無碍な生活は、
/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定している。
生活が多様化し、暮らしの定義が変化する中で、庭をつくるように複雑さに向き合う建築をつくることができないか。
将来的にさまざまな使い方ができるよう可変性のある

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無得な生活は、地下室と 1階の間で自由に行える。
/木架構は、テラスや水回り、吹抜けなど、各場所の機能に応じた空間をつくることを可能にし、建物と街との接点をつくり出している。
駆体、開口、仕上げ、家具、金物、テキスタイル、植物など建築を取り巻く事物を変遷させていくことができる。木架構に沿って壁を
立てることで書斎が生まれ、カーテンを付け替えることで寝室ができ、テラスが小さな温室へと変化する。そうして現れる建築は、住宅で
ありながらオフィスにもなり、図書館、ヨガスタジオ、ギャラリーにもなる。植物が庭の中で移動し庭自体が遷ろうように、建築も街と
共に変遷する。竣工時に目的や使い方が固定されるのではなく、その街の風景に包まれながら、住まい手の要望の変化に応じて変遷する
寛容さを纏った住宅。その可能性を示したいと考えている。
木造部は耐震要素ではないため、今後使用状況に応じ増床や減床することも可能で、耐震壁もないので開口部も自由に増やすこともできる
構造とした。
木部架構には棚を自由に取り付け、植物を並べることができる。

/ 地中の巨大なRC構造、そこから伸びる鉄骨に主構造を限定し、
改修が容易なようにする
/1.8×2.6mスパンの鉄骨フレームと周囲に木架構が取り付く構成とする

2018.10_[ 酒井邸 ]
2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「室と庭が隣り合う平面的構成」種[B-3-002]

個室
庭
不特定諸室

/増床の準備

/増床

/単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/将来それぞれの部屋を増築する際
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。

/将来的に拡張できる
/そうして、敷地内にも隣接する住宅にも陽が当たらない、風が通らないといった裏の場所を
なくした。
庭は将来それぞれの部屋を増築する際の敷地となる。
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
持続的に手を加えることができる。
庭は家族の距離感にも影響を与える。
異なる部屋の窓と窓が重なる瞬間、家族や庭、大きな環境と多くの気配を感じられる。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 裏庭に面することで拡張可能とする
/室と庭が隣り合う構成とする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「軒裏空間と繋がる広いリビングをもつ平面的構成」種[B-3-018]

L
テラスなど
その他

-

-

/ 大勢の来客時には、 /大屋根の陰影に守られたこの場は、プライバシーを確保しながらも、外部の気候の変化を体感
させてくれる。同時にここは家の中心でありながらも、大勢の来客時には、現象として「玄関」が
立ち現れる場でもある。
来客時には玄関となるスペースだが、いわゆる「玄関室」として計画していないため、内外が
曖昧で、テラスにもなる、自由な空間になっている。

/ 内部と軒裏空間が一体となった広々としたリビングとする

2010.01_[ 深い軒裏をもつ家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具により内外空間の繋がりが変化する平面的構成」種[B-3-034]

個室
階段室
車庫
開口部
建具

-

-

/ 建主夫婦それぞれの仕事場をもつ
ギャラリーへの来訪者
パブリックにもプライベートにも

/内部や外部などそれぞれ異なる空間が繋がり、パブリックにもプライベートにも、さまざまな
使い方ができる。

/ スチールサッシの開け閉めで内外空間の繋がり方に変化を与える

2018.08_[ 縦路地 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな屋根に覆われた前庭」種[C-1-008]

庭
屋根

-

-

/ 来訪者の対応から子供の遊び場、外での食事、ワークショップやイベントのスペースと、玄関の
役目から活動の場まで多目的な

/来訪者の対応から子供の遊び場、外での食事、ワークショップやイベントのスペースと、玄関の
役目から活動の場まで多目的な空間となる。
内部の活動を伺うように来訪者が一旦立ち止まり、無闇な侵入を緩やかに拒む結界をつくった。

/ 大きな屋根に囲まれた前庭を設ける

2019.03_[ 玉城の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな庭」種[C-4-006]

庭

/増築の準備

/増築

/子供たち、親、( 中略 )、将来の孫など /南側に一棟建て増すことによって 2世帯住宅にすることが可能である。

/ 庭を広く確保する

2001.12_[ 吉礼の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸と立体的ワンルーム」種[B-2-001]

開口部
建具

-

-

/ 単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/生活の多様性を生み出す
子供の成長
/家族の必要に応じて

/場の伸縮性を期待するものである。またその重なりの多様性から伸縮に強弱をつけ、個々の場の
繋がり方やパブリックとプライベートの分節などワンルームでの小さな生活変化へと対応させている。
/家全体が一室空間であるが個室的にもなる
子供の成長にしたがって使われ方は変わっていくであろう。
/家族の必要に応じて個室化できるようにした。

/ ワンルームに収納可能なポリカーボネイト製建具を設置する
/機能を限定せず連続したワンルームとしつつ、個室的に分割できる
引き戸を設ける
/建具で仕切ることのできるワンルームとする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2001.07_[ 木箱・八千代 ]
2019.06_[ 耕の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階に余白のある半外部空間を持つ立体的構成」種[B-4-023]

個室
収納・倉庫
縁側
庭
車庫
その他外部
外壁
柱
階段

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方
を囲まれることも考えられる敷地にお
いて、光や風、視線の抜けをどのよう
に取り入れるかを考えた住宅。
/隣接する建物に目一杯囲まれた、
間口が狭く奥行きが深く細長い谷間の
ような敷地

/周囲に対する柔らかな境界をつくっている。
周囲の住宅との距離が確保されると共に、そこで起こ
る人や車、ものが運然一体となった生活の様子が周辺
に対して開かれる。
広がった隙間はピロティに光を届ける陽だまりになる。
旗竿敷地ではあるが、壁面後退や北側斜線、高度地区
により建物の隙間や屋根越しに光や風、視線の抜けが
得られ、そうした諸処に現れる環境を増幅させる周囲
の状況によらず、終日にわたって広間に陽差しを届ける。
水田の景色を導くが、水田が宅地化された際には個室群
が窓の懐となって広間に対する奥行きをつくる。
外壁に反射する西陽を取り込み室内に投影する。
/家の下には敷地面積分の空地が、奥にはこの家と周辺
の建物に囲まれた吹き抜けが残り、そこへ光が射し、ぼ
んやりと明るい縦横にのびる空洞が大きな風通しになっ

/ 耐力壁によるピロティを設ける
/接地階には家をつくらず、約 4.5m上空に 2層分の家をもち上げる
/1 階は余白のある半外部空間として扱う

2018.05_[ いなみ野の高床 ]
2018.10_[ 街の家 ]
2019.06_[ 上原の家 ]

この家を通して、周辺の現実と向き合う
ことでひとつの建物や空間だけに終わら
ずに、周辺へポジティブに影響していく
転換点を見つけ出せたら、無理なく豊か
な環境が持続する。あるひとつがどうな
ったか、どれだけかという話は、周辺か
ら切り離されて結果的に窮屈になる。完
結するそれが裏を生み、見たくないもの
はそこに置き、目を瞑って、蓋をするよ

うで、どれだけそれが開いて
見えたとしても、実はとても
表層的で閉じている。だから
敷地の奥に隠されるはずだっ
たものや、敷地を超えた周辺
までの受け止めざるを得ない
現実を認め、周辺や街に広が
る家のあり方を目指した。
/将来敷地の北側に大規模な

幹線道路の建設が予定されて
いることから、現在の農地と
将来の住宅地という、ふたつ
の異なる敷地環境を想定して
計画する必要があった。
将来周囲が住宅地となった際
にも
将来、この場所は住宅地とな
るだろう。

てバス通りへ抜ける。そこは、街から家へ続くエントランスや
テラスであったり、友人たちと食事をしたり子供が遊ぶ庭であ
ったり、商店街と適切な距離を保つ外構であったり、大きな気
積を生かして店を出したり、家と街の間にできたその自由な場
所がきっかけとなって、この家の成り立ちは明確な方向に動き
出した。
お隣さんも窓を開けた時、その気持ちよさは同じように感じる
はずだ。奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの
家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間
だけに終わらずに、周辺へポジティブに影響していく転換点を
見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。
/周辺の風景へと視線が抜け、山からの季節風の通り道となる。
大らかに架けられた屋根下の半外部空間は、公私を越えて街の
余白として広がっていき、近隣の住宅には、その先の風景や風
が届く。住宅地の余白が繋がって街並みが展開すると、今ある

農地とは別の、風通しがよく透過性のある魅力的な住環
境が生まれる。この住宅がモデルとなり、暮らしがおの
ずと外部に溢れるような新たな街並みをつくれたら、そ
れが街の風景となる。透過性のある住宅計画が新たな住
宅地に向けたひとつ提案に繋がることを期待している。
寝室 1の開口と同幅で配置された外部倉庫と階段は、
西側の前面道路から寝室 1への視線を遮る。縁側と
外部倉庫に囲まれた内庭には、躯体の柱を室内と同様
に等間隔に配置することで、境界のない周囲に対して
プライベート性を創出している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「書斎を 1階に設ける立体的構成」種[B-4-006]

個室

/室用途変動の準備

/室用途変動

/将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/1 階の書斎を寝室にすることを想定する

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「平面を複数分割し可動間仕切り戸を用いて直接繋ぐ平面的構成」種[B-3-043]

廊下
フロア全体
開口部
建具

-

-

/ 建主である料理付きの夫婦からは、将来自宅でカフェを開きたいということと、食事を色々な
場所で楽しめる家にしたいということが求められた。
今は住まいとしてのみ機能している住宅も、近い将来カフェと住宅というふたつの役割が求められ、
長い人生の中では家族の人数も変わる。

/ひとつひとつの部屋がそれぞれの機能を果たしながらも、隣り合う領域を拡張させ合うことで
相互作用を生み、予期していなかった居場所が複数現れる。
それぞれのボリュームに架けられた切妻屋根が空間を緩やかに分節しつつ、建具を開けば外部を
含めてひと繋がりの空間となる。多方向に開けられた窓から中庭やデッキ、中庭越しに見える勉強
スペースなど、内外へと視線が抜ける。
大きな平面を持ちながらも、9つに分けることで周辺のスケール感に調和させている。

/ 平面を分割し、廊下を介さず可動間仕切り戸を用いて直接繋ぐ構成と
する

2019.06_[ 安中の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「セットバックして下屋空間を持つ建物配置」種[A-1-003]

個室
収納・倉庫
玄関
広間・ホール
水回り
など

-

-

/ 計画地はベッドタウンとして近年開発が進むエリアにあり、
設計着手時はまだ 1軒も住宅が建っていない更地の状態だったため、全体区画計画図、そして近隣で先行する
同様の住宅地での建設状況からここに住宅が建ち並んだ姿を想像しながら設計を進めた。
1階では南側に接近する ( だろう ) 隣家の
同様に接近する ( だろう ) 東側隣家に

/裏側感を調停
郊外住宅地ではあまり見られない半屋外空間により外部空間利用の多種性を提示して、セットバックを能動的に
扱うことで敷地を超えて寛容さを供出したい
風景が一変してしまう宅地開発に対するわれわれの希望の態度

/主屋内部の 2室に安定した採光条件を整えた。
ポリカーボネート波板越しの光がツインカーボを通して拡散光となる。

/ セットバックして下屋を設け、エントランス・ユーティリティを配する
/セットバックして下屋を設け、透光性のある屋根として
サンルーム兼ウォークイン・クローゼットとする

2018.01_[house T]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹抜け空間」種[C-1-002]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/今、この住宅は次なるライフサイクルへの対応に備えて改装の構想が進みつつある。 /主室階の吹抜けの一部に床をかけて長女の部屋とする

/ 吹抜けの一部に床をかけることを想定する

2001.09_[HOUSE TM]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内外現しの木造部」種[A-3-009]

-

/ 改修の準備

改修 ( 外壁メンテナンス、プラン変更 )

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更
木に大切なのは手入れができること。

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更への対応を容易にする
耐火、断熱、調湿などの性能
木室空間の新しい表現
間伐材の有効利用から日本の森を育て守ることに繋がる

/ 集成材パネルを内外現しとして立ち上げる

2018.06_[ 堂前の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「螺旋状に繋がる子供室の立体的ワンルーム」種[B-2-010]

個室
廊下
階段室
吹き抜け
ロフト

/用途追加の準備

/用途追加 ( 子供室 )

/ 若い世帯では子供が生まれたばかりで、今後何人の兄弟 · 姉妹が生まれるのか定かではないので、 /将来子供室となる
まざまな要因をフレキシブルに変化させることのできるプログラム、環具による生活変化をつくる
ライブラリーキューブというわけである。ここではセミパブリックとしての、普通の住宅レベルに
ない「空間」が新たに生まれた。

/ 住み分けの接点にある棟で螺旋状に繋がる子供室を想定する

2018.07_[ クワトロ・キューブ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「前面道路との境に引き戸を設ける平面的構成」種[B-3-013]

LDK
広間・ホール
玄関
土間
庭
開口部
建具

-

-

/現代の多様化する社会や生活形態の
中での都市住宅は、しっかりした空間
の質を保ちながら、住み手のライフス
タイルやそのときどきの意思によって
使い分けられる柔軟性をもつことが
必要と考えている。
/不定期に開くカフェやヨガ教室でも
/コミュニティに融け込む
/祭りなどの時

/ 敷地の内と外についての境界も、( 中略 ) 曖昧にでき、
地域社会に対して開いていける
/冬場の日射熱を蓄熱するほか、建具の開閉により
不定期に開くカフェやヨガ教室でも内外を一体に
使えるようにしている。
/コミュニティに融け込むうえで貢献しています。
前を歩く近所の人たちと手を振り合ったり、隣の農家さん
が扉を開けて、野菜や果物を置いてくださったり、土間で
話し合ったり。庭の家庭菜園がまだなので、お返しにパン
を焼いています。家が開放的=住人の態度が開放的という
印象を与えているようで、コミュニケーションのきっかけ
になっています。

/ 道路に面した開口を設け、引き戸で間仕切る
/道路に面して建具の付いた大きな土間を設える
/入口に大きなガラス扉を設け、土間を広く確保する
/通りに面した部屋を鮮やかに彩り、引き戸で開放できるようにする
/通りに面した全面開口と通り土間のある構成とする
/道路に面した開口を設け、引き戸で間仕切る　　　　　　　　　　　など

2001.09_[ 上荻の家 ]
2018.04_[ 小高町の家 横浜のオフグリッドハウス ]
2019.01_[ グレープ・ゲイブルズ ]
2019.02_[ 天窓の町家 ]

2019.04_[ 島田の家 ]
2019.11_[ 堰の家 ]
2019.11_[ 門川の家 ]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

/今後、この土地が多様な暮らし方を
許容できる住宅地となっていくため
にも、人々の営みに寄り添い、多彩な
シーンに対応できる住まいを目指した。
暮らし方は常に変化する。何が起きるか
想定できなくとも、何かが起こるはずだ
という場所をつくることが、暮らしの
これからに繋がっていくのではないか。
ギャラリーや習い事の教室を開くなど

夏祭り
/周辺環境と共存するあり方を
探すことにした。
この辺りは商店と人の暮らしが
密接に関わってきた地域である
ため、通りに面し商店があり、
通り土間を介し住まいへと
繋がり、採光のための中庭や
裏庭がある建ち方が多い。

多用途に利用
人が集い寛ぐ
/高齢の両親や親戚、兄弟とその子供、
親友などを休日招いて大勢で集まる
/将来店を営むことを想定し、

/ 通りに開放される。
通りを彩る
/周辺環境と共存するあり方
他者と関わる
/自然 ( 山林 ) と人工 ( 住宅地 ) を
繋ぐ堰として機能する。
開け放つことで水が流れ込んで
くるように、内部にさまざまな
環境が混ざり合う。子供が中と外
関係なく走り回ったり、
バーベキューを楽しんだり、また、
ギャラリーや習い事の教室を開く
など多用途に利用できる。逆に
大きな建具を閉めると、人が集い

寛ぐリビングとなる。
/開放すると、南側の庭や北側の田園風景と
繋がり、採光や通風を確保する半屋外空間と
なる。
周囲の豊かな自然を享受できる
多人数が集まれる
人の拠り所とした。
多人数が集ってそれぞれが心地のよい距離感
や居場所を見つけ出す。公園のような場と
遊具のような拠り所を住宅に組み込み、
それが交差する場所で新しい世代の家族の
コミュニケーションを活性化させることを
目指した。
/町とひと続きになる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間と路地との境に引き戸を設ける平面的構成」種[B-3-031]

土間
その他外部
開口部
建具

/用途変動の準備

/用途変動

/人が集まる場としても機能することが想定される
鎌倉という立地を活かして、将来、土間スペースの用途拡張を視野に入れ、

/土間スペースの用途拡張

/ 土間を大きな開口を通して路地と繋ぐ

2018.05_[ 鎌倉長谷の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「機能のないインナーコート」種[C-1-007]

吹き抜け
その他
開口部
建具

-

-

/「完成された家や庭はいらない。家族みんなで、家族の成長と共に考えながらつくり込んで
いける家のベースをつくってほしい」と要望された。

/時にひとりで腹想する空間であり、友人たちが集えば音楽を奏でる空間であり、使い方が変化
する余白の空間である。
常時は使われないことも多く、しかし家族や集う人びとを惹きつける重要な存在である。

/ 機能を持たない内部の庭を設ける

2018.07_[SPIRAL GARDEN]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな吹抜け空間」種[C-4-005]

L
吹き抜け

-

-

/ 建主は障害のある人たちに、ボランティアでパントマイムを指導している。
その稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できるように、

/稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できる

/ 居間を大きな吹抜け空間にする

2001.10_[ 千駄木の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「職住領域の混在する平面的ワンルーム」種[B-1-008]

-

-

-

/ 将来食堂 ( カフェ ) を開ける /お店を開いている時には家族が少し気を遣いながら生活をする。しかし、お店が休みの時には、
大きなテーブル席で家族が食事をしたり、土間は遊べるスペースとなる。そこには、お店を営む
という生活の中での「しばり」が出てくるが、「しばり」によって生活の中にモラルが生まれ、
その家族だけの規則ができてくる。
「しばり」がその家族らしい楽しさを引き出してくれるのではないか

/ お店と住まいのスペースを分けず混在させる

2010.03_[ ぷーさん食堂 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「天井の高いがらんどうの切妻平屋ホールの立体的構成」種[B-4-022]

広間・ホール
吹き抜け
屋根
開口部
建具
天井

-

-

/ 近隣建物の今後の変化 /近隣建物の今後の変化に影響を受けにくい安定した採光環境をつくりだす。

/ 天井の高いがらんどうの切妻平屋ホールを設け、1日を通して自然光が
差し込む横一列の開口部を上部に設ける

2018.05_[house HS]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階に和室を設ける立体的構成」種[B-4-005]

個室

-

-

/ 将来は親の同居もあり得る /将来の親の居室

/1 階に和室を設ける

2000.12_[ 逗子 K邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「門の先に深く軒の出た縁側をもつ庭のある平面的構成」種[B-3-042]

縁側
庭
屋根
その他

-

-

/ 北に防府天満宮を望む
祭事には
神輿と地域住民を招くため

/祭事には南側の門を開け放ち、神輿と地域住民を招くための玄関となる。

/ 門の先に深く軒の出た縁側のある庭を設けた構成とする

2019.03_[ 防府の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「セットバックして外部空間を持つ建物配置」種[A-1-001]

アプローチ
庭
車庫
など

-

-

/100 坪あった方形の宅地が二分された細長い土地である。
東隣の半分には、いずれ建主の親族が移り住んでくる予定である。
将来東側に家がつくられたとき、

/計画地はベッドタウンとして近年開発が進むエリアにあり、設計着手時はまだ 1軒も住宅が
建っていない更地の状態だったため、全体区画計画図、そして近隣で先行する同様の住宅地での
建設状況からここに住宅が建ち並んだ姿を想像しながら設計を進めた。
西側は隣地で想定される庭

/隣接する建物に目一杯囲まれた、間口が狭く奥行きが深く細長い谷間のような敷地
この家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/将来たくさんのものが増えていく
近い将来もうひとり新しい家族が加わる予定である。

/将来東側に家がつくられたとき、庭を介しての関係ができるよう /隣地の空地に空地を添わせた両者の最大化
隣地で想定された庭に対し、アプローチと庭でセットバックすることで敷地境界線越しに空地を
隣り合わせ、住宅地に広がりを与える。
郊外住宅地ではあまり見られない半屋外空間により外部空間利用の多種性を提示して、
セットバックを能動的に扱うことで敷地を超えて寛容さを供出したい
風景が一変してしまう宅地開発に対するわれわれの希望の態度

/奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの家を通して、
周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間だけに終わらずに、
周辺へポジティブに影響していく転換点を見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。

/車庫や芝生の生えた庭は、置けるものや、やれることを考えてみると、
家の中と同じくらいたくさんあることに気付く。車庫と家と芝生の生えた
起伏のある庭は、住まい手がいろいろなことができて、それに使われる
たくさんのものを包み込むことができるように、それぞれが同じくらいの
強さをもっている。

/ 建物の配置を寄せ、庭を作る余裕を設ける
/建物を小さくし、大きな車庫と芝生の広い庭を設ける
/セットバックしてアプローチ・庭を設ける
/セットバックして駐車スペース、庭、軒下空間を設ける
/隣地からセットバックし、光を通して玄関を設ける

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2009.08_[ 車庫と家と芝生 ]

2018.01_[house T]
2018.10_[ 街の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭」種[C-1-001]

庭

-

-

/ 時間の経過と共に /この 2種類の庭が住まい手の生活を表出する余地ともなることによって、この住宅が、時間の
経過と共に住宅地に新たな風景を加えることになると考えている。

/ 中庭、庭を設ける

2000.02_[ 世田谷住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「軸組現しとする木造在来工法」種[A-3-007]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
方だったこともあり、住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの
身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境をつくれるように、
改装を繰り返すため

/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる
改装を繰り返す

/ 木造在来工法を採用し、軸組を現しとする

2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立可能な室をもつ立体的ワンルーム」種[B-2-009]

個室

/改修の準備

/改修 ( プラン変更 )

/子供
将来的に

/将来的に完全な個室とすることもできる。

/ 子供が大きくなったときに独立可能な子供室として想定する

2018.01_[ 上用賀の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内外が段階的に繋がる平面的構成」種[B-3-010]

広間・ホール
土間
庭
テラスなど

-

-

/ 前面道路は 3つの学校の通学路、散歩道としても利用され、歩行者も意外に多い。街並みとして
の今ある環境を少しでも残しながら、新しい環境と関係を提供したいと考えた。
住人相互、住人と環境、住人と地域、それぞれが日常の中でかかわりあうほんの少しのきっかけが
できればと願いつつ、ふたりの子供の成長を楽しみにしている。
/使い方に応じて

/将来的には子供たちを中心に地域の中で新たな状況が生まれることを期待している。
/使い方に応じて障子で仕切る
木製建具と障子で仕切る

/ 庭、デッキ、広間を連続させる
/庭・土間・広間を木製建具・障子で仕切る構成とする

2001.06_[W/Nハウス ]
2019.04_[ きの家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「前面道路から連続したウチニワの平面的構成」種[B-3-029]

吹き抜け
土間
その他
開口部
建具

-

-

/ ゲームクリエイターと放送作家である夫婦の住宅。ふたりとも仕事と私生活の境目がなく、
仕事はもちろん、何かものをつくったり、時には知人も招いてイベントやワークショップもできる
余白の空間があったら、と希望していた。

/ウチニワは私道や周囲の住宅地環境を引き込み、イベントやワークショップ時には知人や周囲の
人も引き込み、でも住宅の内部でもあるという、公と私の混じり合う領域である。
住宅内部に外と内、公と私が重なり合う領域を抱え込ませ、都市と住宅の間を「切る」か「繋ぐ」
かの二者択一の関係ではなく、街から私道の小さな公共空間、そしてウチニワを通じてウチへと、
外から内へ段階的に移行していく、懐の深い関係性を試みた。

/ 私道から連続したウチニワを設ける

2018.05_[ 王子の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「ルームガーデン」種[C-1-005]

吹き抜け
その他

/増築の準備

/増築

/ライフスタイルや家族構成、周辺環境の変化に合わせて
住宅地のコミュニティを再生することを目指している。

/家の中に新たなアクティビティやコミュニティを取り込む。
高齢化する郊外の住宅地におけるリタイア世代の新しいライフスタイルや地域での活動の場となり、
環境的には奥に見える高断熱ゾーンのバッファーとなる。
植物の成長を促す。
柔軟に生活空間の再配置が行える
既存の木造住宅を優れた環境性能のストックに変え、住宅地のコミュニティを再生する

/ 透明ポリカーボネートのルームガーデンを設ける

2018.04_[ エネマネ Rハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「連続性のある平面的ワンルーム」種[B-1-003]

開口部
建具

/改修の準備 ( 用途変更 )

/ 改修 ( 増改築、プラン変更 )

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に
対応づけられるはずもない。
/ただし、子供たちの成長や本の増加、私や妻の仕事の展開等に従って、さまざまな変化があるだろうと
予想している。
/法規上許容される限度いっぱいのヴォリュームをまずつくって、これから生活が変化したときに
徐々に部屋に分かれていけばよい、というのが要望であった。

/空間が持つ喚起力のようなものに期待したいと思ったのだ。
/南側に張り出すように配された書斎。
将来はその一部を子供部屋とすることも想定されている。
子供部屋が必要になれば、一時書斎を明け渡し、多目的スペースを私の仕事場にすればよい。本の増加は、多目的
スペースを図書室化して対応したい。その一部に妻の居場所を組み込むことも考えている。書斎から多目的スペース
全部が私の仕事場になる時期だってあるかもしれない。そんなふうに、いろいろな風景が現れては消えていくに
違いないが、その内部の空間は、いつもゆるやかにつながっているのだ。
/これから生活が変化したときに徐々に部屋に分かれて

/ 連続したワンルームとする
/書斎と他の空間 ( 多目的スペースなど ) を緩やかにつなぎ、開口部を
通して連続性を持たせる
/どのスペースも基本的に区切らず、ワンルームで構成する

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2001.07_[ チュウクウ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸をもつ平面的構成」種[B-3-004]

LD
個室
庭
開口部
建具

/レイアウト変更の準備

/レイアウト変更 ( 建具移動 )

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に対応づけられるはずもない。
/建主のこれまでの住まい方から、プランにはさまざまな状況に対応できるフレキシブルな空間が要求された。
/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。
/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける方だったこともあり、
住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な
環境をつくれるように、

/ 居間との関係を何段階にも調整できる。
リビングルームと一体的に使うことも可能である。
/障子を開けると空間は内部から外部へと続き、ひとつの室として機能し、また閉じると障子からの
柔らかな光が室を満たし、それぞれは完結した空間となる。
/可変空間
/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる

/ リビングと和室を引き戸で仕切る
/障子で仕切る
/可動間仕切りを用いる
/可動建具を設ける

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2000.10_[ 摂津の家 ]
2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]
2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「直接アプローチ可能なリビングの平面的構成」種[B-3-021]

L
その他外部
開口部
建具

-

-

/ 建主は音楽家の夫+雑誌編集者の妻+子供の三人家族で、敷地は夫の実家の「寺」に隣接
している。
ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間

/ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間だ。

/ リビングに道路へ直結する出入り口を設ける

2010.10_[Dual Channel House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「住み分け境界に木造壁を設ける平面的構成」種[B-3-038]

内壁

/撤去の準備

/部位撤去 ( 間仕切り壁 )

/父が亡くなり、その後を追うように母が亡くなり、
父と母が暮らしていた隣の大きな領域は無人となった。
がらんとした隣の空間をそのままにしておくわけには
いかない。
つまり死は最初から受け入れられていた。この家は、

/2 世帯を分けていた中央の本棚の下部を取り除き、そこを大きな建具に付け替えて 1階を一体的に
繋げて使えるようにした

/2 世帯住み分けの境界を木造壁とする

2019.02_[ 住居 No.1 共生住居 ]

生を楽観的に礼賛しているわけでもなく、
死というものを強調し、恐れや怯えのよう
なものとして取り出しているのではない。
死はしょうがないもの、当然なものとして
受け入れられている。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「上階テラスを覗く開口部をもつ立体的構成」種[B-4-038]

テラスなど
屋根
開口部
建具
天井

-

-

/ 母と娘がふたりで住むことになるこの家では、家族のあり方も、また場所の使い方も、時間と共に変化していくこ
とになる。その状況に対し、ただニュートラルな箱を用意するのではなく、むしろ変化していく日常が、街との関係
や家族相互の関係の中で常に再発見されていくような、そんなきっかけに満ちた空間をつくり出そうとしたのである。
それは、いつまでたっても色鍵せることない空間になるであろうし、きっと生活を豊かにしてくれるのだと思う。
そしてそのきっかけ自体は、日常性の中にすでに潜んでいることなのだと思う。

/周辺の街並みとの間にささやかな対比関係を築いている。
家族の風景を街の風景のごとく遠くに眺めたり、外の風景をまるで自分の家の中のように眺めると
いった関係は、家族と過ごすことの楽しさや、その場所に住むことの喜びを改めて顕在化してくれる。

/ 屋根形状を工夫することで天井高に高低差を生み、テラスでの生活風景
を見えるようにする

2010.09_[ 富ヶ谷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「斜めグリッドの立体的構成」種[B-4-018]

-

/1,570mmモジュール

-

/条坊制がスプロールする京都市郊外の建築。
そもそも小分けされた地割単位で、条坊グリッドに沿った計画を前提とし、建築面積をそれぞれの区画で確保した場
合、隣棟間隔が狭く、街区として窮屈である。同時に隣家との正対を余儀なくされ、互いに意味のある開口を設ける
ことは困難だ。よって必然的に表から奥に向かう一方向的な単調な空間の連なりになっている例が多く見受けられる。
この場所のように、強固な直行グリッドが支配する街区において、この建築が今後の街区における建ち方に可能性を
開いてくれるのではないかと期待している。

/この新しいグリッドは、隣棟間に 3角形の空地を生み、小面積でありながら奥行きをもたらし、
連続する通り庭のような緩衝空間を生み出す。同時に、隣家と開口が正対することを緩和するため、
少し気楽に開口を設けることができる。構成は合理的な室形状が雁行する形式となり、街区の条坊
から自由になりながらも、合理性を担保した多方向的な空間の関係性を可能とする形式となる。
この場所のように、強固な直行グリッドが支配する街区において、この建築が今後の街区における
建ち方に可能性を開いてくれるのではないかと期待している。

/ 土地区画線からグリッドを 45度傾ける

2018.01_[ 斜条坊の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「テーマのある多様な庭をもつ平面的構成」種[B-3-047]

庭

-

-

/ 敷地は駅前といってよいくらいのエリアだが、敷地を含めて周辺全体が住宅地として造成されている。いかにも
これからという感じで、辺りはまだほとんどが空き地である。そこに建物を計画するうえでは、敷地周辺の将来の
あり様を強く意識せざるを得ない。つまり今後を想像しながら計画することになる。それはいうなれば現実味のある
フィクションを想定するようなものである。
今後おそらくは郊外の住宅地として見慣れた風景が広がることになる。そう考えれば、外部環境の魅力はあまり多く
は望めないかもしれず、積極的な外部空間との関係には慎重になるべきである。

/住宅・カフェいずれも、室内に入るとそれぞれの庭に挟まれたり、庭と向き合ったりして、庭の
見え方でその場所の雰囲気が決まる。そして室内のどの場所においても、そこから見える庭がどの
ような様子なのかが、いちばんの関心事となる。結果的に、庭に対する視線や視界をコントロール
している壁の配置や開口部の位置といった空間構成の存在感は希薄に感じられる。

/ それぞれテーマのある 6つの庭を設ける

2010.12_[ 秋山のカフェ /住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「RC・W混構造」種[A-3-002]

-

/ 室変遷の構想
/改修の準備

/将来さまざまな状況の変化に対応して増改築
/プランニング上の自由度を高めること、将来の変化に対して可変性を
もたせること、メンテナンスが容易であることを考慮
/子供室など将来的に変化し得る
/住み方も使われ方もこれからどんどん変わっていくだろう。どのよう
に使われようと、どのように暮らそうと、それは住み手の自由である。

/[CASE1( 現況 )] ロフト風の寝室
[CASE2] 寝室は 1階和室に、
　　　　ロフト主寝室をテラスに改築
[CASE3]3 階テラスを子供部屋に改築
[CASE4]3 階テラスを子供部屋に改築
　　　　2階テラスをリビングに改築、
　　　　さらに広いリビングに
/プランニング上の自由度を高める
将来の変化に対して可変性をもたせる
メンテナンスが容易である
/木造 BOXは将来的変化にも対応が
可能である。
現状の木造BOXはプランに合わせて
耐力壁が各所に配置され、単体として
の耐震性も高い。

/ 硬い ( コア ) 部分は RC、柔らかな ( 増改築 ) 部分はWとする
/RC壁式ラーメン構造の空洞の箱に木造軸組を入れ子状に組み込む
/不変性の棟はRC壁式構造、可変性の棟は木造とし、水平力を負担するRC造 BOXの間に木造BOXを
挿入する
/建物全体をRCの壁で囲み、内側を木造とする
/1 階を RC造、2階を木造とした混構造とする
/下階を RC造、上階を木造とした混構造とする

2001.01_[ 世田谷上町の家 ]
2001.03_[ 千早の家 ]
2010.08_[Sg]
2018.01_[ 住居 No.40]

2018.11_[ 望月商店 ]
2019.06_[ 井の頭の家 ]
2019.07_[HINO1]

その自由さを喚起するような、引き出すような建物にしたいと思った。
/将来増改築が容易となるよう
経年変化していく木部
/将来の増改築
/この敷地は土砂崩れの危険性のあるレッドゾーンに指定されており、
土砂崩れの土圧に耐えるために、

/ 改修 ( 室変遷 )
/ 改修 ( 増改築、プラン変更 )

矩形の敷地形状に対し、大きさの異なる箱体を
ずらしながら配置することでさまざまな余白が
生まれ、それらを内部とつながる庭や
駐輪スペースとして利用している。
内部では、12の箱体をぐるりと回遊できるように
計画し、空間ごとに変化をつけるため、150mm
ずつ床レベルに変化を与えた。それに加えて
コンクリートと杉の箱体の表面に、保護材も兼ねて、
内外仕上げ色を統一した 12色の異なる色彩の
自然塗料で染め、各空間の印象を変えている。
/抜けが多くて自由で、将来どのようにも改変が可能
/将来増改築が容易となる
1階を RC造とすることで住居部に対する音の問題に
配慮すると共に、RC壁面の R部間を構造上有効な
傾斜状柱型とし、室内側の垂直面との間に断熱材を

充填することで、温度変化は小さいが気積の大きい空間とした。
人と街に愛され築いてきた 100 年という歴史に支えられ、
これからも朴納と時を刻んでいける建築を目指した。
/半地下を可能にし、上下階の騒音を低減させ、
将来の増改築に対応している。
/土砂崩れの土圧に耐える

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「書斎を 1階に設ける立体的構成」種[B-4-006]

個室

/室用途変動の準備

/室用途変動

/将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/1 階の書斎を寝室にすることを想定する

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな広間・ホール」種[C-4-003]

広間・ホール

-

-

/ 家族と地域の出会いの場、文化活動の場
将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化
/人間のほうにも空間を実践していく力が
必要だけれども、もしかしたら、それ以上に
空間のほうに空間を実践させていく力がある
のではないだろうか。住宅はあまりに日常的

/子供劇場の発表会、音楽会、会合、作品展等を行える。
将来の部屋
/そういう空間に伴う想像象力が、ダンス教室や演劇の稽古を持続させるし、家族以外の人を
呼んで一緒に過ごすことを促してくれる。

/ 開放的でゆとりあるギャラリー的な広間を設ける
/大きなホールを設ける

2001.02_[ 白のアポロン ]
2010.10_[ ホールのある住宅 ]

に生活が持続されることによって、そうした空間を実践する力が、
ある水準で均衡したものになって、どうにも動かせなくなってし
まいがちである。想像や実践を喚起するような空間があれば、
日常性の均衡を破り、空間を創造的に思考できるような別の
均衡状態へと移行させてくれるのではないか。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「トップライト」種[D-1-001]

屋根
開口部
天井

-

-

/ 現状では開かれた土地にも見えましたが、将来的に今の環境を維持できる保証はありません。
フェンスの外側にはまだ建物が建てられていないが将来的にはどうなるかわからないため採光は
期待できなかった。
近い将来、隣地に建物が建ってしまえば 1.9m幅の開口だけが外部との接点となり、この住宅は
街の中に埋もれてしまうことでしょう。

/先々にも十分な ( 中略 ) 採光を確保する

/ トップライトを設ける

2001.06_[HOUSE 99.99( フォーナイン )]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある外部空間」種[C-1-006]

庭
テラスなど
その他外部

/増築の準備
/開発の準備

/増築
/開発

/子供がまだ小さいが、大きくなって個室がほしいといったら、
/敷地のほとんどが斜面という地形に建つ住宅。
デッキや畑などの増設、木々の成長とともに、
/家族の庭仕事や日曜大工などで
/予測できない周辺環境の変化に対し、

/どこかの庭に子供たちが望む家を自分でつくらせるという両親の考えである。
/住宅内だけでなく、斜面にも生活の場を延長させている。
斜面の使われ方も広がり多様になっていく。
/デッキや菜園などに使われる。
家族の庭仕事や日曜大工などで魅力的に使いこなされることを期待している。
/外構余地を残した。

/ 子供たちのための場づくりをする庭を設ける
/斜面にデッキやベンチ、畑を設置する
/外部空間に余白を残す
/外部空間に余白を残す

2018.07_[SPIRAL GARDEN]
2019.06_[ デッキプロジェクト ]
2019.07_[ 滝山の住居 ]
2019.11_[ 門川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある平面的ワンルーム」種[B-1-005]

不特定諸室

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/単身者がきたるべき配偶者とともに生活を送るための、必要最小限の壁があるシェルターの
ようなもので、時間の経過に伴い必要となったときに新たな要素を加えることが可能な設えが
要求された。
両親との同居が新たな条件として加わり、

/時間の経過に伴い必要となったときに新たな要素を加えることが可能

/ できる限りの大空間を確保する

2001.01_[ かむかふ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「寝室と水回りが連結する平面的構成」種[B-3-007]

個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

-

-

/ 将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/ 寝室を水回りと直結させる

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「直接アプローチ可能な和室の平面的構成」種[B-3-022]

個室
アプローチ

-

-

/ 来客時には /来客時にはこの場所が玄関代りとなる時もある。

/ 来客時に玄関代りとなるよう、直接アプローチできる和室を設ける

2010.10_[ 豊田の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある大空間を持つ平面的構成」種[B-3-040]

広間・ホール
吹き抜け

-

-

/ ゲストルーム
プライベートな間柄の人を招いたり、寺のイベント
さまざまな活動

/建主家族が日常的にリビングとして使ったり勉強や仕事をするだけではなく、一部を仕切って
ゲストルームとしたり、プライベートな間柄の人を招いたり、寺のイベント時に子供の遊び場に
なるなど、さまざまな活動の受け皿となる。

/ 大きな気積のホールを持つ構成とする

2019.02_[ 網代の列柱 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「高低差のある天井高をもつ立体的構成」種[B-4-041]

天井

-

-

/ 将来に向けて色々な使い方ができる /将来に向けて色々な使い方ができる柔軟さに配慮した。

/ 天井高に高低差を設ける

2019.05_[ 天六マチヤ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある空間を持つ立体的構成」種[B-4-020]

広間・ホール
吹き抜け
テラスなど

/改修の準備
/階段追加の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )
/ 要素追加 ( 階段など )

/未来のアクティビティ
/多世代で暮らす家族の多様な生活
/これから成長していく家族
子供たち
将来の増築
/いつでも住まい手が容易に更新

/それによって、スケルトンの玄関と
インフィルの玄関との間に「空洞」が
生まれ、室内同士でありながらスケル
トンとインフィルとの間がガラスで間
仕切られたり、客間が「空洞」を挟ん
で設置され、母屋と離れの関係が生ま
れたりしてこの住環境が生まれた。
未来のアクティビティを期待させる。
「空洞」で行われたパーティ
未来の使い道が決まっておらず通常車
が置かれている。
/家族が互いに気配を感じ得ながら、
多世代で暮らす家族の多様な生活を
受けとめている。
/子供たちの遊び場、あるいは将来の

/ スケルトンにあえて空洞を残しておく
/大きな気積の余白のある空間を持つ構成とする
/隙間のある構成とする
/がらんとした余白のある構成とする
/大きな気積の余白のある中央コートを持つ構成とする
/階段を設置する余白を確保する
/大きな吹き抜けホールを中心に持つ構成とする

2018.02_[ 延岡の家 ]
2018.02_[ 越前の住宅 ]
2018.05_[ 朝霧の住居 ]
2018.06_[SLBH1]

2018.12_[ コート・ハウス ]
2019.07_[ 滝山の住居 ]
2019.11_[ 門川の家 ]

することができる
/南の大きな庭では不自由になった活動
従来のリビングは使い方が限定されて
しまって、高齢化、多世帯化する家族の
変化や要望に応えにくい。
自由な使い方や、今後起こり得る変化

/将来
/高齢の両親や親戚、兄弟とその
子供、親友などを休日招いて大勢
で集まる

増築の場として
/住まい手は各層の異なる特徴をきっかけとし、
家族で知恵を出し合い、時に衝突しながら自由に、
あるいは不自由に、リノベーションをするように
居場所を設計し構築することができる。現状の
間取りは現在の家族の状況から生まれたもので
あり、それはいつでも住まい手が容易に更新する
ことができる。住まい手が関われる領域を広げ、
関与し続けられる場所、状況をつくることで建築に
愛着をもち、新しい家づくりの枠組みをつくること
ができるのではないかと考えている。
/南の大きな庭では不自由になった活動がこの
コートでは可能になる。
下屋の便利な生活空間に取り囲まれて、生活の重心は
南面ファサードから結果的にコートに移る。

中央のコートは明るく自由な使い方や、
今後起こり得る変化を受け容れる外部の質を帯びた場所となる。
/各階のデッキを繋ぐ階段
将来設置可能
/周囲の豊かな自然を享受できる
多人数が集まれる
人の拠り所とした。
多人数が集ってそれぞれが心地のよい距離感や居場所を見つけ出す。公園の
ような場と遊具のような拠り所を住宅に組み込み、それが交差する場所で
新しい世代の家族のコミュニケーションを活性化させることを目指した。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「室用途が曖昧な立体的構成」種[B-4-004]

不特定諸室

/室変遷の構想

/室変遷

/当時、増築を繰り返し複雑に肥大化した家に老夫婦 2人で住まわれており、近い将来息子夫婦が
同居予定で、そのうち子供もふたりほど家族に加わるかもしれない。確定できないことが多く、
息子夫婦が同居する時点で
老夫婦が階段の昇降が困難になった場合は
子供が生まれた時は

/まず、最初の 2年ほどは老夫婦が 2階に住まう。
息子夫婦が同居する時点で 1階の室 2を寝室とし室 1を彼らのリビングとして使う。
老夫婦が階段の昇降が困難になった場合は 1階と 2階を入れ替えて使用する。
そのときキッチンを室 1に増設できるように配管を用意している。
また子供が生まれた時は室 3を子供室とし、主寝室を和室あるいは地下室に移動する。
それまでは地下室をホビールーム兼簞笥 ( たんす ) 置き場として使用する。

/ 各室の用途を曖昧にし、少しずつ変容できるように想定しておく

2000.09_[ 世田谷M邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「自立する増築棟と依存する既存棟の全体構法」種[A-3-006]

-

/ 減築の準備

/減築

/構造計画は、今後の既存建物の減築にも対応できるように、 /今後の既存建物の減築にも対応できる

/ 増築棟は構造的に自立させ、既存棟は増築棟に依存させる

2018.02_[ 越前の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「緩衝空間に挟まれた立体的ワンルーム」種[B-2-007]

LDK
不特定諸室
家具

-

-

/ 周辺には、東側に隣家、北側には隣家の車庫が迫っている。南側には鉄工所の作業場があり
好ましい眺望は望めない。西側には隣家の庭があるが、今後どのような変化が起こるか予測不可能
である。
周辺の風景に頼れず、距離感が必要な場所

/居場所同士に身体的な距離感を発生させている。
日射の調整もする。
LDKには優しい光が零れ落ちる。
どこか屋外の広場にいるよう
断熱性能のあるカーテンを設置し、温度分布をつくり出している。

/ 南北に緩衝空間を取り、カーテンを介して LDKを挟む

2009.01_[ 相間の谷 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな土間空間」種[C-4-004]

玄関
土間

-

-

/ 珠洲では毎年 9月の１ヶ月間、それぞれの地区で行われる年に一度の祭りにかける人々の
エネルギーが、こんなドライな時代になってもまだ失われていない。都会へ出ている若い人も、
祭りには何をおいてもここに帰ってくるほど重要なイベントとなっている。
祭りをはじめとしたイベントが行われるときに
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客

/祭りをはじめとしたイベントが行われるときに大勢の来客に対応する
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客にも対応できる。

/ 玄関に土間を設け、広くつくる
/玄関に広い土間を設ける

2001.10_[ 珠洲の住宅 ]
2018.11_[HKR]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内装の省略」種[D-3-004]

その他造作

-

-

/ この家は自然の中となり、自然と共にある。よって建物も自然に溶け込み時間が経つにつれて
自然の一部となるように、

/建物も自然に溶け込み時間が経つにつれて自然の一部となる

/ 目障りな内装は消す

2010.10_[ 海と山に浮かぶ家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間空間」種[C-1-004]

D
玄関
土間
テラスなど
床

-

-

/ 建主はこの住宅でワークショップや、展示を行いたいという希望だった。
周辺を開かれた場所となるように、人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化
ゲストは
/将来店を営むことを想定し、

/人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化も考慮している。
土足で直接行き来できる
ゲストは敷地内の自然の中から靴を脱がずにテラスに上がり、ダイニングで食事ができる。
/客を引き込む場所をつくっている。

/ 土間空間を設ける
/床をタイル張り ( 土間 ) とする
/軒先の床を土間とする

2018.02_[ 雲雀の住居 ]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸と平面的ワンルーム」種[B-1-002]

開口部
建具

-

-

/家族構成の変化を考え、
ライフスタイルの変化に対応できるように
/生活や心境の変化、あるいは家族の変化に応じて、
/使用方法に合わせて
/設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも
住まいとして成立できるような家を実現して欲しい」
という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変
わらないものを整理したうえで、それらと空間との
関係をデザインしていこうと思った。

/ フレキシブルな一空間としている。
/生活や心境の変化、あるいは家族の
変化に応じて、それらの場所を引き戸
によって臨機応変につないだり閉じたり
できるようにした。すなわち舞台や
スタジオのように、自分たちの場所を
自由に創造して楽しめる空間に
したかったのである。
/大勢の人々が集まるときは建具を開け
放ち、100 インチのスクリーンが天井から
下りてきて、さながら映画館のように使う
ことができる。このように生活上の細部を

/家族の共生、つまり「死」と「生」のサイクルの
中で、各人が使える領域が伸縮するような仕組み
可変的な生活に応答
/部屋同士の関係や庭との関係を自由に変化させたり、
子供の成長に応じて部屋の大きさや使い方を変える
ことができる。
/木製建具で仕切ることができる。
/建具でスペースを区切ることができる。
/住宅部分のプライバシー確保や職住の領域の拡張性
を図った。時にはイベントや展示会などで住宅を開放
し、さまざまな人やものとの関わり合いができる
可能性を持たせた。
開閉によって領域の拡張やプライバシー確保の役割を
担う。

定義させずに、集まりに合わせた広さを
建具でつくれるようになっている。
/将来の変更に備えた。
/間取りを建具によって 3段階くらいに
変化させられる 8畳の比較的閉じたアト
リエ、客間でもある場所は、続きの居間
部分まで使えば親子向けに 10名程度の
ワークショップができる。親しい友人
一家はダイニングまで通してのびのびと。
/暖炉のあるリビングまで開くか、
寝室までも一室空間にするかを選択できる。
将来の生活の変化も考慮している。
/畳間、居間、土間が一体的に
利用される。

/可動間仕切り+収納によって室を分割
/ワンルームを引き戸で切り替えられるようにする
/大空間を可動間仕切りで仕切る
/高い天井の不定型なワンルームを建具や家具で間仕切る
/間取りを建具によって 3段階くらいに変化させられるようにする
/建具で仕切ることのできるワンルームとする

2000.06_[ 西田邸 ]
2000.09_[ 小平の家 ]
2001.10_[ 小豆島の住宅 ]
2010.09_[ スキマのある家 ]
2018.06_[ 前後の家 ]

2019.11_[H/R/B]
2019.12_[ カモシヤ ]

2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2018.11_[HKR]
2019.02_[ 住居 No.1 共生住居 ]
2019.10_[ 加藤邸 ]
2019.11_[ 西七区の家 ]

/ 襖で室を間仕切る
/２世帯を区切りつつ、2階を可動間仕切り
のあるワンルームにして繋げる
/ワンルームに可動間仕切り戸を設ける
/ワンルームに可動間仕切り戸を設ける
/ワンルームに可動間仕切り戸を設ける
/間仕切りはすべて引き戸とする

将来の変更に備え
/この家は、時に建主が主宰するアート
プログラム「ARTIMEET( アーティミート )」
のスタジオへと変化する。
イベントはその時々で内容や規模が変わり、
家族との距離も都度変化する。
/将来の生活の変化
ゲストの有無や関係性によって
/イベント時には

/家族の共生、つまり「死」と「生」のサイクルの中で、各人が
使える領域が伸縮するような仕組み
可変的な生活に応答
/子供の成長に応じて
/場面によって
/使い勝手に応じて
/発酵料理教室を備える
時にはイベントや展示会など
さまざまな人やものとの関わり合い

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「安全性を考慮した玄関アプローチの平面的構成」種[B-3-003]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的に子供など弱者たちの危険回避のための配慮として、 /道路騒音を緩和
将来的に子供など弱者たちの危険回避

/ 道路騒音を緩和でき、少しでも交通量の少ない側に玄関アプローチを
配置する

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭に面して開口を設ける平面的構成」種[B-3-020]

広間・ホール
吹き抜け
庭
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ モミジの樹形を、成長に合わせて
/設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、
それらと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/2 階からはモミジの樹形を、成長に合わせて眺められる。
/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 植栽のある中庭に面して開口を設ける
/主要な開口は道路からは独立した三つの庭に対して開ける

2010.09_[ 黒蓮 ]
2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「小空間と小庭が全体を囲む平面的構成」種[B-3-037]

庭
その他外部
不特定諸室

-

-

/ 庭いじりを楽しむことのできる住人にとっては、庭はイニシャル・コストの小さな、コストパフォーマンスの高い
買い物である。豊かな庭は画一的な敷地と家の強い幾何学の中に変化をもたらすことができる。しかし分譲後 50年
を経て、庭がお荷物になりつつある。体力が低下した高齢者や、庭に手をかける時間のない若い世代にとっては、
庭を維持するランニング · コストは負担である。分譲住宅地では、草むしりの頻度や庭木の手入れ、駐車マナーが
家の格、住人の人格を示し始める。こうして庭は手入れを要する義務的なコストに変わっていく。
住人の細分化された要望に応える、日常使いできて管理負担の少ない

/それは隣家との境界線際の狭い隙間で、プラバシーを調整し、多様に機能化された小庭群である。
その小庭とは、勝手口回りのゴミ置きや物置、風呂から見える坪庭や布団を干す場所、雨の当たら
ない駐輪スペースなど、住人の細分化された要望に応える、日常使いできて管理負担の少ないもう
ひとつの外部空間である。そこに日当たりや通風、近隣とのプライバシーが複雑に絡み合っている。
1mほどの隙間の中で調整されてきた、外構の行儀のよさという家の顔の役割を担う、現在の分譲
住宅地ならではの庭の豊かさと合一する外構のあり方がここにある。
普通、コートハウスは中庭に開いて外周に閉じる。しかしこの家は犬走りに慎重に開くことで近隣に
対して閉鎖的にならず、かつ家族が安心して過ごせる家となる。

/ 大きな庭ではなく、小空間と小庭を関連づけて敷地境界周辺に配置する

2018.12_[ コート・ハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「世帯ごとに独立したエントランスを設ける立体的構成」種[B-4-034]

玄関
アプローチ
階段

-

-

/ 設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、それ
らと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 世帯ごとに独立したエントランスを設ける

2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「スキップフロアによる立体的構成」種[B-4-017]

-

-

-

/ イラストレータ /工芸作家である建主は、( 中略 ) 仕事場 · アトリエを備えた家で、将来地域の
人びとが集う教室を始めたいという想いをもって、
仕事や創作の場、教室というパブリックな要素を含んださまざまな活動を同時に受け入れられる
必要があり、適度な空間の多様さが必要だ。それには相応の「空間量」が不可欠だし、スペース
同士の緩やかなつながり、適切な距離感がなければとても窮屈なものになると感じた。

/仕事や創作の場、教室というパブリックな要素を含んださまざまな活動を同時に受け入れられる
それぞれのスペースに立つと他のスペースがふたつ、3つと現れ、その奥には山の緑や空の青が
見える。誰かが音を出すと、回りの壁を回折し多方面から聞こえてくる。1.5 階の床下スペースは
子供が普通に歩ける高さ ( 約 1,400mm) で、格好の居場所になっている。
収納のほか机が設置され子供の遊び場となる。

/ スキップフロアで構成し、空間を引き延ばす

2010.12_[kiti]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「地域に開放した集会室の平面的構成」種[B-3-046]

個室

-

-

/ 暮らしが都市に開かれることを目指している。 /暮らしが都市に開かれる
この建物の誕生をきっかけにコミュニティにポジティブな影響が生まれていくことを期待したい。

/ 地域に開放した集会室を設ける

2019.03_[ 日光の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「プライベート性に応じた分棟の建物配置」種[A-1-008]

-

-

-

/ この住まい手は、ひとりでゆっくり過ごすこともあれば、人を招くことも少なくない。
招く人の多少に応じて、

/招く人の多少に応じて、空間を柔軟に使い分けられるようになっている。

/ プライベート性に応じてグラデーショナルな分棟配置とする

2019.02_[ 頭町の長屋群 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「連続性のある立体的ワンルーム」種[B-2-004]

-

-

-

/ 日頃、住宅では、恣意的に細分化された構成は好ましくないと考えている。生活や人間の気持ちは絶えず微妙に変化し、移り変わるから
である。そうした変化を許容可能な空間が不可欠だと思っている。それはたとえば、広い公園とか、何もない倉庫のような空間にゆったり
と好みの家具 ( いつでも場所を変えられるもの ) に包まれている姿が原型としてある。そして広い緑の公園の中では、当然多くの他人の視
線を浴びることを前提としても、自らが広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や仲間が
一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場であることが、可変的に自在にコントロール可能な空間
装置によって、私自身のライフスタイルが投影されることである。都市の中で活動する自由度をもった空間を建築としてとらえることが、
この住宅のテーマである。

/ 広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や
仲間が一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場である
ことが、可変的に自在にコントロール可能な空間装置によって、私自身のライフスタイルが投影
される

/ 連続性のあるワンルーム

2001.07_[ ホワイトボックス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備室」種[C-2-001]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/単一な家族像と日常の
小さな生活変化、
またその将来性から、
/将来的には二世帯の
可能性もあることから、

/どちらの世帯の客間としても対応できるようにした。
また、将来の子供部屋になる可能性も想定している。
/ホスト・ファミリーを始めたいのでそのためのゲストルームにしたい

/ 予備室的な離れとして和室を設ける
/予備の部屋を設ける
/離れのような予備の部屋を設ける
/予備の部屋を設ける
/ゲストルームにすることを想定した室を追加する

2000.04_[ 山坂の家 ]
2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.09_[ ひばりヶ丘の家 ]
2000.11_[ 土佐堀の家 ]

2001.09_[HOUSE TM]

/ まだ幼いふたりの子供
/将来家族が増えたとき
/その一方で、T夫妻は
長男には音楽が好きなら
ポップスを学べる英国の
学校に進学したらといい、

長女も 18歳になったら欧米のように家を
出ていくほうがよいかもしれないという。
では改装後の中 2階は主寝室ですかと尋ね
ると、口を揃えて留学生のホスト・
ファミリーを始めたいのでそのためのゲスト
ルームにしたいとおっしゃる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木造在来軸組工法の上階」種[C-5-002]

LDK
個室
フロア全体
床

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/二世帯住宅は時間の流れと共に家族の状況が大きく変化していき、建物も改修への適応力を
求められることから、
/2 階はコンクリートの人工地盤の上を自由に建て替えることを想定し、

/改修への適応力
/コンクリートの人工地盤の上を自由に建て替える

/ 在来軸組木造とする
/上階スラブ木造でフラットかつ広く確保する

2001.07_[T3 HOUSE]
2010.07_[ 本郷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「林立する小柱」種[D-1-006]

L
柱

/室分割の準備

/室分割 ( 間仕切り追加 )

/将来子供が成長した時などに /将来子供が成長した時などに間仕切る

/ 小柱をたてておく

2018.02_[ 白金の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「厚みのある床」種[D-4-011]

床

-

-

/1 階は将来若手のアーティストにアトリエとして使ってもらうことが想定されている。上下階で
明確な生活区画が要求され、

/1 階は将来若手のアーティストにアトリエとして使ってもらう

/２階の床に十分な厚みを持たせる

2010.02_[dada house]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立可能な室をもつ立体的ワンルーム」種[B-2-009]

個室

/改修の準備

/改修 ( プラン変更 )

/子供
将来的に

/将来的に完全な個室とすることもできる。

/ 子供が大きくなったときに独立可能な子供室として想定する

2018.01_[ 上用賀の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備室」種[C-2-001]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/単一な家族像と日常の
小さな生活変化、
またその将来性から、
/将来的には二世帯の
可能性もあることから、

/どちらの世帯の客間としても対応できるようにした。
また、将来の子供部屋になる可能性も想定している。
/ホスト・ファミリーを始めたいのでそのためのゲストルームにしたい

/ 予備室的な離れとして和室を設ける
/予備の部屋を設ける
/離れのような予備の部屋を設ける
/予備の部屋を設ける
/ゲストルームにすることを想定した室を追加する

2000.04_[ 山坂の家 ]
2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.09_[ ひばりヶ丘の家 ]
2000.11_[ 土佐堀の家 ]

2001.09_[HOUSE TM]

/ まだ幼いふたりの子供
/将来家族が増えたとき
/その一方で、T夫妻は
長男には音楽が好きなら
ポップスを学べる英国の
学校に進学したらといい、

長女も 18歳になったら欧米のように家を
出ていくほうがよいかもしれないという。
では改装後の中 2階は主寝室ですかと尋ね
ると、口を揃えて留学生のホスト・
ファミリーを始めたいのでそのためのゲスト
ルームにしたいとおっしゃる。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隣地と隣地の空隙に向けて窓を開ける立体的構成」種[B-4-040]

外壁
開口部
建具

-

-

/ 敷地は、元の土地を 5区画に分譲したうちのいちばん奥まった旗竿状の土地で、他の区画が
建った後には、四周を隣地の建物に囲まれ、閉塞感が生まれそうなことが容易に想像できた。
光や風や緑が豊かな外部空間と、開放的な内部空間を両立することが住み手の要望であり、床面積
や部屋数で表されるような価値よりも、空間の広がりやそこに生活する家族の関係をいかに豊かに
できるかどうかが設計を進める際の判断基準となった。

/意識は建物の外へ、さらには敷地境界の先にまで運ばれ、家の中に入ってもまた別の外がある
ように感じられる。

/ 隣地と隣地の空隙に向かって注意深く窓を開ける

2010.12_[ ミンナノイエ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「住み分けの接点に可動間仕切りのある立体的構成」種[B-4-008]

玄関
開口部
建具

-

-

/2 世帯住宅で、夫婦の棟と母の棟を並列させ
一体として使われるであろう将来

/一体として使われるであろう将来に対応した
ふたつのスペースは引き戸を開くと一体化する。

/2 世帯の住み分けを玄関室の引き戸のみで仕切る

2001.02_[2W]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「RC・W混構造」種[A-3-002]

-

/ 室変遷の構想
/改修の準備

/将来さまざまな状況の変化に対応して増改築
/プランニング上の自由度を高めること、将来の変化に対して可変性を
もたせること、メンテナンスが容易であることを考慮
/子供室など将来的に変化し得る
/住み方も使われ方もこれからどんどん変わっていくだろう。どのよう
に使われようと、どのように暮らそうと、それは住み手の自由である。

/[CASE1( 現況 )] ロフト風の寝室
[CASE2] 寝室は 1階和室に、
　　　　ロフト主寝室をテラスに改築
[CASE3]3 階テラスを子供部屋に改築
[CASE4]3 階テラスを子供部屋に改築
　　　　2階テラスをリビングに改築、
　　　　さらに広いリビングに
/プランニング上の自由度を高める
将来の変化に対して可変性をもたせる
メンテナンスが容易である
/木造 BOXは将来的変化にも対応が
可能である。
現状の木造BOXはプランに合わせて
耐力壁が各所に配置され、単体として
の耐震性も高い。

/ 硬い ( コア ) 部分は RC、柔らかな ( 増改築 ) 部分はWとする
/RC壁式ラーメン構造の空洞の箱に木造軸組を入れ子状に組み込む
/不変性の棟はRC壁式構造、可変性の棟は木造とし、水平力を負担するRC造 BOXの間に木造BOXを
挿入する
/建物全体をRCの壁で囲み、内側を木造とする
/1 階を RC造、2階を木造とした混構造とする
/下階を RC造、上階を木造とした混構造とする

2001.01_[ 世田谷上町の家 ]
2001.03_[ 千早の家 ]
2010.08_[Sg]
2018.01_[ 住居 No.40]

2018.11_[ 望月商店 ]
2019.06_[ 井の頭の家 ]
2019.07_[HINO1]

その自由さを喚起するような、引き出すような建物にしたいと思った。
/将来増改築が容易となるよう
経年変化していく木部
/将来の増改築
/この敷地は土砂崩れの危険性のあるレッドゾーンに指定されており、
土砂崩れの土圧に耐えるために、

/ 改修 ( 室変遷 )
/ 改修 ( 増改築、プラン変更 )

矩形の敷地形状に対し、大きさの異なる箱体を
ずらしながら配置することでさまざまな余白が
生まれ、それらを内部とつながる庭や
駐輪スペースとして利用している。
内部では、12の箱体をぐるりと回遊できるように
計画し、空間ごとに変化をつけるため、150mm
ずつ床レベルに変化を与えた。それに加えて
コンクリートと杉の箱体の表面に、保護材も兼ねて、
内外仕上げ色を統一した 12色の異なる色彩の
自然塗料で染め、各空間の印象を変えている。
/抜けが多くて自由で、将来どのようにも改変が可能
/将来増改築が容易となる
1階を RC造とすることで住居部に対する音の問題に
配慮すると共に、RC壁面の R部間を構造上有効な
傾斜状柱型とし、室内側の垂直面との間に断熱材を

充填することで、温度変化は小さいが気積の大きい空間とした。
人と街に愛され築いてきた 100 年という歴史に支えられ、
これからも朴納と時を刻んでいける建築を目指した。
/半地下を可能にし、上下階の騒音を低減させ、
将来の増改築に対応している。
/土砂崩れの土圧に耐える

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな吹抜け空間」種[C-4-005]

L
吹き抜け

-

-

/ 建主は障害のある人たちに、ボランティアでパントマイムを指導している。
その稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できるように、

/稽古場として、また知り合いを集めての発表の場として利用できる

/ 居間を大きな吹抜け空間にする

2001.10_[ 千駄木の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「田の字型プランの平面的ワンルーム」種[B-1-014]

建具

-

-

/ 家族のかたちは年々変化するし、人間のふるまいは季節や天気、体調や気分によって変わる。
そういった素朴な人間観に立ち戻り、丁寧に空間を構成することから、「家」について再考する
ことが必要なのではないかと考えている。
将来的に家族構成などが変化しても

/建具により小さな 4つの室にも分割でき、将来的に家族構成などが変化してもさまざまな
使われ方が可能。

/ 田の字型プランとし、建具で 4つの室に分割できる一室空間とする

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「室と庭が隣り合う平面的構成」種[B-3-002]

個室
庭
不特定諸室

/増床の準備

/増床

/単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/将来それぞれの部屋を増築する際
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。

/将来的に拡張できる
/そうして、敷地内にも隣接する住宅にも陽が当たらない、風が通らないといった裏の場所を
なくした。
庭は将来それぞれの部屋を増築する際の敷地となる。
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
持続的に手を加えることができる。
庭は家族の距離感にも影響を与える。
異なる部屋の窓と窓が重なる瞬間、家族や庭、大きな環境と多くの気配を感じられる。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 裏庭に面することで拡張可能とする
/室と庭が隣り合う構成とする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭に面して開口を設ける平面的構成」種[B-3-020]

広間・ホール
吹き抜け
庭
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ モミジの樹形を、成長に合わせて
/設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、
それらと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/2 階からはモミジの樹形を、成長に合わせて眺められる。
/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 植栽のある中庭に面して開口を設ける
/主要な開口は道路からは独立した三つの庭に対して開ける

2010.09_[ 黒蓮 ]
2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「半外部バルコニーを設ける平面的構成」種[B-3-032]

テラスなど

-

-

/ 外壁メンテナンスや将来的なプラン変更
木に大切なのは手入れができること。
また将来、周囲に密集して建物が立ったときにも

/バルコニーは空中にもち上げられた庭であり、軒であり、周囲との緩衝領域となる
メンテナンス時の作業スペースでもある。

/ 外壁と外皮の間に半外部空間のバルコニーを設ける

2018.06_[ 堂前の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「増床を考慮した吹抜けの梁」種[D-1-002]

吹き抜け
梁・桁
その他構造

/増床の準備

/増床

/さらに将来、各世帯のエリア
を広げたり組み替えたりする際、
/将来的に床を張れるように
/入母屋は将来的に増床可能な
よう計画しており、母屋に越し
てくる子供世帯 4人家族がそう

/増床
子供室増設
/将来的に床を張れる
/将来的に増床可能
子供世帯 4人家族が
そう遠くない未来に
改築して住める
将来的に入母屋屋根の
梁に床を張り、
2階建てにできる

/ 吹き抜けに増床を考慮した梁を架ける
/吹抜け部分に梁をかけておく
/あらかじめ根太を組む
/吹き抜け空間に床合板用の梁をかける
/テラスを設置できるように梁をかけておく
/吹き抜けに現状の間取りとは無関係に既存梁やブレースを残す

2001.06_[ 沼袋の家 ]
2010.02_[ 山談悟 ]
2018.03_[ 入母屋の離れ ]
2018.08_[ 谷陰の光 ]

2018.10_[ 二連旗竿地の家 ]
2019.02_[ 静岡の家 ]

遠くない未来に改築し
て住めるようにした。
/将来ロフトを設置
/家族のかたちは年々
変化するし、人間のふ
るまいは季節や天気、
体調や気分によって変

わる。そういった素朴な人間
観に立ち戻り、丁寧に空間を
構成することから、「家」に
ついて再考することが必要な
のではないかと考えている。
2連の旗竿地となっているた
め南側には将来的にも建物が

隣接することはないことを
見越して、
/適宜アップデートしていく
設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが
継続されていくことを期待
している。

/将来ロフトを設置できる
/バタフライ屋根の下の南
室はどの居場所も時間や季
節、天候の影響を大きく受
けやすい。こういった空間
を同じ屋根の下にもつこと
で、専用住宅の中にも家族
以外のリズムを持ち込み、
選択性のある開かれた生活
を営むことができると考えた。

/現在の状態が将来の「既存」として、
リノベーションの対象となるように、
今後もこの余白は鉄骨梁の上に角材を
並べてバルコニーのように使うなど、
適宜アップデートしていくことが計画
されている。設計者の手を離れても、
さらなるリノベーションが継続されて
いくことを期待している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな開口部」種[D-4-006]

L
開口部
建具

-

-

/ 母と娘がふたりで住むことになるこの家では、家族のあり方も、また場所の使い方も、時間と共に変化していく
ことになる。その状況に対し、ただニュートラルな箱を用意するのではなく、むしろ変化していく日常が、街との
関係や家族相互の関係の中で常に再発見されていくような、そんなきっかけに満ちた空間をつくり出そうとしたの
である。それは、いつまでたっても色鍵せることない空間になるであろうし、きっと生活を豊かにしてくれるのだ
と思う。そしてそのきっかけ自体は、日常性の中にすでに潜んでいることなのだと思う。

/家の中でありながらまるで街のただ中にいるような、内外が反転したかのような開放感を獲得
している。

/ 様々な距離の風景を眺められる大開口を設ける

2010.09_[ 富ヶ谷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「廊下のない立体的ワンルーム」種[B-2-008]

廊下

-

-

/ 今後の多様な生活スタイルに対応可能とするため /現在は一部賃貸スペースであるが、そのどの部分を隔てるかによって、今後の多様な生活スタイル
に対応可能とするためである。

/ 廊下を設けず、各室を直接繋げる

2010.11_[ スイミーハウス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「機能のないインナーコート」種[C-1-007]

吹き抜け
その他
開口部
建具

-

-

/「完成された家や庭はいらない。家族みんなで、家族の成長と共に考えながらつくり込んで
いける家のベースをつくってほしい」と要望された。

/時にひとりで腹想する空間であり、友人たちが集えば音楽を奏でる空間であり、使い方が変化
する余白の空間である。
常時は使われないことも多く、しかし家族や集う人びとを惹きつける重要な存在である。

/ 機能を持たない内部の庭を設ける

2018.07_[SPIRAL GARDEN]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「収納スペースを多く持つ立体的構成」種[B-4-035]

フロア全体
家具
階段
部位各所

-

-

/ 将来たくさんのものが増えていく /将来たくさんのものが増えていくけど、それでもまだきちんと入ってしまうような空間。

/ ものを置くための大きな収納として規模を調整したインテリアを計画
する

2009.08_[ 車庫と家と芝生 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「書斎を 1階に設ける立体的構成」種[B-4-006]

個室

/室用途変動の準備

/室用途変動

/将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/1 階の書斎を寝室にすることを想定する

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「床レベルを高くする建物配置」種[A-1-007]

-

-

-

/ 半島先端であるがゆえに周囲を遮るものもなく、しばしば強風や大波に曝される荒々しい
土地柄は脅威でもあり、ここではフレームは心もとない。求めるべきは、この土地の魅力は拡張し、
その脅威は低減する建築的地形の創出であると考えた。

/高潮から逃れ、同時に、冬には居住域を北西からの季節風から守り、夏は南東からの海風を
受け止める
北~西に広がる工業地帯の風景もこれによってトリミングされる
そのウィングに内包される空間は遠く東に広がる水平線と対時し、南からの陽光を受け取ること
にもなるだろう。

/RC造の大ボリュームを高い位置に配置する

2019.01_[ 半島の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな土間空間」種[C-4-004]

玄関
土間

-

-

/ 珠洲では毎年 9月の１ヶ月間、それぞれの地区で行われる年に一度の祭りにかける人々の
エネルギーが、こんなドライな時代になってもまだ失われていない。都会へ出ている若い人も、
祭りには何をおいてもここに帰ってくるほど重要なイベントとなっている。
祭りをはじめとしたイベントが行われるときに
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客

/祭りをはじめとしたイベントが行われるときに大勢の来客に対応する
/大広間や畳間でイベントをする際の大人数の来客にも対応できる。

/ 玄関に土間を設け、広くつくる
/玄関に広い土間を設ける

2001.10_[ 珠洲の住宅 ]
2018.11_[HKR]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「壁式RC造」種[A-3-013]

-

-

-

/ 将来の家族構成の変化 /耐震 · 防火性
将来の家族構成の変化に備えようという姿勢

/ 壁式 RC造とする

2019.08_[ 小石川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「螺旋状に繋がる子供室の立体的ワンルーム」種[B-2-010]

個室
廊下
階段室
吹き抜け
ロフト

/用途追加の準備

/用途追加 ( 子供室 )

/ 若い世帯では子供が生まれたばかりで、今後何人の兄弟 · 姉妹が生まれるのか定かではないので、 /将来子供室となる
まざまな要因をフレキシブルに変化させることのできるプログラム、環具による生活変化をつくる
ライブラリーキューブというわけである。ここではセミパブリックとしての、普通の住宅レベルに
ない「空間」が新たに生まれた。

/ 住み分けの接点にある棟で螺旋状に繋がる子供室を想定する

2018.07_[ クワトロ・キューブ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「交差点に向かってアプローチを大きく開く平面的構成」種[B-3-014]

アプローチ

-

-

/ クライアントから示された 3つの条件は、平屋、ゲストでなく家族の満足のための家、そして
車の利便性。これらを融合するために渡辺さんが用いたのは、クライアントと地域住民に対して
時間を経てその意味が増幅する外部空間だ。

/公開空地の要素は勿論、事故率が高い交差点の視界を広げ、街区に目に見えない安全性を
与えている

/ 交差点に向かってアプローチを大きく開く

2001.11_[ 成城の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間と路地との境に引き戸を設ける平面的構成」種[B-3-031]

土間
その他外部
開口部
建具

/用途変動の準備

/用途変動

/人が集まる場としても機能することが想定される
鎌倉という立地を活かして、将来、土間スペースの用途拡張を視野に入れ、

/土間スペースの用途拡張

/ 土間を大きな開口を通して路地と繋ぐ

2018.05_[ 鎌倉長谷の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「トップライト」種[D-1-001]

屋根
開口部
天井

-

-

/ 現状では開かれた土地にも見えましたが、将来的に今の環境を維持できる保証はありません。
フェンスの外側にはまだ建物が建てられていないが将来的にはどうなるかわからないため採光は
期待できなかった。
近い将来、隣地に建物が建ってしまえば 1.9m幅の開口だけが外部との接点となり、この住宅は
街の中に埋もれてしまうことでしょう。

/先々にも十分な ( 中略 ) 採光を確保する

/ トップライトを設ける

2001.06_[HOUSE 99.99( フォーナイン )]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「手が届く高さの梁」種[D-4-004]

梁・桁
その他構造
天井

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/空間を区切ったり、拡張したり、カスタマイズを単純に行えるよう /柱や梁に直に触れられるようにしておくことで、空間を区切ったり、拡張したり、カスタマイズ
を単純に行えるよう配慮した。

/ 小屋東を現しにして天井を高くしつつ、すぐに手が届く高さに梁を
架ける

2010.05_[A House Made of Two]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内なる和室と立体的ワンルーム」種[B-2-005]

個室

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/若い家族ゆえに将来への変容の可能性を与える /将来への変容の可能性

/ 最大限のヴォリュームを確保し、畳室を内なる空間、その他すべてを
ワンルームとする

2001.07_[ 海の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間空間」種[C-1-004]

D
玄関
土間
テラスなど
床

-

-

/ 建主はこの住宅でワークショップや、展示を行いたいという希望だった。
周辺を開かれた場所となるように、人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化
ゲストは
/将来店を営むことを想定し、

/人びとを招き入れ、集うことのできる
/将来の生活の変化も考慮している。
土足で直接行き来できる
ゲストは敷地内の自然の中から靴を脱がずにテラスに上がり、ダイニングで食事ができる。
/客を引き込む場所をつくっている。

/ 土間空間を設ける
/床をタイル張り ( 土間 ) とする
/軒先の床を土間とする

2018.02_[ 雲雀の住居 ]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]
2019.12_[ 河谷家の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「世帯ごとに独立したエントランスを設ける立体的構成」種[B-4-034]

玄関
アプローチ
階段

-

-

/ 設計にあたって、建主からの要望は「100 年後にも住まいとして成立できるような家を実現して
欲しい」という簡潔なものだった。そこで、変わるものと変わらないものを整理したうえで、それ
らと空間との関係をデザインしていこうと思った。
また将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせるため、

/将来的な変遷にも対応できる自立性をもたせる

/ 世帯ごとに独立したエントランスを設ける

2010.09_[ スキマのある家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「主階を上階とする立体的構成」種[B-4-002]

フロア全体

/改修の準備

/改修 ( 下階の増改築、プラン変更 )

/周辺が建て込んできても
/ふたりとも仕事をもっていて子供はまだいない。
土地の大きさから考えて 2階建てにせざるを得ない
のだけれど、仕事をもつ主婦のためにもできれば
夫婦の生活は上のフロアーだけですむようにしたい
将来の子供
/将来 2世帯として住むことを視野に入れた明確な

/ 周辺が建て込んできても影響を受けにくい
/客用あるいは将来の子供室
/1 階を改造し 2世帯住宅として使う
/可変性のある空間要素と回遊性をもたせることで、多様な関係性が生まれる。
また、このことによって生じる断面的なズレは、天井面の高さを低く抑え、フラットにつなげる
ことで軒下空間のような拡がりのある曖昧な外部空間を存在させる。
/将来周囲が住宅地となった際にも変わらず景観が望める
外部のアプローチから浮いたヴォリームの中に潜り込むように階段を上ると、大らかな気積を
もった生活空間が、その先の眺望に繋がる。

/主階を 2階とする
/上階で完結させ、下階に余裕を持たせる
/2 階を主室としつつ、1階にも玄関やトイレ、幾つかの室 ( 予備室含む ) を設け、
ゆったりとしたプランとする
/2 階は生活空間の中心、1階は最小限のスペースとする
/主階を 2階とする

2000.07_[ 厚木の住宅 ]
2000.12_[ 台形集成材の家 -11]
2001.02_[ 香椎の家 ]
2001.09_[ 東豊中の住宅 ]

2019.06_[ 上原の家 ]

プログラムをおもちであった。
当面は夫婦と 3人の子供が住む予定であるが、
将来的には 1階を改造し 2世帯住宅として使う
ことを考慮に入れている。
/この敷地は、池の水面より低いレベルにある
が、桜の季節はもちろんのこと、堤防には自然
の雑草がびっしりと根をはった緑色の斜面がつ
ながっている。またその向こうには、
池の対岸にある丘に秋の色づきが望める。

この周辺環境に対して低く、暗くなり
がちな地面に余白を多く残し、
/将来敷地の北側に大規模な幹線道路
の建設が予定されていることから、
現在の農地と将来の住宅地という、
ふたつの異なる敷地環境を想定して
計画する必要があった。
将来周囲が住宅地となった際にも
将来、この場所は住宅地となるだろう。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「2棟から成る建物配置」種[A-1-002]

-

-

-

/ 子供が小さいこと、来客が多いことから、夜に映画を見たり来客を泊めたりする家が、離れたところに
もうひとつあれば、気兼ねすることもなく楽だと考えた。近い将来、祖父母と同居予定であることや、
思春期を迎える子供の部屋のことを考えても、離れているぐらいがちょうどよい。大学が近いので、遠い将来は
ひとつの家を学生に貸すことも想定した。
/世代を超えて使われる際には
いずれ孫世代も使える

/夜に映画を見たり来客を泊めたりする
離れたところにもうひとつあれば、気兼ねすることもなく楽
近い将来、祖父母と同居
思春期を迎える子供の部屋
離れているぐらいがちょうどよい。
遠い将来はひとつの家を学生に貸すことも想定

/世代を超えて使われる
いずれ孫世代も使える

/ 大きなひとつのヴォリュームを仮定して、
中央をくり貫いて残った部分を 2棟の家とする

/世代が移り変わる・増えることを想定した分棟構成とする

2010.05_[A House Made of Two]
2018.09_[KARUIZAWA CAMP]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな広間・ホール」種[C-4-003]

広間・ホール

-

-

/ 家族と地域の出会いの場、文化活動の場
将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化
/人間のほうにも空間を実践していく力が
必要だけれども、もしかしたら、それ以上に
空間のほうに空間を実践させていく力がある
のではないだろうか。住宅はあまりに日常的

/子供劇場の発表会、音楽会、会合、作品展等を行える。
将来の部屋
/そういう空間に伴う想像象力が、ダンス教室や演劇の稽古を持続させるし、家族以外の人を
呼んで一緒に過ごすことを促してくれる。

/ 開放的でゆとりあるギャラリー的な広間を設ける
/大きなホールを設ける

2001.02_[ 白のアポロン ]
2010.10_[ ホールのある住宅 ]

に生活が持続されることによって、そうした空間を実践する力が、
ある水準で均衡したものになって、どうにも動かせなくなってし
まいがちである。想像や実践を喚起するような空間があれば、
日常性の均衡を破り、空間を創造的に思考できるような別の
均衡状態へと移行させてくれるのではないか。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の住居とS造の庭」種[A-3-012]

-

/ 改修の準備

/改修 ( 増改築、メンテナンス )

/コストやメンテナンス性、将来の増改築の可能性から、 /メンテナンス
将来の増改築

/W造の住居とS造の庭とする

2019.08_[daita2019]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立可能な室をもつ立体的ワンルーム」種[B-2-009]

個室

/改修の準備

/改修 ( プラン変更 )

/子供
将来的に

/将来的に完全な個室とすることもできる。

/ 子供が大きくなったときに独立可能な子供室として想定する

2018.01_[ 上用賀の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「隣家の庭と一体化する庭の平面的構成」種[B-3-005]

庭

-

-

/ 将来も残される予定の東側隣地の庭 /この庭が将来も残される予定の東側隣地の庭と一体化し、ふたつの家がひとつの大きな庭を囲む
それぞれの独立性を保ちながらひとつの場を共有するものとして結び付けられる。
町のたたずまいが宅地の細分化の過程に委ねられるという流れに、少しでも抗うことにもなる。

/ 隣地の庭と一体化することを想定した庭とする

2000.07_[ 厚木の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「周辺開発に影響のない方向に開口をとる平面的構成」種[B-3-030]

開口部
建具

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方を囲まれることも考えられる敷地において、光や風、視線の
抜けをどのように取り入れるかを考えた住宅。
/将来敷地の北側に大規模な幹線道路の建設が予定されていることから、現在の農地と将来の住宅地
という、ふたつの異なる敷地環境を想定して計画する必要があった。
周囲に建物が建っても

/周囲の状況によらず、終日にわたって広間に陽差しを届ける。
/周囲に建物が建っても眺望やプライバシーを確保できる

/ 周辺の開発に影響のない方向に開口をとる
/周辺の開発に影響のない方向に大きく開口をとる

2018.05_[ いなみ野の高床 ]
2019.06_[ 上原の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「十分に高い天井高さ」種[C-4-008]

D
個室
吹き抜け
天井

/室分割の準備
/増築の準備

/室分割 ( 家具やカーテン追加 )
/ 増築 ( 子供室など )

/レベル 400 は将来的にふたりの子供の空間となる。
/お施主さんからの要望としては、( 中略 ) 将来の子供室のための拡張スペース ( 中略 ) がほしい、
などであった。

/いかようにも空間設定ができる
W2.0m×D1.2m×H2.0mの可動ジャイアントファニチャーを置き、
最小限の個室にしようと思っている。
/将来的には吹き抜けの一部を子供室の増築スペースとすることもできる

/ 天井高さを確保し、カーテンレールも設置する
/天井高を高くとり吹き抜けを確保する

2010.04_[ 高台の家 /G邸 ]
2018.08_[ 大八木邸 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹き抜けをもつ立体的ワンルーム」種[B-2-003]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/将来の生活スタイルの変化、家族構成の変化 /フレキシブルに使用でき増床も可能である。

/ 吹き抜けをもつ仕切りのないワンルームとする

2001.02_[ 白のアポロン ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸をもつ平面的構成」種[B-3-004]

LD
個室
庭
開口部
建具

/レイアウト変更の準備

/レイアウト変更 ( 建具移動 )

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に対応づけられるはずもない。
/建主のこれまでの住まい方から、プランにはさまざまな状況に対応できるフレキシブルな空間が要求された。
/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。
/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける方だったこともあり、
住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な
環境をつくれるように、

/ 居間との関係を何段階にも調整できる。
リビングルームと一体的に使うことも可能である。
/障子を開けると空間は内部から外部へと続き、ひとつの室として機能し、また閉じると障子からの
柔らかな光が室を満たし、それぞれは完結した空間となる。
/可変空間
/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる

/ リビングと和室を引き戸で仕切る
/障子で仕切る
/可動間仕切りを用いる
/可動建具を設ける

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2000.10_[ 摂津の家 ]
2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]
2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具で外部空間とDKが一体化する平面的構成」種[B-3-023]

DK
土間
庭
テラスなど
開口部
建具

-

-

/ 住戸内外で大勢でも集うことのできる
/人が集まる場としても機能することが想定される
半戸外としての利用も想定している。
/建主である料理付きの夫婦からは、将来自宅で
カフェを開きたいということと、食事を色々な場所

/住戸内外で大勢でも集うことのできるオープンスペースとして、多様な使い方が想定されている。
/端部にカーテンがかけられる
半戸外としての利用も想定している。
/将来カフェを開いたときにはデッキも客席として使い、
/直接外に出入りできる。
来客者を迎え入れたり、パーティの時に内外連続して使えるようにしている。

/ テラスとダイニングキッチンのコーナーを全開できる木製サッシとする
/ダイニングに隣接して建具を介して土間を設ける
/ダイニングに隣接して建具を介して外部デッキを設ける
/DKと前庭の間に引き違いサッシを設ける構成とする

2010.11_[ 大井松田の住宅 ]
2018.05_[ 鎌倉長谷の住宅 ]
2019.06_[ 安中の家 ]
2019.10_[ 笹沼邸 ]

で楽しめる家にしたいということが求められた。
今は住まいとしてのみ機能している住宅も、
近い将来カフェと住宅というふたつの役割が求められ、
長い人生の中では家族の人数も変わる。
/来客者
パーティの時

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「複数のアプローチをもつ平面的構成」種[B-3-039]

アプローチ

-

-

/ この住まい手は、ひとりでゆっくり過ごすこともあれば、人を招くことも少なくない。
居住者が留守中であっても京都を訪れた知人

/例えば北端の長屋は、居住者が留守中であっても京都を訪れた知人のゲストルームとして
利用できる。

/ 分棟のそれぞれに直接アプローチできるようにする

2019.02_[ 頭町の長屋群 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多目的室」種[C-2-003]

個室
広間・ホール

-

-

/ 将来家族が増えた際
/将来親と同居するためのスペースを求められた。

/建主の第二のリビングとして、また将来家族が増えた際の予備室として、あるいは貸室としても
利用できる
/将来親と同居する

/ ホールを設ける
/両親のスペースとなる多目的室を設ける

2009.08_[TRAPEZIUM]
2010.11_[ 比叡平の住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「吹抜け空間」種[C-1-002]

吹き抜け

/増床の準備

/増床

/今、この住宅は次なるライフサイクルへの対応に備えて改装の構想が進みつつある。 /主室階の吹抜けの一部に床をかけて長女の部屋とする

/ 吹抜けの一部に床をかけることを想定する

2001.09_[HOUSE TM]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「複数アクセス可能な室をもつ立体的構成」種[B-4-021]

個室
階段

/用途変動の準備

/用途変動

/たとえば親戚が泊まりに来たり、将来誰かが住み込むことになったりした場合には、
使い方や住まい方で変化する
/将来子供部屋として利用する予定
/来客時は

/道から直接アクセスできる 3階のゲストルームを独立して貸し出すことができる。
ある時は都市の道が家の奥深くまで入り込んで来る家になり、別の時には道自体がもう少し家に
属したプライベートなものになる、まちと家との距離が、使い方や住まい方で変化する家である。
/将来子供部屋として利用
/来客時は広間を客間としても利用する。

/3 階のゲストルームは直接アプローチ可能とする
/用途変更を考慮して職住空間に複数アクセス可能とする
/外からも 2階に直接アクセスできる梯子階段を設ける

2018.05_[house h]
2018.12_[ めしべの家 ]
2019.06_[two house]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「内外現しの木造部」種[A-3-009]

-

/ 改修の準備

改修 ( 外壁メンテナンス、プラン変更 )

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更
木に大切なのは手入れができること。

/外壁メンテナンスや将来的なプラン変更への対応を容易にする
耐火、断熱、調湿などの性能
木室空間の新しい表現
間伐材の有効利用から日本の森を育て守ることに繋がる

/ 集成材パネルを内外現しとして立ち上げる

2018.06_[ 堂前の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「安全性を考慮した玄関アプローチの平面的構成」種[B-3-003]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的に子供など弱者たちの危険回避のための配慮として、 /道路騒音を緩和
将来的に子供など弱者たちの危険回避

/ 道路騒音を緩和でき、少しでも交通量の少ない側に玄関アプローチを
配置する

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「自然を望む開口部」種[D-1-009]

開口部
建具

-

-

/ 敷地は都内の住宅地にありながら、緑あふれる場所だ。
建主は豊かに根付く木々に惹かれてこの土地を選んだ。そのため建物の内外に関わらず緑を受け
入れた
変化し続ける自然を受け入れ、年月を重ねて周囲の環境と呼応する住宅になってほしいと考えて
いる。

/変化し続ける自然を受け入れ、年月を重ねて周囲の環境と呼応する

/ 自然に向けて最大限の開口を設ける

2018.11_[ 緑と光を感じる家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「外周部の耐震性確保」種[D-5-008]

外壁
その他構造
天井

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/今後更新しやすい状態にするために、柱梁を必要に応じて補強や撤去した「既存の軸組」、内部の
筋交を取り払うための「外周部の耐震補強」、柱梁から独立した個室や水回りの「薄い間仕切りに
よるヴォリューム」の 3つの階層による簡潔な構成とした。

/今後更新しやすい
それにより間仕切り壁は耐震要素を担わないため、自由に設置できる。

/ 外周部の壁・天井は既存の筋交を取り払い構造用合板により耐震補強
する

2018.02_[ ハウス SY]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「木造在来軸組工法の上階」種[C-5-002]

LDK
個室
フロア全体
床

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/二世帯住宅は時間の流れと共に家族の状況が大きく変化していき、建物も改修への適応力を
求められることから、
/2 階はコンクリートの人工地盤の上を自由に建て替えることを想定し、

/改修への適応力
/コンクリートの人工地盤の上を自由に建て替える

/ 在来軸組木造とする
/上階スラブ木造でフラットかつ広く確保する

2001.07_[T3 HOUSE]
2010.07_[ 本郷の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「連続性のある立体的ワンルーム」種[B-2-004]

-

-

-

/ 日頃、住宅では、恣意的に細分化された構成は好ましくないと考えている。生活や人間の気持ちは絶えず微妙に変化し、移り変わるから
である。そうした変化を許容可能な空間が不可欠だと思っている。それはたとえば、広い公園とか、何もない倉庫のような空間にゆったり
と好みの家具 ( いつでも場所を変えられるもの ) に包まれている姿が原型としてある。そして広い緑の公園の中では、当然多くの他人の視
線を浴びることを前提としても、自らが広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や仲間が
一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場であることが、可変的に自在にコントロール可能な空間
装置によって、私自身のライフスタイルが投影されることである。都市の中で活動する自由度をもった空間を建築としてとらえることが、
この住宅のテーマである。

/ 広がりのある伸びやかな空間の中で、満足を得られること、時にはそこに気の合った友人や
仲間が一緒になって、議論をしたり、馬鹿騒ぎをする空間であったり、また時には仕事場である
ことが、可変的に自在にコントロール可能な空間装置によって、私自身のライフスタイルが投影
される

/ 連続性のあるワンルーム

2001.07_[ ホワイトボックス ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「寝室と水回りが連結する平面的構成」種[B-3-007]

個室
水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )

-

-

/ 将来の高齢化 /将来の高齢化への対応

/ 寝室を水回りと直結させる

2001.01_[ 久里浜の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「土間で繋ぐ平面的構成」種[B-3-026]

離れ
土間
不特定諸室

-

-

/50~60 年先もコンパクトで快適に住まえるように、
今後の家族の成長に伴い、

/今後の家族の成長に伴い、それぞれの特徴を生かした柔軟な使われ方が期待できる。
半屋外的に利用できる
インナーテラスは風除室や物干し場、子供たちの遊び場としても使われる多目的な空間で、
生活の幅を広げる。

/ 主屋と離れを土間のインナーテラスで繋ぐ

2018.04_[ ハマグリさん家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「独立した離れをもつ平面的構成」種[B-3-045]

個室
離れ

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/将来の在宅勤務の希望
/使用頻度が少なかった茶室を将来的な家族の変化に応じて活用したい
50~60 年先もコンパクトで快適に住まえるように、
今後の家族の成長に伴い、

/母屋から独立した営みを可能にし、将来の在宅勤務の希望にも対応させている。
/今後の家族の成長に伴い、それぞれの特徴を生かした柔軟な使われ方が期待できる。
可変な空間

/ 階段室に隣接して独立した離れを設ける
/離れは最低限の居室としての機能をもった可変な空間とする

2009.09_[ 小平の家 ]
2018.04_[ ハマグリさん家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「余白のある室規模」種[C-4-001]

L

-

-

/ 将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される /将来、( 中略 ) グランドピアノが設置される

/ 室規模にゆとりを持たせる

2000.01_[ 吉備の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「サンルーム」種[C-1-003]

個室

-

-

/ 年齢に応じてさまざまに配慮された空間で、ライフスタイルを守り、快適に生活できる住宅を
目指した。

/洗濯物を屋内で干すことのできる

/ サンルームを設ける

2010.11_[ 楽潜居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「1階に余白のある半外部空間を持つ立体的構成」種[B-4-023]

個室
収納・倉庫
縁側
庭
車庫
その他外部
外壁
柱
階段

-

-

/ 住宅地開発が進み、将来建物に四方
を囲まれることも考えられる敷地にお
いて、光や風、視線の抜けをどのよう
に取り入れるかを考えた住宅。
/隣接する建物に目一杯囲まれた、
間口が狭く奥行きが深く細長い谷間の
ような敷地

/周囲に対する柔らかな境界をつくっている。
周囲の住宅との距離が確保されると共に、そこで起こ
る人や車、ものが運然一体となった生活の様子が周辺
に対して開かれる。
広がった隙間はピロティに光を届ける陽だまりになる。
旗竿敷地ではあるが、壁面後退や北側斜線、高度地区
により建物の隙間や屋根越しに光や風、視線の抜けが
得られ、そうした諸処に現れる環境を増幅させる周囲
の状況によらず、終日にわたって広間に陽差しを届ける。
水田の景色を導くが、水田が宅地化された際には個室群
が窓の懐となって広間に対する奥行きをつくる。
外壁に反射する西陽を取り込み室内に投影する。
/家の下には敷地面積分の空地が、奥にはこの家と周辺
の建物に囲まれた吹き抜けが残り、そこへ光が射し、ぼ
んやりと明るい縦横にのびる空洞が大きな風通しになっ

/ 耐力壁によるピロティを設ける
/接地階には家をつくらず、約 4.5m上空に 2層分の家をもち上げる
/1 階は余白のある半外部空間として扱う

2018.05_[ いなみ野の高床 ]
2018.10_[ 街の家 ]
2019.06_[ 上原の家 ]

この家を通して、周辺の現実と向き合う
ことでひとつの建物や空間だけに終わら
ずに、周辺へポジティブに影響していく
転換点を見つけ出せたら、無理なく豊か
な環境が持続する。あるひとつがどうな
ったか、どれだけかという話は、周辺か
ら切り離されて結果的に窮屈になる。完
結するそれが裏を生み、見たくないもの
はそこに置き、目を瞑って、蓋をするよ

うで、どれだけそれが開いて
見えたとしても、実はとても
表層的で閉じている。だから
敷地の奥に隠されるはずだっ
たものや、敷地を超えた周辺
までの受け止めざるを得ない
現実を認め、周辺や街に広が
る家のあり方を目指した。
/将来敷地の北側に大規模な

幹線道路の建設が予定されて
いることから、現在の農地と
将来の住宅地という、ふたつ
の異なる敷地環境を想定して
計画する必要があった。
将来周囲が住宅地となった際
にも
将来、この場所は住宅地とな
るだろう。

てバス通りへ抜ける。そこは、街から家へ続くエントランスや
テラスであったり、友人たちと食事をしたり子供が遊ぶ庭であ
ったり、商店街と適切な距離を保つ外構であったり、大きな気
積を生かして店を出したり、家と街の間にできたその自由な場
所がきっかけとなって、この家の成り立ちは明確な方向に動き
出した。
お隣さんも窓を開けた時、その気持ちよさは同じように感じる
はずだ。奥の隣家には光も入るようになった。そうやってこの
家を通して、周辺の現実と向き合うことでひとつの建物や空間
だけに終わらずに、周辺へポジティブに影響していく転換点を
見つけ出せたら、無理なく豊かな環境が持続する。
/周辺の風景へと視線が抜け、山からの季節風の通り道となる。
大らかに架けられた屋根下の半外部空間は、公私を越えて街の
余白として広がっていき、近隣の住宅には、その先の風景や風
が届く。住宅地の余白が繋がって街並みが展開すると、今ある

農地とは別の、風通しがよく透過性のある魅力的な住環
境が生まれる。この住宅がモデルとなり、暮らしがおの
ずと外部に溢れるような新たな街並みをつくれたら、そ
れが街の風景となる。透過性のある住宅計画が新たな住
宅地に向けたひとつ提案に繋がることを期待している。
寝室 1の開口と同幅で配置された外部倉庫と階段は、
西側の前面道路から寝室 1への視線を遮る。縁側と
外部倉庫に囲まれた内庭には、躯体の柱を室内と同様
に等間隔に配置することで、境界のない周囲に対して
プライベート性を創出している。

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「Sや RCの主構造と独立したW造の全体構法」種[A-3-010]

-

/ 改修の準備

/増床
/減床

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無碍な生活は、
/住宅の機能を備えていながら、1～3階まで、店舗やシェアオフィスとして使われることも想定している。
生活が多様化し、暮らしの定義が変化する中で、庭をつくるように複雑さに向き合う建築をつくることができないか。
将来的にさまざまな使い方ができるよう可変性のある

/家族構成の変化や多様な来客を含む融通無得な生活は、地下室と 1階の間で自由に行える。
/木架構は、テラスや水回り、吹抜けなど、各場所の機能に応じた空間をつくることを可能にし、建物と街との接点をつくり出している。
駆体、開口、仕上げ、家具、金物、テキスタイル、植物など建築を取り巻く事物を変遷させていくことができる。木架構に沿って壁を
立てることで書斎が生まれ、カーテンを付け替えることで寝室ができ、テラスが小さな温室へと変化する。そうして現れる建築は、住宅で
ありながらオフィスにもなり、図書館、ヨガスタジオ、ギャラリーにもなる。植物が庭の中で移動し庭自体が遷ろうように、建築も街と
共に変遷する。竣工時に目的や使い方が固定されるのではなく、その街の風景に包まれながら、住まい手の要望の変化に応じて変遷する
寛容さを纏った住宅。その可能性を示したいと考えている。
木造部は耐震要素ではないため、今後使用状況に応じ増床や減床することも可能で、耐震壁もないので開口部も自由に増やすこともできる
構造とした。
木部架構には棚を自由に取り付け、植物を並べることができる。

/ 地中の巨大なRC構造、そこから伸びる鉄骨に主構造を限定し、
改修が容易なようにする
/1.8×2.6mスパンの鉄骨フレームと周囲に木架構が取り付く構成とする

2018.10_[ 酒井邸 ]
2019.12_[ 浜町のはなれ ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸をもつ平面的構成」種[B-3-004]

LD
個室
庭
開口部
建具

/レイアウト変更の準備

/レイアウト変更 ( 建具移動 )

/暮らし方にはまだまだ変化が予想されるし、生活行為がそう簡単に部屋という名の単位空間に対応づけられるはずもない。
/建主のこれまでの住まい方から、プランにはさまざまな状況に対応できるフレキシブルな空間が要求された。
/私はかねてから、住宅の可変空間システムや最小居住単位空間に興味をもっていた。
/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける方だったこともあり、
住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な
環境をつくれるように、

/ 居間との関係を何段階にも調整できる。
リビングルームと一体的に使うことも可能である。
/障子を開けると空間は内部から外部へと続き、ひとつの室として機能し、また閉じると障子からの
柔らかな光が室を満たし、それぞれは完結した空間となる。
/可変空間
/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる

/ リビングと和室を引き戸で仕切る
/障子で仕切る
/可動間仕切りを用いる
/可動建具を設ける

2000.07_[ 渦森台ハウス ]
2000.10_[ 摂津の家 ]
2001.06_[Jungle Gym( ジャングルジム )2250]
2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「家を囲む塀の省略」種[D-3-005]

その他部位

-

-

/ 高齢化の晋住宅地に建つ住宅で、家を塀で囲み閉じるのではなく、隣人と気配を感じ合うおおらかな空間が
望まれた。
以前は塀に閉ざされた住宅が建ち並び、平日の日中は人目が少なく、時々空き巣被害も起こる地域だった。
他者を排除した住宅によって、ささやかな暮らしの支えが奪われているのではないか。多様な人や行為、モノを
受容し、地域社会に自分たちで手を加えられる余剰や、おおらかさがある場をつくりたいと考えた。

/この家が竣工した後に建て替えられた向かいの家も塀をなくし、次第に街並みも変わってきてい
る。高齢化が進みつつ近所付き合いが残るこの地域で、住人たちは庭の手入れなどをしながら見守
り合っている。

/ 家を塀で囲まず、閉じない

2018.10_[ 蝶番の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の屋根」種[D-5-016]

屋根

/増築の準備

/増築

/2世帯住居への対応 /将来 3階に木造などの軽構造による増築を可能にする
2世帯住居への対応も可能

/ 木造屋根とする

2019.08_[ 小石川の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「大きな庭」種[C-4-006]

庭

/増築の準備

/増築

/子供たち、親、( 中略 )、将来の孫など /南側に一棟建て増すことによって 2世帯住宅にすることが可能である。

/ 庭を広く確保する

2001.12_[ 吉礼の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動間仕切り戸と立体的ワンルーム」種[B-2-001]

開口部
建具

-

-

/ 単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/生活の多様性を生み出す
子供の成長
/家族の必要に応じて

/場の伸縮性を期待するものである。またその重なりの多様性から伸縮に強弱をつけ、個々の場の
繋がり方やパブリックとプライベートの分節などワンルームでの小さな生活変化へと対応させている。
/家全体が一室空間であるが個室的にもなる
子供の成長にしたがって使われ方は変わっていくであろう。
/家族の必要に応じて個室化できるようにした。

/ ワンルームに収納可能なポリカーボネイト製建具を設置する
/機能を限定せず連続したワンルームとしつつ、個室的に分割できる
引き戸を設ける
/建具で仕切ることのできるワンルームとする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2001.07_[ 木箱・八千代 ]
2019.06_[ 耕の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「安全性を考慮した玄関アプローチの平面的構成」種[B-3-003]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的に子供など弱者たちの危険回避のための配慮として、 /道路騒音を緩和
将来的に子供など弱者たちの危険回避

/ 道路騒音を緩和でき、少しでも交通量の少ない側に玄関アプローチを
配置する

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「直接アプローチ可能なリビングの平面的構成」種[B-3-021]

L
その他外部
開口部
建具

-

-

/ 建主は音楽家の夫+雑誌編集者の妻+子供の三人家族で、敷地は夫の実家の「寺」に隣接
している。
ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間

/ちょっとしたパーティ会場、あるいはカフェにもできるフレキシブルな空間だ。

/ リビングに道路へ直結する出入り口を設ける

2010.10_[Dual Channel House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「可動建具により内外空間の繋がりが変化する平面的構成」種[B-3-034]

個室
階段室
車庫
開口部
建具

-

-

/ 建主夫婦それぞれの仕事場をもつ
ギャラリーへの来訪者
パブリックにもプライベートにも

/内部や外部などそれぞれ異なる空間が繋がり、パブリックにもプライベートにも、さまざまな
使い方ができる。

/ スチールサッシの開け閉めで内外空間の繋がり方に変化を与える

2018.08_[ 縦路地 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「予備玄関」種[C-2-002]

玄関
アプローチ

-

-

/ 将来的には二世帯の可能性もあることから、
/将来仮に車椅子の生活になった時などは、
/暮らしの気配が漂う狭い路地、分刻みで
電車が行き交う鉄道高架、2020 年に向けて
建設中の幅の広い都市計画道路。敷地は

/ここがメインの玄関となる
/計画道路が開通した際はそちら側がもうひとつの顔となって町へ大きく開かれる。
こうして環境に呼応して立ち上がる建築が、同時にまちをゆっくりと動かし始め、この土地固有の
繋がりと豊かな開放感をつくり出すことを期待している。

/2 つ玄関を設ける
/段差のない第 2の玄関を用意する
/都市計画道路の開通に応じてエントランスを切り替えられるよう
複数方向にエントランスを設ける

2000.05_[SORA 川崎大師の住宅 ]
2000.06_[ 上大岡の家 ]
2018.11_[stir]

異なる 3つの環境に挟まれた特異な場所に位置
している。その異なるスケールや距離感、速度、
音、明るさといったものに反応しながら、環境と
共に立ち上がる建築を考えた。
計画道路が完成後、

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「庭」種[C-1-001]

庭

-

-

/ 時間の経過と共に /この 2種類の庭が住まい手の生活を表出する余地ともなることによって、この住宅が、時間の
経過と共に住宅地に新たな風景を加えることになると考えている。

/ 中庭、庭を設ける

2000.02_[ 世田谷住居 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「多機能な半屋外空間をもつ立体的構成」種[B-4-014]

玄関
縁側
アプローチ
テラスなど

-

-

/ 計画地は建主が経営する材木屋の工場や作業場が建ち並ぶ一角にある。周囲は畑や田んぼに囲われ
た郊外ののどかな田園風景が広がる一方で、アプローチ側となる敷地南側は、家の前を一日中工事用
車両が往来し、職人の喧騒が飛び交っている。工場群と本敷地との間には敷地境界を明示するものが
何もなく、地面が周囲とつながっているため、敷地境界の存在が弱く掴み所のない敷地に思えた。
その時々の使われ方に応じて、

/この『半屋外空間』は、その時々の使われ方に応じて、時にはアプローチ空間に、時には玄関に、時には縁側
に機能が変化する。住宅を守るための緩衝帯であり、かつ外部環境との境界として機能させるために設けたこの
『半屋外空間』は、玄関・廊下・緑側・部屋の延長といった住宅の機能的な役割を担いながらも、光を取り入れつ
つプライバシーを守るといった空間的な価値をももち合わせている。さらには住宅のファサードを周囲の風景の中
に溶け込ませることにも寄与しており、あらゆる側面からこの住宅の空間の質を高める原動力となっている。
これは材木が立てかけられた建主所有の工場と隣接して建つことで、周囲の建屋に溶け込むファサードとなりなが
らも、アプローチ空間を光と影が刻々と変化する緩やかな時の移ろいを感じられる場所へと変化させている。
昔この周辺にあった家々が玄関だけではなく、各個室の縁側からも室内に出入りしていた、という古い記憶から想
起したアイデアであり、郊外に建つ住宅ならではのラフでいて親近感のある空間の使われ方である。

/ アプローチ、玄関、縁側と機能が変化する半屋外空間を設ける

2010.10_[ 豊田の家 ]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「軸組現しとする木造在来工法」種[A-3-007]

柱
梁・桁

/改修の準備

/改修 ( 増改築、プラン変更 )

/建主は施工業に従事しており、ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
方だったこともあり、住まい手と環境との関係をシンプルに規定し、ローテクでありながら自らの
身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境をつくれるように、
改装を繰り返すため

/ライフサイクルの変化に応じてその都度自らつくり変えていける
ローテクでありながら自らの身体感覚に従って大きく変化させることのできる原初的な環境を
つくれる
改装を繰り返す

/ 木造在来工法を採用し、軸組を現しとする

2018.04_[ARI]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「室と庭が隣り合う平面的構成」種[B-3-002]

個室
庭
不特定諸室

/増床の準備

/増床

/単一な家族像と日常の小さな生活変化、またその将来性から、
/将来それぞれの部屋を増築する際
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。

/将来的に拡張できる
/そうして、敷地内にも隣接する住宅にも陽が当たらない、風が通らないといった裏の場所を
なくした。
庭は将来それぞれの部屋を増築する際の敷地となる。
間取り変更や同居世帯数の変化、一部賃貸利用の際に生じる戸境壁、増床のための増築など、
持続的に手を加えることができる。
庭は家族の距離感にも影響を与える。
異なる部屋の窓と窓が重なる瞬間、家族や庭、大きな環境と多くの気配を感じられる。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 裏庭に面することで拡張可能とする
/室と庭が隣り合う構成とする

2000.04_[ 山坂の家 ]
2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「窓辺の家具」種[D-1-007]

開口部
建具
家具

-

-

/ 庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。 /庭は季節ごと、年を重ねるごとに変化し、庭と一体化した室内空間も、一緒に変わっていく。
これは、庭と暮らしが共に成長する住まいなのである。

/ 庭に面した窓にベンチを設える
/庭に面した窓に勉強机を設える

2018.03_[Seven Gardens House]

効果 (原文 )追加操作環境 (原文 )

階 規模

対象 操作内容

概要

備考 出典

「W造の壁」種[D-5-003]

水回り
(WC、
風呂、
洗面所 )
外壁
内壁
建具
設備

/改修の準備
/設備仕様変更の準備

/改修
/設備仕様変更

/将来改築変更
/メンテナンスや将来の仕様変更
/区画整理が進むと東側に敷地が拡張するので
/生活の変化
生活や気分の変化

/将来改築変更を可能にしている
/このことにより、メンテナンスや将来の仕様変更に対応しやすいものとなっている。
/貫通できる
/木の可塑性が生活の変化に適応し、工作好きな住み手の遊びを引き出す。
生活や気分の変化に合わせて自分たちで改変していけるようにしている。
将来木壁を外してエレベーターシャフトや仏間、書庫などへ改築したり、あそのびスペースを
拡張することを想定している。

/ 水回り部は木造間仕切り壁とする
/配管・設備部分の壁を木造とする
/外壁は貫通できるような柔らかな構造とする
/W造の間仕切りとする

2000.06_[ 代沢の住宅 ]
2000.11_[n-house]
2018.02_[ 石神の家 ]
2019.12_[ あそのびハウス ]

■ phase05_ 反復的に環境適応を繰り返し続けることで、
アジャイルなプロセスを継続させていく。

Site
_A_

環境
適応

■ phase04_ 将来的な状況変化と種の応答による反復的ケーススタディ

/ 生活的主階を上階としつつ、周辺開発に影響のない方向
にバルコニーを増築する。

/ 駐車場が不要となるため、土間を継承しつつインナーコー
トとして用途転用する。

/ インナーコートを事務所の一部としてプラン変更し、カー
テンレールで住空間と柔らかく間仕切る。
建物の南側に空地を確保しておくことで増築も可能となる。

| Case01_ 北側の空き家や西側の駐車場において高層開発
が行われる。

| Case02_ 自動運転技術の発達や、シェアリングエコノミー
の普及により自家用車が必要なくなる。

| Case03_ 設計事務所の所員数が増加し、接地階南側の事
務所スペースでは場所が足りなくなる。

/ 歩道が狭く騒音が気になっていた東側にもゆとりが生ま
れ、上階 ( 生活空間 ) へ繋がるアプローチ階段を新設する。

/ 接地階を機能が充実したワンルームとしておくことで、簡
易な寝室を設けるだけで下階のみでの生活が実現できる。

/ あらかじめゆとりを残していた東側の外部空間にも縁側
をめぐらせ、祭事における人の居場所を創出する。

| Case04_ 東側の前面道路が歩行者系都市軸として指定さ
れているため、環境改善として歩道が拡幅される。

| Case05_ 不慮の事故により足を骨折し、しばらく車椅子
生活を余儀なくされる。

| Case06_ 源氏まつり ( 地域の伝統祭事 ) の懐古行列が通る
道として東側道路が指定される。

■ phase04_ 将来的な状況変化と種の応答による反復的ケーススタディ

/ 銭湯帰りの人々もくつろげるようピロティ空間に縁側を
整える。また、建物内部には可動間仕切りを追加すること
で接地階の北側一部を食堂として利用できるようにする。

/ 中庭のサンルームを北側に開放することで隣家と庭を介
した繋がりを生む。プライベートエリアにはカーテンを追
加し、柔らかく分節する。

/ 上下階で読み替えられる対称的な立体的室構成により、臨
機応変に親世帯・子世帯が上下階で住み分けられるように
なる。

| Case01_ 北側地区開発の影響により北側隣地の大衆銭湯
の利用客や通行者数が増加する。

| Case02_ 銭湯が営業終了し、後継者不足につき建物が取
り壊される。跡地にてミニ開発が進み、周辺住宅と同スケー
ルの家が建つ。

| Case03_ 親世帯が高齢化し、足腰が弱くなってしまう。
階段の上下移動が困難になる。

/ 上階南側の壁を一部撤去し、倉庫としていたスペースに
ベンチや手摺を設けることで囲まれたテラスが生まれる。

/ 上階にて周辺開発による影響を受けにくい方角 ( 東側 ) に
連続するようにユニットを増築。書斎となる。

/ 西側上階の LDK 吹き抜けに現しの梁を架けておくことで
増床が可能に。子供室とする。

| Case04_ 空き家となっていた南側の隣家が解体され、
空地が生まれる。

| Case05_ 西側の周辺空き家における高層開発が進む。
また、家の内部では蔵書が増加し、スペースが必要となる。

| Case06_ 子世帯に孫が誕生し、子供室が必要となる。

■ phase04_ 将来的な状況変化と種の応答による反復的ケーススタディ

/ 壁を追加し住空間と柔らかく仕切ることで上階のダイニ
ングテラスをカフェとして用途転用する。

/ 南棟に寝具など生活に必要な設備を整える。分棟配置と
しておくことで柔軟な住み分けが可能となる。

/ 庭に予め設けておいた単管・クランプによる骨組みに対し、
即物的に階段や床を増改築する。有機的な変化に対応する。

| Case01_ 北側開発区における都市公園の利用者数が増加。
前面道路が駅からの最短ルートであるため、人の流れが生
まれる。

| Case02_ 北側開発区における大型市民病院建設工事が完
了。高齢の両親が通院のために同居することになる。

| Case03_ 庭の植物が大きく成長し、今後定期的なメンテ
ナンスが必要となる。

/ 庭を隣り合わせることで一体化し、気積を確保できる。テ
ラスを延長し、接続することも想定。

/ 吹き抜けに架けておいた梁を拠り所として増床。田の字
型プランの上階から延びる子供室が追加される。

/ 南棟接地階に家具や建具、階段などを追加・撤去しプラ
ン変更。独立した室とすることで、「庭の見えるギャラリー」
として地域に開放することが可能に。

| Case04_ 隣接する西側駐車場に親族が住居を新築し、引っ
越してくる。

| Case05_ 子供が生まれ、成長するに伴い子供室が必要と
なる。

| Case06_ 市内在住の若いアーティストたちのための発表
の場が不足しているという課題があり、展示空間へのニー
ズが高まる。

■ phase05_ 反復的に環境適応を繰り返し続けることで、
アジャイルなプロセスを継続させていく。

Site
_B_

環境
適応

■ phase04_ 将来的な状況変化と種の応答による反復的ケーススタディ

/ 予め余白のある建物配置としておくことで、東側の庭に
離れを増築することができる。

/ 西側下屋のインナーコートをランドリーとして用途転用。
隣接する小上がりの畳室も可動間仕切りによって開放する。

/ 深い軒裏空間に縁側を延長し、一部壁を撤去。書斎とし
ていた板間と共に地域のリビングとして活用され始める。

| Case01_ 社会的状況の変動に伴い、住居内に個人的な活
動スペースが求められるようになる。

| Case02_ 近隣のクリーニング店が閉店する。 | Case03_ 北側地区開発の影響によって通行者数が増加し、
他者との出会いが増える。次第に近所付き合いの場が求め
られるようになる。

/RC 造の接地階に支えられた W 造中央ボリュームを、がら
んどうのホールとしてトップライトを設けつつ増改築。

/ 独立したアプローチが可能である東側の離れに間仕切り
を新設し、寝室や水回りを整備しプラン変更。子世帯の居室。

/ 中央ボリュームがゆとりのある吹き抜け空間を有してい
るため、増床しつつ螺旋状に子供室を追加できる。

| Case04_ 東側駐車場において大型開発が進行。
近隣で最大級のマンションが建設される。

| Case05_ 息子の仕事の都合により、子世帯としばらく同
居することになる。

| Case06_ 孫が 2 人誕生し、成長するに伴って子供室が必
要となる。

■ phase05_ 反復的に環境適応を繰り返し続けることで、
アジャイルなプロセスを継続させていく。

Site
_C_

環境
適応

■phase05_反復的に環境適応を繰り返し続けることで、
アジャイルなプロセスを継続させていく。

Site
_D_

環境
適応
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